
























































本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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第一回　俺の妹たちが妹ラノベの表紙を飾かざっている!?









　時は、後ご漢かん王朝末期！　処は、洛らく陽ようへの入り口・難なん攻こう不ふ落らくの要よう塞さい虎こ牢ろう関かん！

　洛陽と天子を占せん拠きよし横暴の限りを尽つくす邪じや悪あくな董とう卓たく軍に対して、乱世の英えい雄ゆう・曹そう操そう孟もう徳とくをはじめとする正義の「反董卓連合軍」は今、虎牢関へと攻せめかかっていた。が、しかし、彼らの前に中ちゆう華か史上最強の純一戦士・呂りよ布ふ奉ほう先せんが立ちはだかる！　ドオオオオオン！

「わ、われはひとり。りょ、呂布なり──！」

　人中の呂布、馬中の赤せき兎と！

　武将というよりは、もはや自然災害！　無敵の名馬赤兎馬に跨またがり、空を飛びながら宝貝パオペエ「方ほう天てん画が戟げき」を繰くり出す無む双そうの呂布に、正義の連合軍もなすすべがない──！　近づけば即そく、方天画戟が放つ「闘気」を浴びて吹ふき飛ばされる！　あまりの戦力差に、戦いにもならない。兵士たちは呂布と赤兎馬を見たらもう逃にげ散るしかない。

「このままでは連合軍は呂布一人の前に壊かい滅めつよ。あなたの知ち謀ぼうでなんとかしなさい、曹操」

「無理よ。呂布はまさしく虎とら。人間の知謀では対処できない野性の猛もう将しようだわ、袁えん紹しよう」

「こらっ曹操、軍師ならなんとかするのだー！　袁えん術じゆつちゃんは、はちみつが飲みたーい！」

　連合軍を率いる袁紹・曹操・袁術の三人が本ほん陣じん内で顔を見合わせるが、対応策は浮うかばない。浮き足立つ連合軍陣じん営えい！

「お任せください袁紹さまーっ！　袁紹軍随ずい一いちの皆かい勤きん武将・鉄人張ちよう郃こうここにあり！　呂布よ、貴様との一いつ騎き打うちに正々堂々真っ正面から応じてやろう！　これでまた袁紹さまの片かた腕うでの座に一歩近づいた！　うわーははははは！」

「……邪じや魔ま……」

「グエーッ！　死んだンゴー！」

「ちょっ、張郃さまが討ち死になされたぞー！」

　ついに犠ぎ牲せい者しやが！　ますます浮き足立つ連合軍陣営！　連合軍はもはや、壊かい乱らん寸前！

「ううむ。ここはこの江こう東とうの虎・孫そん堅けんが行くしかなかろう。どちらが真の虎か、呂布と雌し雄ゆうを決する時だな！」

「やめなさい孫堅。南なん船せん北ほく馬ば。海戦なら海かい賊ぞくあがりのあなたの勝ちだけれど、陸戦では赤兎馬に乗った呂布に地の利があるわ」

「そうか曹操くん。呂布は地の利を得たか！　まだダルマにされるわけにはいかない。ううむ、困った。私は孫一族の長姉。幼い伯はく符ふと仲ちゆう謀ぼうを守らねばならぬ。そうだ、劉りゆう備びくん。きみが乗っている名馬・的てき盧ろなら、赤兎馬の速度についていける！」

「うっ、俺さまはその、持病のしゃくが……無念だ……こんな時に限って実力を発揮できないとは、ああ、この劉備玄げん徳とく、いまだ天の時を得られず……！　だがいっこうに構わん！　俺さまは大器晩成型だからな、フーハハハハ！」

　妹たちを思うと無む謀ぼうな一騎打ちに臨むわけにはいかない孫堅、そして仮病を使って出しゆつ撃げきを拒きよ否ひするへたれの劉備。

　万事休す、と思われたが。

　ここに、美しい黒くろ髪かみを持つ一人の英えい傑けつがいた──そう。読者諸君もご存じの、生きながらにして人々の信しん仰こうと崇すう拝はいを集める救世の女神！　まさしく中華の歴史に永遠の武名と忠義と美を誇ほこる「関かん聖せい帝てい君くん」であった！

　人間としての名は、そう、関かん羽う雲うん長ちよう！

「むむむ皆みなさん。どうしてこの関羽に出撃命令を出してくださらないのです。呂布を、お皿に盛り付けた麻婆まーぼー豆どう腐ふが冷める前に打ち払はらってご覧に入れましょう！」

「えー止めときなよー姉者ー。下っ端ぱが手て柄がら挙げたって、ご褒ほう美びでないよ？　ほら、袁紹軍って身分格差が激しいしさあ～」

「黙だまりなさい張ちよう飛ひ。手柄とか褒美とか、そのようなものはどうでもよいのです。暴君董卓を打だ倒とうし洛陽の民と天子を救うことこそ、連合軍の使命！　この関羽にお任せあれ！」

「うっ。すまない関羽。兄の俺が、持病のしゃくにさえ襲おそわれていなければ……」

「んもう。張飛も劉備も頼たよりにならないんだから！　関羽、任せたわよ！　あなたなら、きっと呂布に勝てるわ！　この曹操孟徳が保証する！　あなたこそ、破は滅めつに瀕ひんした真世界を救うまことの救世主よ！」

「はいっ！　曹操どの、行って参ります！」

　ジャーンジャーン。

　虎牢関の戦場に銅ど鑼らが鳴り響ひびき、ここに関羽と呂布の一騎打ちがはじまった──！

　金きん髪ぱつ碧へき眼がんの呂布と、黒髪黒こく瞳とうの関羽。お互たがいにたぐいまれな美しさを誇るが、まさしく真逆の少女英傑！

　はたしてどちらが勝つのか。それを知っている者は、そう、天下の智ち者しや・曹操ただ一人。

「呂布よ、出ませい出ませい！　われこそは河か東とうの大地より立ち上る美少女義ぎ俠きよう！　関羽雲長！　乱世の英雄・曹操孟徳に忠誠を誓ちかう武神なり！」

「……わ、われは……す、スウェーデンより来たりし、りょ、呂布なり……！」

　両軍の将兵たちが固かた唾ずを吞のんで見守る中！

　呂布が振ふり下ろす方天画戟！

　関羽が突つき入れる青せい龍りゆう偃えん月げつ刀とう！

　両りよう雄ゆうがすべての「闘気」を籠こめた必殺の宝貝が今、ここに激げき突とつした──！

　ドオオオオオン！

　互いに全力。勝敗は、一いち撃げきで決した。

　あの千年の名馬・赤兎馬が、青龍偃月刀から放たれた関羽の凄すさまじい「闘気」に吹き飛ばされて大地に倒たおれ、呂布が落馬してしまったのである。信じがたい光景に両軍の誰だれもが悲鳴とも歓かん声せいともつかない大声をあげていた。

「……ぐっ……そ、そなたの、か、勝ちだ……関羽よ、そ、そなたこそ一いつ騎き当とう千せんの三国無双……こ、ころせ……」

　力こそが正義。関羽の比類なき武と自らの敗北を認めた呂布は、方天画戟を捨てて関羽の前に自らの首を差し出した。だが。

「いいえ、呂布。あなたと私の勝負はついていません。今回はたまたま赤兎馬が脚あしをくじいたために、このようなことになったまでです。赤兎馬ほどの名馬、怪け我がを治ち療りようしてあげてください。そして赤兎馬が回復したら、もういちど正々堂々と再戦いたしましょう」

「……か……関羽……わ、わが……姉者よ……」

　まさに義俠。これぞ女神。関羽は、呂布を殺すことなく、手を摑つかんで立たせてあげると、負傷した赤兎馬とともに呂布を董卓軍へと送り返したのであった。

　関羽さま万歳万歳万々歳、と連合軍の兵士たちは関羽の義と徳に胸を打たれて涙なみだを流して大歓かん喜き。董卓軍の兵士たちもまた、関羽の中に「光の道」を、「正義」を見出して武器を捨て、「もう暴君のために戦うのはやめた！」「ああっ関羽さま！」「真世界をお救いください！」と続々と投降。虎牢関は、関羽の威い光こうの前に門を開いたのであった。

　世紀末救世主・関羽伝説のはじまりである。

「えー。どーして呂布を逃がしちゃったのさ、姉者～。そういう舐なめプしてるとさ～、後で破滅するよ～？」

「ま、俺さまが体調万全だったら一撃で呂布を瞬しゆん殺さつだったがな！　落とし穴を仕し掛かけて赤兎馬ごと落っことしてやるつもりだったのだ！　フーハハハハハ！」

「はあ。張飛も劉備兄者もまったくせこいんですから。ダメダメな兄妹です……それにひきかえ、私を一騎打ちに送り出してくださってありがとうございます曹操どの！　あなたの信しん頼らいと恩義、私は決して忘れません！　これからは私を実の妹と思って、この武と美を存分にお使いください！　真世界救済のため、漢かん王朝再統一のために！」

「わかったわ関羽！　義姉妹の誓いをしましょう！」

「はいっ！　喜んで！」

「ねえねえ関羽、抱だっこさせてー！　うわーい！　ぱふぱふ、ぱふぱふ！　ああ[image: きごう]」

「小こ柄がらなお姉さんもいいものですね。ああ、曹操どのは子こ猫ねこみたいでかわいいです[image: きごう]」

「水くさいわよ関羽。これからは孟徳と呼んで！　はあはあはあ。さあ、戦場での埃ほこりを落としましょう！　さっそく一いつ緒しよにお風ふ呂ろに！　洗いっこよ！」

「はいっ、喜んで！　孟徳お姉さま！」

「ゆ、夢のようだわ……関羽と洗いっこ……混浴……姉妹……！　ああ[image: きごう]」

　こうして、関羽は曹操の義妹となり、二人は「生まれた日は違ちがえども、死する日は同じ床とこでと誓わん」と永遠の家族の絆きずなを結んだ──以後、関羽と曹操は必ず同じ寝しん室しつで寝ねることになる。だが今は、二人の初洗いっこについて、初混浴についてじっくりねっとりと詳しよう細さいに語らなければならない。むろん、シスマゲドン先生による入にゆう魂こんの挿さし絵え入りで！　朝ちよう廷ていの検けん閲えつをすり抜ぬけられるギリギリを攻めるわよ！




～ドワーフ玉たま置おき・著　「三さん国ごく姉妹しまいコレクション」　第一巻　ドキッ？　女神関羽さまが私の義妹に？　より　この続きをお読みいただくには、課金が必要になります　皆さんの課金は全額、洛陽復興資金として朝廷に寄き贈ぞうされます　ぜひともご協力を




　　　　※




「って、なによこれーっ！　実際の虎牢関戦とぜんぜん違うじゃんっ！　しかも、アニキの扱あつかいはだいたい合ってるけど、あたしがモブのクソザコナメクジ役に落とされているしっ！　ここここんなエロエロなきわどいイラストのモデルをやらせておきながら、ゆきのんとの扱いの格差はいったいなんなのよーっ！」

　張飛こと那な波なみが、曹操ことドワーフ玉置先生こと早さ乙女おとめ怜れい香かが書いた「三国姉妹コレクション」第一巻の冒ぼう頭とう部分を収録した無料試し読み小冊子を読んでブチ切れている。

　やあ諸君。ここは洛陽の宮きゆう廷ていの一室だ。そしてわが英傑名は劉備玄徳！　真しん名めいは水みず城き秀しゆう一いちである！　洛陽炎えん上じようイベントは、俺たちの活かつ躍やくによって阻そ止しされた！　もうすぐ反董卓連合軍の諸将が集結しての論功行賞と今後の統一戦略の決定会議──「袁えん帝てい大会議」が開かい催さいされるので、俺たちも一室に控ひかえて出し物の練習をしているというわけだ！

　袁帝グループでは、実際の功績もさることながら、会議におけるプレゼン能力が重視されるという。ブラック企き業ぎようにありがちな慣習だな。

　なので俺たちは今、自分の控え室でプレゼンという名の出し物の特訓に励はげんでいる。

　作中では呂布にヌッ殺された社畜の張郃は、もちろんぴんぴんしていて、今はなぜか自分の控え室で「ハーハハハハ！　焼きそば麵めんとソースの開発に成功したーっ！　これで昇しよう格かく間ま違ちがいなしだーっ！　徐じよ州しゆうは私がいただく！」と高笑いしながら鉄板で焼きそばを焼いている。なんで大会議で焼きそばを焼くと昇格できるのか、俺にはさっぱりわからん。

　で、ここは俺たち劉備三兄妹の控え室なのだが、カーテン一枚隔へだてた隣となりが曹操の控え室なので、曹操が準備していた新作ラノベの試し読み小冊子をうっかり那波が読んでしまって激おこぷんぷんというわけだ。

　なにしろ「三国姉妹コレクション」の小冊子と第一巻の表紙は例の、水着メイド姿の那波と雪ゆき乃のがおっぱい押しつけながら抱き合っているアレだからな。それなのに本文中ではひたすら雪乃TUEEEを盛り立てるモブ役では、那波が激おこなのも無理はない。

　だが、しかし！

「アニキもなんとか言ってよっ！　まず曹操がこのエロい表紙のラノベを売りだすのを止めなよ！　妹の貞てい操そうの危機なんだよー!?」

「絵じゃん（敵）」

「絵でも写真でも一緒だっつーのっ！」

　そうか？　エ□マンガ先生……じゃなかった、シスマゲドン先生こと程てい昱いく・郭かく嘉かコンビのイラストはたしかに写実的でまるで写真だが、絵は絵だぞ？

　それに、「三国姉妹コレクション」の売り上げは半焼した洛陽の復興資金に必要だ。

　朝廷は董卓軍に荒あらされて、国庫はからっぽ。

　原げん稿こうを取るために曹操を追いかけてきた雷らい撃げきブリブリBLITZ×BLITZ文庫の編集者・荀じゆん彧いくお姉さんが、真世界初の「出版社」を立ち上げ、紙の生産を開始して「三国姉妹コレクション」の刊行に乗り出したのは、「デスクライトがないと頭が痛～いアー□ンチェアーがないと腰こしが痛～い手書き原稿なんて書いたら腱けん鞘しよう炎えんになるぅ～」とゴネる曹操にさっさと原稿を書かせるためなのだが、枯こ渇かつした資金捻ねん出しゆつのためという大義名分を掲かかげられると、曹操も働かざるを得ないというわけだ。

　だが……代だい償しようは大きかった……ライトノベルとは……そう……命との等価交こう換かん……作品が完成したあとに残されるものは……死し屍し累るい々るい……！

　今日の袁帝大会議に一巻の発売を間に合わせるため、完かん徹てつさせられ続けたシスマゲドン先生コンビは寝しん台だいの上で抱き合いながら「ふええええ。真世界でまで絵を描かかされるなんて、かっぱスシのかっぱ扱いですぅ～」「デジタル環かん境きようをよこせー、絵の具塗ぬりはもうイヤだー！　だいたい『三国姉妹コレクション』のイラスト担当は、あたしたちじゃねえ！　ロリマンガ先生だったはずだー！」とブッ倒れているし。

「……ああ……ログインできないまま、ついに二週間を突とつ破ぱしてしまいました……そろそろ、アプリ開始日からの仲間だった廃はい人じんフレンド全員から切られている頃ころ合あいですね……三周年記念イベントも終しゆう了りようで、配布カードコンプも不可能に……もう、やーだー！　どうして真世界からネットに接続できないのよー！　ああでも、彭ほう侯こうたん、かわいい～！」

「でちー、でちー」

　シスマゲドン先生と曹操を働かせるために自らも完徹を続けてきた荀彧お姉さんも、ついにブッ壊こわれて床の上で野良彭侯を抱だきながらゴロゴロ転がっている。氷の女ヒョードルキャラを演じる「できる美人編集者ポイント」が尽つきたな。ダメだぞ荀彧お姉さん。ペットを飼いはじめたら、干物女ルートからいよいよ生しよう涯がい独身エンド落ちだぞ。

　業界あるある。ペット。マンション購こう入にゆう。旅行趣しゆ味み。この三つの条件を満たせば、男女の区別なく恐きよう怖ふの「生涯独身フラグ」が立つのだ、ドン！

「ちょっとアニキ！　曹操陣じん営えいの心配より、あたしの心配してよっ！　話聞いてる？」

「お、おう」

　ぶる……ぶる……。

「あれ？　どうしたの、アニキ？　手が震ふるえているよ？　具合でも悪いの？」

「い、いや、なんでもないのだ那波。こ、これはただの武む者しや震ぶるいだ。大会議での論功行賞では、恩賞として徐州に封ほうじてもらわないといかんからな。そうとも。徐州に行けば、そこには俺たちの運命にかかわる重要なイベントが……」

　ぶる……ぶる……。

「ちょ。やっぱり手が震えてるよおおお？　ど、ど、どうしたの、ほんとに？　ゆきのん、ちょっと来て～！　アニキの具合がヘンだよ！　風か邪ぜひいたのかも！」

「よっ！　はっ！　ちょ、ちょっとだけ待って、ななちゃん！　今、頭の上に急きゆう須すを載のせていて、身動きできないところで……」

　雪乃は、なぜか机の上に立って妙みような蛸たこ踊おどりを踊りながら「水芸」の修行に励んでいる。

　なぜ水芸？

「だって兄さん。袁帝大会議では一発芸が受けるかどうかが重要だそうですから！　女神と言えば水芸ですものね。兄さんがご希望する徐州牧ぼくの官位を恩賞としていただけるよう、雪乃は頑がん張ばります！　よっ！　はっ！」

　いや、水芸は女神の持ち芸というより、駄女神の……まあいいや。心ゆくまで雪乃の好きにさせてやろう。そうだ。お前自身の行きたい道を自由に歩むがいい、わが妹よ！　どこまでも見守ろうではないか！　フハ、フハハ、ハ……。

　ぶる……ぶる……。

　がく、がく。

　う、うむむ？　いかん。脚あしまで震えはじめた。た、立っていられん。

「ああっ？　兄さん、ど、どうしたんですか？　全身を痙けい攣れんさせて!?」

「アニキまさか、真世界特有の風土病とか？」

　那波と雪乃が涙目で俺のもとに駆かけ寄ってきて、寝台の上に寝かせてくれた。どちらが膝ひざ枕まくら係になるかでまた口論がはじまったが、すぐに折り合って一緒に膝枕係になってくれたのは、俺が重病かもしれないと心配しているからだろう。

　しかし、違うのだ妹たちよ。心配はいらん。

「フハハハハ！　俺は病気ではない！　案ずるに及およばんぞ、雪乃、那波よ！　俺は……ただ……その……ガチャ……そうっ！　糜び竺じくから新たな呼こ符ふをもらって、趙ちよう雲うんＰＵピツクアツプ召しよう喚かんガチャを回したいだけなのだーっ！　なにしろ今週は洛陽解放記念ということで、あの全身骨の髄ずいまで塩塗まみれの許きよ劭しようが珍めずらしく排はい出しゆつ確率を開示してのウルトラスーパー趙雲ＰＵ祭り！　通常のＰＵの三十倍の確率で趙雲が召喚されるという、二度とないチャンスが到とう来らいしているのだっ……！　乗るしかない、このビッグウェーブにっ！」

「な、なんですって？　兄さん、それだけはダメですっ！　むむむ、これは兄さんから『人質解放費用』を奪うばい取られて借金の一部を肩かた代がわりさせられた許劭さんの罠わなです！」

「そーだよ、ダメだよーっ！　あれだけ召喚ガチャ回してダメだったのに、今さら趙雲が出るわけないって！　これ以上糜竺から借金してどーすんのさっ！」

「いーや、我が慢まんならん！　無理して我慢しすぎているから身体からだが震えているのだ！　召喚ガチャを回して趙雲を引けば、この震えはぴたりと止まるのだーっ！」

「「ダーメー!!」」

「それは立派な病気です、ガチャ依い存ぞん症しよう、中毒症しよう状じようです兄さん！」と雪乃が目に涙なみだをうるうると浮うかべながら俺の震える手を握にぎり、那波は「そーだよ、ビョーキだよ！　このままじゃほんとに破産しちゃうよ！　もう召喚ガチャ禁止ッ！」と俺の頭をぽかぽか殴なぐりながらお𠮟しかりの言葉をお与あたえくださる。

「わかってくれ雪乃、那波。俺はどーしても趙雲が欲しいのだーっ！　男には、敗れるとわかっていても戦わねばならない時があるのだ！　趙雲を求めて、どれほど爆ばく死ししてきたか！　洛陽を解放した今こそ、ご褒ほう美びとして俺のもとに武力98バストＨカップの守護天使・趙雲は訪れる！　そんなふうに俺のゴーストが囁ささやいているのだーっ！」

「うえええ。なに言ってんのさマジでキモいんですけど。どうしよう、ゆきのん？　アニキがガチャ廃人になっちゃったよう。糜竺にアニキをゲットされちゃう。どうすれば、ガチャを回させずに禁断症状を抑おさえられるのかな～？」

「ななちゃん。ガチャを回すと脳内でドーパミンなどの快楽物質が分ぶん泌ぴつされるために、自制心が弱い人はより快楽物質を求めてガチャ中毒になるそうなの。つまり、ガチャ以外の手段で兄さんに脳内快楽物質を分泌してもらえれば、兄さんは立ち直れるはず！」

　まーた、ぱふぱふとか言いだすんじゃないだろうな雪乃。それはダメだ、シス堕おちの誘ゆう惑わくだぞ！　アイ・アム・ユア・ブラザー！　ノーウ！

「いえっ、兄さん！　ぱふぱふ物理刺し激げきがいちばん効果的だと思いますが、ななちゃんが怒おこりますから、別の手段を考えました！　それは、ラノベです！」

「「ラノベ？」」

「ラノベもガチャも、兄さんの大好物、魂たましいのマナとでも言うべきオタ成分の重要なパーツです！　なぜ兄さんがガチャ中毒になったか考えてください。真世界には、メ□ンブックスもとらのあ○もゲー◎ーズもアニ●イトもありません順不同。オタ成分を補給できるものといえば、私たちの世界のソシャゲガチャによく似た召喚ガチャだけなんです！　ですから、ガチャを禁止すると、兄さんはオタ成分不足に陥おちいってしまうんです！」

「あーそっかあ！　ゆきのんって、頭いいー！　でも、ラノベなら曹操が書いてる『三国姉妹コレクション』があるじゃん？」

「ううん。これはとっても面白い作品だけども、兄さんがモブ役の上に、妹の私を曹操に寝ね取とられるという展開だからダメなの。兄さんには妹ＮＴＲネトラれ趣味はないの。むしろＮＧ展開。兄さんの嗜し好こうにマッチした妹ラノベを供給する必要があるの。兄さん自身はなにもせずグータラしているだけで妹にひたすらモテてモテてモテまくる！　今日から俺は妹のヒモ！　的な！　そんな兄さんによる兄さんのための兄さんSUGEEEEE系ラノベを！」

　あの……それ、すごい読みたい……なんか、生きていてごめんなさい……。

「でもさー。曹操は今、完徹続きでブッ倒たおれてるよー？　そもそも、読者がたった一人のアニキ専用ラノベなんて、コスパ最悪じゃん。アニキが望む俺さま展開の妹ラノベをプロの作家に書かせるなんて、アメリカあたりの大だい富ふ豪ごうじゃないと無理だよー」

「そうだぞ雪乃。だいたいラノベ作家は展開を読者に読まれると、プロットを書き換かえてメインヒロインを強引に変へん更こうしたりするしな。あいつらは基本的にあまのじゃくなのだ」

「兄さん、問題ありませんっ！　私が妹ラノベを書きますっ！」

「ええっ？　ゆきのんがっ？」

「もしかしてお前、ラノベを書いたことあるのかっ？」

「ありませんが、兄さんがお望みの妹設定・妹キャラ・妹展開でしたら、いくらでも想像できますっ！　なんてったって、兄さんと九ヶ月間ひとつの子宮の中で暮らしていた双ふた子ごの妹ですから！　えへ、えへへへへ……それに私、国語は歴史と並んで得意分野ですし！　さっそく曹操に弟子入りして、ラノベ執しつ筆ぴつスキルを身につけて参ります！　『千夜一夜物語』のように、毎晩雪乃が兄さんのために珠しゆ玉ぎよくの妹ラノベを書いてさしあげます！」

　まあ、曹操こと怜香はカーテンの向こうのすぐ隣となりで寝ているわけだが。

　と言っているうちに、雪乃は稲いな妻ずまのように素早く移動して、さっそく曹操を叩たたき起こしていた。うみゃ～、と曹操は目をこすっていて、まだ意識もうろうだ。

「そそそ曹操さん！　いいえ、これからは曹操師し匠しようと呼ばせていただきます！　かくかくしかじかな理由で、私を、師匠の弟子にしてくださいっ！　私に、兄さんが喜ぶ妹ラノベの書き方を教えてほしいんです！　むろん、プロの先生のご指導を受ける弟子の身ですから、お礼はいくらでも！　義姉妹の契ちぎりを結んでも構いませんっ！」

「……えええ、ほんとっ？　夢？　夢じゃないの、この展開？　うわーっ、目が覚めたーっ！　ああっ、『三国姉妹コレクション』に書いた私の妄もう想そうが、私の夢が、ほんとうに実現するだなんてっ！　妹ラノベの神さま、荀彧さま、シスマゲドン先生、ありがとう！　やっぱり、夢は見なければ叶かなわないわよねっ！　妹ラノベばんざーい！」

　もう目を血走らせて雪乃に抱きついていやがる。現金な奴やつだ。

「いいの、アニキ？」

「うむ、雪乃の好きにやらせてやろうではないか那波。それがわがヤキニ道だ、デュフフフフ！　……あれ。なんだか喉のどもふりゅえてきた……は、はちゅおんが……」

「ちょ。どんどん症状が悪化してんじゃん。しばらく黙だまっていたほうがいいかもよ？」

　そ、そうしよう。とりあえず那波の膝枕を借りて、安静にしておくか。頼たのむぞ雪乃。俺を満足させる妹ラノベをものにしてくれ！　兄をこの禁断症状から救ってくれ……！

「はいっ！　任せてください、兄さん！　頑張ります！　妹モノでしたら、ラノベ、コミック、合わせて何百冊も読んでます！　妹エロゲも！　今年で満十八歳ですから問題ありません！　妹萌もえコミックのバイブル『みるき』は、全巻初版セットで揃そろえております！　完かん璧ぺきな彼女を捨てて、テレビ局が中ちゆう継けいしている妹の結けつ婚こん式場のスピーチで妹に告白！　そのまま妹を新しん郎ろうから奪い取って兄妹で駆け落ち展開！　妹ＮＴＲネトりを全国生なま中ちゆう継けい！　最高ですよね！　はあ、はあ、はあ……あう、鼻血が……」

「ねえねえ関羽ちゃん？　今は、あのアホの劉備のことは忘れて、原げん稿こうに集中してくれる～？　『ながら執筆』ができる超ちよう人じん作家は、京きよう極ごく夏なつ彦ひこ先生だけだからね？」

「はいっ！　申し訳ありません、曹操師匠！　あの、お代の姉妹登録は……」

「それは、関羽ちゃんがあのアホを満足させられる作品を書けた時でいいわ。だって、姉妹の絆きずなってとってもだいじなものだもの。そうよ。妹は！　すべてに優先するのよ！」

「ううっ……ありがとうございます……師匠……雪乃は、師匠に一生付いていきます！」

　俺を膝枕している那波が「あたしもなんだか悪い予感がしてきたよ～」と心配顔に。

　そう。

　修行開始と同時に、たちまち致ち命めい的てきな雪乃の「欠点」が発覚したのだ。

　知性・美び貌ぼう・性格と、すべてにおいて完かん璧ぺき超ちよう人じんのはずの雪乃だったが──。

「原稿に集中する」ことができないのだ。

　正確に言えば、「妹ラノベ」を書こうとする時に限って、だが。

「ぶはっ！　ああっ、兄さん……素敵です……そんな台詞せりふを……は、鼻血が……」

「はうっ！　ダメです、これ以上は恥はずかしくて書けませんっ！　あううううっ……！」

「きゅううう～……！　もう我慢できません！　ハグさせてください、兄さあああん！」

　雪乃が書こうとしている妹ラノベの主人公＝お兄ちゃんは、俺である。

　しかも、雪乃が妄想している「理想の俺」である。ほんものの俺を百倍盛ってマシマシに美化した完璧な兄・アルティメット水城秀一である。

　故に、雪乃は俺を書こうとすると、途と端たんに発達しすぎた脳内で爆ばく発はつした妄想が暴走し、白い肌はだを真っ赤に染め、鼻血を流し、心臓の鼓こ動どうが激しくなる──そして、「ぐはっ！　兄さんが好きすぎて生きていられません！」と胸を押さえながら倒れるのだった。

「わーっ！　関羽ちゃんっ？　たしか昔、心臓の病気だったって……ダメよっ、そんなに心臓に負担をかけるような真似をしちゃ！　しかも、肝かん心じんの原稿は一文字も書けてないし！　以後、妹ラノベを書くのは禁止っ！　あなたの心臓に悪いもの！」

　曹操からドクターストップがかかってしまった。

「師匠、そんなことを仰おつしやらずに！　心臓でしたら完治していて私は元気です！」

「ダメよ～！　そうねえ。劉備を……秀一を兄キャラのモデルにするのがまずいんじゃない？　別人の兄キャラを設定して書けばだいじょうぶかも？」

「無理です！　プロの師匠が書かれている妹ラノベならともかく、そんなものをラノベ初心者の私ごときが書いたってなんの価値もありませんっ！　そもそも、私にとって兄とは秀一兄さんだけなんですっ！　兄さん以外の兄キャラなんて……兄さん以外のニセ兄キャラといちゃいちゃする自分を書くなんて……それはもはやセルフＮＴＲです！　思い浮かべただけで地じ獄ごくですっ！　書けませええええん！　ふえええええん！」

「泣きだしちゃった！　どーすんのよ秀一～！　あんたが禁断症状で苦しむか、関羽ちゃんが心臓に負荷かけて苦しむかの二択たくよ！　よって、あんたが苦しみなさいっ！」

　まあ、そうですよねー。

「でも、もうすぐ大会議がはじまっちゃうよ。アニキの痙攣を止めないと、プレゼンで失敗しちゃうじゃん。徐州をゲットできないよ？　なにかいい裏技はないのかなあ～？」

　それもそうだな、那波。そうか。早く治さないとプレゼンが……大会議が……焼きそばを焼いているだけの張郃に徐州を奪われたら、孔こう明めいを出しゆつ盧ろさせられんぞ！

　と、俺たちが困り果てているところに、救世主が登場！

　救世主というより劉備ストーカーだが、まあいい。これでこいつはいろいろ便利なスキルを持っていて、頼たよりになるのだ！

「話はすべて立ち聞きさせていただきました、ご主人さま～！　あなたの忠実な奴ど隷れい娘むすめ、糜竺が参りました！　ご安心ください！　心臓に負担をかけることなく、関羽さんに完璧究極の劉備さま専用オーダーメイド妹ラノベを速そつ攻こうで書かせる方法は、ありまあす！」

　糜竺が現れた！

　俺のほうを、奴隷にしてほしそうな目線で見つめている！

　奴隷にしますか？　→　はい　はい　はい　ＹＥＳ　ＹＥＳ　ＹＥＳ

「いいえ、だろーが！　オラオラオラ、このバカアニキがっ！　んで、どーすんの？」

「わが固有スキル『顧こ客きやく分ぶん析せき』を用いて関羽さんの『脳内地図』をモニタリングしますっ！　そこに表示された妹ラノベのストーリーをそのまま書き留めれば、完成です！」

「むむむ。たしかに完璧です、私の脳内には溢あふれんばかりの妹ラノベ妄想が溢れておりますから、それを表示できればほとんどできあがりです。仕上げに師匠に赤入れ添てん削さくしていただければ、ばっちりな作品になりますね！　この手は思いつきませんでした！」

　雪乃はすっかりその気に。

　だが、なぜか曹操が、

「えーと。関羽ちゃんは、ラノベ執筆経験はないのよね？　やめておいたほうが……」

　と、冷や汗あせを流しはじめたが、

「まあいい。別に脳内地図を表示したからってウィンドウが爆発するわけじゃないしな。急ごう！　頼む、糜竺！」

「はいっ！　行きますっ、『顧客分析』発動！」

「お願いします！」




　ド────ン！




　糜竺が雪乃の脳内地図を「表示」すると同時に。

　長さ十数メートルに及およぶ巨きよ大だいな横長ウィンドウがいきなり開いた！

　そして、そのウィンドウにモニタリングされている雪乃の脳内地図の文字列は──。







愛しています兄さん兄さん兄さん兄さん兄さん兄さん兄さん兄さん兄さん兄さん兄さん兄さん兄さん兄さん兄さん兄さん兄さん兄さん兄さん兄さん兄さん兄さん兄さん兄さん兄さん兄さん兄さん兄さん兄さん兄さん兄さん兄さん兄さん兄さん兄さん兄さん兄さん兄さん兄さん兄さん兄さん兄さん兄さん兄さん兄さん兄さん兄さん兄さん兄さん兄さん兄さん兄さん兄さん兄さん兄さん兄さん兄さん兄さん兄さん兄さん兄さん兄さん兄さん兄さん兄さん兄さん兄さん兄さん兄さん兄さん兄さん兄さん兄さん兄さん兄さん兄さん兄さん兄さん兄さん兄さん兄さん兄さん兄さん兄さん兄さん兄さん兄さん兄さん兄さん兄さん兄さん兄さん兄さん兄さん兄さん兄さん兄さん兄さん兄さん兄さん兄さん兄さん兄さん兄さん兄さん兄さん兄さん兄さん兄さん兄さん兄さん兄さん兄さん兄さん兄さん兄さん兄さん兄さん兄さん兄さん兄さん兄さん兄さん兄さん兄さん兄さん兄さん兄さん兄さん兄さん兄さん兄さん兄さん兄さん兄さん兄さん兄さん兄さん兄さん兄さん兄さん兄さん兄さん兄さん兄さん兄さん兄さん愛しています兄さん兄さん兄さん兄さん兄さん兄さん兄さん兄さん兄さん兄さん兄さん兄さん兄さん兄さん兄さん兄さん兄さん兄さん兄さん兄さん兄さん兄さん兄さん兄さん兄さん兄さん兄さん兄さん兄さん兄さん兄さん兄さん兄さん兄さん兄さん兄さん兄さん兄さん兄さん兄さん兄さん兄さん兄さん兄さん兄さん兄さん兄さん兄さん兄さん兄さん兄さん兄さん兄さん兄さん兄さん兄さん兄さん兄さん兄さん兄さん兄さん兄さん兄さん兄さん兄さん兄さん兄さん兄さん兄さん兄さん兄さん兄さん兄さん兄さん兄さん兄さん兄さん兄さん兄さん兄さん兄さん兄さん兄さん兄さん兄さん兄さん兄さん兄さん兄さん兄さん兄さん兄さん兄さん兄さん兄さん兄さん兄さん兄さん兄さん兄さん兄さん兄さん兄さん兄さん兄さん兄さん兄さん兄さん兄さん兄さん兄さん兄さん兄さん兄さん兄さん兄さん兄さん兄さん兄さん兄さん兄さん兄さん兄さん兄さん兄さん兄さん兄さん兄さん兄さん兄さん兄さん兄さん兄さん兄さん兄さん兄さん兄さん兄さん兄さん兄さん兄さん兄さん兄さん兄さん兄さん兄さん兄さん兄さん兄さん兄さん兄さん兄さん兄さん兄さん兄さん兄さん兄さん兄さん兄さん兄さん兄さん兄さん兄さん兄さん兄さん兄さん兄さん兄さん兄さん兄さん兄さん兄さん兄さん兄さん兄さん兄さん兄さん兄さん兄さん兄さん兄さん兄さん兄さん兄さん兄さん兄さん兄さん兄さん兄さん兄さん兄さん兄さん兄さん兄さん兄さん兄さん兄さん兄さん兄さん兄さん兄さん兄さん兄さん兄さん兄さん兄さん兄さん兄さん兄さん兄さん兄さん兄さん兄さん兄さん兄さん兄さん兄さん兄さん兄さん兄さん兄さん兄さん兄さん兄さん兄さん兄さん兄さん兄さん兄さん兄さん兄さん兄さん兄さん兄さん兄さん愛しています兄さん兄さん兄さん兄さん兄さん……




　……俺たちは、なにも見なかったことにして、そっとウィンドウを閉じた。
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第二回　俺の妹がまたしても邢けい道どう栄えいに転生するはずがない









●洛らく陽よう宮きゆう廷てい、袁えん帝てい大会議　第一部




　というわけで、宮廷の大広間で、「袁帝大会議」がいよいよ開かい催さいされたのだ。

　会場内の至るところ、人、人、人。恩賞に与あずかろうとしている袁帝グループ社員と、その配下の将兵たち・文官たちでごった返している。

　手許のパンフレットによると、今回の袁帝大会議は、


・第一部・プレゼンと称しようしたお祭りパート

・第二部・論功行賞と今後の大戦略の決定、つまり真面目な評定



　に分かれている。今は第一部だな。

　お祭り会場と化したあちこちにブースが出展され、袁帝グループの社員たちが必死の形相で出し物を競い合っている。少しでもウケを取るために。こいつら、洛陽解放戦でももうちょっと必死で働いてほしかったものだな！　実際に洛陽で戦っていたのは、ほぼほぼ俺たち劉りゆう備び義勇軍と孫ファミリーと曹そう操そう軍団だけではないか。

「はーははは！　人いきれでごった返す光景は、毎朝の武蔵むさし小こ杉すぎ駅で見慣れている！　むしろ元気百倍！　見よ、屋台での焼きそば調理に特化したこの分厚い巨大鉄板を！　人を殴なぐり殺せるレベルの剛ごう性せいと重量を誇ほこるこの特製鉄板があれば、大量の焼きそばを高温で一気に炒いためきれるッ！　そう、中ちゆう華か料理の神しん髄ずいは火力にあり！　餃子ぎようざ一日十万個ッ！　これで中ちゆう原げんの要地・徐じよ州しゆうは私のものだーっ！　武蔵小杉駅前のタワマンのローンは、必ず繰くり上げ返済してみせよう！　次に引っ越こす先は、上流社畜のステータス！　高輪たかなわ台だいだーっ！」

　俺が封ほうじられるべき徐州を狙ねらっている社畜野や郎ろう・張ちよう郃こうは、二度ほど戦死しているはずなのに、なぜ生きているのだ？

　俺は今、那な波なみと雪ゆき乃のを連れてとりあえずブースを見て回っている。那波は「関張飯店の屋台で豚ぶたまんいっぱい売るぞー！」と、雪乃は「新たに特技『水芸』を修得いたしました、水芸をやります！」と張り切っているのだが、屋台は許きよ劭しようと糜竺の二人に任せておいた。

　なぜならば、俺たちはいわゆる外と様ざまの傭よう兵へい部隊。出し物に全振ふりするよりも、この機会に袁帝グループの面々と知り合って顔を広げておいたほうがいいだろう、と判断したのだ。

　とはいえ、これだけ混雑していると、どこに誰だれがいるのかもわからんな……曹操は荀じゆん彧いくお姉さんたちと一いつ緒しよに「三さん国ごく姉妹しまいコレクション」の第一巻を販はん売ばいしているはずなのだが、ちっちゃいので見つからん。

「うえーん。満員電車の車内みたいだよー。ねえねえアニキ、痴ち漢かんにお尻しり触さわられたら困るから、腕うでを絡からめてくっついててよ？」

「おっ。そうだな、那波。任せろ！　お前を通学中の痴漢から守るために、俺は水すい鏡きよう師し匠しようのもとで太たい極きよく拳けんを修得しようとしたのだ！　修得はできなかったがな。フハハハハ！」

「できなかったのかよ！　役に立たないアニキだなーもー！」

「だが、健康にはなった！」

「それって武術じゃなくて『体操』じゃね？」

「……に……兄さん……その……も、申し訳ありません……ゆ、雪乃のことを、『シャイ◎ング』のジャック・ニ□ルソンのようなアレだと思われて幻げん滅めつされましたよね？　ううっ……雪乃は、雪乃は兄さんにとって存在自体がもはや精神的ブラクラです！　自害します止めないでください！」

「バカものーっ！　雪乃、『妹はすべてに優先するぜ！』といつも言っているだろうが！　兄とは、妹を全肯こう定ていするものなのだ！　そもそも俺の脳内地図も妹一色だ、お互たがい様だフハハハハ！　むしろ、兄のことで頭がいっぱいになっているお前こそ理想の妹！　百点満点だ！　いいな、桃とう園えんの誓ちかいを破る真似は許さんぞ雪乃！」

「はいっ、兄さん！　あうう、ありがとうございます……！」

　まあ、実のところあの精神的ブラクラを見てしまった衝しよう撃げきで、身体からだの痙けい攣れんがぴたりと止まったのだがな。びっくりしたらしゃっくりが止まるのと同じ理り屈くつか。結果オーライだ。だが、いくらかわいい妹といえど、妄想中の人の脳内を迂う闊かつに覗のぞいちゃいかんな。ＳＡＮ値が急激に削けずられたぞ……。

「はあ？　糜竺がチェックしたアニキの脳内地図は、『妹おっぱいおっぱいおっぱいおっぱいおっぱい妹』だったじゃん？　正義の兄貴道を進む求道者が、妹のおっぱいに発情したりする？　変態じゃないのぉ？」

　ぐはっ！　那波にそれを言われると、辛つらいです……！　ああっ、兄貴道よ。シスの誘ゆう惑わくより我をお守りください！　でもさ、趙ちよう雲うんさえ召しよう喚かんできれば解決すると思うんだよねー。

「それは違ちがうわ、ななちゃん！　双ふた子ごの兄と妹は、お互いの身も心もすべてを愛するものなの！　アガペーもエロスもなにもかもが『愛』！　プラトンも言っていたように、雪乃と兄さんとは、子宮の中で別れ別れにされてしまった、お互いの半身同士なのだから……兄さん！　二人の間で赤ちゃんを作れば、私たち兄妹の魂たましいは再びひとつに戻もどれますよ！」

「プランクトンか誰だか知らないけどさ～。ゆきのんとアニキって、共依い存ぞんじゃね？　まあ、アニキはもう手て遅おくれのシスコンビョーキ野郎だから、あたしが一生面めん倒どう見てあげてもいいけどさあ。ゆきのんは、ちゃんと精神的にアニキから自立できると思うんだよねー。ブラコンさえ克こく服ふくすれば、非の打ち所のない完かん璧ぺき人間なんだしさー」

「せ、精神的……自立……共依存っ……!?　ななちゃん！　なんて恐おそろしいことを！　姉として言わせてもらうけれど、妹の兄からの自立だなんて考えは、もう百万年も昔の化石思想！　間ま違ちがっているわ！　家族とはお互いに生しよう涯がい支え合うものなの、個の自立なんて、家族を破は壊かいして人類を少子化・絶ぜつ滅めつに追い詰つめる悪しき迷信なの！　伝説の妹エロゲー『加か奈な子こ～いもうと～』の妹自立引っ越しエンディングは、世間に忖そん度たくした噓うそエンド。決してトゥルーエンドじゃないの！　あの忖度さえなければ百点満点中十億点の神ゲーだったのに。愛し合う兄と妹が末永く幸せに一緒に暮らして、なにがいけないの？」

「えー？　なにそれ？　妹ラノベの始祖にして原点にして頂点『俺の妹がこんなにふつくしいわけがない』の兄妹ガチ恋れん愛あいルートエンドには、実の兄妹がほんとに恋愛するなんてキモい、って一部の妹萌もえ読者からもドン引きした声が……ひひひヒロインがぎぎぎ義理の妹だったら、ぜんぜん問題なかったけどさあ～？」

「な、なにを言っているの、ななちゃん？　兄妹愛には、実も義理もないのよ？　古代のエジプトやローマでは兄妹婚こんなんて常識だったんだし、日本列島を生んだイザナギとイザナミだって兄妹なのよ？　万物は、兄妹愛から生まれいずるものなの！　故に、兄妹愛の真の価値を理解していない世間の常識に抗あらがって正義の『妹道』を貫つらぬいた『俺の妹がこんなにふつくしいはずがない』は私たち妹の聖書にして聖典でしょう？　証明終わり、Ｑ．Ｅ．Ｄ．！　兄さん！　私もいつか至高の妹ラノベを書ききって、ヒパティアのように兄さんへの愛のために殉じゆん教きようしてみせますねっ！　もう、なにも怖こわくない！」

「うえええん。ゆきのんがなに言ってるのか、さっぱりわかんないよう？」

　ヒパティアって、カバの親しん戚せきかなにか？

　って、雪乃も那波も、お前ら、どこまで妹萌えジャンルの沼ぬまにどっぷりハマっているのだ!?　なんだその熱い妹トークは！　だいいちＪＫがエロゲーやっちゃいけませんっ！

　そういえば、那波がこっそり「戦せん国ごく妹いもうとコレクション」のアニメを観ていることに気づいてしまった時は、俺の顔は「グエー死んだンゴ」のＡＡアスキーアートと化したなあ。しかしまさか、優等生の雪乃まで。しかも、雪乃のほうがなにやら理論武装していて、「実の妹ルートもアリ」と主張する狂きよう信しん的妹マニアではないか。真面目な女の子のほうが、こじらせると面めん倒どうなんだよな。大会議を欠席して董とう卓たくを弔とむらう巡じゆん礼れいの旅に出ている呂りよ布ふことヒルデガルドも、熱ねつ狂きよう的ドワーフ玉たま置おきファンで、ネットでアンチを相手に聖戦を繰り広げていたそうだし。

「むむむ。兄さんと私の脳内地図だけ公開されて、ななちゃんだけ非公開なのは不公平です！　ななちゃんの脳内地図もモニターしてもらいましょう、兄さん！」

「わーっ、わーっ！　だっ、ダメーっ！　あたしの脳内地図は絶対にダメーっ！　アニキに嫌きらわれちゃうっ！」

「いや、那波。お前を嫌うことなど絶対にないぞ、天地がひっくり返っても。安心して兄にお前の心の中を覗かせるがよい！　……そうしないと、荒あらぶる雪乃が鎮しずまらん……頼たのむ」

「やだよう！　絶対に、いやあああーっ！　うええええん！」

　そうか。やはり、兄妹とはいえ「心の中」を覗かれるのはイヤだよなあ。脳内地図程度の抽ちゆう象しよう的な情報ならまだしも、もしも「記き憶おく」とか「感情」をダイレクトに見られたら……見てしまったら……その時、俺と那波の微び妙みような関係はどうなってしまうのだろうか？




　ともあれ、今は妹神学議論をやっている場合ではない！

　出し物をたくさん見て回り、袁帝グループ内に知人を作っておくのだ。徐州を張郃に横取りされたら、孔こう明めいを出しゆつ盧ろさせられんからな。

「ククク……プレゼンを楽しんでいるかね、袁帝グループの社畜諸君？　たしかに、恩賞として州しゆう牧ぼくや太守に封じるとは言った。言ったが、封じるのは五年後、十年後ということも……諸君も知っての通り、袁帝グループほどの巨きよ大だい企き業ぎようともなれば、社内政治は伏ふく魔ま殿でん。派は閥ばつ間の利害調整は、複雑怪かい奇きっ……！　論功行賞を間違えれば、取り返しのつかない大惨さん事じっ……最悪の場合、分ぶん裂れつ騒そう動どうにっ……その点をどうか、ご理解いただきたいっ……！」

　壇だん上じようでは、袁帝グループの重じゆう鎮ちん・英えい傑けつ名を田でん豊ほうというナイスミドルのおっさんが、なにやら詐さ欺ぎ師しめいたスピーチを繰り広げている。ロマンスグレーの渋しぶい親父だが、言っていることは明らかにブラック企き業ぎようのそれである。まさか、恩賞を出し渋るつもりか？

　ざわっ……ざわっ……！

　さしもの会場も、ざわついている。

「ハーハハハハ！　さすがは英え里り子こ社長の側近中の側近、わが社のナンバーツー、田豊専務！　慶けい應おう閥ばつのドン！　そうとも。洛陽解放戦に間に合わなかった早わ稲せ田だ閥ばつには、美味しいところは与あたえんぞ！　徐州はこの張郃のものになるべきなのだーっ！」

　張郃は元気だな。袁帝グループ内には、慶應閥と早稲田閥があるのか。面倒だなー。

「文ぶん台だい姉さん、虎とら型ロボが完成したよー！　三人のカンフーの動きに連動して動く頼もしいロボだよー！　がしゃーん、がしゃーん！」

「うむ、さっそく孫ファミリーの絆きずなの力をみんなに見せつけるのだ伯はく符ふ！　三人の動きをシンクロさせれば、巨きよ大だいロボであろうが見事に踊おどれる！　恩賞はどうでもいいが、道場の入門者を大量ゲットするチャンスだぞっ！」

「虎じゃなくて鯉こいがよかったよう。獅し子し舞まいをやるって聞いていたのに、虎なんて。うう」

　あっ。孫そん堅けんたち孫ファミリーの三姉妹を見つけた。ハリボテの巨大虎型ロボの中に入って人力で操作している。なぜか孫堅がぜんぜん顔を見せないと心配していたのだが、あの虎型ロボの製作で忙いそがしかったのだな。

　おおおお、と社畜たちがわらわらと虎型ロボの周囲に集まっていく。俺たちも行こう！

「やったー！　受けてる、受けてる！　やっぱり虎の人気は永遠不変なんやなあ（ニッコリ）。それじゃ、景気づけに行くぞー！　獅子舞といえば、そう！　もうひとつの中華街名物、爆ばく竹ちくだーっ！」

「あっ、伯符お姉ちゃん？　この満員の会場でそれは……いいの、文台お姉ちゃん？」

「獅子舞と爆竹はセットだからな、はっはっは！　この世界では火薬製造が困難だ。爆竹造りには手間取ったろうが、火力調整はだいじょうぶなのか伯符？」

「だいじょうぶだいじょうぶ！　ワイ……じゃなかった、ボクに任せて！」

「うむ！　それでは、爆竹に着火ッ！」

「おかのした」

　ちゅど───────ん！

「「「「ぎゃ───────」」」」

　大爆ばく発はつ！

　満員の会場は阿あ鼻び叫きよう喚かん！

　孫そん策さくめ、火薬量を間違えたか、そもそも火薬の調合自体に失敗しているのか？

「ぐはあああーっ！　これは……早稲田閥による陰いん謀ぼう、罠わなかっ……はかったな……はかったな、沮そ授じゆうううう！　袁帝グループに栄光あれーっ！」

　いの一番に虎型ロボの正面へと駆かけつけていた張郃が吹ふき飛んで、焼きそばを焼いていた分厚い鉄板に頭をゴンと打ち付けてぶっ倒たおれた。

　ちなみに、俺たちは出で遅おくれたので無事だった。那波と雪乃がまだ「妹モノの理想のエンディング」について議論し続けていて歩調が合わなかったことが幸いしたのだ。

「むむむ！　危なかったですね、兄さん！　妹道がわれらを救ってくださいました！　妹とともにあらんことを！」

「孫策って天然で危ないことするよねー。うええ、会場中に煙けむりが充じゆう満まんしてる。げほげほ！」

「ごほごほ。無茶苦茶なことになってしまった。いったん事件現場周辺から撤てつ退たいするぞ！」

　混乱状態に陥おちいっている社畜たちをかきわけながら対角線沿いに移動して、三人で現場から遠ざかると、そこには一いつ軒けんの怪あやしいブースが。

「召喚逆ガチャ必勝方法、教えます」

　という胡う散さん臭くさい看板を掲かかげているそのブースには、英傑名・沮授を名乗るヒラメ顔の中年男がいた。ニコニコと笑ってはいるが、その目は微笑ほほえんでいない。あ、怪しい……！

　ちなみに、袁帝グループの社員は封ほう神しん英えい傑けつのステータスウィンドウを閉じて見せないのが作法らしく、田豊も沮授も張郃もウィンドウを隠かくしている。それなのに、なぜ英傑名がわかるかというと、今日はみんな首から社員名めい刺しをぶらさげているからなのだ。

「おお。あんた、劉備玄げん徳とくはんやないか。洛陽で大功を挙げたらしいな。高校生がよう頑がん張ばっとるやないか、ククク。オレはな、袁帝グループで田豊とポスト争いをしとる沮授ちゅうもんや。こう見えても早稲田閥のトップや」

　早稲田閥のドンか。馬券売り場みたいなブースで、いったいなにを披ひ露ろうしているのだ？

「アニキ。なんだか怪しいから、よそに行こうよ～」

「そうです兄さん。袁帝グループの派閥争いに巻き込まれるような真似は避さけたほうが」

「いやしかし、『召喚逆ガチャ必勝方法』というのがとても気になる。俺は今まで、趙雲を召喚するために多額の借金をして爆ばく死ししたからな！　わからん……召喚逆ガチャのタイムテーブルの仕組みが、さっぱりわからん！　いつ回せばいいのか、まるで見えん！　で、いくら支し払はらえばいい、沮授のおっさん？　ぶる、ぶる、ぶる……」

「に、兄さんっ！　また手が震ふるえていますっ！」

「アニキ～！　ガチャの三文字を見て、禁断症しよう状じようがぶり返してんじゃん！」

「ククク……ガチャで身を滅ほろぼす中毒ギャンブラーやったんか、あんさん。わかりました。タダでオレの秘蔵アイテムをお渡わたししましょう。星五英傑の排はい出しゆつ確率が劇的にアップする、違い法ほう改造された『チート呼こ符ふ』二枚セットや！　真世界にこの二枚しかあらへん。これは内ない緒しよやで？　許劭に知られたら、対策されてしまうからな。使うなら、はよ使えや？」

　チート呼符っ？　そんなものがほんとにあるのかっ？　許劭の抜ぬけ作ぶりやこの真世界の封神英傑システムセキュリティのガバガバぶりを見れば、アリか!?

「なぜ、タダでくれるのだっ？　世の中、タダで動くのは地じ震しんだけなのだぞ？　まさか、俺を恐るべきガチャの沼に塡はめるための悪あく辣らつな罠かっ？　俺たち兄妹を噂うわさの地下帝てい国こくに沈しずめるつもりかっ？　なにがあってもわが妹たちは絶対に渡さんぞ！」

「違ちがう違う。月々の残業時間百時間突とつ破ぱが当たり前の袁帝グループには、『三国志』に詳くわしい社員はほとんどおらんが、オレは学生時代にたまたま高たか田だの馬ば場ばのパチ屋でかじったんでな。田豊やら沮授やらは聞いたこともないが、劉備玄徳ちゅうたら、関かん羽うと張ちよう飛ひを従えて大活かつ躍やくする大物やないか！　現に、洛陽でも曹操や孫堅と並ぶ大功を挙げとる。『奇き貨か居くべし』ちゅうやつや、あんさんがいずれ大出世すると見込んでの先行投資や。もしもオレが派閥争いに敗れて地下帝国に送られたら、その時はあんさんのコネと力を使って解放してくれればええんや。袁帝グループはまさに伏魔殿。一寸先は闇やみやからな、ククク」

　なるほど。袁帝グループからの召しよう喚かん組を仕切っている田豊のおっさんは、慶應閥。名めい誉よの謎なぞ戦死を果たしている張郃も慶應閥。今回の洛陽戦で戦功を挙げられなかった早稲田閥は危うい立場にあるということか。

「うむ、わかった！　貴重な呼符の提供、感謝する！　この劉備玄徳を先物買いするとは、あんたは必ず出世するだろう、沮授のおっさん！　フハハハハハ！」

「よっしゃ。ほな、商談成立や。星五英傑を必ず一人、運が良ければ二人召喚できるはずや。頑張るんやで小こ僧ぞう。オレへの借りは忘れるなよ？」

「よっしゃ、よっしゃ！　この劉備玄徳、施ほどこしてもらった呼符の恩義は決して忘れんぞ！　必ずやこの呼符で趙雲を引き当ててみせる！　さすれば俺は出世街道まっしぐら、おっさんの手助けもしようではないか！　お互たがいにウィン＝ウィンだ！　ファ～ハハハハ！」

「アニキいいい！　絶対これ、泥どろ沼ぬまに足下まで浸つかってるよおおお！　やめなよう、世の中タダほど高いものはないんだよお？　ゆきのんも止めてっ！」

「ななちゃんの言う通りです！　もう少し耐たえていただければ、雪乃が『文句のつけようがない妹ラブコメ』を書き上げますから、ガチャ禁は続行してください兄さん！　呼符がほんものだとしてもきっと悪い目が出ます、兄さんのガチャ運のなさは異常ですから！」

　こらこら。人前では真しん名めいを呼ぶな、雪乃も那波も。関羽と張飛だろ？　異世界とはいえ迂う闊かつに個人情報を漏もらすな、異世界に帰った時になにがあるか。そうか。袁帝グループの面々もこんな感じでステータスウィンドウを伏ふせているのか。

「というわけでおっさん、また会おうではないか、フハハハ！　再会する時にはわが護衛官にして忠実なる家臣・趙雲も一いつ緒しよだ！　では、次のブースへ行くぞ関羽、張飛！」

「おう。頑張ってせいぜい出世してくれや、オレのためにもな。ククク……」

「待ってください、兄さーん！」

「呼符を持っていっちゃダメだって、アニキー！」

　いやいや。だって手の震えが止まったし。なんということだ。チート呼符を持っているだけで精神が安定するではないか。この呼符を精神安定剤ざいとして懐ふところに入れておけば、禁断症状は永遠に出ない！　やったぞ、これはいいものをもらったぞ！




　紆う余よ曲きよく折せつの巡じゆん回かいルートを続いて進むうちに、意外なブースに意外な二人組を発見した。

「毎度ありなのだー！　魚魚とと子こ謹きん製せいの『はちみつ』なのだー！　姉上からの推すい薦せんもばっちり！　そこの傭よう兵へい隊長の男子高校生、はちみつを買うのだー！」

「人前でその魚魚子という一いち人にん称しようはやめなさい、公こう路ろ。真世界ではマナー違い反はんよ？」

　ぬな。はちみつブースを出展して大はしゃぎしているのは、妹の袁えん術じゆつ。そして、その隣となりに立っている超ちよう美人は、袁えん紹しようこと本もと屋や敷しき英里子社長!?　袁帝グループ総そう帥すいの孫まご娘むすめで、こいつら社畜軍団を雇やとっている社長だぞ？　ブース参加とか、いいのか？

「それと、傭兵隊長の男子高校生というモブっぽい呼び方も失礼よ。彼の英傑名は劉備玄徳よ、公路？」

「ぐわー！　魚魚子は、三国志はよく知らないのだー！　覚えられないー！　カードに。カードにしてほしいのだー！　カード方式ならキャラデータだって暗記できるのだ！」

「はいはい。カードね。曹操が立ち上げた出版社のほうに発注しておくわ。ただし予算は、このはちみつ屋台で稼かせぐのよ、公路？」

「任せてなのだ！　というわけではちみつを買うのだ、そこの劉備玄徳！　あと、お付きのＪＫ武官二人！」

　意外だった。この二人、派は閥ばつ対立しているのかと思いきや、とても仲が良いではないか。ううむ、俺はどうやら誤解していたらしい。袁帝グループの派閥対立は、袁紹・袁術姉妹とは無関係に、社畜の面々が繰くり広げているものなんだな。姉妹は派閥の神み輿こしとして担ぎ上げられているだけなんだ。上級の一族って、たいへんなんだなあ……。

「むむむ。私は関羽、字を雲うん長ちようと申します。兄さんの忠実なる一の妹です！　兄さんはなにやら、徐州を所望しているようでして。よろしくお願いします！　きりり！」

　言葉は丁てい寧ねいなんだけど、社長を前にしても頭を下げない雪乃は実に関羽だ。でも雪乃って、もとからこういうキャラだっけ？　だんだんオリジナルの関羽っぽくなってきているような？　真世界では信者多数の女神さまだしなあ～。

「あたしは張飛、字は那波、じゃなかった益えき徳とくだよ！　袁術ちゃん、かわい～い！　全身これ『妹』！　って感じ！　はちみつちょうだい！」

「毎度ありなのだー！」

　那波は袁術のほうに奔はしったな。那波はこれで意外と目上の人に弱いので、社長相手だと緊きん張ちようするのだろう。

　それにしても、いやあ、うちの妹たちはお気楽でよかった。庶しよ民みんの家には面めん倒どうな派閥対立などはないのだ。まあ、異世界に帰ったら別々の家になっちゃうんだけどな。横よこ浜はまで暮らしていた義母かあさんとも、離はなれ離ばなれになっちゃった実母かあさんとも、ご無ぶ沙さ汰たしているなあ～。今いま頃ごろ二人とも子供たちが失しつ踪そうしちゃって心配してるだろうなあ……はあ。いかんいかん。兄である俺が弱気になってどうする！　今こそ胸を張って高笑いだ、フハハハハ！

「劉備玄徳、ごきげんよう。いつもうちの曹操が世話になっているわね。あの子はいずれ、私個人の秘書役を超こえて、わが社を統とう括かつするポストに就いてもらわなければならないのに、わたくしと真逆の繊せん細さいな豆とう腐ふメンタル持ちなの。ストレスが溜たまると頭痛に襲おそわれる体質だし。でも、あなたが相手をしてくれていると、曹操はずいぶんと落ち着くみたい」

「おう。先生……じゃなかった。あいつは俺の妹みたいなものだからな。妹の扱あつかいにかけては、俺は日本一と呼ばれているのだ！　いくらでも任されてくれ、フハハハハ！」

「ふふ。袁帝グループの社長を前にしても物もの怖おじしないあなたは、興味深い殿との方がただわ。異世界に帰き還かんを果たしたら、曹操の助手としてうちの社に雇われてくれないかしら？　あの子が安定してくれれば、わたくしもとても助かるのよ？」

　袁紹がなにか褒ほめてくれているが、耳に入ってこない。俺は今、心臓バクバクである。やばっ！　曹操こと怜れい香かが実は妹ラノベ作家ドワーフ玉置先生だという秘密をうっかり口走りそうになった！　いかんいかん。いくら袁紹のもとで彼女の妹同然に育てられているとはいえ、袁帝グループは副業禁止。バレたら地下帝国送りなのだった。

　曹操と仲良しの袁紹は、知っても別に気にしなそうだが、そう。袁帝グループには派は閥ばつ抗こう争そうの闇がある。早わ稲せ田だ閥ばつも慶けい應おう閥ばつも、どっちも曹操を蹴け落おとしたがっているだろうからな。あいつの不利になるような情報は、絶対に漏らしてはならんのだ。

　おや、待てよ？　真世界とはいえ、あいつ、出版社なんて立ち上げていいのか？　足が付くんじゃね？　まあいいか。特に問題になってないし。袁帝グループの社畜には、ラノベを読んでいる人間はいなそうだもんな。朝晩の通勤地じ獄ごくとサービス残業でヘトヘトの社畜にはそんな暇ひまはないのだ。仮になにか娯ご楽らく作品を読んでいたとしても、「賭と博ばく地獄変リュウ」とか「闇やみ金きんカガワくん」とか、そーゆー作品限定だろう。田豊のおっさんも沮授のおっさんも、明らかにそっち系だった。

「むむむ。兄さん！　大だい企き業ぎように就職内定ですよ、おめでとうございます！」

「世の中コネなんだねー。アニキはあたしのヒモになるしかないと思ってたのにさ～」

「ふふ。わが社はそこまでぐだぐだじゃないわ。最初はもちろんアルバイトからよ？」

「な、なんですって。兄さんを試用するというのですか？　兄さんが超世の英えい傑けつだということはすでに虎こ牢ろう関かん戦と洛陽解放戦で証明済みです！　妹として、兄さんの正社員としての雇こ用ようを要求します！　妹聖典にもこうあります。兄を試すなかれ、ですっ！」

「ちょ、ちょっと、関羽ねえ？　なにを言いだすのさ？　袁紹社長の機き嫌げんを損ねないで！　それはアニキが就職できずあたしのヒモになっちゃうフラグだから、やめてよ～！」

「くふふ。ほんとに面白い兄妹三人組なのだ、姉上！」

「そうね。とても仲が良くて、自由で、羨うらやましいわね公路……わたくしも日々の社長業のストレスが和らいで癒いやされるわ。あら？　新しいお客さまが……きゃっ、あなたは!?」

　袁紹が驚おどろく顔をはじめて見た。うっ。「社長」の仮面が一いつ瞬しゆんはがれ落ちたその横顔。年ねん齢れい相応で、かわいいではないか……！　ざ、雑誌でモデルをやっているだけあって、か、か、完かん璧ぺき美人だよな……この俺としたことが、妹以外の女の子にときめくなど……って、いやそれが男子として正常な感性なんだったっけ？

　とドキドキときめいた次の瞬しゆん間かんには、俺もまた袁紹と一緒に驚くことになった。というのは。

「劉りゆう皇こう叔しゆく、じゃなかった、劉備お兄ちゃん。関羽と張飛。そして袁紹に袁術たち、大たい儀ぎである。朕ちんも、そ、その、はちみつが欲しいの……」

　この、折れそうに細い身体からだを持った可か憐れんでちっちゃな女の子は──天子ちゃんさまではありませんかーっ!?

「おお、天子ちゃんさま！　劉備お兄ちゃんでございますよーっ！　って、こんなブラック企業の集会場に出てきていいのですかーっ天子ちゃんさまっ？」

「ちょ、アニキ!?　失言、失言！　うちのアニキがバカですみませんすみません！」

　おろおろ。おろおろ。ここは火力調整に失敗した爆ばく竹ちくが爆ばく発はつして張郃が「また死んでおられますぞーっ！」レベルのダメージを負うような危険な場所なのだぞ？

「危ないから玉座に座っていろと言われていたのだけれど、はちみつが美味しそうで」

「危ないので抱だっこしてさしあげましょう、むぎゅー！　ここは戦場なんだ、マジで危ない！　特に、孫策の周辺は！　あいつは小さな猛もう虎こだ！」

「あら、だいじょうぶなの劉備玄徳？　天子さまを抱っこしたら、威い信しん数値が30もアップしてしまうわよ？」

「洛陽解放戦の夜にもう抱っこしたから問題ない袁紹。それに、俺には君主になる予定はないのだ。俺さまは常に妹たちを守るために戦い、妹たちの間にバランスをもたらす選ばれし傭よう兵へい隊長だからな！　フハハハハ！」

「……ばらんす、とは？　朕は、異世界語も覚えたいな。劉備お兄ちゃんたち異世界人のおかげで、滅めつ亡ぼうに瀕ひんしていた真世界が再統一されようとしているのだから。民たちとともに、異世界語で礼を言いたいな」

　とにかく、はちみつなのだー！　毎度ありー！　と袁術は大はしゃぎ。朝ちよう廷てい御ご用よう達たし、天子さま御用達ということになれば、袁術印のはちみつは空前の人気を得られるだろう。

「ぐぬぬ。アニキ。商売で負けちゃいられない！　あたしも唐とう辛がら子しを天子さまに！　辛からさ五百倍の麻婆まーぼー豆どう腐ふを作るよ！」

「いいえ、それでは甘いです！　ここは辛さ千倍にしましょう、張飛！」

「やめるんだ～張飛、関羽──────！　天子ちゃんさまのお腹と舌を破は壊かいするつもりかーっ！　千倍とか普ふ通つうに死ぬから！」

　そうだった。那波の激げき辛から料理も危険だ！　やはりこの世界は危険に満ちている！

「論功行賞は袁紹たちに任せているけれど。いろいろ揉もめそうで、朕は心配なの。そこで、総大将の袁紹は大将軍。軍師の曹操は車騎将軍。劉備お兄ちゃんは左将軍。朕の強い意志で、この三人の官位は内定……ということで、どうかな？」

「助かります、天子さま。恥はずかしながら袁帝グループでは、グループ後こう継けい者しやとしてわたくしを推す慶應閥と、魚魚子、いえ、公路を推す早稲田閥との対立が酷ひどいもので。いずれの派閥にも属していない曹操と劉備の任官に異議を唱える者は必ず出てきますから」

「それは、よかった」

「ありがとうございます天子ちゃんさま！　ですが俺さまは、将軍位よりも徐州牧を所望しているのですよーっ！　天下平定事業完成のため、ちょっとばかり友達を探しに行かなければならないので！　そいつ、徐州の某ぼう所しよに引きこもっているんですよーっ！」

「では、劉備お兄ちゃんは漢かんの左将軍兼けん徐州牧で。ほんとうは、朕のもとにお兄ちゃんとしていつまでもいてほしい……けれど、わがままは言わない……くすん」

　うっ。申し訳ありません天子ちゃんさま！　孔明を早く出しゆつ盧ろさせないとまずいらしいので、琅ろう邪やに籠こもっているあいつを引っ張り出してきたらすぐに洛陽に戻もどりますから！

　なにがどうまずいのかは、よくわからないのだが。「ここから危険なルートに入る」と教えてくれた孔明の潜せん在ざい意識こと「彭ほう侯こう孔明」は、すぐに時間切れになって去っちまったからなあ。潜在意識のほうは「早く私を地上に連れ戻せ」と囁ささやいてくるのに、本体はかたくなに引きこもっている。まったく面倒な奴やつだ、あいつは。

「あら。残念だけれど、もう評定に入る時間だわ。行きましょう、公路。天子さまはどうか玉座へ。劉備玄徳、就職話のほうは真しん剣けんに考えておいてね？　わたくしもいちど、あなたと二人きりで紅茶を飲んでみたいから。ふふっ♪」

　も、もしかして俺は妹以外の女の子からデートに誘さそわれているのだろうか。だとしたら生まれてはじめての経験だが、バイト話の相談をするだけかもしれん。ええい、俺としたことがなんだか妙みように浮うわついてきたではないか！　えっ、いつも煩ぼん悩のう塗まみれで浮ついている？　き、気のせいだ！

　ジャーン、ジャーン。

　銅ど鑼らが鳴らされて、いよいよ論功行賞。評定タイムのはじまりである。




●袁えん帝てい大会議　第二部




　天子ちゃんさまが玉座にちょこんとお尻しりを下ろし、袁紹・袁術姉妹がその左右に。一段下がった家臣団エリアには、曹操や袁帝グループの社畜軍団、孫ファミリーに劉備義勇軍。

　そうそうたるメンバーが勢せい揃ぞろいした「袁帝大会議第二部・評定タイム」が開始された。

　最大の敵だった董卓は消しよう滅めつしたが、中原は広い。徐州や冀き州をはじめ、全国は十三州に分かれている。まだ各地に連合軍未加入の独立勢力もいくつか割かつ拠きよしているという。たとえば長ちよう安あんには旧董卓軍の残党、李り傕かく・郭かく汜しが居座っているしな。黄こう巾きん賊ぞくの残党が大暴れしている地域もあるとか。袁紹軍の洛陽到とう着ちやくが遅おくれたのはだいたい黄巾賊のためなのだ。

　だから、「完全統一」を果たすための今後の大戦略と、今回の作戦で勲くん功こうを稼いだ面々への論功行賞とは、連動していて切り離せない。非力な英傑を激戦が予想される地域に封ほうじるわけにはいかないのだ。袁帝グループの派閥争いがネックにならねばいいのだが。

（小こ僧ぞう。高校生の貴様にはわかるまい。余が正しかったことがまもなく証明される。真の実力主義を断行できない、小物どもの愚おろかな欲よく得とくと利権に塗まみれた企業などに、中原統一など決して果たせんのだ……平和時ならともかく、非常の時には、非常の英傑が必要なのだッ！　孤こ高こうを保つ真の英傑による独裁以外に、道はなかった！　余を消滅させた時点で、再統一ルートへ至る入り口は失われたと知れい！　クハハハハハ！）

　むっ？　今のは、空耳か？　俺の耳元で、董卓のあのカンに障る高笑いが聞こえたような？　おかしいな。どうも董卓は、「消滅」はしたものの、「死」んではいない気がしてならないのだ。消滅する瞬間、あいつは、自分が「死なない」ことを確信していた。姿は見えないが、どこかにまだ存在しているような……。

「どうしたんですか、兄さん？」

「あ、いや。なんでもない。徐州牧に内定したので、気が抜ぬけたかな？」

「しーっ。アニキ。司会の田豊専務が壇だん上じように立ったよ。いよいよ論功行賞発表かな～？」

　ロマンスグレーの早稲田閥トップ、田豊専務。

　第一部の間も胡う散さん臭くさいことを言っていたが、この腹黒そうな笑顔は……ううむ。悪い予感がする……！

「ククク……諸君、艱かん難なん辛しん苦くを乗り越こえてよくぞ洛陽に辿たどり着いたっ……とりわけ、曹操くん、孫堅くん、劉備くん。最前線で戦い抜いたきみたち三人の功績はまさに絶大っ……！　論ずるに言葉が見当たらん……！　実にお見事っ……！　ぱち、ぱち、ぱち」

　兄さんが褒ほめられています！　と雪乃が頰ほおを赤らめて喜んでいるが、いやいやいや、このおっさんの笑顔は悪人のそれだぜ！　こいつは、噓うそをついている笑顔だッ！

「だが……われらが社長率いる反董卓連合軍は、袁帝グループの真世界出張組織でもある……！　すなわち……袁帝グループの一員にして一部。袁帝グループのルールが適用されねばならない……！　とりわけ、社長の個人秘書を務める曹操くんはね……！　袁帝グループのサラリーをもらっている社員なのだから……！　ククク……」

　そら来た。本屋敷英里子こと袁紹とは実の姉妹同然の曹操は、袁帝グループの社畜どもにとっては目の上のこぶだ。田豊は、曹操の恩賞を削けずるつもりだ！　このままでは、異世界に帰き還かんしたあと、曹操つまり怜香は社長の個人秘書から一足飛びに会社全体を仕切る立場へと大出世コース確定だからな。袁紹もそう言っていたし。だが、どうやって？

「この『書しよ籍せき』をご覧いただきたい、諸君。『三国姉妹コレクション』第一巻。曹操くんが真世界で友人たちと立ち上げた『出版社』が今日刊行した出版物だ。むろん、これは真世界におけるわれらの予算捻ねん出しゆつのための事業活動。袁帝グループの社内規定には決して反していない……だが……ここに、重大な疑ぎ惑わくが浮ふ上じようしたッ……！」

　ざわっ……ざわっ……。

「ククク。問題はこの、著者の『ドワーフ玉置』なる人物ッ……！　要は、これは曹操くんのペンネームだ！　実はこの者、異世界においても通算二百万部を刊行しているライトノベル『戦国妹コレクション』の著者っ……！　ノベルのみならず、メディアミックス展開もなされている……コミカライズっ……アニメっ……ソシャゲっ……パチンコにパチスロっ……！　すなわち！　曹操くんの真世界での作家活動にはなんら問題がない。ないが、異世界において彼女が作家活動をしていたとなると……これは、ギルティ～ッ！　『袁帝グループ社員は、いっさいの副業活動を禁ずる』！　細々とコミケの片かた隅すみで百部単位の同人誌を売っているのとは訳が違ちがうのだ、訳が……！　アニメやパチンコまで展開して、億単位の金を動かしておきながら、趣しゆ味みで通るかっ、こんなもんっ……！　明白な社内規定違い反はんである！　ワシはここに、専務として曹操くんを告発したいっ！　軍師職からの即そく時じ解任を提案したい！　むろん、軍師職にはワシが就任する！　ククク……！」

　なっ……!?

　こっ……このおっさん……どう見てもアニメやラノベとは無む縁えんな人生を送ってきたであろう、ロマンスグレーの渋しぶい親父でありながら……らららライトノベル業界に詳くわしいだとおおおっ？　いや、あるいは、曹操つまり怜香を叩たたき落とすために異世界時代から内ない偵ていを続けていたのかっ？　曹操が真世界で「ドワーフ玉置」のペンネームをそのまま使ったために、動かぬ証しよう拠こを握にぎられてしまったということか？

　しまった！　俺が「関かん張ちよう飯はん店てん・洛陽城門前店」で呂布を釣つるためにドワーフ玉置コラボなどを計画しなければ……！

「おや、どうした劉備くん？　顔が青ざめているぞ、ククク。どうやらワシを見くびっておったようだな。こう見えてもワシの趣味はTwitter。若者文化、オタク文化にはそれなりに詳しいのだよ。なにしろ、社長はお若い。女子高生だ。故にワシは女子高生の感性をネットで調査し会得するために、日々Twitterの更こう新しんにいそしみ、いかにバズらせるか血道をあげておった……！　激務の合間のスマホ動画配信でアニメも視し聴ちようした！　その結果、今のワシのTwitterは、アニメアイコンッ……！　『戦国妹コレクション』の秀ひで吉よしたん……！　出世のためなら主君信のぶ長ながの草ぞう履りの裏でも舐なめるという、社畜魂だましいの塊かたまり！　無一文からの立身出世を目指す社畜という概がい念ねんが、萌もえキャラの形に結けつ晶しよう化したかのような！　そうとも、ワシの一押しキャラっ……！」

　なっ……なっ……なんだってえええっ……!?　つまりは、社長に取り入るためにネット文化にどっぷりと……その結果……あ、あ、あああああ……!?

「そう。気づいてしまったのだよ……よりによって『ドワーフ玉置』先生がこの袁帝グループ内にいたということにね……ドワーフ玉置先生は、絶対に顔を出さない覆ふく面めん作家！　アニメ化発表イベントにもサイン会にも出席しない謎なぞの存在！　怪あやしい！　そして今日の『三国姉妹コレクション』出版によって、ワシの疑惑は確信に変わったッ！　雉きじも鳴かずば打たれまいに、ククク……社長もこれは庇かばいきれまい……ペンネームを変えておけばどうにでも申し開きできたものを。これにはワシも大草原wwwww！」

「あ、いや、それはっ！　それは……！」

　う、うおおおおおおお！　俺のポカのせいだあああああ！　真世界のセキュリティはガバガバとか言っていながら、俺の危機管理意識が低かったせいだああああ！　す、すまない、怜香ああああああ！　俺は、俺はいったいどうすればっ……！　田豊がドワーフ玉置の正体に気づいたからといって、時間は巻き戻せん！　たとえ巻き戻せたところで、上限は十分だ！　無理っ……無理無理無理っ……うわ、わ、あああああ……！

「うえええええ。まさかまさかの展開じゃん！　どうしよう、アニキいいいい？」

「なんと卑ひ劣れつな！　わが師し匠しようを陥おとしいれようとは！　この上は、田豊を斬きりましょう！」

「斬っちゃダメだ関羽っ！　だ、だが、どうすればいいのかまるで見えんっ！」

　くうううう。孔明っ……頼たのむ。彭侯孔明バージョンでいいから、出てきて知ち恵えを貸してくれ！　やはり俺はバカだ、海千山千の袁帝グループ専務にはまるで太刀打ちできん！　あちらは俺の心理をぜんぶ読んでいるが、俺にはあいつの心がまるで読めない！　対人スキル、対人経験値に圧あつ倒とう的格差！　文字通りの大人と子供！　俺には軍師が必要だ！

「ククク。オレも田豊専務の提案に賛成や……そやけど専務は甘い。なにしろ副業の規模がデカすぎや。軍師降格で済ませるのはいかがなもんやろか？　オレ自身、『戦国妹コレクション』のパチに相当突つっ込こんだクチやからな。　何十万円も吞のみ込まれたわ、あの沼ぬま機体にっ……！　オレはこの場で、曹操の更こう迭てつと地下帝てい国こく送りを提案するで！」

　そ、沮授っ？　おっさんは早わ稲せ田だ閥ばつだろっ？　慶けい應おう閥ばつの田豊専務とは仇きゆう敵てき同士なんじゃ？　それに、怜香にはパチ化のお金なんてほとんど入ってないぞ。だってあれアニメ案件だし！　製作委員会がほとんど持っていっちまうんだ……！

「甘い、甘いで小僧。今、オレと田豊専務とは曹操を消すという目的で一時的な共きよう闘とう関係。溺おぼれている犬は蹴け落おとして沈しずめるんや。これは千せん載ざい一いち遇ぐうの好機なんや。これが大人の世界、会社組織ちゅうもんやで。ククク……そやろ、田豊専務？」

「フ。そうだな。だが、貴様はパチ実機に触ふれておきながら事態に気づかなかった。しょせんは早稲田卒よ。その点、ネットでアニメアイコンを駆く使しして秀吉たんを推していたワシのＩＴスキルのほうが一枚上手っ……！　ワシがいなければ、この秘密には誰だれも気づかなかった……！　それを忘れるな沮授よ。ククク……」

　ぐらっ……あ、あ、ああああ。目め眩まいが……すまない、すまない、曹操……これは袁紹も庇いきれないっ……！　庇ったら「えこひいきだ」と袁帝グループ大暴動っ……下手すれば社長解任決議っ……クーデター……！　そうなれば真世界は終わりだ！　ここは、泣いて馬ば謖しよくを斬る他に、事態を収拾する方法は……なんてことだ！　曹操が。怜香が地下帝国に送られてしまう！

　しかし、当の曹操は泰たい然ぜん自じ若じやく。ちんまりと椅い子すの上に座って、表情を動かさない。

　そして──。

　曹操の隣となりに「出版社社長」として座っていた荀彧お姉さんが、すっ……と起立していた。お、おおおお。ダメな干物女モードではない。できる女モード、氷のヒョードルモードの荀彧お姉さんだ！　いきなり鋭するどい眼光を飛ばして沮授に「社しや畜ちく人生唯ゆい一いつの趣味はギャンブルですか。同じ大学の卒業生というよしみで見み逃のがしてあげましょう、下がりなさい下げ郎ろう」、田豊に「このおべっか使い。もう五十を過ぎた大だい企き業ぎようの専務がアニメアイコンとはキモいですね。奥さんや娘むすめさんに知られたら絶ぜつ縁えんされますよ」と有無を言わさぬ一いつ喝かつ攻こう撃げき。

「ぐ、ぐぬぬ。お、オレは美女には弱いんや……いいい今時の早稲田にはこんな美人が……オレの時代とは大おお違ちがい……！」

「ちょ。ま、待ちたまえ。むむむ娘にワシの秘密を漏もらしたら承知せんぞ、うぐぐ！　離り婚こんっ……妻子にキモがられたら、熟年離婚っ……！」

　まさに、「できる美女特権」。海千山千の二人の男を黙だまらせてしまった。同じ台詞せりふを俺が言ったら間ま違ちがいなくヌッ殺されていたな。

「あなた方は、曹操を蹴落としたい一心で事実を誤認しています。ですから愚かだというのです。いいですか？　曹操は女子高生です。女子高生に、オタク業界にさほど造ぞう詣けいが深くもないあなた方が目にするようなレベルの有名ライトノベルが書けるでしょうか？　そんな話は、それこそライトノベルの世界の中だけでしかありえません。そうです。この私──英えい傑けつ名・荀彧、真名・桜さくら木ぎみらいが、『ドワーフ玉置』の中の人なのです」

　えっ？

「あ、あんたは担当編集者と違うんか？」

「へ、編集者が作家を兼けん業ぎようして、いいのか？」

「はい。私は、『編集者兼けん作家』なのです。私が所属している出版社では、表向きはもちろん作家業との兼業は禁止ですが、業界独自のお約束で『覆面』を貫つらぬけば不問に付されるのです。門外漢のあなた方はご存じないでしょうが、私のような作家は業界に大勢いますよ？　故にドワーフ玉置は覆面作家なのであり、真世界においても匿とく名めい性を守るために影かげ武む者しやとしてこのちっちゃな曹操を立てたのです。『こども作家』に萌えるロリコン紳しん士しが大勢いるのは、異世界も真世界も同じですから。売り上げアップのためです。そして──なによりも、私は袁帝グループの社員ではありません。故に、曹操は無罪です」

「しょ、証拠はあるのかね？　きみがドワーフ玉置だという証拠は？」

「ここにございます。出版社から私の個人口座に振ふり込まれている支し払はらい明細書です──『戦国妹コレクション』の印税だと、印刷されております」

「「ぐぬぬっ……」」

　お、おおおおおおおおおお!?

　そ、そうか。荀彧お姉さんはすでに、関張飯店のコラボキャンペーンの時から、このような事態を予測して対策を──いや。こっちの世界にガチャ召しよう喚かんされる時から、バッグの中に支払明細書を準備していたんだ。怜香の口座に直で印税を振り込んだら、怜香を追い落とそうとしている田豊たちに副業がバレるかもしれないので、荀彧お姉さんの口座を嚙かましていたわけか？　それとも、真世界に来る際にわざわざ偽ぎ造ぞうしたのかも？

　どちらにしても、す、すごいっ！　さすがはプロの編集者だーっ！　俺は今、猛もう烈れつに感動している！　こんなお姉さん、惚ほれてしまうやないかーい!?

　道理で、あのすぐにテンパって狼狽うろたえる曹操が落ち着き払はらっていたわけだ。

「だ、だ、だが、きみの話には、不自然な点がある！　きみと曹操とはいったいどういう関係なのかね？　接点があるとは思えぬが……！」

「そや。そそそ曹操は女子高生や。あんたは出版社勤務。いったいどういうなれ初めで」

「この子は、熱ねつ狂きよう的な私のファンなのです。ＳＮＳで友達になりました。ええ、そうです。Instagramでね」

「ぐっ……意識高い系のInstagramは、ワシには敷しき居いが高すぎっ……わからんっ……未知の領域っ……！　だ、だが、そんな二人が、真世界で曹操と荀彧として出会って出版社を立ち上げたというのかっ？　信じられん！　あるかっ……！　そんな偶ぐう然ぜんっ……！」

「偶然ではありません。私は、そこのアホの劉備に無理矢理召喚された被ひ害がい者しやです。会社から自宅への帰り道、新作『三国姉妹コレクション』のアイデアを練るべく中華街に立ち寄り、『SANGOKU 大戦争オンライン』のパンダゲートに接近したところを、吸い込まれてしまったのです。なにかこの真世界のルールをはき違ちがえている劉備は、私を軍師という名の肉奴ど隷れいにしようと。そういうのは薄うすい本だけのお約束ですと困こん惑わくしていたところ、そこに顔見知りの曹操が現れて、私を救ってくださったのです。ちなみに、曹操も劉備に迫せまられている被害者でした。故に、互たがいの貞てい操そうを劉備から守るために身を寄せ合ったのです」

　言いたい放題だが、今回は荀彧お姉さんのシナリオ通りに進行させねば。黙っておこう。

「「「わ、われわれも、関張飯店で彼女がドワーフ玉置と名乗って呂布にサインをしていた姿を目もく撃げきしております」」」

　封ほう神しんされなかった一いつ般ぱん社畜の男たちが、続々と名乗り出てきて証言を開始した。そうだった。関張飯店・洛陽城門前店に呂布が来店した時、小心な曹操はちびってしまって出てこられなくなり、荀彧お姉さんがドワーフ玉置として登場し、みんなの前でサインを！

　あれも、今回の事態に備えての伏ふく線せんだったのか。なんという。なんという完かん璧ぺきな作戦なんだ！　荀彧お姉さん、マジ軍師！

　さらにはイラスト担当の程てい昱いく郭かく嘉かコンビも、

「そーだよ。お子さまの曹操にラノベ書けっかよ。荀彧がドワーフ玉置だぜえ」「ですう」

　と証言したために、荀彧の証言の正当性は決定的に。

「ぐっ……目撃者と証人がこんなにもいるとなると……覆くつがえせんっ……！　Instagramの話は怪しいが……ネットに接続できん以上、調査不可能……！」

「そ、そやけど、お美しいお嬢じようさん。『ドワーフ玉置』ちゅうペンネームをこっちで使ってええんかい？」

「そうですね。そこは失敗でした。まさか曹操に飛び火するとは考えておりませんでしたので。想定外の余計な混乱を招いてしまったことを、お詫わびいたします」

　曹操が改名しなかったのは、呂布を釣りだす作戦に夢中になっていた俺のポカのせいだが、曹操にいずれ降りかかる疑ぎ惑わくを潰つぶすために敢あえてそのままにしておいたのだな、荀彧お姉さんは。やはり人気作の陰かげには有能な編集者がいるのだなあ。困ったちゃんで豆とう腐ふメンタルの曹操だけでは、「戦国妹コレクション」のヒットは絶対にありえなかった。

　これで解決ね、曹操は無罪よ、と袁紹が鶴つるの一ひと声こえ。田豊と沮授の陰いん謀ぼうは阻そ止しされた！

　よかったです兄さん、師匠が救われました！　と感かん涙るいする雪乃。ふえ～緊きん張ちようした～会社っておっかな～いと震ふるえている那波。そして曹操こと怜香は──。

「……がくがく、ぶるぶる、がくがく、ぶるぶる」

　よく見ると、ずっと小刻みに身体からだを痙けい攣れんさせていたのだった。やっぱ、しょせんは彭侯ちゃんだったな。フハハハハハ！

「それでは、皆みなさん。余興はこれまでにして、評定に入りましょう」




　そこからは、大真面目な軍議と論功行賞に突とつ入にゆうした。だが、俺さまはもう天子ちゃんさまのお墨すみ付つきで念願の徐州牧に内定しているので、どうも真面目に聞いていられんな。ここから先は出来レースというやつだし、荀彧お姉さんがあとで評定の内容をぜんぶ教えてくれるだろう。どさくさ紛まぎれに俺さまを変態キャラに仕立てあげたのは許せんが、まあいい。怜香は救われた！

　俺さまが雪乃・那波とともにヒマしているのは、張郃の野や郎ろうに「これは袁帝グループの会議である、社畜のみが発言を許されるのだ！　傭よう兵へい隊長のきみは列のいちばん後ろに移動したまえ、はーはははは！」と隅すみっこに強制移動させられて、発言権ゼロというすっごくヒマな境きよう遇ぐうに追いやられたせいでもあるが。

　……

　……

　……

「社長。連合未加入の独立勢力は、長安の李傕・郭汜以外にも、幽ゆう州の公こう孫そん瓚さん、漢中の五ご斗と米べい道どう、涼りよう州の韓かん遂すい一味、蜀しよくの劉りゆう焉えん、揚よう州のいくつかの独立軍ぐん閥ばつなどがおります。このうち、厄やつ介かいなのは中原から蜀への入り口に蓋ふたをしている漢中の五斗米道で……」

「李傕・郭汜については、わが社に帰順した賈か詡くが降こう伏ふくを勧すすめに向かっているところです」

「白はく波は黄巾賊ぞく、青せい州黄巾賊といった各地の黄巾賊も手強いです。とりわけ、われらの行軍を阻はばんだ青州黄巾賊は、今や百万を超こえる大軍に膨ふくれあがっており、迂う闊かつに戦えば蹴け散ちらされてしまいます。強力な指導者を得たらしい彼らは、異世界から召喚された封神英傑による真世界統治体制に、『異世界からの侵しん略りやくではないか』と疑念を抱いだいているようです」

「南下する亜あ人じんの圧力に押されて、北方の騎き馬ば民族──鮮せん卑ぴや烏う桓がん、羌きよう族らが漢の国境を越こえ続々と内地に定住しはじめているのも、辺境での社会不安の要因に」

「社長はどうか、冀州を本ほん拠きよと定め、この田豊と沮授を軍師として幽州の公孫瓚を討たれ、河か北ほくを統一されますよう。むろん、説得で解決できればそれに越したことはありませんが」

「大功を挙げた曹操は戦上手。兗えん州しゆうの牧に任命し、青州黄巾賊を鎮ちん圧あつさせましょう。劉備は傭兵にすぎませんが、天子さまのご要望とあらば、徐州牧に任命いたしましょう」

「袁術さまには南なん陽ようを治めていただき、武ぶ闘とう派はの孫堅とともに揚州と荊けい州の平定を進めていただきましょう。まずは長ちよう江こう沿いに寿じゆ春しゆんを鎮圧平定していただくのがよろしいかと」

「西の漢中と蜀については、最後になるでしょう。まずは長安の連中を手て懐なずけて社畜道に引き入れることです」

　……

　……

　……

　なんだか小難しい話が勝手に進んでいく。こうなると、しがない傭兵隊長には出番はないなあ。もう袁帝大会議でトラブルが発生する可能性は消えたし、うーむ、実に退たい屈くつだ。

　い、いかん。な、なんだか、手が震えてきた……う、うむむ。

　そうだ。俺の手許には、沮授がくれたチート呼符が！　沮授はああいう男でいつ寝ね返がえるかわからないし、趙雲の排はい出しゆつ確率が大おお幅はばアップしている今ガチャを回さなければ、たとえチート呼符を持っていても趙雲を引けない可能性が高くなる……！

　そして、広間の隅っこに追いやられた俺のすぐ隣には、許劭が屋台に持ち込んでいた移動式召喚台が……！

「ちょ。アニキ。会議中なのに、なんで手を震わせながら呼符を取り出してるのさっ？　ダメだってば！」

「また糜竺から借金したんですか、兄さんっ！　ダメですよ！　それほど奴隷が欲しいのでしたら、この関羽がなりますのに！」

「ち、違ちがう……これは沮授からもらった無料呼符なんじゃ……許劭に気づかれて対策される前に、使ってしまわなければ……というわけで、今引くっ！　もう我が慢まんならんっ！　すでに徐州行きは確定したのだーっ、あとは護衛隊長・趙雲をゲットするだけだーっ！」

「ダメだってばー！　その呼符、アニキの精神安定剤ざいじゃん！」

「だが『呼符は二枚あった』！　一枚だけなら問題ないっ！　俺以外の奴やつが趙雲を引き当てたら手て遅おくれだぞ！　趙雲は義ぎ理り堅がたい！　いちど他の勢力に仕官されたら、引き抜ぬきは不可能だ！　いいか？　排出率三十倍なんだぞ？　もしも正史通りに公孫瓚が趙雲を召喚したら、時間切れになってしまうっ！　来いっ！　趙雲子し龍りゆうよ、来いっ！　わがもとへ！　劉備玄徳の旗のもとへ集えーっ！」

「「あーっ!?」」

　ピカッ、チュウウウ～ッ！

　唸うなれっ！　唸れっ、召喚台よっ！　奇き跡せきを……どうか、奇跡をおおおおおお！

　二枚のうち一枚は五つ星英えい傑けつ確定、運が良ければ二枚とも当たりと、沮授は言っていた！　そして趙雲ＰＵ率は三十倍！　ならば、行けるっ！　行けるはずだーっ！

　幸い、みんな会議に夢中で、俺が召喚ガチャを回したことには気づいていない。「ほんとに中毒だよぉ！」「小学生ですか！　いい加減にしてください兄さん！」と激げき怒どした雪乃と那波に頰ほおをつねられているが問題ないぜ！　フーハハハハハハ！

「ほら、来たーっ！　五つ星確定の虹にじ色いろ演出だーっ！　当たったあああああ！　前回は荀彧お姉さんがすり抜けて来たから、確率的にはこんどこそＰＵ中の趙雲が……キターッ！」

「「お、おおおお？　ほんとに当たりっ？」」

　キッタ───────！

　どこか教会のシスターっぽい衣装を身につけた女の子！　清せい楚そでスタイル抜ばつ群ぐん！　白人と日本人のハーフとおぼしき、とびっきりの美少女！　しかも俺より年下なのに言い知れぬ母性を、無限のバブみを感じる世話焼きタイプ！　うおおおお！　ＵＳＡ！　ＵＳＡ！　ＵＳＡ！　ＵＳＡ！　ＵＳＡ！　ガッツポ───────ズ！　こりゃ、ええの引いたわ！　劉備玄徳は大喜びでテーブルへ帰ってきました……って、あ、あれれ？




「英傑名：周しゆう瑜ゆ　統率96　武力70　知力96　政治83　固有スキル・美び周しゆう姫き」




「周瑜公こう瑾きん、真世界に召しよう喚かんされて参上したわ。はぁ～。舞まい子こ、捜さがしたわよ～。孫ファミリーの消息を摑つかむまで、長かったわ……ほら、ちゃっちゃと真世界を統一して神こう戸べへ帰るわよ？　って、誰だれなの、あなたはっ？　おおお男っ？　しかもなに、私の胸元に向けてくるそのゴブリンのような粘ねばっこい視線はっ？　いやああああっ！　わかったわ！　あなたは、真世界の恥はじはかきすてとばかりに、異世界でモテなかった鬱うつ憤ぷんを晴らすべく私を性処理の道具に、奴隷にしようと……なろう系でよくあるテンプレ展開ってやつね、やっぱり男ってサイテーだわ！　舞子、舞子、助けてえええっ！」




　ギャー！

　まーた、すり抜けたああああああーっ！

　この子は趙雲じゃない、周瑜だーっ！

　しかも、なんか男性不信っぽい!?　いや、俺に対して不信感を抱いているだけかっ!?

「やあ、やっと来てくれたなわがソウルメイト、三さんの宮みやマリー・フランソワーズ・ヴィクトワールよ！　猛もう虎こ魂だましいを共有する、心の友よ！　今は会議中なので、私のことは文ぶん台だいと呼んでくれ！　きみのことは公瑾と呼ぼう！　きみが来てくれれば百人力だ。脳筋しかいない孫ファミリーの知力は今、大幅にアップしたぞ！　ありがとう、ありがとう劉備くん！　私たち孫ファミリーのために貴重な呼符を……うっ……」

「舞子～！　会いたかった～！　ただし、この怪あやしい男を私に近づけないで！　この人、なんなの。左右に雌めす奴ど隷れいを二匹ひきも侍はべらせて！　しかも、さっきからずっと私の胸元を凝ぎよう視ししているの！　鬼き畜ちくよ、鬼畜戦士だわ！　エクソシズムを実行して葬ほうむってあげたいわ！」

「あ、いや。彼は劉備玄徳くんだ。怪しい者ではない。私の義理の兄で……すまない、劉備くん。公瑾は教会のシスター見習いで潔けつ癖ぺき症しようなので、ちょっとばかり、その、殿との方がたに不慣れなのだ。目つきが悪い私とは好対照の朗らかなルックスは伊だ達てじゃない。面めん倒どう見みのいい、とても良い子なのだぞ」

「いやあああ！　止めて頂ちよう戴だい、舞子！　ああああなたが、おおお男と義兄妹の絆きずなを結ぶなんて、信じられない！　ダメよ！　舞子には私というソウルメイトがいるでしょう？　構成員以外の男子は接近禁止！　さあ、明石あかしちゃんたちのもとへ行きましょう！　ほら、慣れない真世界で苦労していると思って、三人にお土産みやげを持ってきたわ！　明石ちゃんにはタイガースの黄色いジェット風船と、たこ焼き器を！　月つき見みちゃんには丸の超ちよう特大ボブルヘッド！　見て、遠近感が狂くるうでしょ？　カンフー好きの舞子には、『イップスマン対グレイシー柔じゆう術じゆつ』と『小こ林ばやしサッカー・ファイナルカッティング版』のブルーレイよ♪　あっ……再生環かん境きようがないんだったわ……うう、ごめんなさい……！」

「いやあ、公瑾はほんとうに世話焼きだな。ありがとう、妹たちは大喜びだ。はっはっは。ううう……『イップスマン対グレイシー柔術』か……孫ファミリーのカンフーは長い神戸暮らしの果てにカラテ柔じゆう道どう混じりの独自体系に進化発展しているので、私はイップスマンの純カンフーに憧あこがれてやまないのだ……み、観たい……で、では劉備くん、また後で！」

　周瑜は、無理矢理に孫堅を引きずって、孫策たちのもとへと去ってしまった。

　こりゃ、あかんの引いたわ……劉備玄徳はしょんぼりして床ゆかに突つっ伏ぷしてしまいました。

「あーあー。どーすんのさアニキ～。まーたすり抜けだったじゃん。封神英傑は自分で仕官先を選べるんだよ？　曹操陣じん営えいと孫堅陣営ばっかり強化してさ～。だから言ったのに」

「むむむ。周瑜にまで嫁よめ候補に立候補されるよりはマシですが！　最後の一枚は、私たちが預かっておきますね、兄さん！　その最後の呼符をくべてしまったら、兄さんのガチャ中毒症しよう状じようを抑おさえる手段が失われてしまいますから！」

「……い……いや……ここは──倍プッシュだーっ！　最後の一枚に俺はすべてを賭かけるッ！　しくじればガチャ中毒の沼ぬまに落ちて破産ッ！　だが、それがいい……！　狂きよう気きの沙さ汰たほど面白いッ！　いいか？　すり抜けが三連発する確率など、ほとんどゼロ！　ならば、今こそ趙雲が来るッ！　絶対に、確率収束するはずなのだーっ！」

「「ダーメー！」」

　沮授の罠わなだろうが……破産して地下帝てい国こく送りになろうが……いっこうに構わんっ！

　もはやこれは俺の意地ッ！　趙雲を引き当てれば、禁断症状など消え失せるのだっ！　俺は今まで、覚かく悟ごが足りなかった！　趙雲への執しゆう念ねんが足りなかった！　そうだ！　俺が尊敬するボッシュート兄貴も言っていた！　「『引き当てる』と心の中で思ったならッ！　その時スデに召喚は終わっているんだッ！」と！　グダグダ治ち療りよう方法なんぞ探っていた俺が甘かったッ！　そうだとも、最終解決はこれしかないっ！

　すなわち、趙雲召喚ッ！　そしてッ！　呼符はあと一枚、残っている──！

　ありがとう──ありがとう、沮授のおっさん──すべては、この時のために──！

「最後のチート呼符よ、いっけええええええええ！　ド───ンッ！」

「「あーっ!?」」




　ピカッ、チュウウウ～ッ！　ピイイイ～、カアアアアア～！

　う、うおおおおおおおっ？

　こ、この圧あつ倒とう的な白光の輝かがやきは、いったい？

　荀彧お姉さんや周瑜を召喚した時の七色の光とも、違う……まさか。まさか。オリジナル召喚演出持ちのウルトラレア英傑……と、いうことはっ!?




「英傑名：趙雲　統率90　武力98　知力82　政治62　固有スキル・子し龍りゆう一いつ身しん都すべ是てこ膽れた也んなり」




「──お初にお目にかかる。わが生しよう涯がいの主を求めて彷徨さまよう夢む幻げんの住人、趙雲子龍だ。運命に導かれてここに参上した。でもまさかゲーム世界ではなく、リアル世界だったとはね。もしかしてぼくを召喚したきみたちは──劉備玄徳、関羽、張飛の三兄妹かな？　ふふふ」




　趙雲！　趙雲だ！　マジかよっ？　うっ、美しい……！　俺の想像を超こえた完かん璧ぺきな美しさ……！　これぞまさに趙雲子龍。涼すずやかで爽さわやかで、しかも98のＨカップに限りなく近い！　夢じゃなかろうかっ？　俺は、俺は賭けに勝ったああああああっ！

「あっ。いけない。つけるのを忘れていた。えい、ぺたり」

「って、趙雲？　なんで、おもむろに付けひげをつけてんだよーっ!?」

　変人？　もしかして男装癖へき持ちの変人なのか？　しかも、ぜんぜん男装できてないし？

　SANGOKU 大戦争オンラインのゲートを潜くぐってくるベータテスターって、やっぱり、変わり者が多いのか？　糜竺も見た目はかわいいのに、中身は残念すぎるアレだしな。趙雲までアレだとしたら、俺はもう絶望するぞ。

「いーや、ぼくは男だ。なぜなら、三国志世界の趙雲がもしも女だったら、呂布に捕つかまって押おし倒たおされて孕はらまされ、関かん平ぺいを産まされてしまうからね。だからぼくは男だよ？」

「むむむ。どこの三国志世界線の話をしているのですか？　この真世界の呂布は女の子ですし、関平を出産する予定なのはこの関羽ですっ！　ちなみに父親は兄さんです♪」

「だからあ、それは真世界であってもＮＧだから！　こんにちは、あたしが張飛だよっ！　アニキははっきり言ってどーしようもないアホだけど、あたしと関羽ねえが監かん視ししているから！　絶対に主君特権でおっぱい触さわらせろだのなんだのといった暴走を許したりしないから、だいじょうぶ！　よろしくねっ！」

「……なあんだ、呂布も女の子なのか、じゃあひげは要らないな。実は私は女の子だったのさ。ふふふ、驚おどろいたかい？　完璧な男装だったろう？」

　いや、ぜんぜん？　そもそも、わがまますぎるおっぱいの膨ふくらみを隠かくせてないし。って、マジで趙雲が呂布に孕まされて関平を産むって、なんのことだ？　意味がわからんのだが。この微び妙みように芝しば居いがかった口調といい、えーと、中二病かなにか？

「まあいい！　そのヘンな付けひげを外してくれれば、お前は完璧な美少女英傑だ！」

「……劉備玄徳。リアルの女の子に対して『美少女』という単語を投げつけるだなんて、なかなかやるねきみは。おっと、今のは褒ほめ言葉じゃないよ。皮肉さ。私が想定していた劉備とは少し違ちがうなあ～。ふむ。完璧な男装をしてからゲートを潜るべきだったかな？」

「ふふふ腐ふ女じよ子しが妄もう想そうする美形劉備と比べられては困るっ！」

「待ってくれたまえ、劉備くん。私は腐女子じゃない、一いつ緒しよにしないでくれ失敬だな。私は夢ゆめ女じよ子しだぞ！」

「夢女子……って、なにっ!?」

「おや知らないのかい？　私自身がメアリー・スーの如ごとき二次元ドリームラノベのヒロインとなって、フラットランド二次元の推しキャラと脳内でいちゃこら恋れん愛あいするという覚かく悟ご完かん了りようした淑しゆく女じよのたしなみ。それが夢・女・子・だぞ。ちなみに私は趙雲推しだ！　かつて同じ趙雲推しのソウルメイトとかち合って同担拒きよ否ひの危機に直面したが、そこは一夫多妻制設定の導入で乗り切ったさ、ふふふ」

　だーっ！　会話が成立しねえ！　一見トークがはずんでいるが、まるで意い思し疎そ通つうできてない！　なんだよ夢女子って？　中二病系疾しつ患かんの一種なのは間ま違ちがいないが、男子の俺にはさっぱりわからん！　れ、怜香に通訳させれば、会話が通じるかも？

「あ～あ～陰いんキャのアニキは妹以外の女の子とデートしたことなくてまともにコミュニケーション取れないんだからさ～、また去られちゃうよ～」と那波がからかってくる。いや、ヒルデガルドとはデートしたぞ？　まあ、結局妹になったがな。趙雲は妹にはしない、非妹枠わくと決めているのだが、いかん。意識すると緊きん張ちようしてきた。えーい、こういう時はどうすれば……そうだ、まずはウェルカム・ドリンク！　そして──プレゼントだーっ！

「な、なあ、趙雲？　まさか『正史』通りに公孫瓚に仕官するとか言わないよな？　そ、そうだ。い、今、わが劉備陣じん営えいに仕官してくれたら、もれなくこのドワーフ玉置先生の最新作『三国姉妹コレクション』第一巻を無料進しん呈ていするぞ、フハハハハハ！　なんと！　真世界限定先行発売という超レアものだ！」

「えっ……『三国姉妹コレクション』……？　イラストレーターは……シスマゲドン先生……だって？　ど、どうして？」

　猛もう烈れつに、嫌いやがられているううっ？　なぜに逆効果っ？

「三国姉妹コレクション」の表紙を見た瞬しゆん間かんに趙雲の表情がにわかに青ざめ、ぶるぶる……と身み震ぶるいをはじめ、そして、いきなり「きゅっ」と両目を閉じてしまった。

「ど、どうしたのだ趙雲？」

　歴史偉い人じん女体化ものが苦手な真面目な趙雲っ娘こさんなのかもしれません、と雪乃に囁ささやかれたが、違うだろう。だって本人がすでに女体化趙雲だし。

　では、なにがまずかったんだ？　はっ？　や、やはり俺の挙動がキモいのか？　もしも俺のルックスが問題ならばもう手て遅おくれだ、どうしようもない！

「あ、い、いや、劉備くん。なんでもないよ？　きみの顔を直視していたくないというわけじゃないんだ。フッ。この趙雲、目を閉じていても心の目は開いている……あいて」

「ほらほら。召しよう喚かん台でコケるぞ！　目を開けろって！　やっぱり……俺って、劉備失格ですかああああ～っ？（涙なみだ）」

「ち、違うんだ。あくまでも私自身の問題なんだ。精神状態が不安定になったせいか、体内の『気』の制せい御ぎよがうまくいかなくなって……」

「メンタルが原因なのか？　もしかして、この『三国姉妹コレクション』のせいか？　一巻の表紙に趙雲が登場していないから？　だが、それは仕方がない。関羽と張飛が一巻を飾かざるのは、妹キャラなのだから避さけられないだろう？　趙雲は、妹枠じゃないところに価値があるのだ！　三巻あたりの表紙に登場するだろうから元気を出せ、フハハハハ！」

「……だ、ダメだ。今この目を開けば、強すぎるわが『気』が溢あふれ出て力が暴走してしまう。わが邪じや気き眼がんスキルが暴走すれば、たいへんなことに！　ここは危険だ、劉備くん！　そして関羽と張飛！　私のことはいい、少しでも遠くまで逃にげるんだ！　後でいずれ合流しよう！　私がいつかわが邪気眼を制御できるようになったその時に！」

　俺の勧かん誘ゆうは失敗に終わったらしい。趙雲は、いよいよ苦く悶もんの表情を浮うかべ、両目を押さえて「鎮しずまれ、鎮まれわが力ああああ～！」と一人で悶もだえている。やっぱり重度の中二病か。しかもかなり手遅れな感じだ。せめて片目にしてくれよそこは。両目とも邪気眼なんて盛りすぎ設定じゃ、日常生活に困るぞ。中二病設定も、バランスがだいじなのだぞ。

「ちょっと～。夢女子を通り越こして、完全に邪気眼キャラじゃん！　劉備陣営って常識人はいないのかな～。あたしが突っ込こみ役の時点でかなり壊かい滅めつ的なんだけど～？」

「むむむ。ですが、同じく中二病キャラを演じている兄さんとは、相性がよさそうな……趙雲！　やっぱり、その胸にサラシを巻いて男装してください！　巨きよ乳にゆうで美人の女の子に二十四時間侍はべられていては、兄さんの劣れつ情じようを刺し激げきしてしまいます！」

　こうして広間のいちばん後ろで、俺たちが三人がかりで趙雲の目を開かせようとあれこれ騒さわいでいた、その間に。

　袁帝グループの主要メンバーが俺たちそっちのけで繰くり広げていた評定において、想定外の「大事件」が勃ぼつ発ぱつしてしまったのだった。




　きっかけは、田豊総務のこの発言だった──。

「社長。十三州の牧及および主要都市の太守の割り振ふりはこれで決定としまして──残る問題は、『玉ぎよく璽じ』の管理です。知っての通り、玉璽は所有する封神英傑に絶大なボーナスをもたらしますが、ひとたび所有権を得てしまえば威い信しんが50アップするという諸もろ刃はの剣つるぎ、あの狡こう猾かつな董卓さえ身を滅ほろぼした元げん凶きようっ……！　社長の威信数値は、中原の統一を果たした暁あかつきには当然カンストいたします。いたしますが、十三州を完全統一する土ど壇たん場ばまで、その瞬間は引き延ばすべきっ……！　万が一、億が一にも、威信カンストしておきながら統一に失敗するという不測の事態が起きた場合、社長の身の安全が脅おびやかされます。それでは社長に一生ついていくと忠誠を誓ちかったワシも、ワシの部下たちも、生きてはおれません……！　殉じゆん死しッ……！　真世界を統べる王がこの世を去られることとなれば、当然、家臣団は前ぜん方ぽう後こう円えん墳ふんに埋うまって殉死にございますっ……！　ハニワで誤ご魔ま化かすつもりは、この田豊にはございませんッ……！　さすれば、家臣団の家族はみな、異世界で路頭に迷うことに……！　どうか、玉璽を社長から遠ざけ、かつ、絶対に安全な場所へ……！」

　沮授がすかさず、田豊に喰くってかかる。

「ククク……田豊総務。うまいことを言うて、ちゃっかり玉璽を預かって絶大な権けん威いを手に入れようとしとるんやろう？　世よ渡わたり上手な慶けい應おう閥ばつの考えそうなこっちゃ。あかん、あかんで。そこまで言うなら、玉璽はオレが預かったるさかい」

「なっ、なにを言うか、バカモノッ……！　真世界における玉璽の危険さは、お前も知っているはずっ……！　だいいちギャンブル中毒のお前に預けられるか！　召喚ガチャ呼符の借金のカタに玉璽を売り飛ばされては、袁帝グループの存亡にかかわる一大事っ……！」

「ククク。オレは召喚ガチャで稼かせいでいるクチや、あんな胴どう元もと丸まる儲もうけのギャンブルに自分で手を出したりはせんがな。そないにオレが信用ならんのなら、間を取って、派は閥ばつに属していない曹操に預けるか？」

「……ぐっ……できるか、そんなことっ……！　ワシは、Twitterでアニメアイコンを使いこなす、身体からだは親父・心はＪＫというフレキシブルな男っ……！　女体化三国志ギャルゲー『恋こい姫ひめ♡夢む槍そう』を、多少はたしなんでおるっ！　嫁よめや娘に見つかったら熟年離り婚こんの危機なので、プレイしたのはエロシーンのない序章体験版だけだがな。あのゲームによれば、曹操という英えい傑けつ自体信用できんっ！　『エッチ大好き♡』などと、実に破は廉れん恥ち……！」

「ククク。懐なつかしいのう、『恋姫♡夢槍』のスロにはずいぶんとハマったもんや。どないします、社長？」

「そうね。パチスロだのギャルゲーだのはわたくしはわからないけれど、田豊と沮授のどちらに預けてもカドが立つというのであれば、第三者に委ねましょう。とはいえ、皇こう帝てい即そく位いアイテムである玉璽が流出すれば、袁帝グループによる統一に重大な支障が。１００％信しん頼らいできる人間でなければいけないわね」

　ここまではよかった。ここまでは……問題は、この直後だった。

「はいはいはーい！　魚魚子にお任せなのだーっ、姉上ーっ！　魚魚子ははちみつを入れる壺つぼの収集が趣しゆ味みなのだ！　保管マニアなのだ！　コレクターなのだー！　落として割れたらヤバそうな袁帝グループのお宝だって、ばっちり保管してみせるのだーっ！」

　曹操が会議に参加していれば、この事態は避けられたはずなのだが、なにしろ曹操は派閥に属していない上に、袁紹軍では「軍師」だが袁帝グループ内での立場は袁紹の個人秘書（という名の実質居候）。田豊・沮授たち派閥組にハブられたため、曹操不在のまま会議が進行していたことがとんでもない大事件を招いてしまうことに──！

　え、それは……と田豊も沮授も血相を変えた。どうやら袁術は迂う闊かつものらしい。が、袁紹は名門の令れい嬢じようらしく悠ゆう長ちようというか、鷹おう揚ようというか。しかも妹に甘いのだ。

「それじゃ、お願いね公路。はい、これが伝国の玉璽よ。南陽に着いたら倉庫に保管して、なくさないで」

「ありがとうなのだー、姉上ー！　いちどだけでいいから、袋ふくろから取り出して中身を見てみたいなーっと！　おおーっ、これが玉璽……！　素晴らしい光こう沢たく、見事な紋もん様ようなのだー！　いい仕事してますね～なのだー！　お宝、プライスレス！」

　わーっ!?　と田豊と沮授が悲鳴をあげた。ざわっ……ざわっ……！　そう。袁術はなにも考えなしに、無造作に袋から玉璽を取り出して素手で摑つかんでしまった！　その瞬間！　びりびりびりっ！　と袁術の身体から電でん撃げきエフェクトが発射されて、玉璽の所有権は袁術のものに！　ここに至り、曹操や孫堅、そして俺たちも、事態の異変に気づいた。広間に詰つめていた全員が、いっせいに袁術に注目する。袁術の威信値が無む駄だにアップするだけで済めばいいのだが、なんだかとっても悪い予感がするぜ!?

「ぬなっ？　お、お、おおおおおっ？　魚魚子の身体の内側から、溢れるパワーが？　パワ────!?　無限の、パワアアア─────!?　いったいなにがどうなっているのだーっ？　玉璽パワー、半はん端ぱないのだーっ？」

「ちょっと公路。ダメよ、素手で触さわっては……んもう。手遅れね」

「ててて手遅れで済みませんぞ、社長～ッ!?　これにはワシも思わず[image: かおもじ]ナンテコツタイ……！」

「なんやてーっ？　袁術さまのステータスウィンドウに劇的な変化がああああああ!?」

　そう。袁帝グループの面々は、個人情報の保護を重視して、みだりにステータスウィンドウを開いたりいじったりしないという暗あん黙もくのルールを守っていた。社を代表する袁紹と袁術以外はみんな閉じっぱなしだったしな。故に、袁術のステータスウィンドウをいじりまわした人間は誰だれもいなかった。袁術自身もルーズなので、ぜんぜん知らなかったらしい。

　袁術の固有スキル「袁えん天てん公こう路ろ」の「能力」について──！




「おめでとうございます袁術さま。あなたは固有スキル『袁天公路』の発生条件を満たしました。『袁天公路』、発動します。『袁天公路』、発動します。漢の予言書『春しゆん秋じゆう讖しん』にあり、漢に代わる者は、当とう塗と高こう！　当とう塗と高こう！　当とう塗と高こう！　魚魚とと子こ！　すなわち玉璽を手に入れた袁術さまこそが、漢に代わる新たな王朝を開く真の皇こう帝てい！　皇帝即位ッ！」




　なんだ、このアナウンス？　袁術のステータスウィンドウがしゃべった？

　人だかりの中、荀彧お姉さんに肩かた車ぐるまされて、袁術をやっと視界に捉とらえた曹操が「ギャー！　『袁天公路』が、袁術の皇帝即位イベントを発生させる地じ雷らいスキルだったなんてーっ!?　たいへんだわ！　袁術が、玉璽を手に入れた瞬間に自動的に皇帝になっちゃった！」と踏ふみ潰つぶされた子こ猫ねこのような声をあげた。

　な、なんだって───────!?

　そういえば「正史」でも「演義」でも、袁術ってニセ皇帝に即そく位いしたんだっけ？

「ひえ～っ？　ととと魚魚子のみみみ身分が『皇帝』に？　ああっ、衣装も変わってるのだっ？　皇帝になってしまったのだっ？　あ、姉上～っ!?　おーたーすけーなのだー！」

「たいへんだわ。曹操から『三国志』について詳しよう細さいに教わっておくべきだったわ。まさか、こんな地雷イベントが……田豊！　沮授！　どうにかなさい！」

「……ぐっ……ぐぐうっ……！　し、しまった……『恋姫♡夢槍』の体験版にはなかったっ、こんなイベントっ……！　やはり嫁と娘むすめの目を盗ぬすんで製品版をやり遂とげておくべきだった……！　わっ、ワシの出世街道がっ……!?　うおおおおっ……!?」

「早わ稲せ田だ閥ばつと慶應閥で対立しとる場合やないで、総務！　いったん手を組んで事態を収拾せなならん、これは袁帝グループ崩ほう壊かいの危機やーっ！」

「すわ鎌かま倉くら、お家分ぶん裂れつ騒そう動どうの一大事！　事態の収拾は、この社畜張郃にお任せあれーっ！　この分厚い特注焼きそば鉄板は、防具にも武具にもなるのだー、ハーハハハハ！」

　そ、そうだ。不ふ俱ぐ戴たい天てんの敵同士だった早稲田閥と慶應閥が手を組めば、なんとか……！　雨降って、地固まる、だ！

　ところが。

「やあやあ。われこそはプレゼンの達人・張ちよう勲くん課長と申します！　このグラフをご覧ください！　露ろ骨こつな学がく閥ばつ優先の論功行賞に不満ありの諸君！　今こそ、早稲田閥と慶應閥に虐しいたげられ続けてきたわれら日につ東とう駒こま専せん閥ばつの出番ですよーっ！　袁術新皇帝を担ぎ上げて、真世界に新たな国家を建国しましょうっ！　学歴革命ですっ！」

「うおお！　袁帝グループ内の学歴格差にはもはや我が慢まんならん！　時はまさに世紀末！　学歴が幅はばを利かせる時代はもう終わりだ！　われら法ほう政せい閥も、袁術さまに従うぞーっ！」

「明めい治じ閥も右に同じ！　フフフ、力だけが正義！　いい時代になったものよ！　俺の出身大学を言ってみろーっ！」

「中ちゆう央おう閥もだーっ！　んん、ＭＡＲＣＨマーチ同盟は全員、魚魚子さまを皇帝として支持するゥ！　怯ひるむな！　玉璽がある限り、大義はわれらにあり！」

[image: ]

　たいへんなことになった。

　入社時点から幹部コースへの芽を摘つまれ、今日の論功行賞でもお寒い扱あつかいを受けて鬱うつ々うつとしていた日東駒専閥とＭＡＲＣＨ同盟の社畜たちが、いっせいに袁術のもとにはせ参じ、

「魚魚子皇帝陛下、万歳万歳、万々歳」

　と一大軍団を結成。袁紹・田豊・沮授を守ろうと集まってきた早稲田閥・慶應閥の社畜たちを相手に、激しい抗こう争そうを開始してしまった。まさに乱らん闘とう！

　袁帝グループ……分ぶん裂れつっ……！

「ああああアニキ～？　どうすればいいのっ？　わけわかんないんだけど、いい大人たちがなに揉もめてんのさっ？」

「兄さん、ブラック企き業ぎよう袁帝グループの歪ゆがみが一気に噴ふん出しゆつしてしまったようです！　大だい企き業ぎようであればあるほど、派閥間抗争は激しいものなのです！」

　ううむ。第三の派閥──日東駒専閥とＭＡＲＣＨ同盟とは！　張勲のプレゼングラフによれば、主要な幹部ポストは早そう慶けい上じよう智ち東とう大だいが占せん拠きよしていたので、今までその存在に気づけなかった！　つまり、今まで彼らはそれだけ虐げられてきたということだ。これはまずい！　なにしろこの真世界での統一戦には、真世界の運命のみならず、召しよう喚かん者たちが無事に異世界に帰き還かんできるかどうかがかかっている。文字通りのデスゲームなのだ。そこに加えての派閥争い。彼らには、想像を絶する相当なストレスが……なんとかせねば、偽ぎ帝てい袁術を担いだ暴徒連中のハートはフランス革命戦士のように燃え上がるヒートっ！

「まずいまずいまずい。天子ちゃんさままで巻き込まれる！　天子ちゃんさまを急いで脱だつ出しゆつさせるぞ、関羽、張飛！　あと趙雲も！　正式雇こ用よう契けい約やくはそのあとだ！」

「はいっ、兄さん！」

「合点承知っ！」

「あっ。待ってくれ、ダメだ！　目が、目が……！　この戦場と化した会場の『闘気』にあてられたのか……も、もう、暴発を抑おさえきれない……！」

　えーい。いつまで中二病キャラを演じているのだ趙雲！　ギャグ時空は終わりだ、今すぐ素に戻もどれ！

「ハーハハハハ！　参戦ご苦労！　天晴れな社畜魂だましいだぞ、劉備の小こ僧ぞう！　認めよう、きみには社畜の才能があるようだッ！　異世界に帰還した暁には、私の部署でのコピー取り係とお茶くみ係、大会議における焼きそば焼き係として雇やとってやろう！」

　なんで焼きそば焼き係なんだよ？　張郃とともに戦うことになるとは。まあいい！

「劉備たちは、旧体制側についたぞーっ！　この反動保守高校生どもめ！　諸君、きゃつらを捕らえてオルグしろっ！」

「うわーん！　こっち来たよ、アニキーッ!?」

「むむむ。手加減して倒たおすにも、数が多すぎますし、ここは狭せまいです！　手加減技のモーションを連発させるには、空間が足りません！」

「だっ……ダメだ……頼たのむ、鎮しずまれ。鎮まってくれ、わが邪じや気き眼がんっ……！　暴発してはいけない……！　劉備くん、逃にげて……！」

　ええい、筋金入りの中二病だな！　趙雲はしょうがないとして、曹操はどこだ？　孫堅たちは？　ダメだ、敵が多すぎて探す余よ裕ゆうがない！

　もはや収拾不能の混乱の中。

　さらに、事態は悪化することに──燃え盛る炎ほのおの中に、ダイナマイトをブチ込まれるが如ごとき新たな展開に！　これはまたしても予想外っ！




　ドオオオオオオン。




「わ、私は、天下無む双そう。りょ、呂布奉ほう先せん──！　兄者が心配で巡じゆん礼れいの旅を切り上げ、はせ参じてきた……兄者に鉾ほこを向ける者は、一人として許さぬ……！　問答無用、一いつ騎き当とう千せん、三国無双っ……！　兄者の敵はことごとく打ち払はらう！　か、駆かけよ！　せ、赤せき兎と！」




　ギャーッ？　ひ、ヒルデガルドおおおおおおおっ!?

　かかかか帰ってきていたのかあああっ？　赤兎馬の脚あしはチートすぎるううっ!?

　やめろーっ、バトルするんじゃなーい！　ガチの戦争になってしまうーっ！

　阿あ鼻び叫きよう喚かん！

　相手の話も味方の話も聞かない純一戦士・呂布の乱入によって、広場は真の戦場と化した！　もはや派は閥ばつ抗こう争そうではない、生き残りを賭かけたガチンコのバトル会場に！

　ヤバいヤバいヤバい！　天子ちゃんさまのお姿が見えないっ！　なんかヒルデガルドの周囲では、次々と社畜たちが重力を無視して宙を舞まっているが、あれはなんだっ？

　そんな中、ついに犠ぎ牲せい者しやが出てしまった……！　袁紹派は閥ばつＶＳ袁術派閥の抗争における、戦死者第一号が発生！

「ちょ、張郃さまが、死んでおられますぞーっ！」

　どうやら乱戦の中で足を滑すべらせて、担ぎ上げていた焼きそば鉄板を頭に喰らって自じ滅めつしたらしい。仰あお向むけにぶっ倒れたまま、なんだか清々しい笑顔でこときれている。最期まで社畜の中の社畜だったな。合がつ掌しよう……。

「ちょ。どこにいるのかわかんないけれど、見て、劉備！　中原ＭＡＰを！　大会議場の壁かべにディスプレイされている、巨きよ大だいな勢力地図を！」

　曹操の声。キンキンとカン高いので、この騒そう乱らんの中でもよく聞こえる。曹操が言うように、評定中に表示されていた勢力ＭＡＰが、自動的に描かき換かえられていた。袁帝グループ＝反董卓連合軍の色で中原の主要地域が塗ぬりつぶされていたはずだったのに、色が複数に分かれている！　いくつかの勢力が、独立勢力になってしまっている！　どうやら、袁術が皇帝に即位して反董卓連合軍が消しよう滅めつした副産物らしい！

「兄さん！　たいへんなことになっています。曹操は兗州の牧として独立！　袁紹は冀州の牧に！　兄さんもまた独立君主となり、徐州牧に……ですが、徐州の大部分を実行支配しているのは陶とう謙けんという非連合系の独立英えい傑けつです！　兄さんには、小しよう沛はいという吹ふけば飛ぶような小さな城しか与あたえられていません！　兄さんは左さ遷せん人事を喰らったようです！　これでは完全にジリ貧です、むむむ！」

　なんだとーっ？　ギャー！　琅邪も、陶謙という知らない奴やつが支配している！　俺の持ち城は、豫よ州と徐州の境目に位置する小沛というちっぽけな町だけ!?　どーするんだこれ？

「うわ～ん！　袁術も南陽で独立！　みんな続々と独立君主になっちゃった～！　しかも、袁術同盟と袁紹同盟の２グループに分かれているよぅ～！　これ、マジでヤバくね？　董卓対反董卓同盟よりもまずくね？　源平合戦とか南北朝時代みたいになっちゃってない？」
















　そ、そうだな、那波！　天子ちゃんさまと、袁術。一天万乗の天子が、今、真世界に二人存在してしまっている！　漢王朝は、ガチで分裂した……！　しかも、根深い袁帝グループの派閥問題が根底に……！　あ、ああああ。どうすればいいのだ？　ともあれ、天子ちゃんさまを見つけて逃がさないとっ！　すべてはそこからだ！

「劉備くん！　私たち孫ファミリーは、もともと袁術の管かん轄かつ下にあったため、全員が自動的に袁術の家臣に振ふり分けられてしまった！　きみと曹操くんは、独立と同時に袁紹と自動的に同盟を結んでいる。つまり私は、曹操くん及および義兄のきみと、敵対関係に！」

「な、なんだって、孫堅!?」

「劉備三さぶ郎ろう！　袁紹も袁術もすでに宮きゆう廷ていから避ひ難なん済みのようです。ですが、肝かん心じんの天子のお姿が見えません。すでに、どこかに隠かくれられたものと思われます！　ここで戦えば、洛陽が火の海に！　今はいったん洛陽を離はなれ、それぞれの持ち場に。曹操さまは兗州へ。あなたは徐州へ！　互たがいの足元を固めましょう！」

「わ、わかった、荀彧お姉さん！」

　だが──だが──だがっ……！

　悪い時には悪いことが重なるっ……不幸が不幸を、不運が不運を呼び込むっ……今の俺たちは、まさしくこの「負のスパイラル」へと突とつ入にゆうしていたのだ……！　噓うそだろう？　不運の大三元っ……!?　今日は厄やく日びかなにかかっ？

「そこの、目をつぶっている女子高生英傑ーっ！　英傑に封ほう神しんされたからと舐なめプかっ？　えーい、われらが社畜魂と労働組合の規定を叩たたき込こんでやるわーっ！　たとえ封神されなかった戦せん闘とう力３のゴミであろうとも、百人集めれば戦闘力３００だーっ！」

「絶望的な武力差も学歴差も、数の論理で覆くつがえすっ！　ＭＡＲＣＨ同盟に栄光あれーっ！」

　両目を閉じていることで妙みように目立っていた趙雲が、袁術軍団の社畜たちにロックオンされてしまった！　い、いかん！　今の趙雲は戦える状態ではない！

「むむむ。危ないです、趙雲！　そろそろ目を開いてください！」

「ほ、ほんとうに、で、できないんだ関羽、すまない……『気』を制せい御ぎよできない今の私が目を開くと、間ま違ちがいなく大惨さん事じに……私は捨てて行ってくれ！」

「しょーがないなあ！　そーゆーキャラはアニキで慣れてるからだいじょうぶ！　あたしが壁になるから、その隙すきに逃げてっ！　やいやい、女子高生に襲おそいかかるとはふてえ男どもだーっ！　燕つばめっ子張飛、ここにありっ！」

　那波が趙雲を庇かばおうと飛び出した。が、数で圧あつ倒とう的優勢を誇ほこるＭＡＲＣＨ同盟の男どもの一部が那波を迂う回かいし、背後から趙雲へと同時多発タックルをかましてきた──！　このこなれた素早い連係プレイ、さてはアメフト部かっ!?　いかん！

「捕つかまえたぞーっ！」

「袁帝グループ労働組合の『社畜いろは歌』を聴きかせて再教育してくれるわーっ！」

「くっ!?　あっ、しまったっ!?　張飛、逃げ……」

　趙雲が──目を、開いた。驚おどろいて、思わず反射的に瞼まぶたを開けてしまったのだ。

　その趙雲の開かれた瞳ひとみから──真っ白い「光」が、一直線に前方へと向かって飛んでいた。その光の先には！

「えっ？　ひゃああああっ!?　なにこれっ？　うわーん、白色破は壊かい光線っ？」

　まさかっ？　まさか──趙雲の固有スキルは──ポプティックブラストと同等・同レベルの殺人光線だというのかああああっ？　趙雲は俺のように中二病ごっこをしていたんじゃなくて、ガチでヤバい「力」の暴走に耐たえていたのかあああっ？

　なっ、那波いいいいいいいい～っ!?

　うわあああああっ!?

　浴びた！　モロに全身に浴びてしまった！　超ちよう速そく度どで飛んできた趙雲の目からビームを、いくら那波でも避さけられるはずがない！
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「……あ……アニキ……ゆきの……ん……」

「な、ななちゃんっ!?」

「う、うわあああっ！　目が、目が……『気』を抑えられない……なにも、見えない……！　張飛？　張飛？　だいじょうぶなのかいっ？　ほんとうに、すまない……！」

　那波いいいいっ？　待っていろ！　だいじょうぶだ！　用いねばならない事態に追い込まれたのは不本意ながら、この愚ぐ兄けいには、「北ほく斗と五ご丈じよう」の力が……孔明から借りている時間巻き戻しスキルがある！　今すぐ、十分前に戻して……！　そうだ、どうせ十分巻き戻すのならば、袁術が玉璽を触さわるのを阻そ止しして、袁帝グループの大分ぶん裂れつを回かい避ひすることも……！　ぎりぎり間に合うかもしれない！

　だが、不幸中の幸い、というべきか。

　趙雲の「力」は、「光」は、白色破壊光線でもポプティックブラストでもなかった。触ふれた者を殺傷する破壊系統の光ではなかったのだ。

　那波は、消し炭にはなっていなかった。無傷だった。

　しかし、いったい、趙雲の固有スキル「子龍一身都是膽也」の正体がなんなのか、それはこの時の俺にはまったくわからなかった。というのは。




「うえええええん。アニキ～！　あたし、邢道栄になっちゃったよ～!?」




　そう。

　趙雲の「光」を全身に浴びた那波は──邢道栄に再さい封ほうされてしまったのである。

　俺は、「げーっ」と悲鳴をあげていた。

　今の那波が捕まったら、問答無用で斬きられる！　邢道栄の固有スキル「道どう栄えい即そく斬ざん」は、邢道栄を捕とらえた者はなんぴとたりとも邢道栄を斬らずにはいられなくなるという文字通りの「死にスキル」なのだから！　そして、この大量の袁術軍団ひしめく狭い室内での大乱戦では、那波は簡単に捕まる！　相手を斬り殺していいというのならばともかく、それはできない！　故に、俺が兄として選せん択たくするべき道は、ただひとつっ！




「逃げるぞおおおおおおおっ！　那波、雪乃、趙雲っ！　今すぐこの戦場から全速力で撤てつ退たいするうウウウウウウウッ！」




「ちょっと兄さん！　天子さまはどうするのですっ？　趙雲の姿も見失いました！」と雪乃が慌あわてているが、やむを得ん！　今は事情を説明している暇ひまなどない！　ともかく那波を安全な場所へ連れて行くのだーっ！

　妹は！　すべてに優先するぜ！

　悪夢だ、これは悪夢だ！　なんで那波が邢道栄に戻もどっているのだ!?　孔明っ！　彭侯孔明っ！　なんとかしろーっ！　せめて理由を説明しろーっ！　振り出しに戻ってしまったではないかーっ！　い、いや、袁帝グループが分裂してしまったから、もとより悪い！　あああ、せめて会議が終わってから召しよう喚かんガチャを回していればあああ……！

「いいから徐州だ、徐州へ逃にげるぞおおーっ！　徐州に転がり込み、防備を固めるのだーっ！　徐州刺し史しの陶謙に土下座して入国させてもらおうっ！」

「ご主人さま！　この糜竺は、徐州の大だい富ふ豪ごうです。すべて糜竺ちゃんにお任せください！　劉備玄徳の夜よ逃にげと言えば、糜竺の出番ですからね！　問題ありませんよっ！」

「おう、助かる！」




　──こうして俺たちは、洛陽から脱だつ出しゆつし、糜竺の先導で徐州へと遁とん走そうしたのである。








第三回　お兄ちゃんは心配性









●劉りゆう備び玄げん徳とくの徐じよ州しゆう入り




　脱出ッ！　徐州へ脱出ッ！

　洛らく陽よう宮きゆう廷ていで袁えん紹しよう派と袁えん術じゆつ派の袁えん帝ていグループウォーがはじまってしまったため、俺は那な波なみ・雪ゆき乃の・劉備義勇軍の面々を引き連れて風を食らって洛陽を脱出。街道を駆かけ抜ぬけ駆け抜け、徐州の州都・下か邳ひへと向かっていた。

「陶とう謙けん軍が襲いかかってきたらどうしよう、アニキ？　陶謙は徐州刺し史し、こっちは徐州牧ぼく。徐州の奪うばい合いになるんじゃない？　まあ、合戦になったらあたしが頑がん張ばるけどねっ！」

「ダメだ那波！　張ちよう飛ひと邢けい道どう栄えいの戦力差を考えろ！　数値上はそれほど変わらんが、必殺の宝貝パオペエ・蛇じや矛ぼうは使えないし、武力80と99の間には実は見た目以上の圧倒的な差があるのだぞ！　それに！　『道どう栄えい即そく斬ざん』は文字通りの死にスキルなのだーっ！　逃げながら何度も教えたろう？　お前、捕まったら即そく座ざに斬られるんだぞ？」

「わかってるけどさ～。でもほら、頼たよりになりそうだった趙ちよう雲うんとは結局はぐれちゃったしさあ。呂りよ布ふもどこに行っちゃったのかわかんないし。放ほう浪ろう癖へきがあるよねー呂布って。アニキとゆきのんだけじゃ負担大きすぎるから、あたしも戦うってば」

「ダメだと言っているっ！　お前は張飛に戻るまで戦闘禁止っ！　兄として命じるウウウ！」

「ええ～？　過保護だよ～、アニキって。ほんっと、シスコンなんだからさあ～」

「しょうがないわ、ななちゃん。命を守る行動を優先しないとダメよ？」

「うえええ。ゆきのんまで～？」

　呂布ことヒルデガルドはとにかく大暴れしていたので、乱戦の中ではぐれても仕方がないが、趙雲とはぐれたのは想定外だった。あのリアル邪じや気き眼がんを制御できるようになるまでは目を開けないようだから、足手まといになるからと、敢あえて俺たちから遠ざかったのかもな……しかし、趙雲の邪気眼の力はいったいどういう性質のものなのだろう。なぜ那波が邢道栄に？　どうすれば、元の張飛那波に戻せる？　孔こう明めいさえ呼び出せれば、「契けい約やく違い反はんだぞ。お前がいつも泣いて馬ば謖しよくを斬る羽目になるのは、そういうとこだぞ。頑張ってない証しよう拠こだぞ」と説教して張飛に再封させられると思うのだが。

「元気を出しなよ、大将！　逃とう走そうと放浪は劉備玄徳のいつものお家芸だぜえ？」

「今回も見事な逃げっぷりだった！　さすがだ大将！　おかげで義勇兵の誰だれも脱だつ落らくしなかった！」

「そーだそーだ。関かん張ちよう飯はん店てん小しよう沛はい店を出店して、軍資金をコツコツと稼かせごうぜえ！」

「久々に、関帝たんナイトを開かい催さいだーっ！　チャイナドレス、水着メイドと来たから、次は……いったいどんな真世界の素敵コスプレ衣装が拝めるのか……ゴクリ……」

「関帝たんナイトがある限り、大将からは離れられねえやあ！」

　義勇兵の野や郎ろうどもはいつも元気だなー。そうだな。次のコスプレ衣装は、異世界ではもはや絶ぜつ滅めつした永遠の男の浪ろう漫まん文明、体操服とブルマとか？　真世界でブルマ文明復興……あると思います。「妹で遊ぶなと言ってるじゃん！」と那波にぽかぽか殴なぐられそうだが。

　と、そんな俺たちのもとに……。

　ジャーン、ジャーン！

　こ、この銅ど鑼らはっ？　あーっ!?　野原に敵兵が満ち満ちているっ！　この軍団は……!?

「「「げーっ！　陶謙軍ッ!?」」」

　抜かったーっ！　ああ……妹ブルマがどうのこうのなどと妄もう想そうしている隙すきを突つかれてしまうとはーっ!?

　だが、糜び竺じくは「徐州は糜竺ちゃんの庭です。すでに陶謙と話はつけてあります。問題ありませんよ、ご主人さま♪」と微笑ほほえんでいる。

　そう。謎なぞの独立英えい傑けつ・陶謙──そもそも男か女かすら定かでなかったはぐれ英傑は、徐州軍を待機させたまま、一人で俺たちのもとへと乗り込んできたのだった。




「英傑名：陶謙　統率64　武力55　知力48　政治52　固有スキル：泥どろ棒ぼう趣しゆ味み」




「いよ～っ、秀しゆう一いちじゃねーかっ！　噂うわさには聞いていたが、ほんとにお前、封ほう神しん英えい傑けつ・劉備の座をゲットしてたんだなーっ！　スッゲー！　俺だよ、俺俺！　幼なじみの腐くされ縁えん、唐から沢さわ太た一いちだーっ！」

　こ……この一見陽キャ風に見える前まえ髪がみの長いチャラ男は……？

「な～んだ、幼なじみの太一ではないか。お前が陶謙に封ほう神しんされていたのか。さっさと連合軍に参加してくれりゃ、もっと早く再会できたものを。まあ、再会ったって、SANGOKU 大戦争オンラインに参戦する前日に学校で会ったばかりだが」

「俺みてーなＢ級英傑が連合軍になんて参加できっかよ！　雪乃ちゃんも、お久しぶりっ！　もしかして十年ぶりくらいっ？　懐なつかしいなーっ！　覚えてる？　将来結けつ婚こんしてくれって粘ねん土どの指輪を贈おくったことをさあ～？」

「むむむ。兄さんに誤解されては一大事と、慌てて踏ふみ潰つぶしたことは覚えています」

「つれないなあ～。だがそれがいい！　幼い頃ころから美少女だったけど、すっかり美人に成長したねえ～。さすがは女神・関かん羽うさま！　で、俺と結婚してくれる？」

「お断りします、お断りします」

「つれないなあ～。だがそれがいい！　真世界限定のごっこ結婚でいいから！　気分だけでも嫁よめ持ちライフを味わいたいんだ！　ステータスウィンドウを開いてニヤニヤしたいだけなんだ、頼たのむよ～！」

「兄さん以外の殿との方がたと結婚する予定はありません！」

「えー、雪乃ちゃんってまだブラコンなのかよ？　しかも、秀一に隠かくさなくなってる？　だがそれがいい！」

「ええ、ここは真世界ですから実兄妹問題は恒こう久きゆう的かつ永遠に解決しました！　兄さんのお嫁さん枠わくのうち二つはいずれ、私とななちゃんで埋うめてみせます！」

「えっ、あたしも入ってるのっ？　つーか太一！　あたしとゆきのんの扱あつかいの差はなにさっ？　あたしには結婚を迫せまってきたりしたことないじゃんっ！」

「那波ちゃん？　だってお前は昔から秀一一筋で……げふうううっ!?　いきなり踵かかと落としすんじゃねーっ！　暴力反対ッ！」

　そう。太一は見た目はチャラくて社交スキルも一人前以上なのだが、実は根っからのゲーマー。ガキの頃はよく那波と三人で三国志ゲーや戦国ゲーに興じていた。最近はＶＲ系にどっぷりハマってバイト代でVIVEを購こう入にゆう。でもＶＲゲームってほら、センサーを張り巡めぐらせた室内でゴーグルを装着していないとプレイできないから、こいつはすっかり引きこもりがちになっていて、放課後はあまりつるまなくなっていたのだが……。

「そうそう。いち早くＶＲゲームを極めた俺は、さらなる新たなゲーム世界開かい拓たくを志してSANGOKU 大戦争オンラインのベータテスターとして参戦したわけよ！　これは拡張現実世界を舞ぶ台たいとしたＭＲゲームじゃよ、リアルの肉体のままでゲームに参戦できるという素敵システムじゃぞい、ヴァーチャルではなくリアルの女の子を相手にナンパもぱふぱふもし放題じゃ、頑張るんじゃぞいって、中華街で甘あま栗ぐり売ってた爺じいさんに囁ささやかれてさあ～」

　それは水すい鏡きよう師し匠しようだな。

「それって最高じゃん？　ネトゲだとほら、女の子の友達は増えるけどさー、なかなかリアルでデートまで持ち込む機会がないじゃん？　ギルドのオフ会から女の子をお持ち帰りできるほど俺さまは度胸ないしさー、そもそも男友達との友情や絆きずなも重視する『できる男』だからよ！　でも、生身で遊べるＭＲゲームなら、ネトゲやりながらリアルの女の子たちと直接知り合えるじゃん？　騎き士し団所属で高レベルまでやりこんでいる可か憐れんなゲーマーＪＫとお知り合いになって一いつ緒しよにパーティ組んで三国志世界を大冒ぼう険けんして結婚できるかもしれないじゃんっ？　もしかしたらリアル世界でもそのまま結婚を前提に交際続行というドリームも！　あと、妖よう精せいさんのように愛らしいＡＩのむしゅめと出会って、パパ～って呼んでもらえるかもしれないじゃん？」

　ラノベの読み過ぎだぞ、太一。いいか、真世界に妖精さんはいない。彭ほう侯こうならいるがな。

「お前はぱっと見はイケメンなんだから、普ふ通つうにリアル世界で彼女を作ればいいだろうが。そんな理由で真世界のデスゲームに巻き込まれてりゃ、世話ないな。フハハハハ！」

「おいおい秀一、素敵なゲーマー妹がいるお前になにがわかるーっ！　俺の彼女は廃はい人じんゲーマーじゃなきゃダメなんだーっ！　俺のデートスポットは常にゲーム世界！　なのに、一いつ般ぱん人ＪＫは横よこ浜はまと聞くとすぐに、赤レンガだの中華街だのみなとみらいだのを案内しろって言うんだよ。レアポ◎モンが出現した時以外は、そんな場所に興味ないねーっ！　故に、彼女もゲーマーでなくちゃ、交際が続かないんだー！　というわけで雪乃ちゃん、俺と結婚して！　すごいねっ！　五つ星英傑なのに、もうレベルマしてるだなんてさ！　俺なんて徐州の統治で忙いそがしくて、まだレベル69だよトホホ～。まだ見ぬネトゲの嫁を探す冒険の旅に出たかったのに、徐州は陶謙に封神されたあなたが治めねばなりません、って徐州の豪ごう族ぞくどもにとっ捕つかまってさあ～。毎日毎日、山のような書類の決済させられてさあ～。でも、これからは俺はもう自由だから！　だから結婚して？」

「お断りします」

「というわけで、俺は徐州の親分の座から降りるぞーっ！　後は秀一、お前に任せた！　陶謙って曹そう操そうに命狙ねらわれて悲ひ惨さんな目に遭あう英傑じゃん？　袁紹派と袁術派が分ぶん裂れつしてガチの戦争状態になり、曹操がすぐ傍そばの兗えん州しゆうで独立割かつ拠きよすることになったって聞いてもう、俺は怖こわくて怖くて。これって、陶謙フルボッコ負けの徐州大虐ぎやく殺さつフラグじゃん？　三つ星英傑・陶謙の能力で曹操に勝てるわけねーだろ？　だから、徐州はさっさと劉備に、つまりお前に譲ゆずるっ！　徐州フルボッコイベントの発生前にな！　俺は今日で武将を引退！　ここからは、のんべんだらりと自由を謳おう歌かする在野プレイに奔はしるっ！　くっ殺騎士と駄女神と邪気眼娘むすめを探しだして、愉ゆ快かいなパーティを組むんだ……！　固有スキルで、ぱんつ盗とり放題だしな！」

　くっ殺糜竺と駄女神妹と邪気眼趙雲なら、俺のパーティにもういるがな。あと、曹操の父親を陶謙が殺して曹操激おこという例のイベントは発生しないぞ。怜れい香かの父親は真世界にいないのだから。だがこれは、あいつの個人的な話になってしまうし、黙だまっておこう。

「徐州牧の印いん綬じゆをやるから、俺を曹操にボコられる運命フラグから解放してくれ！　あと、のんべんだらりと自由を謳歌できる程度の楽な仕事をくれ！　女の子たちといっぱい知り合える仕事がいいなーっ！」

「おう、そうだな太一。俺は、関張飯店・徐州店を出店するつもりだ。もちろん、ぜんぶ糜竺が出資してくれる。その店の店長をやってくれ！　フハハハハ！」

「……ああ。またしても、ご主人さまに貢みつがされるのですねっ……！　お任せくださいっ！」

「やっぱ、すげーよ秀一は。護身完成していてお堅かたい糜竺ちゃんから、湯水のように銭を貢がせるなんてさ。やっぱ、すげーよ秀一は……俺にもかわいい妹がいてくれたら、お前みたいになれたんだろうな……やっぱ、すげーよ秀一は……というわけで雪乃ちゃん、俺たちって昔から『やっぱ、すげーよ秀一は』という一点で気が合うよね？　結婚しない？」

「お断りします」

「あと、那波を厳重に保護するっ！　邢道栄に封神されてしまった那波は今、大ピンチなのだ太一よ！　故に俺は徐州の防備を固め、徐州内には絶対に黄こう巾きん賊ぞくも敵国軍も侵しん入にゆうさせん！　万が一の時には勇者として加勢を頼むぞ！」

「へえー。雪乃ちゃんは女神さま関羽で、那波ちゃんはいつもやられ役の邢道栄か。わはははーっ！　この圧あつ倒とう的な妹間格差……超ちようウケる！　雪乃ちゃんと那波ちゃん、どこで差がついた。慢まん心しん、知力の違ちがい……」

「こらーっ、笑うな太一っ！　あたしだってちょっと前まで張飛だったのにーっ！　ああもう、早く元に戻もどす方法を見つけてよ、アニキ～！」

　だいじょうぶだ、那波。絶対にお前を誰にも捕とらえさせたりはせんぞ！　太一が陶謙に封神されたのも、まさに天てん佑ゆう！　水鏡師匠が俺たちを助けるために、三寸の舌先を振ふるって太一を真世界に送り込んでくれたのだろう！　秀一と太一って紛まぎらわしいよな。どっちも長男なんでしょうがない。違いは、俺には妹がいて、こいつは一人っ子なのだ。女の子への憧あこがれ度とがっつき度の差は、妹がいる・いないの差なのかもな。




　というわけで、着いたぜ下邳に！　徐州の州都！

　商人、亜あ人じん、彭侯が通りをぎっしりと埋め尽つくしている。いやあ、栄えてるなー！　黄巾賊の乱を避さけて疎そ開かいしてきた住民も多いのだとか。

「うっわ～。洛陽とはまた違うけれど、下邳って大都会だねーアニキ！　市場が大盛せい況きよう！」

「まさしく商人の町ですね兄さん！　下邳は中ちゆう原げんにおける交通の要所ですからね。周囲に大きな山がなく、守りにくい地形が難点ですが」

「おおお、劉備さま～っ！　われら徐州の民一同、お慕したいしておりました！　噂通り、高笑いの意味はよくわからんがとにかくすごい器だ！」

「あの女神の関羽さまを妹として従えておられるぞーっ！　これぞ将に将たる大英傑！」

「頼たよりない陶謙さまは、袁帝グループにも曹操にもかかわりたくねえと徐州に引きこもっておられたが、劉備さまなら……！」

「袁帝グループの奴やつらは許せません！　われらの真世界で、異世界から持ち込んできた派は閥ばつ争いを開始するなんて……彼らの好きにさせていたら、真世界は滅ほろびてしまいます！」

「どうか、劉備さまと関羽さまのお力で、真世界をお救いください！　あれ？　劉備三兄妹には、あと一人いたような……」

「おおっ、邢道栄だ！　斬きれっ！」

「うわ～ん、アニキ～！　民の皆みなさんからも邢道栄認定されちゃうよう！」

「み、みんな、那波は俺の妹だ！　落ち着け！」

　さすがは二代目といえども民の英えい雄ゆう・劉備玄徳。しかも商売の女神・関羽とセットだ。袁帝グループへの支持率が急落した分、俺の株が上がったらしい。実体以上で「劉備バブル」感もあり、少々おっかないが、みんなが袁帝グループの内ない紛ふんに憤いきどおっているのはわかるぜ！

「「「徐州へようこそ劉備さま、万歳万歳万々歳!!」」」

　熱ねつ烈れつ大歓かん迎げいしてくれる住民たちの波に揉もまれながらも、どうにか移動完かん了りよう。

　政庁の向かいにあった糜竺経営の酒場をまるっと間借りした俺たちは、ここを関張飯店として居座ることにした。なんかもう無茶苦茶だが、糜竺が「ヒモ生活は三日やったらやめられませんよ！」とウッキウキなので、問題ないぜ。

「というわけで那波には、下邳の邸てい宅たくからの外出を禁ずる！　今後は、起きている間も寝しん室しつで寝ねている間もお風ふ呂ろに入っている間も厠かわやに入っている間も、常に兄であるこの俺が那波を監かん視しするーっ！　二十四時間常に一緒だ、絶対にお前から目を離はなさないからもう安全だぞ、よかったな那波っ！　フハハハハハ！」

　そうとも。邢道栄化してしまった那波からは絶対に目を離せん。石ころが飛んできても死にそうな気がしてきた。ともかく、「北ほく斗と五ご丈じよう」を使わねばならない最悪の事態だけは絶対に避ける、回かい避ひするっ！　それが俺の兄貴道だ、ドン！

「ちょっ？　ななななに言ってんのさっアニキっ？　そそそ添そい寝くらいまでならいいけどさあ？　お風呂も厠もって、ダメでしょそれっ!?　親しき仲にも礼れい儀ぎあり、家族であっても覗のぞいちゃいけないプライベート空間まで侵しん食しよくしてんじゃんっ？　なに考えてんのさっ、そんなヘンなチャクラ、どこで開いたのっ？」

「むむむ。兄さん、添い寝までは許しますが、それ以上は許しませんからねっ！　ななちゃんだけお風呂に一緒に入れて、雪乃は呼ばれないなんて、えこひいきですっ！　雪乃も一緒にお風呂に入りますっ！　兄さんと混浴するための水着もありますし！　でも、厠は……厠への同どう伴はんは……そ、それだけは……その……あううっ……！　ななちゃんの兄さんへの愛が、これほどに深かったなんて……ま、負けてしまうかも……」

「ゆきのんっ！　そんなこと、あたしは許可してなーいー！　だいいち厠の中でどーやって死ぬのさーっ！　誰だれも入ってこないってば！」

「上うえ杉すぎ謙けん信しんは厠でばったり倒たおれてそのまま死んでしまったと言うわよ、ななちゃん。ニンジャの刺し客かくが潜せん入にゆうしていて、謙信のお尻しりを槍やりで突ついたという説も……では、こうしましょう兄さん！　ななちゃんの厠には、姉である私が同伴します！　そうですとも。妹同士ですから、問題ありません！　私はあくまでも監視するだけですから、安心してください！」

「問題あるってー！　ありすぎるってー！　アニキが過保護すぎるのが、よくなーい！」

「……このままでは……このままでは、兄さんの寵ちよう愛あいがことごとくななちゃん一人のものに……ダメです……ダメです兄さん……すべての妹を平等に愛する、それが兄さんの兄貴道のはず……このままでは兄さんはシス堕おちしてしまいます……むむむ……ぶつぶつ……」

　お、おいおい。雪乃？　なんだか瞳ひとみのハイライトが消えているように見えるんだが、だ、だいじょうぶなのか？　た、たしかに俺は心配性すぎたかもしれん。冷静に考えれば、厠はダメだよな。那波の厠の監視はやめるから、しょ、正気に戻ってくれないか？

「ゆゆゆ雪乃ちゃん？　なんだかドス黒い闘気が背後から漏もれてんだけどっ？　明らかにヤンデレ化してんだけどっ？　おーい秀一よう。雪乃ちゃんって、こんなキャラだっけ？」

「……う、うむ。何年も俺に会えなかったために、いろいろこじらせたのだ……」

「兄さん！　ななちゃんもピンチですが、私もピンチなんですよっ！　もっと私のことも心配してください！　私は今、太一さんから執しつ拗ように求きゆう婚こんされているんです、貞てい操そうの危機なんですっ！　ラノベ二巻にあるある『望まぬ婚こん約やく者イベント』発生です！　このまま太一さんに私をＮＴＲネトラれてもいいんですか？　いずれ私はきっと太一さんに監かん禁きんされるんですよ！　クケーケケケケケとか奇き声せいを発しながら、あちこちを舐なめるように見つめられて、汚けがれた指で触さわられて……あああああっ！　私を救ってください兄さん！」

　えーっ、俺はそんなことしねーよー！　「雪乃ちゃん結けつ婚こんして」ってのは昔からの挨あい拶さつ代がわりで……！　と無茶ぶりされた太一が慌あわてるが、「黙りなさい悪のＮＴＲネトリ男」と雪乃は聞いていない。いかん！　俺が那波ばかり心配して過保護に奔ったために、雪乃の中で妄もう想そうと現実の区別がつかなくなっている！

「兄さんが囚とらわれの私を救う方法はただひとつ！　ただちに私を奪うばい取ることです！　既き成せい事じ実じつを作ってください！　さあ、大急ぎで赤ちゃんを作りましょう！」

　ギャー！　雪乃が目をぐるぐると回しながら、青せい龍りゆう偃えん月げつ刀とうを突きつけてきたっ!?　ここで子作りを拒きよ否ひしたら、えーと、俺はどうなるんだ？

「うわーん！　ゆきのんが壊こわれちゃったよーう！　いつも通りなような気もするけれど～」

「なにを言うだーっ雪乃!?　すまん太一、見なかったことに！　雪乃はその、俺と何年も会えずに寂さびしかったのだ！　真世界でも、俺を待ちながら長らくソロで野良英えい傑けつやってたしな！　だから、ええと、そのうち落ち着くっ！　たぶん！」

「……そっか。そこまでブラコンをこじらせたんだな、雪乃ちゃん。アクシズでいったいなにがあった……ううっ……でも！　俺はそんな雪乃ちゃんを黙って見守るぜ！　すまんな秀一！　だって俺はまだ、青龍偃月刀でぶったぎられたくないからな！　それに、兄妹ラブコメって一人っ子の俺にしてみたら決して手が届かない憧れの世界じゃん？　ラノベやアニメでしか見ることのできない、夢の国ガンダーラ……そこへ行けばどんな愛も叶かなうと言うよ……いいじゃん！　なーに、ここは真世界だ。細かいことは気にすんな！　俺はきみの禁断の恋こいを応おう援えんするぜ雪乃ちゃん！　と器のでかいところを見せておいて……失しつ恋れんしたら、いつでも俺んとこに来なよ！　はーははは！」

　えーい。陶謙に封ほう神しんされてもスチャラカなやつだ、相変わらず。

「……これは……この糜竺がほんとに完全にスルーされていますね……ううっ……ぐすっ」

　あっ。これは喜んでいない。ガチで糜竺が落ち込んでいるっ？　俺には理解しがたいが、糜竺の中での「放置という名のご褒ほう美び」のラインを超こえたらしい。やばいやばいやばい。これからは、糜竺のご機き嫌げんも取らなければっ？

「わかったわかった。二人の妹が暴れるから嫁よめ枠わくはやれんが、これからは公式の場では『糜び夫ふ人じん』と呼んでやるから、機嫌を直せ！」

「ええっ、ほんとうですかっ？　はっ……これは罠わなっ……上げ落としのネタ仕込みですねご主人さま？」

「なに糜竺の肩かたを抱だいてるのさ、アニキッ！　もう下心を隠かくせなくなったのかよっ！」

「むむむ兄さん、もう雪乃は我が慢まんなりません！　どうやら、お仕置きが必要ですね！」

「さーて！　今日からは、書類の山にハンコ押す仕事が待っているぜ秀一！　一日八時間は働いてもらうからよ！　はーはははは！」

　げーっ？　一日、八時間っ？　せ、政庁は後回しな！　先に商売だ！

「さあさあ、関張飯店の看板を掲かかげるのだーっ！　急げ急げーっ！」

　店の看板娘むすめはもちろん雪乃と那波だが、しかし那波は今、邢道栄だからな。なにがあるかわからんから、客の前に出すのは当面禁止だ。那波の代わりの看板娘が必要だ。が、那波に匹ひつ敵てきする美少女がいるだろうか？　お触りされたら客を斬り捨てかねないヒルデガルドは接客商売に向いてないから計算には入れられないとして、はあ、つくづく趙雲とはぐれたのが痛い……あいつ、無事なのかな？　まだ徐州に来ない。心配になってきた。

「看板娘候補なら、俺が斡あつ旋せんできるぜ？　俺俺。徐州暮らしでは先せん輩ぱいだぜ？　ねえねえ雪乃ちゃん、たまには『すごいわ、太一くん』って俺を褒ほめてくれよーう？　結婚してくれる？」

「謹つつしんでお断りします」

「さすが太一！　よしっ、それではさっそく看板娘候補を面接だ！　ただちにこの場で！」

「秀一に『さすが太一』と褒められてもなんも美味おいしくねえけど、まあいいや！　俺はこの下邳に、横浜時代からの知り合いを集めてたんだぜ！　いつ誰に裏切られるかわからねーこのデスゲーム状態の真世界でもよ、横浜ご当地仲間ならば信しん頼らい度ど１００％だ！　みんなで一いつ致ち団結して異世界横浜へ帰き還かんを果たそうぜ、おーっ！」

　え？　横浜ご当地仲間？　誰と誰？

　ともあれ、すぐに新たな看板娘が二人、加入することになった。




「ヒック。なんだよ、水みず城きのおっちゃんところの秀しゆうちゃんじゃねーかよ。はーん。ガキのくせして、あたいを店の看板娘として雇やといたいって？　いいけど、時給ははずむんだろうな？　愚ぐ痴ちを聞いてほしいなら、きっちり支し払はらいなよ？　あと、いくらガキでもセクハラはなしだぜ。それと、親父相手の接客商売はストレス溜たまるんだよ！　週に一度はあたいの愚痴を聞くこと！　いいな？　ヒック、ウイウイ」




　って、あれーっ？　おおお親父が行き付けの野の毛げのスナックで女バーテンダーをやっている田た代しろ亜あ紀きお姉さんっ？　横浜の夜の飲み屋街で知らない男はいないと言われるほどの「サラリーマン垂らし」。妖よう艶えんな美人だが、自じ称しよう二十三歳。ぶっちゃけ、「娘」なんて言っていい年ねん齢れいじゃないぞ……ヤンキー入ってるし……げふっ？　今、殴なぐったね！　昼間っから、できあがってるねっ？　真世界では、簡かん雍ように封神されていたのか。酒好きという共通点があったからか？　ってか、姉さんがゲーマーだったとは知らなかった。

　まあいい、採用！

　簡雍が、仲間に加わった！




「英傑名：簡雍　統率22　武力51　知力72　政治77　固有スキル・一いつ睡すい一いち期ご」




「あ～っ、秀一くんっ！　真世界で出会えるなんて、嬉うれしいですう～！　会いたかったですっ、うわーん！　尊敬する秀一くんのためなら、たとえセーラー服でもブルマでもメイド服でもチャイナドレスでも、なんでも着ますからっ！　どんなご命令にも従います、だから僕を家臣にしてくださ～い！　あ、あと、できれば、い、い、妹にしてくれると、嬉しいな……ぽっ」




　もう一人の看板娘候補は、伊い勢せ佐ざ木き町に住まうかわいい後こう輩はい・正まさ岡おか薰かおる。十五歳という幼さ。まだ開ききっていない薔ば薇らのつぼみのように美しいロリータ容姿、そして性格は素直で正直で俺さまを敬愛して止まないかわいい奴やつ……３Ｄゲームの操作がまったくできない超ちよう弩ど級きゆうの方向感覚音おん痴ち・運動音痴のくせに、俺にいそいそと付いてきて一いつ緒しよにゲーセンで「盾たて役」として共きよう闘とうしてくれて、いつも自分に敵の攻こう撃げきをターゲット集中させて散ってくれる、小間使いのような便利者だ。

　だが……こいつはどこからどう見ても女の子なのだが、なぜか、男なのだ……！

　そもそも薰、お前、なんで女の子の格好をしている？　糜竺といい、真世界で秘められた才能を開花させてしまう封神英傑が多すぎる気がします。

　俺のおかしなチャクラが開くとまずいからお前は不採用！　と言いたかったが、「ううっ……まさか男だから不採用だなんてことはないですよね、ううう……秀一くんは……僕を……愛してないんですか……？」と涙なみだぐまれて見つめられては、無下にもできん。えーい。わかった、採用だ！　男だということは客には黙だまってりゃいいだろ！　お触りされん限り、バレやしない！　関張飯店はお触り禁止だからだいじょうぶ！　フハハハハ！




「英傑名：孫乾　統率18　武力22　知力71　政治80　固有スキル・恋こい姫ひめ美び人じん」




　孫乾が、仲間に加わった！

「当面は関羽と簡雍と孫乾を看板娘として、ローテーションを組めるようシフトを組んでくれ、太一。いや、店では『陶謙』だったな。ま、これだけ横浜の面子が揃そろってるんだ、真しん名めいでも英傑名でもどっちでもいいか。フハハハハ！」

「おう、任せろ！　ねえねえ簡雍お姉さ～ん、お給金はずむからさあ～、俺と結婚して？」

「うるせーぞクソガキ。パワハラで徐州牧に訴うつたえんぞコラ。大至急オープンするってんなら、看板娘の衣装は用意してあるんだろうな？」

「はい。兄さんはブルマをご所望ですが、開発と生産に時間がかかりますので、今回は洛陽で着用した水着メイド服を流用いたします。簡雍さんのプロポーションでしたら、多少胸に詰つめ物を入れれば、私とななちゃんの衣装、どちらもぴったり合うと思いますよ！」

「おいっ！　詰め物入れるとか男の前で言うなよ！　はあ……あの、身体からだが弱くてガリガリだった雪乃ちゃんが、まさかあたいを光速で追い抜ぬいて巨きよ乳にゆうの世界の住人になっちまうなんてよう。那波ちゃんは、第二次性せい徴ちよう期が来たら大化けして巨乳になる素材だとはわかってたけどさあ。あーっ、あたいの愚痴を聞いてくれよ秀ちゃ～ん！　最近のＪＫって巨乳率高くね？　おかしいだろ、こんなの？　ダメなのかっ？　Ｅカップには巨乳を名乗る資格はないのかっ？」

　別に簡雍こと亜紀姉さんも、貧乳ではないだろ？　一昔前なら立派な巨乳じゃね？　たしかに日本における巨乳格差は広がる一方な気がするが、理由までは俺にはわからん。

「兄さん。ダーウィンの自然選せん択たく説進化論に敗れましたが、それはラマルクの目的論的進化論で説明できますよ。『用不用説』というやつです。生物は、環かん境きように応じて必要な器官を発達させ、不要な器官は退化させる、それがラマルクの用不用説です！　つまり、戦後日本にアメリカから巨乳文化という新たな価値観が輸入されたために、日本の女の子たちはマリリン・モンローやアグネス・ラムに憧あこがれ、自ら胸を大きく発育させる方向にいっせいに進化を開始したというわけです！」

　ちょっと待った、ですぞ～。その理り屈くつはおかしい雪乃。そんなことが可能なら、光の兄貴道を邁まい進しんしてきた俺さまは今いま頃ごろ、全盛期のルーグ・スカイウォーカーにも匹敵する伝説の美少年兄になっているはずだッ！

「そんなことより、孫乾はどーすんのさ、ゆきのん。完全につるぺたじゃん。まさか、上げ底で噓うそ巨きよ乳にゆうに仕立て上げるの～？　バレたら客が怒おこって暴動になるんじゃね？」

「胸元の調整くらいなら、一晩あればばっちりよ、ななちゃん！」

「貧乳属性やショタ属性の殿との方がたも大勢いますから問題ないですよう～。僕、男子校の制服を着て通学していたのに、いつも根ね岸ぎし線で痴ち漢かんに遭あっていて……くすん。そこを助けてくれたのが、そう、秀一くんだったんです！　かっこよかった……太たい極きよく拳けんの奥義ワンインチパンチはなにかの間ま違ちがいで不発で、痴漢にボコボコの返り討ちに遭いましたが、それでもかっこよかったですう！　あの日以来、秀一くんは僕の王子さま、憧れの騎き士しさまなんですう！」

　だから、俺にはショタ属性はないからな孫乾。弟ならともかく、妹にできるか。そもそも、あいにく枠わくは埋うまっている。

　妹と言えば、孫そん堅けんは今頃、袁術軍で武ぶ闘とう派はの鉄てつ砲ぽう玉だまとしてパシらされているのだろうか。黄こう祖そに射殺されるイベントのフラグは叩たたき折ったとはいえ、うーん心配だ。とはいえ、孫ファミリーを代表する不敗都と督とくの周しゆう瑜ゆを俺さまが召しよう喚かんしたから、問題ないかな？　孫堅・孫そん策さくの武力と周瑜の知力が組み合わされれば、孫ファミリーはまさに無敵だぞフハハハハ！　はあ、周瑜ちゃん、面めん倒どう見みがよさそうでかわいかったなあ～。年下なのにバブみを感じさせる妹、いいと思います。

「よし、これで店長と看板娘は確保した！　従業員には劉備義勇兵を充あてる！　政庁での面接は太一に丸投げする！　英えい傑けつもそうでない人材もガンガン登用して家臣にするぞ、太一！　急ぐのだーっ！」

「おいおい、秀一？　そんなに見境なく家臣を登用していいのか？　威い信しんがアップしちまうぞ？　今のお前は、傭よう兵へい隊長じゃないんだぜ？　れっきとした独立君主なんだからよ。カンストリーチかけてから徐州を失しつ陥かんしたら、董とう卓たくみたいに消えちまうぜ？　俺を見習って、もうちょっと慎しん重ちように……」

「だいじょうぶだ太一、俺さまは敢あえてここまで活かつ躍やくを控ひかえてきた！　威信数値カンストには程遠い、徐州一国の人材をまるごと家臣に組み入れてもぜんぜん余よ裕ゆうっ！　これも速そつ攻こうで那波を張飛に戻もどすためだ、俺は一日も早く琅ろう邪やへ行かねばならんのだ！」

　それじゃ、あたしは厨ちゆう房ぼうで麻婆まーぼー豆どう腐ふの仕込みをやるよ、と那波がさっそく厨房に。

「包丁で手を切ったらどうする！　炎ほのおに包まれたらどうする！　この兄が監かん視しするぅ！」

「こらっアニキ！　あたしの手首に手て錠じようをかけるなーっ！　なにこの、刑けい事じと犯人にあるある手て錠じよう繫つながりシチュエーション？　過保護だってば、繫つながらないでよっ！」

「厠かわやに行く時には外すから問題ない！」

「ううう……あ、アニキ……く、くっつきすぎ……心配性すぎるってば」

　さて、那波の手首と俺の手首を手錠で接続して、と──鍵かぎは律りち儀ぎな雪乃に管理させればいいだろう。これで、俺と那波がうっかり離はなれてしまう可能性は消えた！　もちろんこの手錠は糜竺が調達してくれました。これ、糜竺が準備していた「嫁よめ入いり道具」のひとつなので、ほんとは違ちがう用よう途とのために製造させたらしいが問題ないぜ！

　ところが──。

「うわーんっ！　張飛のお料理スキルが失われちゃったんだったーっ！　ああああアニキぃ!?　ゆきのんっ？　あたし、唐とう辛がら子しを錬れん成せいできないよおお～！　もうダメっ！　死にスキル持ちでお料理できない、役立たずのポンコツ妹になっちゃったっ……！　もうあたしを妹枠から外して、アニキ……！　真世界統一の邪じや魔まになっちゃうよう。うええええん！」

　そうだった！

　那波の香こう辛しん料りよう錬成スキルは、張飛の固有スキル！　邢道栄の固有スキルは「道栄即斬」！

「問題ない、那波！　妹に役立たずも有能もないぞ！　兄とは、妹を無条件に肯こう定ていして守るものだといつも言っているだろう!?　そして！　俺がお前と雪乃を妹枠から外すことは、絶対にないっ！　よしよし、よしよし。だいじょうぶだ、だいじょうぶ。琅邪で孔明を出しゆつ盧ろさせれば、お前を張飛に戻せるのだからな」

「ぐすっ。ぐすっ。アニキ……ありがとう……ちーんっ」

　こらこら那波。俺の着物の袖そでで鼻をかむな。なんだかはじめて出会った頃ころの那波に戻ったみたいで、懐なつかしいな。俺の無限パワーの源泉はお前と雪乃なのだ、自信を持て！

「徐州の留守番は俺たちに任せなよ、秀一。琅邪へ行ってきな？　那波ちゃんのためによ」

「ああ。妹を泣かせてちゃダメだぜ、秀ちゃん。店の酒はあたいがぜんぶ空にしてやっから」

「琅邪で三さん顧この礼れいイベントチャレンジなんですね、秀一くん！　頑がん張ばってください！」

「ありがとう……みんな、ありがとう……これで那波は救われるっ！　感謝っ……圧あつ倒とう的感謝っ……！　これで、旅立てるっ……！」

「持つべきものは仲間だぜ秀一。俺たち横浜劉備チームは、世界にひとつながりの財宝だーっ！　あ、お前の留守中に敵が攻せめてきたら俺は女の子たちを連れて速攻で下邳から逃とう走そうするから、そこんとこよろしくな！　この唐沢太一は常に弱い者をくじき強い者に味方するんだ、なにしろしょぼくれ三つ星英傑だからよ！」

「はっはっは。またまた。いざとなれば勇者として戦ってくれるんだろう太一？」

「いや？　ぜんぜん？　ぶっちゃけ、曹操や呂布を相手に、固有スキルが『泥どろ棒ぼう』の陶謙が勝てるとでも思うか？」

　思わんが、あの二人が俺の領地を攻めることはないから、問題ないな！

　それでは雪乃と二人で、行ってくるっ！　琅邪へ！

「ええ。参りましょう、兄さん！」

「ちょ、ちょっと待ってよアニキ。手錠！　手錠を外してよー！」

「な、なんだとっ……!?　那波と手錠で繫がっているから、旅に出るとなると那波も連れ出さねばならないだとーっ!?　だが旅は危険だ！　どうすればいいんだーっ!?　そ、そうだ、俺の手首をのこぎりで切り落として……妹愛のためならば、手首の一本や二本など！」

「なにテンパってんのさ、バカアニキ！　それじゃ、あたしも行くよう。別に戦いに行くわけじゃないし。それに、三顧の礼イベントを発生させるには、劉備のお供として関羽と張飛も付いていく必要があるんじゃない？」

「むむむ。そうですね、ななちゃん。屋や敷しきに引きこもって出てこない孔明に腹を立てた張飛が、孔明の屋敷に火を付けて燃やそうとする。それを関羽が止めるふりをして煽あおってけしかけるというエピソードは、三顧の礼イベント屈くつ指しの名場面ですからね！」

　関羽ってそんなキャラだっけ？

「そうそう。武力98で青龍偃月刀持ちの関羽ゆきのんがいてくれれば、山さん賊ぞくに襲おそわれた程度のピンチならばぜんぜんだいじょうぶだよー。香辛料を錬成できないあたしが厨房にいてもしょーがないし。さっさと行こう、アニキ！」

　那波が心配でたまらんが、雪乃の意見には一理ある。「三顧の礼イベント発生条件」の「人」条件のうち、劉備はもちろん必ひつ須すだが、関羽・張飛も必須かもしれん。

　うん、待てよ？　今の那波は張飛じゃないぞ。邢道栄ではないか。まさか……もしかして……悪い予感が……。

　いやっ！　だいじょうぶなはずだ！　今はなにかの間違いでバグって邢道栄に戻っているが、那波はすでに張飛に封ほう神しんされている！　泰たい山ざんで唐辛子をゲットしたら、琅邪の地下から孔明を引っ張り出して問答無用で那波を張飛に再さい封ほうさせるぞ！　徐州牧として真世界統一のために動くのは、それからだ！　那波を「道栄即斬」スキルから解放！　そこに孔明が軍師として加われば、攻こう守しゆ内政外交すべてを孔明にお任せできるからな！

　妹は！　すべてに優先するぜ！

「太一、糜竺、簡雍お姉さん、孫乾！　徐州は任せた、すぐに戻ってくるからな！」

「「「行ってらっしゃ～い」」」

「よーし！　行くぞ。那波、そして雪乃！　支度をしろ、出立は明朝だ！」

「「おーっ！」」




　翌朝、俺たち三兄妹は突とつ貫かんでオープンされた「関張飯店・徐州店」のスタッフ一同と詰めかけたお客さま方に見送られながら、唐辛子と孔明を求めて下邳から出立したのである。




●琅邪にて




「んもう。アニキってば、いつまで手錠であたしと繫がってるのよ～。ずっと的てき盧ろの上に座らせて、二人駆がけだなんて……も、もう、シスコンなんだからあ♪　しょ、しょうがないなあ～。ぎゅっ……」

「当たってる。当たってるぞ那波。胸を押しつけるな！」

「兄さん？　ななちゃん？　どうしてこの雪乃だけ『ぼっち馬』なんでしょうか？　ぐぬぬ……ああ、私も幼い頃のように武力３の非力キャラに戻ることができれば、兄さんと手錠で繫がれてらぶらぶな二人駆けを満まん喫きつできますのに……！」

「いやいやいや雪乃！　戻るな、ダメだっお前は健康でいてくれ！　那波だって邢道栄のまま放置しておくつもりはない、だからこそ孔明のもとへ向かっているのだ！」

　もう洛陽での袁帝グループ大分ぶん裂れつ以来、休む暇ひまもない。旅に次ぐ旅。琅邪まではあと少しなのだが、森の中を強行しているうちにすっかり日が暮れてしまった──これって山賊が出るフラグだよアニキ、急ぎすぎだよ？　と那波が怯おびえている。
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「俺の兄貴道は常に最短距きよ離りを突つき進むのだ！　山賊など出るものか、フハハハハハ！」

　ジャーン、ジャーン。

「ぎゃー！　やっぱ出たじゃん！　アニキのアホー！」

「あそこに邢道栄がいるぞーっ！　捕とらえて斬きれーっ！」

「おおっ、邢道栄！　斬れッ！」

「うえええん！　アニキ～、みんながあたしめがけて殺さつ到とうしてきたよう!?」

　なにぃっ？　まだ捕つかまっていないのに、もう「道栄即斬」効果が発動しているだとっ？

「山賊の数が多すぎます、兄さん！　ここは雪乃が撃げき退たいしますから、ななちゃんと二人で隠かくれてください！」

　隠れるって、どこへ？　四方を賊ぞくに包囲されてしまっているぞ!?

「ブルルルッ！　やべーぜ相棒！　とりあえず相棒と那波は、おいらの下した敷じきになれ、死んだふりをしてやり過ごすんだ！　劉備の特技には『偽にせ死体』ってのがあるはずだぜ！　初代も、追い詰つめられたらこの手を使って黄巾賊をやり過ごしていたもんだ！」

　ドサーッ！　て、的盧、咄とつ嗟さのナイス判断……だが……お前、自分が馬だということを忘れてんだろ？

「グエーッ！　勝手に飼い主を振ふり落として下敷きにするな的盧！　重い重い重い！　だ、だいじょうぶか那波？」

「ああああアニキっ？　ちょ。唇くちびる！　唇が近い！　あ、あ、当たっちゃうよう？　だだだダメだよ、兄妹同士でこんなの……！」

「そ、そんなことを言われても、二人揃そろって的盧の下敷きになって身動きできん！　ううっ……て、的盧を『気』の力で浮うかせて脱だつ出しゆつせねば……！　大きさは関係ないはず……だ、だが、できるわけがない！　止まれ那波、アイ・アム・ユア・ブラザー！」

「アイ・ノウ！　ちょ。アニキ！　くっつく！　唇がくっついちゃう！　『気』がどうのこうのと鼻息荒あらくしてるうちに、的盧ごとゆきのんにばっさり斬られちゃうよう！　あ、あ、あ……だ、ダメぇ……はあ、はあ、はあ……」

「な、那波……そ、そ、そのとろんとした目つきは……は、反則……お、俺は……！」

　げっ。しまった。顔を真っ赤にした雪乃が青龍偃月刀を構えてこちらを羨うらやましそうに睨にらんでいるっ？　怒おこってる、怒ってるぞう。最近、俺と那波が手錠で繫がりっぱなしなので、情じよう緒ちよ不安定だったから……！

「ぐ、ぐぬぬ……さ、山賊さんたち……あなた方のおかげで、またしてもななちゃんに一歩差を付けられてしまいました！　許せません！　きえーいっ！」

　三十分後。

　顔を紅潮させて青龍偃月刀を振りかざした雪乃の孤こ軍ぐん奮ふん闘とうの前に、山賊たちは全員降こう伏ふく。

　関羽さまマジ女神……とすっかり雪乃の信者状態と化して恍こう惚こつとなっている連中に野戦飯を奢おごってやって、趙雲と呂布の動向を聞き出してみた。

「噂うわさでは、呂布は幷へい州から率いてきた五ご原げん兵へいを連れて、各地を放ほう浪ろうしていらあ。袁紹のところも袁術のところも襲しゆう撃げきされたらしい。どこもかしこも異常気象と動乱のために飢き饉きんなので、兵ひよう糧ろうがあるところを見境なく襲うという山賊状態だぜ。俺たちもそうなんだがよ」

　妙みようだな……ヒルデガルドになにが起こっているんだろう？　まだ董卓を守れなかったことを気に病んで、グレているんだろうか？

　ともあれ、俺や曹操が襲われることはないだろう。見つけたら保護してやらねば。

　ただ──趙雲の噂うわさ話ばなしは聞き出せなかった。どこでなにをしているんだろう、あいつ？




　山賊たちを解放したあと、俺と雪乃と那波は、木こ陰かげで三人で「川」の字に並んで眠ねむった。ただ、邢道栄スキルが危険すぎて、眠る間も那波の手て錠じようは外せない→那波とくっついて添そい寝ね→雪乃が嫉しつ妬として俺と那波の間に割り込んでくるというパターンに陥おちいったため──。

「すうすう……兄さん、雪乃も関羽に封神されてるんです……捕らわれたら斬られちゃいます……どうか、雪乃の手にも手錠を。首には首輪を。脚あしには足あし枷かせをお願いします……ああ、兄さん兄さん兄さん兄さん兄さん……抱だき抱き抱きっ……」

「……うぐぐ……く、苦しい……おもちが二つ……あたしの鼻と口を塞ふさいで……夢の中でまで、邢道栄扱あつかい……助けて、アニキ～……」

　寝ぼけた雪乃が間ま違ちがって俺の代わりに那波を胸の中に抱きしめて窒ちつ息そくさせるという光景を、俺は一晩中眺ながめなければならず、しかも時々雪乃が寝ね返がえりを打って、

「……兄さん……兄さん兄さん兄さん……もう、雪乃を離はなさないでください……」

　と俺の頭を抱っこして胸で挟はさんでくるので、目が冴さえてしまってなかなか眠れなかったのだった。なななにを狼狽うろたえているのだ俺は、じじじ実の妹だぞ雪乃は。ああ、でも、あの雪乃の脳内地図を見てしまった以上、兄として雪乃を突き放すわけにもいかん。とはいえ、このままではいずれ俺はシス堕おちしてしまう。逃にげたい。逃げたいが、那波と手錠で繫つながっているから逃げられないではないか！

　ああ。兄貴道、道険し──。




　翌朝。

　一時はどうなることかと思ったが、兄妹三人組揃そろって、無事に着いたぜ琅邪！

　昼間なのに薄うす暗ぐらく、深い霧きりに包まれた怪あやしい土地だ──人外の領域と言おうか。さすがは諸しよ葛かつ亮りよう孔明の本ほん拠きよ地ちというか。恐おそれ山ざんをスケールアップしたみたいな魔ま境きようだな。しかも、目を疑うような凄すさまじい激流が俺たちの行く手を阻はばんでいる。

「急げ的盧っ、この檀だん渓けいクラスの急流を渡わたってみせるのだーっ！　見ろ！　この川を越こえれば、もうすぐそこに孔明の名を刻んだ祠ほこらがある！　孔明の居場所はあの祠の下、地下に広がる『臨死の世界』だ！」

　そうだった。「三顧の礼イベント」を発生させる条件のうちに、「的盧で檀渓を渡って水鏡先生に出会う」というプレイベントがあるはず。ならばこの急流は、檀渓に相当するはず！　的盧で押し通れば、また一歩孔明に近づける！　問題は、水鏡師し匠しようは横浜中華街で甘あま栗ぐりを売っているということだが。出てこられるのか？

「ブルルルルッ！　無茶言うなよ相棒。俺さまは檀渓渡りに定評がある名馬・的盧だけどよー。今は、那波たんとの二人乗りだぜえ？　重すぎるんだよ。重量超ちよう過かで沈しずんじまう」

「えーい。いいから渡るのだーっ！　しっかり捕まっていろ、那波！　雪乃も注意しろよ、お前の馬は赤せき兎と馬ばじゃないんだからな？」

「はいっ。わかりました、兄さん！　でも……孔明の館って……屋敷じゃなくて祠なんですか？　火を付けても、祠の中央に鎮ちん座ざしている石は燃えませんよ。どうしましょうか？」

「落書きでもしてみれば、怒って孔明が出てくるんじゃない、ゆきのん？　それより急流を渡る時くらい手錠を外してってば、バカアニキーっ！　二人揃って溺おぼれちゃうじゃん！」

「ダメだ那波！　孔明を出盧させてお前を張飛に戻もどすまでは、なにがあっても絶対に離れんぞ！　お前に危機が迫せまったら、また死んだふり作戦で乗り切るのだ！」

「……んもう～。川に流されたら、死んだふりしても意味ないのにさ。わかってんの？」

「うう。羨ましいです、ななちゃん……雪乃も、韓かん玄げんあたりに再封されて兄さんに心配されてみたいです……兄さんに拘こう束そくしてもらえるのならば、手錠だけでなく、首輪に足枷、猿さるぐつわ、なんでも受け入れますのに」

　こらこら。糜竺の性せい癖へきが伝染うつりはじめているぞ、雪乃。あと、韓玄はやめておけマジで。

「それでは行くぞ、妹たちよ！　激流のまっただ中へと、突貫ッ！　進め的盧～っ！」

「ブルルル……あ、ダメ、やっぱり重すぎる……がぼがぼがぼ……」

「わーっ！　やっぱ無理じゃん、手錠を外してよーっ！　バカアニキいいいいっ！　がぼがぼがぼ！　おっ、溺れるぅ～！」

「がぼがぼがぼ！　的盧をもってしても渡れんとは、檀渓を超こえる激流だったのか!?　うおおおおおおっ、天はこの劉備玄徳を見放すというのかあああっ！　那波、お前だけでも渡りきれっ！　この兄を見捨ててでも生きるのだーっ！」

「だからあ、手錠で繫がってるんだってば、がぼがぼがぼ！」

「う、羨ましいです、ななちゃん……あっ、兄さん？　私の馬も重量オーバーみたいです。ああ[image: きごう]溺れそうなんです[image: きごう]、ちらっ、ちらっ」

「いいから雪乃、さっさと渡りきってくれ！　対岸についたら、的盧の首に縄なわを引っかけてお前の馬の力で引っ張ってくれ！　も、もう、首まで水に浸つかって……ぐはああっ！」

「いいいい急いで、ゆきの～ん！　もうあたし、限界～！　ぶくぶくぶく……」

「ブルルルル、ゴボゴボゴボ～」

「むむむ。こ、これは緊きん急きゆう事態ですね！　わかりましたっ！　ななちゃん、兄さん、あと少しだけ踏ふん張ってください！」

　……

　……

　……

　雪乃のおかげで、なんとか二人と一頭は命を取り留めることができた。もう二度とやらんぞ、檀渓チャレンジ……げほげほげほ！

「対岸に着いたけど、水鏡師匠なんて出てこないじゃん、アニキ？　あーもう全身びっしょりだよ～、手錠を外してよ～服を脱ぬいで乾かわかしたいのに～」

[image: ]

　うっ……ななな那波の衣装が水で濡ぬれて、胸元が透すけている……の、ノーブラだと？　こいつ、俺の前ではけっこう無防備だからな。い、いかん。昨夜から続く妹たちの無意識連続波状攻こう撃げき。俺としたことが、シス堕ちの誘ゆう惑わくに襲おそわれている！　動どう揺ようしている場合では……場合では……アイ・アム・ユア・ブラザー！　ノーウ！

「後だ、後！　そのうち乾く！　おーい、水鏡師匠！　檀渓を渡ったぞ、早く俺さまのもとに現れて『伏ふく龍りゆうと鳳ほう雛すう、いずれかを得れば天下をも獲とれるじゃろう』と緑の○ーダ並みの無能丸出しな雑予言をせんかーっ！」

「……出てきませんね、兄さん。あのう。水鏡先生というお方は、横浜在住なのですよね？　でしたら、そうお気軽には出てこられないのでは……」

　そういえば、俺さまの夢の中になんとかして割り込んでくるので精せい一いつ杯ぱいだとか言っていたな、師匠は。俺が強大な力を持つ孔明と契けい約やくしたためらしい。あちらでの門番仕事があるから、ゲートをほいほい潜くぐるわけにはいかんのだろうし。

「よーし、だったら孔明を直接怒らせようぜ！　那波、雪乃！　孔明の祠を攻撃するのだ！」

「えー？　バチがあたりそうで、やだよー」

「それではこの雪乃が、青龍偃月刀で祠を消し飛ばしてご覧に入れましょう！　はあああああーっ！　いでよ『青龍』ッ！　天地人の『気』を刀に集中して、祠を消し炭に……！」

　ジャーン、ジャーン！　なぜか銅ど鑼らの効果音を発しながら、雪乃の背後に「ドン！」と強キャラ感満まん載さいの青龍のスタンドが出現したっ！　さすがは女神、人間離ばなれしているぜ！

　って、喜んでいる場合じゃない！

「わーっ！　待て、待て、雪乃っ！　消し炭にするなっ、『臨死の世界』への入り口が消しよう滅めつしてしまうではないか！」

「うう。すみません。ダメでしたか、兄さん」

「アニキ、ゆきのん。これだけ三人で騒さわいでも、『三顧の礼イベント』が発生しないよう？　やっぱりあたしが邢道栄になっちゃったから発生条件を満たせないんじゃない？　だとしたらあたし……このままずっと邢道栄？　ずっとアニキと手錠で繫がれたまま？」

　困ったな。どうやら、そうらしい。もしかして俺たち、詰つんだのか？　ええい。こんな時、セーブポイントがあれば……！　洛陽の宮きゆう廷ていにまで時間を巻き戻せれば、那波が邢道栄になってしまう前に宮廷から脱だつ出しゆつできたものを！

「ああ……俺が、俺が兄として至らなかったばかりに、真世界攻こう略りやくは暗あん礁しように……な、那波を邢道栄の呪のろいから解放できんとは……兄貴失格ではないか！　天も地も裂さけよ……！」

「に、兄さん、落ち着いてください！　祠に頭を打ち付けてはなりません！」

「さらに知力が落ちちゃうから、やめなよアニキ～！　それ以上前頭葉をダメにしてどーすんのさっ!?」

　ごすっ！

　あいた。股こ間かんに頭ず突つきを喰らった？　な、なんだ、このちびっこい動物は？

「えーい、うるさい！　いったいなにをしに来たのだ、お前は！　私を引っ張り出すつもりがないのなら、黙だまって地下で眠らせていろっ！」

　お、おおおおおおっ？

　植物さんの妖よう精せいこと彭侯だ！　しかも、狐きつね耳のレアバージョンっ！

「むむむ。かわいい彭侯さんですね、兄さん。撫なで撫で、撫で撫で」

「ほんとだー！　なにこれ、なにこれ？　すっごーい！　かーわいーい！」

「ここここらっ、狐耳を触さわるな愚ぐ物ぶつの妹ども！　そこは敏びん感かんな器官なのだっ！　あうっ……」

「孔明っ？　お前は、彭侯に憑ひよう依いした孔明ではないかっ？　そうか、『三顧の礼イベント』の発生に成功したのかっ？　やはり俺は天才だーっ、フハハハハハ！」

「抱き上げるな頰ほおずりするな愚物が！　忘れたのか？　私は孔明本体ではない、孔明の精神のごく一部、いわゆる潜せん在ざい意識が一時的に彭侯に憑いているにすぎん！　『三顧の礼イベント』は発生していない！　発生条件が揃そろっていないのだ」

「な、なんと面めん妖ような？　ところで彭侯さん、その狐耳はいったい？」

「関羽。私の耳のことなどどうでもいい！　お前は利口者のようでさては天然かっ!?」

「ええええ？　じゃあ結局ダメだったの～？　やっぱり、あたしが邢道栄だからあ？」

「そうだ。私にも再さい封ほうはできない。邢道栄化された原因を突つき止め、邢道栄を張飛に再々封する方法を探し見つけだすのだ。事態はすでに袁帝グループ分ぶん裂れつという最悪のルートに入っているが、現在の混乱はまだ序の口だ。これからいよいよ『最悪の中の最悪』へと突き進む。時間がないぞ、急げ！」

「那波が邢道栄にされた原因は？　再封する方法は？　教えてくれ孔明！」

「お前たちが私を愛あい玩がん動物としてもふもふしたり、しょーもない質問をしたりしたせいで、推理する時間が足りん。原因は私にもわからない！　天下の智ち者しやたる孔明本体は地下で眠ねむっていて、私は断片的な分身にすぎんからな！　だが今までのお前たちの行動を思い返せば、必ず正解に辿たどり着けるはずだ！　真世界に、伏ふく線せんなき事件などはない！」

　伏線か。ええと。ええと。那波が邢道栄になったあの時は、たしか……やはり、趙雲の邪じや気き眼がんスキルが原因だろうな。趙雲を発見して連れ戻すことが鍵かぎになりそうだが、あいつは今、行方不明だ。

「今は推理している場合ではないぞ、劉備！　私は孔明の分身にすぎんが、特技『索さく敵てき』ならば使える。強力なＳＳＲ級封神英傑の『気』の動きを狐耳で感じ取れるのだ！　契約主のお前と深い絆きずなを結んでいる英えい傑けつ限定だがな。今、下邳に呂布が向かっている！　飢うえた幷州の五原兵たちを連れて！　早く下邳へ戻れ、どうなっても知らんぞーっ！」

「ヒルデガルドならば、俺の妹分だ。別に問題はないと思うが？」

「いいや、大ありだ！　今の呂布は見境なく周囲を敵と認定して戦う餓が狼ろうと化している！　誰だれにも仕官しようとせず、軍勢を見つけるたびに無差別突とつ撃げきを繰くり返し、配下を増やしながら大陸を移動し続けている！　飢き饉きんによる食しよく糧りよう難なんだけが理由ではなさそうだ！　急げ、劉備！　お前が顔を見せれば、きっと呂布も落ち着く！」

「しかし孔明、袁帝グループが分裂した今、軍師のお前が出しゆつ盧ろしてくれなければ……」

「今の私は彭侯だが、三さん顧この礼れいイベントを起こすべく祠ほこらに来た劉備玄徳に対して『訪問特典ボーナス』を与あたえられる！　お前の対人経験値を大量に増やして、本来なら修得に二十年かかる超ちようレアな劉備専用特技『写しや心しん眼がん』を修得させてやる！　困った時に使え！　ただしお前自身の『気』を大量に消費するから、連続使用や乱用はできんぞ!?　お前の精神が崩ほう壊かいする危険性もある！」

「劉備専用特技、『写心眼』？　ほとんど新たな固有スキルも同然じゃねーか。チートだな、助かる！　琅邪へ来た甲か斐いがあった！　で、どんな特技なんだ？」

　固有スキルは召しよう喚かん即そく使用できるが、汎はん用ようスキルつまり特技は能力に関連した経験値を溜めないと修得できないのだ。レアな特技ほど修得は困難になる。劉備玄徳は大器晩成タイプだったとはいえ、修得に二十年かかる対人系統の特技とはいったい？　孔明の「落らく雷らい」や雪乃の「一いつ喝かつ」並みにレアだぞ。

　だがそこで、彭侯の身体からだから孔明の意識が抜ぬけた。俺に担がれながら、「でち？」と首を傾かしげている。狐耳が消滅したから、すぐにわかる。

「うぉーいっ!?　俺の新たな特技について解説してくれよっ!?　ああ、ダメだ！」

「よくわかんないけど、今の呂布は大おお荒あれに荒れてるってことだよね？　急いで戻もどろう、アニキっ！」

「ななちゃんを張飛に戻す方法は、荒れている呂布をなだめて鎮しずめてから見つけましょう！　修得した特技については、ステータスウィンドウを開けば簡単な説明くらいなら書いてありますから！」

「そうだな。ここに留まっていても、那波が邢道栄のままでは孔明は出盧しない。下邳へ帰き還かんしよう！　しかし……いったいどうしてしまったのだ、ヒルデガルド……？」

「風か邪ぜひいちまうから檀だん渓けいはもうご免めんだぜ、帰りは陸路を進ませろや相棒。ブルルッ」

　わからん。なにがどうなっているのだ。あの宮廷での大乱らん闘とうのあと、なにがあった、ヒルデガルド？




●舞まい込こんだ山さん賊ぞく軍団




　と、いうわけでだな──。

　下邳に、来てしまったのだ。

　さすらいのお尋たずね者将軍と化した呂布率いる、幷州五原兵軍団が！

　やばいやばいやばいやばい。五原兵とは、商人の町・下邳にはまるでそぐわない、世紀末騎き馬ば民族軍団だった。主力は、いわゆる北方騎馬民族。匈きよう奴ど人が多い。

　雪乃いわく、かつては漢かん帝てい国こくと激げき闘とうを繰り広げてきた匈奴だったが、南北分裂により衰すい退たい。北匈奴は西域の彼方かなたへと去り「フン族」になりヨーロッパで大暴れ。南匈奴は南下してきた亜人の圧力に押されて、万ばん里りの長ちよう城じようの内側──内地に移住するようになったという。

　呂布が連れてきた匈奴系五原兵は、アジア人っぽく目が細い奴やつと、コーカソイドっぽく彫ほりの深い奴と、二系統交じっていて、一口に匈奴と言っても多様な民族が混在しているらしい。ただ共通しているのは、全員「勝てばいいと思っている」強きよう悍かんな連中で、「全身これ戦士」という剣けん吞のんな筋肉野や郎ろうどもだということだ。モヒカンの英傑もいるが、違い和わ感かんないな。

　しかも、放ほう浪ろう中に袁紹陣じん営えいや袁術陣営との激闘を繰り返してきたので、みな目つきが血走っていた。腹も減っているらしい。殺気立っている。

　平和だった下邳の町は、呂布と五原兵が入城してきたために、すっかりパニックに。略りやく奪だつされるぅ！　命ばかりはお助け！　娘むすめだけは、娘だけはどうか！　と住人たちは怯おびえきっていた。

　だがしかし！　ヒルデガルドはわが妹分だーっ！　徐州の民たちよ、なにも問題ないぜ！　この劉備玄徳が徐州にいる限りはなーっ！　フハハハハハ！

　いやあ、間に合ってよかった。俺の帰還が遅おくれたら、下邳の町は城門を閉ざして呂布と交戦状態に入っていたぞ。呂布──ヒルデガルドはともかく、飢えた五原兵が入城を拒こばまれてブチ切れたら今いま頃ごろ、どうなっていたことか。

「あ、兄者。入城を許可してくれて、か、感謝する……ほ、補給を……お願いしたい」

　赤兎馬の頭を撫でながら徒歩で城門を潜ってきたヒルデガルドも、心なしかやつれたような気がする。よほど放浪がきつかったんだろう。袁帝グループ分ぶん裂れつ騒そう動どうのあと、なぜ流る浪ろうの山賊部隊を率いて袁紹・袁術と見境なしに戦うことになったのかは、あとで聞こう。まずはヒルデガルドとその家臣たちを落ち着かせてあげねばならん。

「問題ない、気にするな！　妹は！　すべてに優先するぜ！　さっそく関張飯店にヒルデガルドたちを招いて、歓かん迎げいの酒盛りだー！」

「……あ、兄者……なにも聞かずに、われらを受け入れてくれて……ありがとう」

　みんなの前で抱だきつかれてしまった。涙なみだ声ごえになっている。詳しよう細さいはわからないが、辛つらかったのだなヒルデガルド。

　だが、もうだいじょうぶだ、この兄に任せろ！




「ようこそ呂布軍団の皆みなさん！　店長の陶謙でございま～すっ！　今宵こよいは貸し切りレッツパーリィだーっ！　飲み放題で食い放題！　徹てつ夜やで楽しんでいってくれよ～っ！」

　呂布さまご一行歓迎パーティが、かくしてオープン間もない関張飯店・徐州店で大々的に開かい催さいされた。超ちよう豪ごう華かな酒しゆ宴えんだが、スポンサーはだいたい糜竺だ、問題ないぜ！

「はじめまして！　関羽・張飛の二大看板娘に代わって徐州店で紅一点を務める、伊い勢せ佐ざ木き町のアイドル孫乾くんですぅ～！　みんな～、今宵は僕と握あく手しゆ！」

「あ、あたいがどーして、こんな秋あき葉は原ばらのメイド喫きつ茶さのウェイトレスみたいな格好で羞しゆう恥ちプレイを……野郎どもの目線が……落ち着かない……野毛の寂さびれたスナックでバーテンダーやらせろっ！　ああもう、愚ぐ痴ちり足りねえ～」

　孫乾も簡雍姉さんも水着メイド姿が似合っているなあ。だが孫乾は男だ。バレたら五原兵が暴動を起こしそうだな。ともあれ、五原兵の皆さんの評判も上々で……って、あれ？

「なんと、邢道栄がいるぞーっ！　捕とらえろ、ヒャッハー！」

「おおっ、邢道栄だ、斬きれっ！」

「うわーん！　味方になったはずの五原兵からも狙ねらわれるの、あたしっ？」

　那波の「道栄即斬」スキルの効果がだんだん強まっているのが気がかりだが、ま、まあ、俺と雪乃の間に座らせておけば安全だろう……気が立っている兵士たちに接近させるのはまずいな。

「……彼女はわが兄者の義妹、わが妹分だ。い、妹を困らせる者は、斬る」

　主しゆ賓ひん席に座った俺の隣となりで、呂布が家臣たちに睨にらみを利かせると、荒あらくれ者の五原兵たちは「ヒエッ」「大将の妹分でしたか」「知らぬこととはいえ」「失礼いたしやした！」と震ふるえあがり、大人しくなった。

「われらの大将は、泰山を隔へだてた遠い遠い北の氷の世界から現れた、地上最強の武人！」

「俺たち五原兵にとって、強さこそが正義！　大将のためなら死ねやすぜ！」

「それに、美人だしな！　こんな綺き麗れいな女人がこの世界に来てくれるだなんて！」

「大将は、われらさまよえる匈奴軍団を漢人同様に扱あつかってくれる、救世主だ！」

　か、漢人も匈奴もない、私は異世界から来たスウェーデン人だ、真世界統一という目的はみな同じなのだから……と呂布は照れている。家臣の五原兵たちは、そんな呂布に懐なつきまくっているらしい。

「兄さん。噂うわさでは呂布は人変わりして暴れ回っていたそうですが、杞き憂ゆうでしたね」

「むろんだ、雪乃。いや、関羽。この兄の顔を見て、呂布は落ち着いたのだ。これぞ劉備玄徳の人徳の力！　フハハハハ！　そういえば『写心眼』の正体についてわかったか？」

「それが、解説ウィンドウがロックされていて開きません。未使用だからでしょうか。いちど、試し撃うちしてみるしかないのでは？」

「対人関係の特技でしょ？　殺傷能力とかはたぶんないよ。撃っちゃおうよ、アニキ」

　いや、趙雲の邪気眼で那波が邢道栄に戻されてしまうというアクシデントもあったしな。乱用すると危ない、と孔明に釘くぎを刺さされているやばげな特技だし、よくわからんスキルを適当に使うのはまずい。「眼」という一文字がどうも気になる。趙雲同様、邪気眼系の面めん倒どうなスキルだという可能性が高い。なんとかして解説ウィンドウを開けんものか？

　それにしても、店のキャパの関係で幹部クラスだけしか招待しきれなかったのに、五原兵ってずいぶんと人数が多いな。中には、封神英傑とおぼしき面々もゴロゴロいるぞ。

「もともとの家臣だった五原兵以外にも、南匈奴単ぜん于うの於お夫ふ羅ら率いる匈奴兵や黄巾賊ぞくとも放浪中に戦って合流したからだ、兄者。しょ、紹しよう介かいしよう。この二人が、戦うことしか知らない私の左右の手足となって軍団を統とう括かつしてくれている」

　ほう。流浪の呂布に侍はべる、二大家臣とは？

「……ち、陳ちん宮きゆうなのだ……役職は、軍師なのだ……どうもなのだ」

　おお！　呂布と言えば陳宮！　これは「三国志」二千年の掟おきて！　そうかそうか。善よくも悪くも一いつ匹ぴき狼おおかみなヒルデガルドにこれだけの軍勢を統括できるのかなと心配していたが、軍師・陳宮がサポートしてくれていたのだな！　ステータスウィンドウを閉じて見せてくれないのも、実に軍師らしいぞ！　荀じゆん彧いくお姉さんも固有スキルを隠かくすために伏ふせてたよな。長身八頭身を誇ほこる呂布とは対照的に子供のように小こ柄がらなのも、陳宮らしいといえばらしい。

　でも……なんで、全身にトゲトゲがついたヤマアラシみたいな甲かつ冑ちゆうで全身を覆おおってるの？　せめて顔くらい見せてくれても……どうして鉄仮面？

「……ひ、秘密なのだ……敢あえて言えば、自らの『暗あん黒こく闘とう気き』を甲冑で封ふうじているのだ……危険なので私には近寄らないでなのだ、皆の者」

　この声は女の子か、それとも変声期前の少年か。どっちにしてもヘンな子だな。

　だがまあ、軍師には変人が多いのだ。謎なぞの創作者童どう貞てい至上主義を掲かかげる干物女の荀彧お姉さん。乳にゆう酸さん菌きん好きそうな暗黒ゴスロリ軍師の賈か詡く。かわいい女の子をモデルにすると頭のネジが飛ぶシスマゲドン先生。ヤマアラシ鎧よろいくらいで陳宮ちゃんを変人呼ばわりするのはいかがなものか。

「……わが英えい傑けつ名は、張ちよう遼りよう。異世界では、横よこ須す賀か在住だった。真世界ではわがご主君のもとで騎馬部隊を率いる『八はち健けん将しよう』の序列一位を務めている。このたびは袁紹・袁術両陣営から狙われて行き場を失っていたご主君を匿かくまっていただき、感謝に堪たえない。必ずや、劉備玄徳どののご恩に報いよう。以後、お見知りおきを」




「英傑名：張遼　統率95　武力91　知力72　政治44　固有スキル・遼来遼来」




　おおお、あの張遼か！　そうか。「正史」では、曹操に仕える前は呂布の家臣だったのだな！　荀彧お姉さんよりは若いが、軍人気質のクールなお姉さんだ。鋭するどい目つきと怜れい悧りそうな顔だちが美しい……年ねん齢れい的に異世界では女子大生だったのかな。もしかしなくても防衛大学校だったりして。久々に、常識人の封神英傑に出会った気がするぜ。

「……あと……できれば……か、関羽の、さ、サインを……こ、この、関帝たんフィギュアに書いていただければ……か、家宝に……し、したいのだがっ……」

　アカン。俺に対するクールな態度と、雪乃を仰あおぎ見る時のうるうる潤うるんだ視線がぜんぜん違ちがう。この真世界には多いが、熱ねつ烈れつな関羽信者らしい。やっぱり一部ヘンな子だった。まあいい、これでこそ血の通った人間だ。フハハハハ！

「わかりました張遼。サインでしたら、お任せください！　毎日百枚は書いておりますから！　さらさらっ、はいっ書けました！」

「……あ、あ、ありがとう……ほ、ほんものの関羽のサイン……か、感謝するっ……！　異世界に帰還しても絶対にヤ○オクで売ったりしない、信じていただきたい！　ぜひ、お友達に！　できれば義姉妹の契ちぎりを！　わ、私はこう見えても横須賀カレーの炊たきだしが得意で、ホームパーティにあなたを招いて野戦飯に特化した張遼特製横須賀カレーをふるまいたいのだがっ？　無念なことに必要な香こう辛しん料りようが不足しているので、肉じゃがに近い味付けなのだが、いずれほんもののカレーを完成させてみせる！（ここまですごく早口）」

「お、お招きどうも。ええと。義妹枠わくは、一枠だけ空いているのですが、その、曹操師し匠しようの予約が入っているので、残念ですが……」

「なっ？　お、おのれ曹操！　ご主君よ、劉備玄徳と共きよう闘とうして曹操を倒たおしましょう！」

「うわーん。またしてもゆきのんに差を付けられた……呂布も加わったし……お料理という得意分野でも張遼に敗北寸前っ？　邢道栄のままじゃ、どんどん妹間格差が開いて、いずれ二軍落ち、妹枠登録抹まつ消しよう、今期の妹戦力外通告ということも……なんとかして、アニキ～！」

　まあまあ。落ち込むな那波。張飛だって、庶しよ民みんには人気なんだし。って、今は張飛ですらなくなっているのだったな。ううむ。早く張飛に戻もどしてやらねば。

「兄者、関羽、張飛……いや、け、邢道栄？　こちらが封神英傑の高こう順じゆん、臧ぞう覇は、魏ぎ続ぞく、宋そう憲けん。それぞれ騎馬隊を率いる八健将たちだ。そして、こちらが匈奴の首領・単于の於夫羅。彼は真世界生まれの正史英傑だ。せ、正史英傑にはパラメーターはない」

「へえ、正史英傑か！　はじめて会った気がするぜ！　希にいるとは聞いていたが」

「うむ。俺のような非漢人英傑は、なぜか大異変の折に消しよう滅めつせず残っているヤツが多い。漢王朝との縁えんが薄うすいからかもしれん。ここに集いしわれらはみな、呂布どのに一いつ騎き打うちで敗れて主君と仰ぐことになった。彼女は、まさしく戦いの神だ」

　於夫羅は三十歳くらいか。渋しぶくて落ち着いていて、しかし瞳ひとみは狼おおかみの如ごとくギラギラしている。さすがは単于すなわち王、憧あこがれるぜ……俺も、大人になった暁あかつきにはこんな男に成長したいものだ。

　張遼以外の八健将と於夫羅たちはみな、「まさに騎き馬ば民族」といった感じの戦士軍団。金きん髪ぱつ碧へき眼がんという、漢では異形中の異形の容姿を持つヨーロッパ人の女の子・ヒルデガルドを当然のように主君と仰いでいるのは、騎馬民族である彼らにとってはまさに「力」こそが信しん仰こうの対象だからだろう。

「……兄者。補給をいただいたら、われらはすぐに旅立ち、いずこかへ去ろうと思う。私は洛陽でも大暴れしたが、ここに来るまでの間に、袁紹とも袁術とも戦ってしまい、両陣じん営えいから『敵』認定されている……われらが徐州に居座れば、今は袁紹と同盟関係にあって安定している兄者の地位が危うくなる。私は兄者の顔を一目、見たかっただけだ」

「なにを言う、ヒルデガルド。妹枠登録こそ今は空きがなくてできないが、俺とお前は洛陽郊こう外がい店でのデート以来、兄と妹ではないか！　好きなだけ徐州で骨休めしろ、ここが気に入ったならばずっといてくれても構わんぞ！　袁紹と袁術には、俺が話をつけてやる！　俺が五原兵を養うからもう狼ろう藉ぜきは働かせない、と！　問題ないな、関羽、那波？」

「もちろんです、兄さん！　それでこそ兄さんです！　兄さんの妹愛は天よりも高く海よりも深いのです！　ただし、劉備義兄妹の長姉はあくまでもこの関羽ですからねっ！」

「いいけど、たしか『演義』でも『正史』でも、劉備って呂布を徐州に引き入れたばっかりに悲ひ惨さんなことになるんじゃなかったっけ、アニキ？　没ぼつ落らくフラグになったらやばくない？」

　それは「演義」や「正史」やゲームの話だ、那波。ヒルデガルドは父殺しもしていないし、裏切りの将でもない。むしろ家族には義ぎ理り堅がたい子だぞ。故にぜんぜん問題ない。

「あ、ありがとう、兄者。か、感謝の言葉もない。だが、袁紹と袁術を敵に回すことは間ま違ちがいない。あの二人は、いや、正確に言えばあの二人を担いでいる袁帝グループの社畜幹部たちは、その……わ、私が某ぼう所しよに隠している『あるもの』を狙っているのだ。故に、私は彼らからの士官の誘さそいをすべて断らねばならず、戦って包囲を突とつ破ぱするしかなかった」

　暴れ回っていたのには、そういう理由があったのか。あるものとは、なんだ？　ヒルデガルド？

「もしかして、玉ぎよく璽じか？　袁術が手に入れたと思っていたが、宮きゆう廷ていで暴れた時にお前の手に？」

「……あ、兄者にはわが秘密を教えねばならないが、このような人の多い場所では……社畜幹部どもが放った間者が紛まぎれ込んでいるかもしれない……このことは、ここにいる八健将や五原兵たちにも秘密なのだ……で、できれば、兄者の寝しん室しつで、二人きりで……」

　そうか。まあ、真世界のセキュリティがガバガバなのはいつものことだからな。洛陽解放戦では、賈詡と程てい昱いく・郭かく嘉かが互たがいにスパイ活動やりまくってたし。

　が、この時、和やかだった呂布歓かん迎げいムードが、一変っ……！

　ざわっ……！

　ゆ、雪乃の黒くろ髪かみが、浮うかびあがっているっ？　桁けた外はずれの怒ど気きを発しているっ？　これが「怒ど髪はつ天を衝つく」というやつかあああっ？　リアルではじめて見た！

「むむむ、呂布！　あなたはうまいことを言って、兄さんと新しん婚こん初夜を過ごすつもりですねっ！　いけませんっ！　この関羽の目の黒いうちは、絶対に許しませんからねっ！　騙だまされてはなりません兄さん！　兄さんと添そい寝ねしていいのは、私とななちゃんだけです！」

「そーだよー！　呂布が徐州に居候するのはいいけど、アニキと添い寝なんて許すかバカーッ！　そそそそのままアニキの赤ちゃんを孕はらんでアニキを乗っ取るつもりなんだ、うわーん！　なんなら洛陽でつけられなかった決着をここでつけるっ？　勝った妹だけがいい妹っ！　アニキのお嫁よめさん権をかけて今より最強妹トーナメントを開かい催さいするっ！　どこへ行っていたんだ、待っていたぞわれらがチャンプ！　邢道栄那波ちゃんの入場だーっ！　くぬはははは！」

　那波のほうは激おこなわりに、たいした「気」を発していないが、これは邢道栄に封ほう神しんされたためだな。たとえ最強妹トーナメントを開催しても、控ひかえ室でヒルデガルドにジャーマンを喰らって出場不能にされるかませ役確定。うっ……不ふ憫びんな……いや待て。最強妹トーナメントってなんだよ。

「い、いや、私は別に兄者と添い寝するつもりは……あ、兄者、どうすれば」

「その話は揉もめるからまたこんどだ！　よーし、こうしよう！　俺が呂布とその家臣を全員、俺さまの家臣として雇やとい入れるっ！　盟主の袁紹には、『袁紹陣営強化のため、戦力増強目的で助っ人ＦＡ戦士を全員召めし抱かかえました』と申し開きしてやる！　袁術は、英傑最優の俺さまと最強のお前がタッグを組んだのを見たら怖こわくなって攻せめてこないだろ！」

　ええっ、と雪乃・那波・ヒルデガルドがいっせいに慌あわてた。

「あ、兄者。私の家臣に、英傑が何人いると思っている。お、於夫羅は例外だが、封神英傑を家臣にすれば威い信しん数値が上じよう昇しようする。そんなことをしたら、兄者の威信数値が……黄巾賊の亜人武将を雇うのとは訳が違う」

「だいじょうぶだ！　今まで敢えて勲くん功こうを稼かせがないようにわざと活かつ躍やくを控えてきたからな！　俺の威信数値はまだまだ余よ裕ゆう、お前たちを養うくらいなんともないぜ！　いかなる秘密を保持していようとも、徐州にお前の敵は決して近寄らせん！　劉備！　関羽！　呂布！　張遼！　これだけの武人が揃そろえば、守りは鉄てつ壁ぺきだ！　安心しろ！」

「兄さんがそう仰おつしやるのでしたら。でも添い寝はダメですからね？　毎晩この関羽が兄さんの寝室に侍はべってお守りします！　呂布が接近したら、斬きります！」

「……黙だまって斬られるつもりはないが……それでは、われら一同、兄者の家臣となろう」

　うわーんあたしだけハブられてる～！　と那波がさらに落ち込んでいるが、邢道栄を戦場には出せないからなあ。すまん那波。一刻も早く邢道栄落ちした原因を解明しなければ……そうだ。陳宮軍師ちゃんなら、知ち恵えを出してくれるかも？

「……ええと……わからないのだ……すみません、なのだ」

　ダメだった。ま、まあ、陳宮の助言的中率はそもそも低い。しょうがない。八健将と於夫羅は、武力全振ふり。知ち謀ぼうにおいては論値なキャラ揃ぞろいだし。あと、太一もな。

　簡雍姉さんも孫乾も糜竺も、内政外交キャラではあるが、軍師キャラではない。現在行方不明の趙雲もだな。最低でも知力90はないと、軍師にはなれないのだ。しかも90程度じゃ助言を外しまくるハズレ軍師だし。どこかに知力95オーバーの野良軍師はいねえが～!?

　そうだ！　この徐州店をきりきり経営してがっつり稼いだら、泰山に戻って召しよう喚かんガチャ回して龐ほう統とうを引き当てればいいのだ！　呼こ符ふ五百枚もあればいけるだろ。やはり俺は天才だーっ！　あ。まずい。ま、また、手が震ふるえてきた……もしやガチャ中毒再発かっ!?

　──だが、真世界で妹を守ることはなによりも困難なのだ。

　事態はまもなく、孔明の予言通りに急展開した。その報告は、酒しゆ宴えん中にもたらされた。




　対立していたはずの袁紹軍と袁術軍が、同時に徐州へと攻め込んできたのだ。








第四回　徐じよ州しゆう防衛戦









　宴えん会かいは中断。店は糜び竺じくに任せ、俺たちは政庁の作戦室へと移動し、即そく座ざに軍議を開いた。

　雪ゆき乃の。那な波なみ。呂りよ布ふ──ヒルデガルド。さらには太た一いち、孫そん乾けん、簡かん雍よう姉さんら徐州文官軍団も作戦室へ。太一は自由を求めて在野となった無所属素す浪ろう人にんなのだが、これだけのピンチなのだから一応参加してもらおう。

「目的はヒルデガルドが隠かくしているブツなのだろうが、まさか袁えん術じゆつだけでなく、同時に袁えん紹しようまで攻めてくるとは完全に予想外だった！　袁紹と俺とは同盟を結んでいたはずだぞ。一方的に破は棄きしていいのか？」

　そもそも、袁紹軍は今、幽ゆう州の公こう孫そん瓚さんと戦っているはずでは？

「アニキ。きっと袁紹軍は公孫瓚よりも、呂布が隠し持っている財宝かなにかを優先しているんだよ。だから反転して軍を徐州に！」

「兄さん。『正式な外交手続きを無視した一方的な同盟破棄』には当然、大きなペナルティが生じます。なによりも、同盟破棄した袁紹の威信数値が大おお幅はばに下がるのです！　本来ならば禁じ手と言える裏技のひとつです。ですが今回は呂布の財宝を奪うばい取とりつつ、袁紹の威信カンストを回かい避ひするという一挙両得の作戦としてメリットのほうが大きいのです」

　袁術と勝負をつける前に、ヒルデガルドの財宝を両グループで分け取りしようということか。あるいは、早い者勝ちかも。どちらにしても、厄やつ介かいな威信数値をマイナスできる。

　飯店で仕入れた旅の者からの情報によれば、田でん豊ほうの献けん策さくらしい、と簡雍姉さんが耳打ちしてくれた。さすがにあの親父、機を見るに敏びん。軍師として一流だな。動きが素早すぎる。張ちよう遼りようたちとともに町の警備に回ってもらった陳ちん宮きゆうを政庁に連れてくればよかった。

「袁紹軍の先せん鋒ぽうは、張ちよう郃こう将軍だそうですぅ」

「そうか、孫乾。あいつは謎なぞの不死身体質だ。全軍で相手をすれば蹴け散ちらすのは容易だが、今は同時に袁術軍とも戦わねばならない。少ない徐州軍を二手に割るのは悪手だが……」

　ヒルデガルドは、沈ちん鬱うつな表情を浮かべながら、窓の向こうを眺ながめていた。市内では、大混乱に陥おちいっている徐州の民たちが逃にげ支度をしている。やはり、放ほう浪ろうの果てにヒルデガルドの横顔はやつれていた。流る浪ろう生活の疲ひ労ろうだけではない。心になにかが淀よどんでいる。

「ヒルデガルド。言いたいことがあるのだろう？　俺には、なんでも隠さずに打ち明けてくれ。妹枠わくはまだ埋うめていないが、俺たちは固めの杯さかずきを交わした義兄妹じゃないか」

「……わかった。兄者、すまない。すべて私の責任だ。徐州へ立ち寄るべきではなかった……私が袁紹・袁術いずれにも士官しなかった理由は、父上の教えだ。予言と言ってもいい。父上はいつも仰っていた。異世界以来の派は閥ばつ体質を捨てることのできない袁えん帝ていグループには、広大な真世界の統一など不可能。この乱世で天下を統一できる者は、強力な『個』の力を持つカリスマ以外にはない、非常時には非常の英えい雄ゆうが必要なのだと……」

「つまり、董とう卓たく自身がカエサルやナポレオン、織お田だ信のぶ長ながのようなカリスマとして真世界を武力で平定する以外に救済の道はない、と言っていたのだな？」

「……父上のお考えでは、そうだ。父上は、異世界ではご自分が殺人嗜し好こう者だということを隠すために、目立たないように社会の片かた隅すみで冴さえない社会人を演じて生きておられた。取引先の袁帝グループの幹部たちに、いつも頭を下げ、賄わい賂ろを贈おくり、ご機き嫌げんを伺うかがってへつらいながら生きていた……袁帝グループの幹部のもとに呼び出されて文字通り土下座させられ、靴くつを舐なめさせられたこともたびたびあったという。しかも、姉派と妹派の両方にだ。父上もまた、袁帝グループ内の派閥争いにたびたび巻き込まれていたのだ。虎とらの威いを借る狐きつねである彼らは『個』としても未熟、『社畜』としても社への純じゆん粋すいな忠誠心など持たず、自らの働きによって社に利益をもたらすという社員精神の基き礎そも知らず、目の前の派は閥ばつ抗こう争そうに夢中で『大局』を見ることもできない、と……異世界では巨きよ大だいな袁帝グループという圧あつ倒とう的なバックがあったからそれでも彼らは生きていけたが、後うしろ盾だてのない真世界では必ず正史の袁家同様の分ぶん裂れつ騒そう動どうを起こして『時間切れ』をもたらし、真世界の民もろとも滅ほろびることになる、と」

　それで董卓は、袁帝グループとの共きよう闘とうを断固拒きよ否ひしたのだな。個人的な恨うらみもあったろうが、むしろ袁帝グループ内のドロドロの派閥抗争を知っていたからこそ「見切り」をつけていた、と。結局、董卓の予言通りの展開になってしまった、というわけか。

「……私にはサラリーマン経験はないが、傭よう兵へいとして各国に潜せん入にゆうするたびに、似たような光景をあちこちの国で見た。腐ふ敗はいした企き業ぎよう、腐敗した政府、腐敗した軍隊。いずれも、一族支配や派閥争いの弊へい害がいが大だった……が、兄者も知っての通り、父上は強大なカリスマの持ち主だったが、ご自分の才能に絶大な自信を持つあまり他人を信じることができず、組織運営には不向きなお方だった……野戦将軍としては一流だったが、真世界の王となるには人徳が足りなかった。かく言う私も同じだ。私には、兵を率いて戦争をすることしかできない。私が見たところ、真世界を平定し得るカリスマを持つ英雄は二人しかいない──一人は曹そう操そう。もう一人は兄者だ」

　曹操。怜れい香かか。そして、「二代目劉りゆう備び玄げん徳とく」となった俺──。

「だ、だが、曹操は、袁紹に大恩がある。今回の袁紹軍の兗州通過を止める権限もない彼女は袁紹の家臣と言っていい。自ら真世界統一に乗り出すことはできないだろうし、彼女のもとに立ち寄れば戦になる。袁帝グループと無む縁えんな兄者ならば……そういう思いもあって、つい徐州へ来てしまった。しかし、ほんとうはただ、兄者に会いたかっただけなのかもしれない。五ご原げん兵へいを率いて中ちゆう原げんから去る前に……」

「わかった、ヒルデガルド。兄とは妹のために戦うものなのだ、気にするな！　俺に天下平定できるカリスマがあるかどうかはともかく、今はお前とともに徐州を防衛してみせようではないか！」

「……袁紹に投降しないのか、兄者？」

「お前はたいせつななにかを守っているのだろう？　袁帝グループには渡わたせないなにかを。だからこそ、塗と炭たんの苦しみを味わい放浪してきた。ならば、俺はそいつをお前ごと守る！」

「あ、兄者。じ、実は、わ、私が守っているものとは……」

「しーっ。その話はまたあとだ。この作戦室の会話も間かん諜ちように漏もれているかもしれんぞ？」

　卓たく上じように徐州の地図を広げながら、俺は「駒こま」を配置していく。虎こ牢ろう関かん突とつ破ぱ戦や洛らく陽よう解放戦は経験したが、「防衛戦」ははじめての経験だ。しかも、俺自身が総大将。これもはじめてだ。だが、「初代劉備玄徳」から雌し雄ゆう一対剣けんを渡されて以来、俺の中には正史英えい傑けつ・劉備玄徳の「遺志」が宿っているらしい。やると決めたら、肝きもが据すわった。

「ヒルデガルドは呂布として張遼たち五原兵を率い、小しよう沛はいに入って北の袁紹軍を足止めしてくれ。俺は南の寿じゆ春しゆんから進しん撃げきしてくる袁術軍を、雪乃──関かん羽うとともに淮わい陰いんで迎むかえ撃うつ。これで南北からの同時攻こう撃げきを阻そ止しできるはずだ。この下か邳ひには、守将として那波を置いてお留守番させる。万が一にも『道どう栄えい即そく斬ざん』を発動させないためだ。太一、孫そん乾けん、簡雍姉さんは、糜竺とともに下邳に留まって、那波を守ってくれ。みんな、ただちに出しゆつ陣じんと籠ろう城じようの準備にかかるぞ！」

　雪乃が「お任せください、兄さんとななちゃんのためにこの関羽雲うん長ちようの武の力を捧ささげます！」と頰ほおを赤らめながら青せい龍りゆう偃えん月げつ刀とうを構え、そして那波は「ううう……ごめんね、こんな時に足手まといになっちゃって……アニキ……」と涙なみだぐんでいた。邢けい道どう栄えいにされちまってから、ずっとダメダメだな那波は。「道栄即斬」スキルがどれほどヤバいものか、さすがの那波も肌はだで感じているのだろう。だが、問題ない。ほれ、頭をわしゃわしゃ撫なでてやろう。

「ななちゃん。そんなこと言わずに。こんな時は『三さん銃じゆう士し』の名めい台詞ぜりふを唱えましょう！　[image: にじゅういんようふ]Tous pour un, un pour tous.[image: にじゅういんようふ]ですよっ！」

「なにそれ、ロシア語かなにかっ？　わかんないよう、ゆきのん？」

「フランス語だ、那波。『兄は妹のために、妹は兄のために』、だったかな、雪乃？　フハハハハハ！」

「はい！　兄さんの超ちよう訳は少々いきすぎですが、『三銃士』の誓ちかいと『三国志』の桃とう園えんの誓いでの言葉はほぼ同じなんですよ！　フランスと中国。国は違ちがえど、義兄妹の友情の誓いは尊いものです！　今回はヒルデガルドも加わって四人！　ちょうど、『三銃士』のダルタニアンと三銃士が結成した四人組と数が同じになりました！」

　タイトルは「三銃士」なのに主人公チームが四人組というのが「三銃士」永遠の謎だが、兄妹が四人揃そろった今の俺たちはまさに三銃士状態！　よ～し、行くぞ───っ！

「あれ？　おい秀しゆう一いち、お前のステータスウィンドウ……威い信しんパラメーターが点てん滅めつしているぜ？　おいおいおいおい！　カンスト目前じゃねーか、お前。なにをやらかしたんだ？」

「なにを言いだすのだ太一。今計算してみたが、まだ俺の威信数値には30以上の余よ裕ゆうが……って、ほんとだーっ!?　カンスト目前になっているっ？　ギャーッ！　どういうことなんだ、これはああっ!?　俺は、足し算すらまともにできないバカだったというのかっ!?」

　おかしい。おかしい。虎牢関での勲くん功こう、洛陽解放戦での勲功、黄こう祖そを一いつ騎き打うちで倒しての野戦勝利、徐州牧ぼくの印いん綬じゆゲット、左将軍の官位、孫乾たち徐州メンバーの雇こ用よう、ヒルデガルドたち呂布軍団の雇用。すべてを計算しても、まだ俺の威信は60台後半。そのはずだ。99まで上昇しているとは、いったい？

　ちょ。まずい。これ、袁術と袁紹の両方に勝っちまったら威信カンストかも……!?

「アニキ！　アニキはいつもの『妹はすべてに優先するぜ』ノリで、宮きゆう廷ていで何度も天子さまを抱だっこしたじゃんっ！　あれで威信が30アップしてるんだよっ！　あの天子さまハグ行こう為いには特に戦術的な意味がなかったから、みんな忘れてたんだよ！」

「あああっ、それだ那波ーっ！　いつの間にか、天子ちゃんさまは別腹だと思い込んでいてすっかり忘れていた！　お、俺はなんてバカなんだあっ!?」

「それです、ななちゃん！　こ、これは、両戦ともに引き分けに持ち込まないとたいへんなことに……威信カンストしてしまったら、兄さんがすべての英傑を倒たおして真世界を統一する以外に生き残る道はなくなってしまいます！」

「いやいやいやいやいや！　袁紹と袁術に南北から挟はさまれている今、徐州一国の国力で統一なんて無理だ！　商業大国ではあるが、周囲を平地に囲まれている下邳は無防備都市で、守りにくい！　ならば、今すぐ在野武将に戻もどるか？　これもダメだ。放浪生活に突とつ入にゆうしたら、邢道栄の呪のろいを背負った那波を守りきれなくなる！　ヒルデガルドも袁帝グループにひたすら追つい撃げきされる立場だしな。故に、下野も、わざと負け戦をやることも許されない！」

　えーい。俺はなにをグダグダと！

　そうとも。妹は！　すべてに優先するぜ！　故にここは徐州防衛の一択たくッ！

「いったん二つの戦いを膠こう着ちやくさせて、引き分けに持ち込む！　この防衛戦が終わったら、手を尽つくして威信を下げよう！　真っ先にリストラ対象となるべき太一は在野英傑だから、とりあえず孫乾と簡雍の解かい雇こからだな、フハハハハ！」

「ええっ、僕を捨てないでくださ～い！　糜竺からどうぞ、ですう！」

「けっ。この妹萌もえ豚ぶたが。姉には冷たいもんだぜ、まったくよ」

「冗じよう談だんだ冗談。横よこ浜はま劉備チームは名めい誉よ生え抜ぬき終身雇用組！　なーに、威信なんぞ下げる手はいくらでもある！　『美女を略りやく奪だつコマンド』の実行とかな！」

「むむむ。兄さん、それだけはおやめください！　徐州の民忠誠度がゼロになってしまいます」

　ヒルデガルドが「……兄者……ここは、私が……」となにか言いたげな表情で思い詰つめているが、実戦で大将を務めた経験がない雪乃を精強な袁紹軍と戦わせるのは無理がある。ここは異世界でも真世界でも実戦経験豊富なヒルデガルドに任せるしかない。

「話は、この戦いが終わってからだ、ヒルデガルド。お前なら張郃軍を壊かい滅めつさせない程度に叩たたいて、うまく戦線を膠着させることができる。頼たのむぞ！」

「……わかった。兄者……わ、私は、兄者のためならば……どんなことも、できる……どうか……私を、信じてほしい」

　悲ひ壮そうな言葉で訴うつたえてくるヒルデガルドがなにを考えているのか、心中でなにを覚かく悟ごしているのか。それが、俺にはわからなかった。少女傭兵として生きてきたヒルデガルドは感情を表情に出すことが苦手なので、察することができなかった。

　この時、気づいてさえいれば。ヒルデガルドの心の中を覗のぞくことができていれば──。




　　　　※




「兄さんは呂布のことをすっかり『ヒルデガルド』呼びですね。マナー違い反はんですのに。ななちゃんも、邢道栄呼び禁止で、ずっと那波と呼んでもらえて……雪乃は、羨うらやましいです……」

「いやあ。『呂布』と呼ぶと、ヒルデガルドが呂布の運命に引きずられるんじゃないかとつい心配でな。わかったわかった。公の場では呂布と呼ぼう。だから嫉しつ妬とするな、雪乃」

「嫉妬していませんっ！　ぷんぷん！」

　しているではないか。頰をつねるな。

　ヒルデガルド率いる呂布軍を小沛へ送ると同時に、俺と雪乃は泰たい山ざん以来の義勇兵どもを主体とした即そく席せき徐州軍を率いて、下邳から南下。

　袁術軍を待ち構えるべく、川を渡って淮陰の平原に布ふ陣じんした。

　しかし飢き饉きんとはいえ、兵ひよう糧ろうがぜんぜん足りないなあ。これ、戦線を膠着させたら兵が飢うえるぞ。でも、戦場で威信を下げる方法って英傑を解雇するくらいしかないんだよなあ。負ければ下がるんだけど、負けたら袁術軍がヒルデガルドの財宝（だったっけ？）を奪うばうべく徐州を蹂じゆう躙りんするし、しかも那波が捕とらわれたら終わりだ。難しい……孔こう明めいさえ軍師をやってくれればなあ。

「おめー、防衛戦の指揮とかできんのかよ、相棒。引き分けだの膠着だのと勝ち確な発言ばっかだけどよ、フツーに袁術軍に負けるんじゃね？　ブルルルッ！」

「そんなわけがあるか的てき盧ろ。二代目劉備玄徳と関羽が揃い踏ぶみだぞ？　袁術軍には、紀き霊れいとか張ちよう勲くんとか、その手の三つ星・二つ星英傑しか手て駒ごまがいないではないか。袁帝グループの中でも、有能な英傑はだいたい袁紹に仕えているからな。雪乃が本気を出したら一いち撃げきで蹴け散ちらしてくれますよ。が、勝ち方次第では俺は威信カンストだ。頭が痛いぜ……」

　などと俺は、甘いことを考えていた。やはり、いかに正史英傑・劉備玄徳の力を譲ゆずり受けた封ほう神しん英えい傑けつといえど、実戦経験の有無は大きすぎる。

　そう。

　淮陰にその軍勢が──袁術軍が到とう着ちやくした時、俺たちはみな、騒そう然ぜんとなった。

　袁術軍の軍勢の中に、「孫」の軍旗が無数に翻ひるがえっていたからだ！

「すまない、劉備くん！　『朝ちよう廷てい』の面々が採さい択たくした決議を断ることはできなかった。伯はく符ふと仲ちゆう謀ぼうは新皇こう帝てい袁術の従者と称しようして人質に取られてしまったし、『朝廷』は破格の高額で『孫堅殺し』の黄祖を雇やとい入れて、わが軍の行動を監かん視しさせている。心ならずも、徐州へ攻せめ込まなければならなくなった……！」

　涙目になっている孫堅が馬を、いや、虎とらの晋しん太た郎ろうを進めてきて、そう訴えかけてきた。

　心労が重なっているのだろうか。孫堅もまた、やつれているように見える。ヒルデガルドがそうなっていたのと同じに……。

「な、なんだって!?　孫そん策さくと孫そん権けんを人質に取られた？　しかもあの黄祖が、お前をどこからか狙ねらっているというのか!?」

「そうだ。私が謀む反ほんするそぶりを見せれば、即そく座ざに射殺せよ、という契けい約やくを新朝廷と結んでいる。すまない……」

　なんということだ。そうだ。そうだった。孫堅は袁術軍の家臣なのだ。まさか義兄である俺のもとへ孫堅が攻めてくることはあるまい、と思い込んでいたが……搦からめ手で孫堅をいっさい逆らえないように縛しばり付けたというのか、袁帝グループ袁術派の面々が!?　こんなやり口は、まるでヤク●と同じではないか！　多大な犠ぎ牲せいを払はらって、やっとカタギになれたはずの舞まい子こが……こんな……。

　しまったっ……くそっ……！　やはり、俺は世間を知らない高校生のガキだった……！

　袁帝グループの大人どもめ……汚きたない……汚い真似をしやがる……！　奴やつらも、すでに偽にせ皇こう帝てい袁術を担ぎ上げてしまって、袁帝グループ次期総そう帥すい候補の袁紹こと本もと屋や敷しき英え里り子こ社長に反旗を翻してしまっている。もはや勝つしかない、引くに引けないということか……！

　でも。だからって。妹たちを人質にとったあげく黄祖まで雇って、舞子を脅おどすだなんて。

　まさか。甘かった。袁帝グループの個々人は、決して悪人じゃなかった。焼きそばを焼きながら賑にぎわっていたあの大会議には、そんな、董卓のように突とつ出しゆつした悪人は一人も……それが、いざ派は閥ばつを形成してデスゲームに踏ふみ出したら、こんな外道のような真似をやるのか……！

　しかも、誰だれが首しゆ謀ぼう者しやかさえも、判然としない！　袁術こと魚魚とと子こがこんなことをするはずがない。いったい誰が？

「彼らは『多数決』の制度を悪用している。集団責任と言いつつ、実質は無責任体制なのだ。故に、彼らがなにをしようとも責任も発生しなければ罪悪感もない。現実は、ゲームやアニメとは違う。『倒すべきラスボス』など、いない。それが、袁帝グループという『組織』の本質らしい」

　そうか。あの董卓さえ生きていれば、存在したはずなのだ。わかりやすい「ラスボス」が。あいつが消しよう滅めつした瞬しゆん間かんに、この袁帝グループ分ぶん裂れつからの「ラスボスなき内ない紛ふん」という流れは確定していたのだ。俺たちはこの真世界に、異世界の企き業ぎよう論理・組織論理を持ち込んでしまったのだ。孔明が言っていた「最悪の事態」とは、このことだったのか──!?

[image: ]

（今さら歯ぎしりして後こう悔かいしても遅おそいわ！　アイヒマン実験を知っているか？　「権けん威い」を担ぎ上げて自らの責任を回かい避ひできる立場についた人間は、罪悪感も責任感も持たず、どのような残ざん虐ぎやく行こう為いをも平然と行える！　これが企業というものよ、小こ僧ぞう！　社会経験のない貴様は、どれほど個としての能力に優れていようとも、企業の論理、社員どもの狡こう猾かつさの前には無力！　奴らは私利私し欲よくで真世界を分裂させ、この世界と民を滅めつ亡ぼうの危機に追いやった。悪逆非道の鬼き畜ちく行こう為いだ。だが、責任を取る者はいないのだ！　多数決の理論、組織の理論で己を守っているのだ！　いざとなれば奴らは神み輿こしの袁紹や袁術をも切り捨てるだろう！　小僧、これが「組織」だ！　乱世には対応できぬだろう、腐くさっているだろう？　滅ほろび行く真世界を救済することなど、こんな無責任な連中には不可能だと理解しただろう？　「覚悟」を背負ったカリスマのみが真世界を救えるのだ！　わかったか、貴様がこの俺を真世界から退場させた愚ぐ行こうの意味が！）

　董卓の高笑いが聞こえてくるようだった。なぜだろう。時折、ほんとうに董卓が俺の耳元で語っているかのように思える。やはり董卓は「死んではいない」ということか？　まさか、俺に取り憑ついているんじゃないだろうな？

「兄さん。だいじょうぶです。孫堅の相手はこの雪乃が──関羽雲長がいたします。兄さんは、兵を指揮してください。私が孫堅との一騎打ちを長引かせて引き分けに持ち込めば、この戦、膠着させられます！」

「……孫堅もまた、洛陽で俺の雌し雄ゆう一対剣けんを用いてレベルマさせている。もともとカンフーの達人だから、数値以上に強いぞ。それに、露ろ骨こつに八百長をすれば、孫堅自身がどこかに潜ひそんでいる黄祖に射殺されかねん！　孫堅は、本気で戦うしかないんだ。あまりにも危険だが……できるか、雪乃？」

「はいっ！　ななちゃんの分まで戦います！　必ず徐州に戻って、孔明を出盧させ、ななちゃんを張ちよう飛ひに再さい封ほうさせましょう！」

「……すまない……雪乃……」

　兄として恥はずべき選せん択たくだが、今は雪乃の関羽雲長としての武力を盾たてにするしかない。

　だが。

　だが。

　だが──！

　混乱していた俺は、すっかり忘れていた。

　雪乃を孫堅との一いつ騎き打うちに送り出すことなど、不可能だった。

　なぜならば。

　孫堅軍は、二手に分かれていた！

　俺たちが孫堅参戦を知って動転しているうちに、別働隊に背後へと迂う回かいされていたのだ──！

　え、ええええっ？　いつの間にっ？　どうやってっ？　斥せつ候こうならば、ちゃんと展開していたはずだが……やられたあああっ！

「孫堅軍の軍師にして実質的な都と督とく、周しゆう瑜ゆ公こう瑾きん、参上です！　劉備玄徳、あなたには恨うらみはないけれど、呂布が隠かくし持っている『あるもの』を奪わないと伯符も仲謀も解放されないの！　呂布を差し出せば兵を退きましょう！　差し出さないとあらば──あなたを捕らえます！　わがソウルメイト文ぶん台だいと妹たちを守るために！」

　周瑜だあああああっ!?　その固有スキル「美び周しゆう姫き」は、戦術用よう兵へいスキルか！　俺には想像もできないチートな用兵術を用いて、背後を取ったというわけかっ!?

「大将、たいへんだ～！」「挟はさみ撃うちにされちまった～！」と劣れつ勢せいには慣れているはずの義勇兵たちも大混乱。まずいまずいまずい！　引き分けどころか、これじゃ全軍が壊かい乱らんしちまう！　野戦指揮官としての初うい陣じん相手が孫堅と周瑜の無敵チートコンビだなんて、無理筋すぎる！

「兄さん！　『正史』での周瑜は、文字通り生しよう涯がい無敗の大都督、赤せき壁へきで曹操軍を撃げき破はして曹操の天下統一を阻そ止しした三国志最強の水戦将軍です！　そのチート用兵術は、水軍特化型！　おそらく迂回には、われらの背後に流れる川を用いられたと思われます！」

「水軍スキルか……！　だが、ここで淮陰から敗走すればそのまま下邳まで攻め込まれる……！　孫堅としてはそうするしかない！　追つい撃げきしなければ罪を問われるからな！　踏ん張って戦うしかない！」

「お任せください、この関羽雲長がなんとかいたします！」

「久々に見た本気の関羽たん、美しく気高く凜り々りしい……ブルルルルッ！　なーに、総大将の劉備を捕ほ虜りよにゃさせねーよ！　おいらの逃にげ足の速さに任せな相棒！」

　くっ。なにが「引き分け」だ。すでに真世界の統一戦は、文字通りのデスゲームに突とつ入にゆうしていたのだ。俺が甘かった……！　最悪の場合、俺も雪乃も捕ほ縛ばくされて、袁術を担いだ新朝廷のもとに送られて斬ざん首しゆ……！　孫堅が止めてくれるかもしれないが、しかし、朝廷は多数決の理論で動いている。「集団責任は無責任」──ぞくっ。この真世界に来て、俺ははじめて真に恐きよう怖ふした。心の底から。そうとも。これはゲームじゃない。すでに事態は「生き残るための殺し合い」に突入しているのだ。そして無責任体制ならば、個人では選択できないようなどんな残ざん酷こくな真似だってできる！

　袁術派は、いったい呂布からなにを奪おうとしているんだ？

　だが、そのようなことを考えている猶ゆう予よもない。

　俺たちを挟み込んだ孫堅軍は、前後から容よう赦しやなく挟きよう撃げきを開始。

　孫堅軍の強さはもうよく知っている。武ぶ闘とう派はのオジキが勢せい揃ぞろいだからな。孫策と孫権が抜ぬけているが、その代わり、周瑜が軍師として縦じゆう横おう無む尽じんに兵を動かし、俺たち徐州軍を問答無用で追い詰つめていく。こ、これは、まずい！　雪乃と的盧も、俺を守りながら逃げ回るので精せい一いつ杯ぱいだ！




　──徐州軍がちりぢりになる中、気がつけば俺と雪乃は、まるで周瑜に操られるかのように岩場の谷間へと誘ゆう導どうされていた。罠わなだ。罠に違ちがいない。わかっているのだが、他に逃げ場がない。詰め将しよう棋ぎのように動かされている！　俺がいなければむしろ雪乃は関羽としての武を十全に発揮できるのだろうが、今は俺を守らねばならないから、防ぼう御ぎよ全振ふり。二人で逃げ回り、周瑜に追い詰められつつある。孔明不在じゃ無理だ、これは！

「待ちなさい、劉備玄徳っ！　その先は袋ふくろ小路こうじですよ、諦あきらめて投降しなさいってば！　んもう！　逃げ足だけは一流なんだからっ！　早く、呂布を文台に引き渡わたしてっ！」

　周瑜自身が馬を飛ばして背後から追撃してくる。

　ということは、当然、この先には──。

「兄さん！　来ます！　この谷間の『終着点』に、伏ふく兵へいが──とっておきの英えい傑けつが、待ち構えています！　こ、この、凄すさまじい『闘気』は──」

　そうだ。

　周瑜が「関羽と劉備を捕とらえる」というこの高難易度を誇ほこる詰め将棋の「王手」として繰くり出す最後の一手は、この英傑以外にありえない──！

　白馬に乗って俺たちを待ち構えていたその封神英傑は、なぜか両目を布で覆おおっていた。

　しかし、見忘れるはずがない。

　ああ。

　なんてことだ。

　もう、絶対に逃げられないっ！

「──趙ちよう雲うん子し龍りゆう、見参。すまない、劉備くん。真世界に召しよう喚かんされると同時に『ある事態』に絶望した私は自らの邪じや気き眼がんを制せい御ぎよできなくなり、心ならずも張飛を邢道栄に再封してしまった。劉備くんの期待を裏切った私にはもう、きみに仕える資格はない──いっそこのまま斬きられてしまおうと絶望していた私を救ってくれた孫堅と周瑜に恩を返すべく、孫堅に仕官した。そして、図らずもその行軍の先にきみがいたというわけさ──きみも知っての通り、ひとたび仕官した趙雲子龍は、決して主君を裏切れない。これが、私の運命だったらしい……」

　ちょ、趙雲……！

　し、しかも、レベルマしている……！　丹たん田でんが開いている。そ、そうか、袁術軍は孫堅軍を鉄てつ砲ぽう玉だまとして酷こく使しし、南なん陽ようから寿春、そしてこの徐州・淮陰に至るまでの広大な領土を征せい服ふくさせてきたんだ！　そのすべての戦いで、趙雲はおそらく最前線で先せん鋒ぽうを務め……実戦のみで、レベルマに至ったのだ！　凄まじい成長速度、とてつもない強さだ！

「私の手に握にぎられている槍やりは、攻こう撃げき特化型宝貝パオペエ・涯がい角かく槍そうさ。私の心の迷い故に邪気眼はいまだ安定せず、その正体を調べることも禁じてこうして封ふう印いんしているが、宝貝ならば使いこなすことができる──槍はただ、まっすぐに突つけばそれでいいのだから……」

　ぱ、宝貝までドロップしたというのかっ!?　いったいどれほどの戦せん闘とうを繰り返した？

　まずい。まずいまずいまずいまずい！　雪乃、やめろ！　趙雲と戦うな！

「いいえ、兄さん！　戦います！　今戦わずして、なんのために私は関羽に封ほう神しんされたのですかっ!?　必ずや、兄さんをこの窮きゆう地ちから脱だつ出しゆつさせます！　青龍偃月刀、召喚──！」

　ゆ、雪乃……！

「……趙雲子龍、参る……涯角槍よ……唸うなれっ……！」

　あ、ああ。ああああ……！

　激げき突とつする……！　雪乃と、趙雲が……！　俺が。俺があの会議の最中に趙雲を召喚などしなければ、こんな、こんなことには……！

「ブヒヒヒン！　落ち込んでる暇ひまなんぞあるかっ！　関羽たんをやらせるなーっ！　相棒、おいらの脚あしを使えーっ！　二人が互たがいの宝貝を一いつ閃せんさせて全力で激突するその瞬間に、趙雲の背後に回るっ！　その一いつ瞬しゆんだけが、趙雲を押さえ込むたった一度の機会だーっ！　一世一代の気合いを入れて、取り押さえろやーっ！」

　そうだ。そうだった。さすがは歴戦の「劉備玄徳第二の宝貝」的盧だ！

「関羽、行きますっ！　ここで砕くだけ散ちっても、兄さんを守ります……！」

「……きみたちとともに生きたかった、この真世界を……きみたちを二度も失望させて、すまない……私は、三国志の世界にはどこまでも縁えんがなかったらしい。召喚されて、すまない……」

「趙雲！　なにをそんなに哀かなしんでいる、なにを迷っている。お前、劉備玄徳になにも晒さらさないままに俺たちの関係をこれで終わりにするつもりかっ？　なんのためにゲートを潜くぐったんだ。なんのために趙雲子龍に封神されたんだよっ？　那波のことなら心配しなくていい、どうにかなる！　俺はお前に失望したりしていない……！」

「……りゅ、劉備くん……私は……もう、遅おそい。なにもかもが……」

　大上段から振り下ろされた青龍偃月刀。まっすぐに貫つらぬかれた涯角槍。

　その二つの宝貝が激突し、目映い白光を、そして激しい衝しよう撃げき波はを放つ中。

　宝貝に籠こめた互いの「闘気」を押し合う二人の身体からだがわずか数秒の間、硬こう直ちよくしたその時。

「行けっ！　的盧、駆かけろっ！」

「背後を取ったぜええ、ブヒヒヒヒン！　今だ、趙雲を取り押さえろっ！」

　的盧は俺にとっては過ぎた相棒、最高のパートナーだ。

　だが。

　俺は……俺は、趙雲を取り押さえてはいなかった。

　そうとも。趙雲子龍は、劉備玄徳の敵じゃない。生涯の友だ。たとえ封神英傑であろうとも。そして、彼女はなにかに悩なやんでいる。迷いながら、真世界へと来てしまったのだ。今なお邪気眼が安定しないのも、劉備に仕官する選せん択たく肢しを諦めてしまったのも、俺に失望されていると思い込んでいるのも、その迷いのためだ──！

　俺は、趙雲の頭の後ろに畳たたまれていたステータスウィンドウを、開いていたのだった。

「りゅ、劉備くん？　なにを？　私を捕らえる唯ゆい一いつの機会、この窮地から脱出する最後のチャンスを、きみは捨てるのかっ？」

「……に、兄さん……!?」

「ああ、そうとも！　那波がなぜ邢道栄に再封されたのかを解明するっ！　趙雲の固有スキル『子し龍りゆう一いつ身しん都すべて是これ膽たん也なり』の効果を直接見て調べるっ！　那波を救えば趙雲、お前の迷いもきっと軽減できるはずだ！」

　そうか。

　わかったぞ！　趙雲の邪気眼スキルの正体が！

　だが、この時。

　宝貝激突から生じた衝撃波が、期せずして趙雲の目を覆っていた布を引き裂さいていた。

「……うわっ……め、目が……力が……制御、でき……ない……！　ま、まただ……！　か、関羽……逃げ……」

「避よけろ雪乃っ！　趙雲の目から放たれた光を浴びると、あらゆる英傑に付ふ与よされているスキル効果がキャンセルされる！　英傑自身が持っているスキルの効果は一時的に無効化されるだけで済むが、他の英傑から付与されたスキル効果は完全にキャンセルされてしまう！　おそらく引っぺがされるんだ！　これはそういう強力無比な固有スキルなんだっ！　しかも趙雲は精神状態が不安定なために、自分でも力を制御できない！」

「……スキルキャンセラー!?　な、なんてチートな……でも、ななちゃんは……誰だれかのスキル効果で張飛に封神されたわけでは……？　バグが生じているんですか、兄さん？」

　い、いや、待て。雪乃はまだいい。一時的に女神スキルを無効化されるだけだ。問題は俺だ！　趙雲の邪気眼から放たれる光を俺が浴びたら……俺は、韓かん玄げんに戻もどされちまう！

　そうだ！　那波は、孔明と俺の契けい約やく時に張飛に再さい封ほうされた！　その効果がキャンセルされたから、邢道栄に戻されたのだ！　俺も同じだ！　孔明との契約によって手にした効果をすべてキャンセルされてしまう……！　韓玄に戻され、北ほく斗と五ご丈じようの力も失う！　そうなれば三さん顧この礼れいイベントどころではない、那波は邢道栄に封神されたまま運命が確定する！　終わりだ……！

「的盧ーっ！　やっぱ逃げろーっ！　光を浴びたら俺は詰みだーっ！」

「ブルルルッ！　だから取り押さえろって言ったのによう！　バカじゃねーの、おめー！　馬のおいらより頭悪いってどーゆーことよっ？　もうダメだよ、すぐそこまで周瑜が迫せまってきてらあ！」

「ああっ、兄さーんっ!?」

　趙雲は、那波の時と同じ過ちを繰り返すまい、と必死で顔を両手で覆おおい、「あ……あ……また……うあああ……すまない……！」と泣きながら苦痛と自責の念に耐たえている。

　そうだ。彼女は中二病を演じていたんじゃない。趙雲はずっと真しん剣けんに悩んでいたのだ。異世界で経験した、なにごとかに──！　だからゲートを潜ったんだ！　三国志ゲーム世界に救いを求めて！　しかも、その真世界でも召喚されるなり、さらになにかに絶望したのだ！

　くそっ！　それなのに洛陽で彼女を召喚した時の俺はてっきり、趙雲は俺と同類の中二病患かん者じやだとばかり……！

　どうして、初対面の時に彼女の苦く悩のうに、哀しみに気づいてあげられなかった？　せめて、なにかに悩んでいることを察するくらいはできたはずだ。

　俺は、自分の無神経さ、迂う闊かつさが許せなかった。人間に熟達したオリジナルの劉備ならば、即そく座ざにお前に共感して一いつ緒しよに涙なみだを流し、お前の苦しみをともに分かち合っていたはずなのに。だからこそ、劉備玄徳は人々から英えい雄ゆうと慕したわれ続けたというのに。

　俺は、劉備を名乗りながら……すまない、趙雲！

　だが、事態はさらに悪化した。

　雪乃が趙雲の「光」を避けようと馬を反転して俺のもとを離り脱だつした、その隙すきに！

「ななななんて危ないことをするのよ、劉備玄徳!?　封印されている趙雲の邪気眼を解放するだなんて！　しかも、とんでもない能力だったじゃない！　やはり殿との方がたは危険だわ、こうなったら文台たちを守るために捕らえるからっ！　問答無用よっ！」

　しまったあああああ！

　周瑜に、馬を横付けされたああああっ!?

　周瑜自身の固有スキルは戦術スキルだから、趙雲の光を一時的に浴びても無問題、実質ノーダメージと瞬しゆん時じに判断して、的盧めがけて突っ込こんできたっ!?

「誤解だ、俺が解放したんじゃない！　ステータスウィンドウを開いただけだ！　し、雌し雄ゆう一対剣けんを召喚……げっ……な、縄なわを絡からめられた！　捕ほ縛ばくされた、手の自由を奪うばわれた？」

「大人しくなさーい！　袁術朝ちよう廷ていの幹部たちは、ヤク●よりたちが悪いのよ！　これも文台を助けるためなのっ！　絶対に、絶対に、絶対に、文台たちを守ってみせるんだから！　呂布を引き渡わたすまで、あなたを人質に取らせてもらうからっ！」

　周瑜は、孫ファミリーの三姉妹とよほど親しいらしい。凄すさまじい面めん倒どう見みの良さだ──！

「相棒！　邪気眼系の新スキルがあるだろ、『写しや心しん眼がん』がっ！　手を封じられてるんだから、もうあれしかないぜっ！」

「だが的盧！　どんなスキルかもわからんのに、女の子相手に撃うてるかっ！　ゼロ距きよ離りだぞ、ゼロ距離！　習熟していないから、出力調整も手加減もできん！」

「どんなスキルかはおいらも覚えてねえ。でもよ、人徳と仁義の英えい傑けつ・劉備玄徳に、人間を消し炭にするオーバーキルスキルなんぞあるか！　対人スキルだ、殺傷能力はねえよ！　初代劉備玄徳を、信じろやーっ！」

「に、兄さんが……あああ、兄さんが捕とらえられて……雪乃もすぐに参ります、兄さん！　青龍偃月刀で後追いを……！」

　ええい！

　このままじゃ俺も雪乃も捕らえられる！　それどころか、雪乃は絶望のあまり早合点して自決しかねん！　しゅ、周瑜を怪け我がさせるような攻撃系スキルじゃないのならば……！　そうだ、初代劉備玄徳の「力」は、殺傷能力じゃない！　仁じんと俠きようと義だ……！

「なにかわからんが、喰くらえっ！　『写心眼』！」

「……えっ……？　なにっ？　なんなの？　きゃああああああっ!?」

　俺の双そう眸ぼうから──青緑色を帯びた「光」の柱が、周瑜めがけて一直線に飛んでいた。

　次の瞬しゆん間かん。

　俺の視界は、唐とう突とつに暗転していた。




　　　　※




　ここは──周瑜の記き憶おくの中？　周瑜の心象風景？　蟬せみの鳴き声。照りつける太陽の日差し。急な坂道。道を下った先には海と港が広がっている。そして背後には緑に覆おおわれた、山。海と山に挟はさまれた狭せまい狭い平地に、ぎっしりと建物が建っている。この風景は、横浜か？　いや違ちがう。横浜には、こんな高い山はないものな。横浜の町の背後に広がっているのは、小高い丘おかだ。

　俺の目の前に建っているこの建物は──十じゆう字じ架か──真新しい、教会──？

　でも、教会にしては、ずいぶんモダンなデザインだな。横浜の山やま手てに建つ教会は、もっと古めかしくて、明めい治じ大たい正しようの建物に見える。でもこの教会のデザインはまるでモダンアートだ。おそらくはつい最近建てられたものだ。

　裏庭から、女の子たちの声が、聞こえる──。

　俺は、誘さそわれるように、教会の裏庭へと。

　周瑜だ。シスターの制服を着た周瑜と、そして、半ズボンをはいてリュックサックを背負っている孫策。木こ陰かげでスイカをかじりながら、二人でなにかを話している──。

「明石あかしちゃん？　どうして家出したの？　六ろつ甲こう山さんは猪いのししがたくさん暮らしていて危ないんだから、女の子が一人で山やま越ごえだなんて危険でしょう？　舞子も月つき見みちゃんも、心配していたわ。内ない緒しよにしておくから、お姉ちゃんに話してみて？」

「……マリー。ボクは神こう戸べから離はなれて、ずっとずっと遠くに行きたかったんだ。山を越えれば、日本海側に出られると思っていたのに。やっと辿たどり着いたと思った山の向こうが、有あり馬ま温泉だったなんて。うう」

「遠くに？」

「……うん。もしかしたら、ボクたちのもうひとつの祖国……故郷の中国を一目見たくて、海越えを目指していたのかも……ボクさあ、日本国こく籍せきは取得してるけれど、自分が何者なのか、自分が日本人なのか中国人なのか、なにもわかんなくなっちゃって。その上、実家は以前ヤ●ザだったし、今の学校に居場所がなくて。実家のことや出自のことを男の子たちにからかわれたら、かっとなって暴れちゃうし……今回は、体育の授業中に『体操の隊形に開け～、ヤーさん～』ってからかわれて、つい」

「明石ちゃんは悪くないのよ。神戸は、ずっと昔から港町だから。港町ってね、いろいろな国から来た人々が一緒に暮らすものなの。明石ちゃんには明治時代に神戸の南なん京きん町まちに渡ってきた華か僑きようの血が流れているし、私にはヨーロッパ人の血が。でも、そんなことは関係ないのよ、明石ちゃん。ルーツがどこであれ、私たちは同じ神戸に暮らす『人間』同士でしょう？　神戸は大好きよ、私。北きた野のでは、異人館の隣となりに北きた野の天てん満まん宮ぐうが並んでいて、ユダヤ教のシナゴーグもある。山やま手て通どおりには、関帝廟びようが。イスラームのモスクも、カトリックの教会も、なぜかインド建築様式の本願寺まで。みんな異文化に寛かん容ようで、海外のような宗教テロも起きない。神戸は、日本でありながら異国のようで、文明の坩堝るつぼのようで……両親の国籍すらわからない私にとっては、とても居心地のいい世界なの」

「……そうだね。神戸から離れようなんて、ボクのわがままだったよ。ごめんね。ボクには、お姉ちゃんや妹がいるものね。マリーには……」

「ううん。私はこの教会の前に捨てられた孤こ児じだけれど、こうして生かされて居場所を与あたえられて、舞子たちお友達もできた。明石ちゃんが気にすることないのよ。私にとって、あなたたちは家族同然だもの。なにしろ、舞子が経営する南京町の中ちゆう華か料理店で、タダでごちそうを食べさせてもらってきたんだもの！　麻婆まーぼー豆どう腐ふは世界屈くつ指しの料理よね！」

「せっかく満漢全席の料理を揃そろえても、マリーはいつも餃子ぎようざとチャーハンと麻婆豆腐しか食べない、ってお姉ちゃんが。あっ、お腹すいてきた！」

「私は、教会で質素な生活をしてきたから。貧びん乏ぼう舌ってやつかしら。フカヒレとか燕つばめの巣のスープはもったいなくて、ふふ。ほら、今夜は甲子園で応おう援えん団でしょ？　はい。虎とらのメガホンを持って。舞子たちが心配しているわ。タイガースがぼろ負けしても、グラウンドに投げ込んじゃダメよ？」

「……孫ファミリーは、猛もう虎こ教団の信者団体だからね。やっぱり、聖地甲子園からは離れられないや！　えへへ。カトリック教徒じゃなくてごめんね、マリー！」

「ふふ。私はそこまで頭の固いシスター見習いじゃないからだいじょうぶよ、明石ちゃん。いずれ舞子と手を組んで関帝廟と教会を合体させた『神戸三国志教会』を建てるのが、私の密かな野望なんだから。神戸は、三国志第二の聖地だもの。長なが田た出身の横よこ山やま光みつ輝てる先生に、元もと町まちで生まれて六甲山で執しつ筆ぴつ活動を続けていた陳ちん舜しゆん臣しん先生と、神戸二大三国志偉い人じんを生んだ町なのよ？」

「ボクは三国志はゲームでしか知らないけれど、そーなんだ！　南京町があるからかなあ？」

「ええ。きっと、そうよ。先年亡くなった陳舜臣先生も、日本と台たい湾わんと中国、三つの祖国の間で生しよう涯がい揺ゆれていた人よ。だから、先生が書いた三国志をはじめとする歴史物語には、いつだって多様な民族の共存という『夢』が描えがかれていた。国家間や民族間での争いが絶えることのない残ざん酷こくな現実の世界では果たし得ない夢だからこそ、描かずにはいられなかったんだと思う。でも、きっと──この神戸に生まれ、神戸で暮らしていたからこそ、見ることができた夢なんだわ」

「小説は苦手なんだよねー！　そっかあ。そんな大先達が神戸にいたのかー。マリーは物知りだなあ～！　もしもタイガースに入団していれば……うーん、知力が高すぎて、該がい当とうする選手が思い浮うかばないや！　でも三国志世界なら、軍師を務められるねっ！」

「ふふ。明石ちゃんたちは『孫あび子こ』家だから、三国志世界でも、そのまま『孫そん』呉ごね」

「そうだね！　武ぶ闘とう派はのお姉ちゃんは孫堅だ！　ボクが孫策で、月見は孫権だね！」

「じゃあ私が、周瑜になってあげる。孫呉の軍師にして都督。明石ちゃんたちを、守ってあげるね──」

「ほんとに世話焼きだよねー、マリーって！　だから好きっ！　やっぱり神戸で暮らすよ、ボク！」

「今夜はカレーをごちそうしてあげるね？　甲子園カレーのレシピ再現は困難だけれど、私、頑がん張ばってるから♪」

　涙だ。孫策には見せないように顔をそむけて隠かくしているけれど、周瑜は……泣いている。




「……あなたたちに救われているのは、ほんとうは、私のほうなの。明石ちゃん……」




　これは、記憶？　それとも想像の世界？

　いずれにせよ、これだけは言える。

　俺は、周瑜の心の中のたいせつな部分に踏ふみ込んでしまっている、と。

　これが、「写心眼」の力、なのか──!?

　と、とにかく、ここから立ち去らなければ。俺の姿は見えないとは思うが、俺自身がなにかこう、いたたまれない……人の心のたいせつな部分を無断で覗のぞき見しているかのようで。俺の中で、「気」が消しよう耗もうしていくのがわかる。この世界に留まっているだけで消耗するのだ。脳内地図のモニタリングとは次元が違う。「人の心」への同調とは、これほどに困難で、そして危険な──。

　それでも、初代劉備玄徳は。生涯のほとんどを放ほう浪ろうの旅に費やしてきたオリジナルの劉備玄徳は。この「力」を欲ほつしたのか。なぜだ？

　それは、おそらく──。

　義と情に生きた彼にとっては、敵を倒たおすことでもなく、天下を統一することでもなく、「人とわかり合う」ということこそが──。

「そうだったのか、周瑜。孫堅たち──舞子たちとの絆きずなは、実の姉妹にも等しい強いものだったんだな。いや、あるいは、それ以上に……孫ファミリーを守るために、敢あえて自ら真世界へ……周瑜公瑾！　俺は、お前の勇気に敬意を払はらおう！」

「ど、どうもありがとう……って、ええっ？　ちょ、ちょっとっ？　あなた、劉備玄徳っ？　どうして？　どうしてここにっ？　わわわ私の記憶を覗いたのねっ!?　いやああああっ！　信じられないっ！」

　え、ええええええっ？　俺の言葉が、周瑜に聞こえているっ？

「おおおお俺を認識しているっ？　夢の中、記憶の世界の中の周瑜がっ？　おいおいおいおいっ？　どういうことなんだ、これはーっ!?」

「どうもこうもないでしょう！　あなたが、なにかわからんが喰らえっ！　と目からヴィランの本性丸出しの怪かい光線を！　ちょっとおおお～！　私の頭の中から出て行きなさいよーっ！　あと、今見たことはぜんぶ忘れなさいっ！　さもなくば、私はイレイサーと化すわよ！　もしくはジャッジ・トレッド！」

　まずい。周瑜が立ち上がって、突とつ進しんしてきた！　俺は後ずさりしながら、自分のステータスウィンドウを開いた。ロックされていた「写心眼」の解説ウィンドウが解除されていた。開く。表示。読み取る。




『写心眼は、英えい傑けつの過去の記憶へと潜もぐり干かん渉しようする特技。気の消耗が激しく、乱用は危険。最悪の場合、英傑の精神世界にダイブしたまま戻もどってこられなくなる。追記。記憶の世界でこの特技の使用者が死ねば、現実の世界でも死ぬ』

[image: ]




　記憶を覗くだけじゃないのか!?　記憶に直接干渉できるというのかあああっ？　そりゃまずい！　俺は今、実体化している！　この世界で周瑜に倒されたら、そのまま俺は……ゴクリ。

「こらーっ！　待ちなさーいっ！　記憶を捨ててから帰りなさいよっ！」

「悪い！　どうすれば記憶を消せるのか、わからん！　とにかく、ログアウトだ！　これ以上留まっていたら、俺の『気』が尽つきてしまう！　ひい、ひい……は、走る力も……残っていない……ええい、どうすれば脱だつ出しゆつできるんだっ!?」

　ログアウトを連想させる象しよう徴ちよう的なアイテム……たぶんネット接続だ！　でも、ケータイは持ってないし！　もはや現実世界からは消え去った公衆電話経由でモデムに繫つなぐとかっ？　えーい、見当たらない！　おいおいおい！　周瑜が刀を持ちだしてきたんですけどっ？　あれは、宝貝じゃないだろ？　どこから召しよう喚かんしたっ？　そうか、ここは彼女の夢の世界だから、周瑜自身だけはなんでも自由に召喚自在なのかっ？

「女の子の秘密の領域に分け入った不ふ埒らちでガサツな殿との方がたは、成敗よっ！　反省なさい！」

「こうなったら最後の手段！　死んだふりをするっ！　特技『偽にせ死体』ッ！」

「私は熊くまかーっ！　失敬しちゃうわね、んもうっ！　ここは神戸よ、せめて猪でしょっ！」

　……

　……

　……




　　　　※




「ぷはっ！」

　ログアウトに成功した！

　こ、ここは……真世界の戦場だ！　淮陰だ！　そうだ。俺は雪乃とともに、周瑜と趙雲の挟はさみ撃うちにあって……周瑜に捕ほ縛ばくされて……あ、あれれ？

「兄さん！　兄さん、よかったです！　目を覚ましてくれたんですね！　周瑜が突とつ然ぜん失神して馬上から転がり落ちたため、趙雲は周瑜を背負って退たい却きやくしました！　周瑜に外傷はありませんでしたが、兄さんが用いた謎なぞの新特技の効果だと思います！　催さい眠みん術かなにかですか、兄さん？」

　いつの間にか俺は、雪乃に背負われている。まだ手足に力が入らない。「気」を消耗し尽くしたらしい。「写心眼」を発動してから、どれくらいの時間が経過しているんだ？　真世界にはスマホも腕うで時計もないからわからん！　と、とにかく、窮きゆう地ちは脱だつしたということか……周瑜に怪け我ががなくてよかった。失神したのは、周瑜も「気」を消耗したためか。でも、さっきの件を覚えられていたら、これはまずいぞ。周瑜のヘイトターゲットにロックオンされたことは確実だ。「写心眼」の力がどういうものか知らなかったとはいえ、あああ、俺ってやつは……！　どうやってお詫わびしよう？　こ、神戸ビーフ？

「ブルルルッ！　まあ、いーじゃねーか相棒！　やっぱ劉備玄徳のスキルに殺傷能力はなかっただろ？」

「……的盧……俺が周瑜に殺傷されかけたがな……若造の俺が使いこなすには、あまりに危険なスキルだった……人の精神と同調するだなんて……初代劉備玄徳はすごすぎる、大人物すぎる……初代のようなでかい『器』を持てない限り、使っちゃいけないスキルだ……」

　ほとんど偶ぐう然ぜんだが、周瑜と趙雲が撤てつ退たいしてくれたということは──俺と雪乃が捕縛される危機は脱したわけだな。記き憶おくの世界の中で、周瑜と孫策のあの会話を、そして周瑜の涙なみだを見てしまった俺は……素直には喜べんが、ともあれ雪乃を守ることは……。

「に、兄さん！　たいへんです！　孫堅軍が──全軍、敗走を開始しました！　周瑜急病のため、淮陰から撤退すると決めたようです！　孫堅は兄さんと戦いたくなかったのでしょう！　ですが……！」

「俺たちの逆転勝利ッ？　いやっ、これは……しまったあああああ！　孫堅は、俺の威い信しん数値カンスト危機を知らないんだ！」

「一いつ騎き打うちで周瑜を失神させて倒した兄さんが、勲くん功こう一等になってしまいます！　野戦での勝利が確定した瞬しゆん間かんに、威信ポイントが加算されます！　いけません！　兄さんの威信数値が、１００に達してしまいます……！　待って、待ってください、孫堅軍の皆みなさんっ！　戦いはまだはじまったばかり……ああああ、追いつきませんっ!?」

　よほど周瑜を心配しているのだろう。凄すさまじい勢いで孫堅軍が戦場から逃にげていく。俺が追つい撃げきしたら全軍壊かい滅めつだぞ。むろん、妹にそんなことはしないが。だ、だが……このままでは俺の勝利、しかも俺自らの勲功一等が確定してしまう……！　あ、あ、あと何分かで！

「どうしましょう、兄さんっ!?　孫堅に事情を伝えるべく使者なり書状なりを送るべきでしたが、見事な速そつ攻こうで奇き襲しゆうを決められて、そんな時間はありませんでしたし……」

「こらーっ的盧ーっ！　どーするんだ、これっ!?　威信カンストだっ！　今さら、下野もできんぞーっ！　なにか策を出せっ、今すぐにっ！　さもなくば馬ば刺さしにするぞー！」

「ブルル。馬のおいらを軍師として重用すんじゃねー！　相棒、おめーの横浜でのダチには軍師レベルの知力を持った人材はいねーのかよ？」

「いるわけねーだろー！　孫乾、簡雍姉さん、兄耐たい性せいゼロのために知力を大おお幅はばにデバフされている雪乃、この三人が俺の仲間アンド家族の中ではいちばんかしこいんだー！」

「申し訳ありません、兄さんっ！　雪乃がブラコンを克こく服ふくできていれば、今いま頃ごろは……！」

　いや、お前のせいじゃない雪乃。だが、ああ……これで俺は……詰つみだ……！

　雪乃が「私わたしを妹枠わくから外せば」と気づいたが、それじゃ本末転倒だ！　妹たちを「北斗五丈」の力で守るために、俺自らが独立君主として生き残らねばならなくなった。曹操や袁紹、孫堅や袁術たちと、ガチで戦って殺し合わねばならなくなったというのか……!?

　孫堅軍が視界から消える。威信カンストまでの、カウントダウン！　３……２……１ッ！

　だが。

　孫堅軍が撤退した後も、ステータスウィンドウに表示されている俺の威信数値はカンストしなかった。

　理由は、すぐに明らかになった。

　淮陰の本ほん陣じんテントに、下邳を守っていたはずの那波たち留守番組の面々がほとんど兵も連れずに転がり込んできたからだった。那波も、孫乾も、簡雍姉さんも、太一も、みんな文字通り「着の身着のまま」下邳を脱出したらしい。鎧よろいすら着ていなかった。那波に至っては、寝ね間ま着き姿のままではないか!?

「ななちゃんっ？　どうして、淮陰に？　下邳でなにが起きたの……？」

「ど、どういうことだ、那波？　怪我していないかっ？　だいじょうぶか？」

「……アニキ……ゆきのん……ごめん……呂布に、徐州を乗っ取られちゃった……！　あ、あたしが張飛だったら、呂布と戦って絶対に下邳を守り抜ぬいたのに……！　ごめん……ごめんね……あたし、役立たずの妹になっちゃって……う、う、うう……」

　乗っ取り？　徐州乗っ取りだって？　「演義」の呂布はたしかに徐州乗っ取りをやらかした。だが、いきなり裏切ったわけではない。留守番役の張飛が酒に酔よって暴れて徐州の陶謙派武将を斬きったために、陶謙派武将たちが呂布を徐州に迎むかえ入れてしまったのだ。今の那波は張飛ではなくなっているし、酔って暴れたなんてこともありえない。むろん、張飛が斬る予定だった武将も雇やとっていない。そのような危険なフラグはあらかじめ排はい除じよしてある。

　それに──なによりも、ヒルデガルドが兄である俺を裏切るはずがない！

「秀一くん。突然のことで、なにがどうなっているのかわからないんですが……僕自身が見聞きした範はん囲いでわかることを伝えます！」

「ああ。あたいは酔っ払ぱらっていたから、事情はシラフだった孫乾から聞きな」

　孫乾と簡雍姉さん。太一とともに、那波を救出して淮陰まで逃にがしてくれたのか。




　　　　※




　事件は、劉備玄徳と関羽が淮陰へと出兵してから数日後に起きた。

　徐州の州都・下邳は、邢道栄こと那波が守将として居残り、孫乾、簡雍、糜竺、そして関かん張ちよう飯はん店てん店長の陶謙こと太一が那波を守るために関張飯店と政庁とに分散していた──まず、小沛へ出兵した呂布軍が張郃軍を撃げき破はしたという報告が下邳に入った。呂布が「徐州一番乗りだーっ！　呂布よ、なにするものぞ！　見よ、この恐おそれを知らぬ社畜精神を！　私は今こそ社畜の極みに到とう達たつした！　袁紹社長に栄光あれ、はーはははは！」と笑顔で突進してきた張郃を思わずうっかり一刀のもとに斬り捨てたことで、恐きよう慌こうに陥おちいった張郃軍は四し分ぶん五ご裂れつして撤退。これで、袁紹軍の北からの侵しん攻こうは食い止められたことになる。

　しかし、この予定外の戦勝によって、呂布の主君である総大将・劉備の威信カンスト危機がいよいよ迫せまった──。

　この危機に直面した政庁の那波のもとに、内政と外交を担当していた孫乾と簡雍が集合し、「淮陰のアニキに報告しないと！　淮陰でアニキが勲功稼いだらカンストだよ？　アニキ抜きで威信を勝手に下げる方法はある？」「と、とりあえず家臣を解かい雇こすれば……でも秀一くん不在では無理ですぅ！」「『美女を略りやく奪だつ』がいちばん威信下げるらしいぜ。下邳の民忠誠度がゼロになるけどよ。ああでも、秀ちゃんがいねーと実行できねえか」と打開策を練っているうちに、事態はさらに急変した。

　張郃軍を撃破した呂布軍が怒ど濤とうの勢いで、ほとんど兵士のいない下邳へと夜や襲しゆうをかけてきたのだ。

　呂布軍は五原兵と匈きよう奴ど兵が主体の騎き兵へい部隊である。その行軍速度は圧あつ倒とう的だった。那波たちが「呂布が裏切った」と知った時にはもう、城門を突とつ破ぱされて政庁を包囲されていた。

「……りょ、呂布奉ほう先せん、徐州をもらい受ける……え、袁紹と袁術の双そう方ほうを敵に回した今、『道栄即斬』スキル持ちの惰だ弱じやくな邢道栄如ごときに徐州は守れない……りゅ、劉備玄徳は情に溺おぼれて、人事を誤った……真世界では『力』がすべて……！　わ、私はこれより、ち、父上・董卓の遺志を継つぎ、徐州の支配者となり、武力で真世界を統一する魔ま王おうとなる……！」

　赤せき兎と馬ばに跨またがった呂布はそう宣言しながら、張遼たち八はち健けん将しように命じて続々と下邳の要所を押さえていく。

　那波たちが籠こもっていた政庁には、南匈奴単ぜん于うの於お夫ふ羅らが派は遣けんされた。八健将も於夫羅も、呂布の命令を厳守し、決して逆らわない。呂布軍では、「力」こそがすべてなのだ。

「……一宿一飯の恩義を踏ふみにじるのは心苦しいが、すべてはご主君が決めたこと。諸将よ、抵てい抗こうをやめて捕ほ虜りよとなれ……命までは奪うばわぬ」

「乾けん坤こん一いつ擲てきの謀む反ほん劇だ、逃がすなっ！」

「邢道栄さえ捕とらえれば、劉備は無条件で降こう伏ふくする！　出口を塞ふさげっ！」

　於夫羅と匈奴兵たちが決死の形相で政庁に乗り込んできた。那波は、槍やりを手に抵抗しようとした。だが、孫乾と簡雍がけんめいに止めた。

「どうして止めるのさっ？　これって、劉備が徐州を呂布に奪われるイベント発生じゃん！　劉備の転落人生のはじまりじゃん！　このままあたしが徐州を捨てて逃げたら、アニキが没ぼつ落らくしちゃうよ……！　徐州牧の印いん綬じゆは絶対に渡わたせない！　あたしに戦わせて！」

「ダメですよ。僕たちは捕らわれても殺されませんが、那波ちゃんは『道栄即斬』持ちですよ？　彼らにその意思がなくても、捕つかまったら即そく座ざに斬られちゃいます！」

「そうだ、淮陰まで逃げるチャンスはある！　もしも張遼を送られていたら詰みだったが、於夫羅なら突破できる！　呂布も、逃げる可能性を残してくれてんだ！　ほらやれ、孫乾！」

「ううう。僕の固有スキルはできたら使いたくなかったんですけど……わかりました～！　於夫羅さ～ん♪　精せい悍かんな匈奴兵の皆さ～ん♪　男の娘この世界へ、ようこそ～♪　『恋こい姫ひめ美び人じん』発動っ！　スカートの裾すそを～、ひらひら～♪」

　孫乾の固有スキル「恋姫美人」は、男性を魅み了りようし、一定時間スタンさせるというもの。女の子よりも筋力が弱いと噂うわさされる孫乾には武力はないが、このスキルのおかげで「逃とう亡ぼう」に長けている。とりわけ、男だけで構成されている匈奴兵には、完かん璧ぺきなまでに有効だった。

「「「むっ？　おっ？　うおおおおおっ？　この娘、男の娘こだったのか……！」」」

「効いてます！　今です、逃げますよっ！　ううう。秀一くん以外の殿との方がたに媚こびを売るだなんて……僕はもう汚よごれてしまいました……でも、那波ちゃんのためですからっ！」

「やだああっ！　あたしは逃げないっ、戦わせて！　お願いっ！」

「うるせーぞ、あとで秀ちゃんの前でぴーぴー泣け！　那波ちゃんが斬られちまったら、秀ちゃんは精神崩ほう壊かいだろうが！　泥どろ水みずをすすってでも生きるんだ！　逃げるが勝ちなんだよっ！」

　政庁に踏み込んだ匈奴兵たちが固まって立ち尽つくしている隙すきに、孫乾と簡雍は那波を強引に引っ張って、関張飯店から馬を数頭引き連れて逃とう走そう経路を確保済みだった陶謙に合流。夜や陰いんに紛まぎれて、下邳から遁とん走そうしたのだった──。




　　　　※




「すまねえな、秀一。那波ちゃんは無事だけど、糜竺は囮おとりになって捕まっちまった。『私は劉備さまの奴ど隷れい、いえ、妻の糜び夫ふ人じんですから！　落城した際に主君の妻が人質になるのは、中国百万年の歴史の掟おきてですから！』と自分から進んで張遼の前に飛び出して……止める暇ひまもなかったが、おかげでこうして那波ちゃんをお前んところに連れてこられた。孫乾と糜竺のおかげさ。ああ、あらかじめ逃走経路を準備していたのは俺っちだがよ？　糜竺は丁重に扱あつかわれている。呂布は、秀一の家族に危害を加えた者は殺す、と家臣たちに通達を出している。だいじょうぶだ。魔王になった割りには、呂布は秀一にすげー気を遣つかってるみたいだぜ？」

　孫乾の回想話の足りない部分は、太一が補ってくれた。下邳でなにが起きたのか、ようやく俺は理解した。信じがたいことだが、ヒルデガルドが下邳を奪だつ取しゆし、徐州の主になったのだ。つまり──徐州牧の印綬を失った今の俺は、在野の素す浪ろう人にん。イベントか……呂布が劉備から徐州を奪うという「運命」イベントが発生してしまったのか。それ以外に考えられない。だが、発生条件は揃そろっていないはず……張飛は不在。張飛が斬る予定の武将も雇っていない。フラグは、回かい避ひしたはず……わからない。なにが起きている、孔明……？

　袁帝グループが真世界の民と天子を巻き込んだ内ない紛ふんをはじめたことで、ヒルデガルドは董卓が語っていた「乱世には強力な独裁者、カリスマが必要だ」という言葉の正しさを再確認し、自ら董卓に成り代わって真世界を強引に統一する魔王になってしまったというのか？　だが、真世界を統一できるカリスマは曹操かさもなくば俺だ、とヒルデガルドは以前、語っていた。自分は野戦将軍にすぎないと。俺のなにがいけなかった？

　……たとえ妹であろうとも。人間の心は、完全にはわからない。俺には、初代劉備玄徳のように人間の心を見通し、癒いやす力がない。経験の差か。あるいは、生まれ持っての器の違ちがいか。いや、「覚かく悟ご」の差だ。せっかく孔明から与あたえられた「写心眼」も、使いこなすどころか、周瑜を混乱させて失神させてしまうだけに終わってしまった。俺は……。

「……俺には……ほんものの劉備玄徳のような繊せん細さいさも……他人に共感できる感受性も欠けていたのだな……若いから、ガキだから、じゃない。俺だって十八歳なんだ。真世界ならもう立派な大人だ。照てれ隠かくしで中二病かぶれの兄貴キャラを演じている暇があったら……もっと真しん摯しに、那波たちに向き合い続けるべきだったんだ……俺が蒔まいた種だ……」

　那波は、ずっと床ゆかの上に突つっ伏ぷして、泣き続けている。

　雪乃がそんな那波の背中をそっと撫なでながら、

「ななちゃんが生きて脱だつ出しゆつできて、よかったわ。元気を出して。生きてさえいれば、いくらでも……兄妹三人で寄り添そって、このピンチを打開できるもの」

　と励はげましている。しかし、那波は泣き止まない。心が壊こわれてしまったかのようだ。自分にはもう居場所がない、という意味の言葉をうわごとのように叫さけびながら、まるで誰だれかに謝るかのように土下座の姿勢を崩くずさない。ごめんなさい。ごめんなさい。ごめんなさい。号泣しながら、家族に見捨てられてしまうという恐きよう怖ふに怯おびえながら、誰かに謝り続けている──。

　まるで、はじめて出会った時の那波に退行してしまったかのような。いや、もっと酷ひどい。俺は今まで、こんな那波の姿を見たことがなかった。きっと……きっと、これが……俺と出会う前の……横浜に連れてこられる前の……どこにも居場所がなかった頃ころの、幼い那波の……思わず、俺は後ずさりかけていた。那波がかつて、どんな環かん境きようの下でずっと怯えていたかを、はじめて知った。ずっとずっと、一いつ緒しよに暮らしていたのに。俺は、兄貴失格だ。涙なみだが──胸がかきむしられるように痛み、吐はき気まで。だが、逃にげてはならない。逃げれば、俺は、那波の兄ではなくなる。

「……兄さん。しばらく、ななちゃんと二人きりに。兄さんならば、ななちゃんを……救えます」

「……雪乃」

「ななちゃんの居場所はここにある、と。兄さんにしか、できません。兄さんならば、ななちゃんを引き戻もどせます」




　雪乃が太一たち全員をテントから下がらせて、俺は那波と二人きりになった。今は他に誰もいない。那波はまだ泣いている。だが、少しずつ、落ち着いてきているようだ。あるいは、泣き疲つかれたのかもしれない。邢道栄に封ほう神しんされたから、真世界で張飛として戦えなくなったからだけではない。那波の胸の内側で、閉じていたはずの傷口が開いたのだ。俺は、何年も那波の兄として一緒に暮らしてきたのに──。

「……ごめんなさい……ごめんなさい……お願い……捨てないで……あたし、バカだけど……必ず、役に立てるようになるから……頑がん張ばるから……だから……あたしを……捨て、ないで……おとう……さん……」

「……那波。俺だ。お前の前にいるのは、お前とお前の母さんを捨てたかつてのお前の父親じゃない。水みず城き秀一だ。お前の、兄だ。約束しただろう？　俺は兄としてお前を守ると。邢道栄になったって、徐州を失ったって、俺には関係ない。俺は──絶対に、お前に失望しない。見捨てたりしない。お前の居場所は、ずっとここにある。だから……」

　だから。俺を見てくれ。那波。過去の記き憶おくではなく。癒やしがたいトラウマの世界ではなく。俺を見てくれ……！　頼たのむ……！　もう、茶化したりしない。中二病の芝しば居いもしない。どれほど傷つこうがどれほど恥はずかしかろうが、お前から目を逸そらさない。だから……！

「……あ、アニキ……？」

　那波を逃がすな。身体からだを抱だきしめて、どこにも逃がすな。さもなくば那波が──どこかへ行ってしまう。

「……俺は、お前を不要だなんて思っていない。足手まといだなんて思っていない。俺の言葉を信じられないのか？　わかるだろう、俺の、気持ちは……お前とはじめて出会った時から……俺は」

「……わかんないよ……わかんない……！　言葉だけじゃ、なにもわかんないよ！　だって！　口でなら、なんとでも言えるじゃん！　みんなそう言うじゃん！　お前を傷つけるつもりはなかった、とか！　そんなつもりで言ったんじゃない、とか！　お前の僻ひがみだ、誤解だ、とか！　でも……！　それじゃあ。あたしの、気持ちは……あたしの気持ちは、どこに……どこにあるのさ……」

　言葉だけじゃ、伝わらない。そうだとも。俺は、絶望的に口下手だ。「自分自身の言葉」を語ることを、ずっと避さけてきた。どんな言葉を選べばいいのか、どう言えば俺の心が相手に伝わるのか、よくわからなくて。だからいつだって、パロディやオマージュで、茶化して……「写心眼」を使って、那波の記憶の海へと潜もぐり込めばいいのか？

　いや。

　出会ったばかりの相手じゃない。那波とは、ずっと一緒に暮らしてきたんだ。「写心眼」は、相手と共有した「時間」の不足を補うための力だ。「時間」だけは、どうしようもないのだから。「写心眼」は危険だが素晴らしい力だ。使いこなせる器の持ち主が使えばきっと、出会った人の心の傷を、癒やすことができる力だ。でも、今の俺には「写心眼」を使いこなす資格も技量もない。

　それに、きっとほんものの劉備玄徳は、「写心眼」を、ずっとともに過ごしてきたきょうだいに用いたりはしない。

　俺自身が。スキルにも特技にも宝貝にも頼たよらずに。生の俺が。水城秀一が。那波を、引き戻さなければ。

「……あたしは……アニキの気持ちは……ずっと……知っていたよ……でも、アニキは」

「那波。知っている。俺だって。お前の……いや、お前がこれほどに傷ついていたことには気づけなかった。そのことは謝る。俺は、兄として、お前の家族として、至らない男だった。でも。それでも、俺は──」

　ああ。那波の心に触ふれるのも、自分自身の心を那波に晒さらすのも。恐おそろしい。傷つけ合うことになるのではないか、傷つくのではないか、傷つけるのではないか。兄妹としての関係が永遠に壊れてしまうのではないか。なにもかもが怖こわい。でも──俺はもう、恐れない。那波を、引き戻せるのならば。

「……言葉だけで足りないのならば。那波。俺は……」

　那波。お前の居場所はここだ。誰がなんと言おうとも。俺が、そう決めたのだから。そう誓ちかったのだから。

　だから、頰ほおではなく、唇くちびるに。

「……ダメなんだよ、兄妹同士で……こんなこと……共依い存ぞん、だよ……アニキ」

「そうだ。俺はお前に依存しているのかもしれない。お前が家に来てくれなかったら、雪乃を失った俺はきっと……でも、一人で生きていける人間なんて、いないんだ。那波。たとえ兄弟としての道を踏ふみ外したとしても……俺は」

「……ダメだよ……し、シス堕おちしちゃうよ……アニキ……妹とキスするなんて、ダメなんだよ……あ、暗黒卿きようになっちゃうよ……」

「構わない。俺は、お前を守るためなら、何者にだって、なれる。だから、こんなことも、できる……」

　地じ獄ごくにでも堕ちる。孔明に魂たましいをくれてやる。「北斗五丈」にも何度だって耐たえる。俺はもう、真世界から戻れなくてもいい。お前が、生きていてくれれば、それで。だから、過去じゃなくて。目の前の俺を見てくれ、那波。俺は、絶対にお前を見放したりしない。お前が必要なんだ。俺が、俺として生きるために──俺として、死ぬために。勝手なことばかり言ってごめんな。もしも許されるならば、お前とともに、横浜に戻って、ずっと……。

「……今夜、だけだよ……キスは、今夜だけだよ？　明日になれば、いつもの……アニキと妹に戻ろう？　約束、だよ……？」

「ああ。約束する」

　泣いているのか、那波。それとも、俺が泣いているのか。

　わからない。どれが俺の感情で、どれが那波の感情なのか。もう、わからなかった。




　　　　※




「あのう、いいんですか？　雪乃さん？」

「あの二人、うっかり一線を越こえちまうかもよ？　二人は義理の兄妹だがよ、あたいにはわかるぜ。少なくとも、那波ちゃんの気持ちはさ」

「……いいんです。今のななちゃんには……兄さんが必要ですから。私では、不足でした。残念ですけど、ともに過ごした時間が、足りないんです。いえ、それは言い訳ですね。ほんとうは……」

　孫乾、簡雍、雪乃は、淮陰の澄すんだ夜空を見上げながら、北ほく斗と七しち星せいを探していた。

「雪乃ちゃんはさあ、真面目すぎるんだよ。一人でぜんぶ背負わなくてもいいんだぜ？　真世界では女神さまに封神されていても、普ふ通つうの人間の女の子なんだから」

「……亜あ紀きさん。我が慢まんもなにもありません。ななちゃんは、兄さんの義理の妹ですから。それに対して、私の兄さんへの想いは、罪です。本来、双ふた子ごの兄に妹が抱いだく感情ではありません。完全な倒とう錯さくです。私は、兄さんに……依存しすぎているんですよね……メンヘラ、ですよね……兄さんに見られてしまった脳内地図だって……正常な女の子のそれじゃなかった、ですし……」

　簡雍は思った。「そうさな、双子なんだからな。倒錯かもな」と告げることは簡単だ。雪乃は本来、誰よりも生真面目でモラルに沿った生き方しかできない女の子だ。昔はそうだった。故郷の横浜の病院から転院していってしまうまでは。幼少時、人生のもっとも苦しい時期に兄の秀一と引き裂さかれたことが、雪乃にとっては心臓の傷よりも深い傷きず痕あととして残ったのだろう。新たな家庭でどのように過ごしてきたかは、雪乃はあまり語らない。虐ぎやく待たいやネグレクトを受けた形けい跡せきはない。きっと温かい家庭だったはずだ。だが、秀一がいない、というだけで、雪乃はずっとずっと不幸だったのかもしれない。

「雪乃さん？　ぜんぜんオッケーですよ、倒錯も正常もありません！　ここは真世界ですよ？　元の世界では実の双子でも、この真世界ではお二人は義兄妹ですよね？　双子のモラル縛しばりから解放されてラッキーですよ！　僕なんて男の子ですが、この召しよう喚かんを天機と信じて、秘めてきた秀一くんへの想いを……あっ、な、なんでもありません！」

「それによ、劉備と関羽と張飛の誰が欠けても、真世界は──三国志世界は統一できない。『演義』の結末は知ってるだろう？　最初に関羽が死んで、関羽の死にショックを受けて酒乱になった張飛が殺されて、劉備は二人を弔とむらうための勝ち目のない復ふく讐しゆう戦に特とつ攻こうして全ぜん滅めつさ。冷静な趙雲がいくら止めても聞かなかった。ほとんど自殺みたいな最期だぜ？　秀ちゃんだって、雪乃ちゃんを誰だれかに殺されたら、同じバカをやらかすに決まってんだろ？　あいつは、全宇宙と妹を天てん秤びんにかけて、妹を迷わず選ぶ奴やつさ」

　だから、三人が最後までともに生き続けることが、真世界統一の絶対条件なんです、一人でも欠けたら三人とも全滅なんです、と孫乾はけんめいに雪乃に訴うつたえた。なぜだろう。雪乃が、いずれほんものの関羽と同様に、この地上から去ってしまうのではないか。ほんとうに「神」になってしまうのではないか。そんな胸むな騒さわぎに襲おそわれて、引き留めなければならない、と焦あせらずにはいられなかったのだ。

「あんまり一人で我慢していると、いずれ、ほんものの関羽と同じ運命を辿たどっちまうぜ？　那波ちゃんも破は滅めつしちまうし、秀ちゃんは完全にブッ壊こわれちまう。だからさ、雪乃ちゃん。あたいたちは、雪乃ちゃんを応おう援えんするぜ」

「はい。秀一くん風に言えば、フハハハハ！　『俺さまは雪乃のブラコンを全肯こう定ていするゥゥゥ！』ですよ！」

「……ありがとうございます。でも、私って……その……お、おかしくないですか？　じ、実の兄さんのことを……」

　おーっとうっかり話を聞いちまった！　と太一が、三人の間に飛び込んできた。

「きゃっ？　た、太一くんっ!?　いつからここにっ？」

「ないない！　そんなはずない！　いいか？　エジプトのファラオは『神』だったから、近きん親しん婚こんしまくりじゃんっ！　雪乃ちゃんだって女神さまなんだから、例外中の例外なんだーっ！　雪乃ちゃんが女神に封ほう神しんされたのは、つまり、雪乃ちゃんの祈いのりが天に届いたってことさ！　止まるんじゃねえぞ……！」

「なにやってんだよ店長？　秘密の女子会を立ち聞きしてやがったのか？　シメるぞ！」

「たまたま、だよ！　それに、薰かおるは男だろー！　チキショー、男の娘こはいいよなーっ！」

「……くすっ。ありがとうございます。でも、この世に永遠に消えない悔くいを残して志半ばで死に、人々から同情を集めた時にはじめて、私はほんものの女神、ほんものの関公になれるんじゃないか、という気もしますけど……そうですね。ななちゃんと兄さんのために、三人揃そろって生き延びねばなりませんね！」

「そんな不安になるような言い方はやめてください、雪乃さん。僕、すごく不安なんです。なぜか……雪乃さんはほんとうはもう、すでにいちど死んでいて……今こうして僕の前で微笑ほほえんでいる雪乃さんは、儚はかない『夢』にすぎないような。そんな、気がして」

　そんな孫乾の頭を、簡雍が撫なでていた──微笑みながら。

「真世界が『胡こ蝶ちようの夢』だろうがなんだろうが、関係ない。みんながこうして微笑んでいる世界こそが、ほんとうの世界なのさ」




　　　　※




　そのまま那波と二人で一夜を過ごしていたら、俺と那波はどこまで堕ちていくかわからなかっただろう。それでも後こう悔かいはなかったかもしれない。「一夜限り」。明日からは、兄と妹に戻もどる、とお互たがいに「約束」をしたのだから。

　だが、事態はさらに急スピードで動き続けた。ここは戦場なのだ。そして劉備玄徳軍は今、徐州を呂布に奪うばわれてこの淮陰に孤軍となって放ほう浪ろうしているのだ。一夜の猶ゆう予よもない。

　ヒルデガルドからの「使者」が、すぐに到とう着ちやくした。

　五原兵の騎き馬ば隊を率いる張遼だった──。

　那波とは、キス止まりだった。すぐにテント内に張遼を招き、雪乃や太一たちも再び呼び戻した。ヒルデガルドがいったい俺になにを伝えに来たのかを、知らねばならない。俺の選せん択たく肢しひとつに、根城を失った放浪の劉備軍すべての人々の運命がかかっている。

「なんだよーっ！　おいおいおい！　降こう伏ふく勧かん告こくかぁ？　空き巣泥どろ棒ぼうをやらかしておいて、そりゃねーだろっ？　秀一をおびき寄せて暗殺するつもりかあ～っ？　ちなみに俺は素す浪ろう人にんで秀一の家臣じゃねーからな、言いたい放題言わせてもらうぜーっ！」

「そうだ、降伏勧告だ、陶謙。だが劉備を暗殺するつもりはない。ご主君は、捕とらわれれば即そく斬きられる無力な邢道栄に下邳の留守居役を任せた劉備玄徳を見て、情に流される劉備では徐州を保てない、ご主君が『守るべきもの』を守ることができない、と判断した。故に徐州の牧の印いん綬じゆを奪った──しかし、義兄である劉備玄徳やその家族郎ろう党とうに危害を加えるつもりはない。和わ睦ぼくを受け入れ、義兄として下邳に戻るように、と仰おおせだ」

「はあああ？　これからも兄妹仲良く暮らしましょう、だとおお？　一方的に裏切っておいて、なに言ってんだ？　んな都合のいい話、信じられるかーっ！　じゃあ秀一から徐州を横取りする意味なんてなかったじゃんかよ！　雪乃ちゃんも那波ちゃんも、秀一も、なにか言ってやれーっ！」

　俺たちが言うべきことは一本気な太一が今だいたい言ってしまったので、かえって俺は冷静な精神状態に戻っていた。ヒルデガルドは、そして俺たちは、「呂布が劉備を裏切り徐州を奪う」という運命イベントに巻き込まれてしまったのだろうか？　発生条件を満たさぬままに？　八健将のトップに立っている張遼は、ヒルデガルドの事実上の参さん謀ぼうだ。謎なぞのヤマアラシ鎧よろいで正体を隠かくしている陳宮はどうも軍師仕事をしていないみたいだからな。張遼ならば、ヒルデガルドの真意を知っているはずなのだが、推定防衛大学校の軍事エリートだ。口を割ることはないだろう──どうすべきか、と躊ちゆう躇ちよしていると。

「まあまあ、張遼。友好にやろうってんなら、駆かけつけ三さん杯ばいだ。ほら、あたいがご当地の酒を集めた後ご漢かん限定スペシャルカクテル作ってやったから、飲め。毒は入ってない。あたいが先に飲む──ほらほら」

「いや、私は、職務中に自制心や判断力を鈍にぶらせるアルコールやドラッグやカフェインの類いは……あむっ!?　なななななにをするっ簡雍っ!?　くくく口移しで無理矢理飲ませるなっ!?　ききき貴き殿でんは、あれか、なにか、昨今流行の百合ゆりとかそういう……みみみ淫みだらな……あっ、いや、私は決して個人の性的指向を云うん々ぬんするつもりはないので誤解してもらっては困る、他意はない、だがっ……」

「ごちゃごちゃうっせーよ。てめーが酒を飲まねーからだよ！　口移しが嫌いやなら、ほら、自分で飲め飲め！　あ、秀ちゃんたちはダメだぞ？　お酒は二十歳から！」

　孫乾が、「簡雍姉さんの固有スキル『一いつ睡すい一いち期ご』は、相手にお酒を飲ませて友好度を三さん段だん跳とびでアップさせて、打ち解けるスキルなんですよ」と俺の耳元で囁ささやいてくれた。それは簡雍のスキルではなくて、野毛の飲み屋街で鳴らした亜紀姉さん自身の職業スキルなのではないのか。まあ、どちらでもいい。共通点があってこそ封神英傑にマッチングされるわけだし。

　お堅かたい張遼は、酒に耐たい性せいがないらしく、あっという間にべろんべろんに酔よってしまった。

　立っていられなくなり、簡雍姉さんに抱きつきながらへたり込んでいる。

「……私だってこんな役目を引き受けるのは嫌いやなのっ！　ああもう、いたたまれないっ！　あなたたち、鈍いというかなんというか、どうしてご主君の真意を読み取ってくれないのよーっ！　そもそも徐州を横取りするつもりなら、さっさとあなたも孫乾も邢道栄も捕らえているし、クソザコナメクジの劉備軍なんて蹴け散ちらしてるわよっ！　於夫羅じゃなくて私が政庁を包囲していれば、そこで詰つみだったのよ！」

「へえ。呂布の真意ってなんだい、張遼ちゃん？　あたいにだけこっそり教えなよ？」

「……ひっく……袁紹軍にうっかり勝ってしまったのが、きっかけよ……張郃が高笑いしながらご主君の至近距きよ離りまで飛び込んできたので、思わず傭よう兵へい時代の習性で、反射的に斬きっちゃったのよ……袁紹軍が撤てつ退たいしたため、徐州牧の劉備玄徳の威い信しんを下げられなかったから、淮陰で劉備の威信がアップするだろうという予想を含ふくめると、推定リーチがかかって……リーチだなんて……うちの軍では、麻まー雀じやんは禁止だったわね……ともかく、劉備玄徳の威信カンストが迫せまっちゃったのよ！　でも劉備は南の淮陰に出兵していて、北からは簡単に連れん絡らくがつかない！　間に合わない！　だから、急きゆう遽きよ、ご主君自らが徐州牧の印綬を奪って、劉備の威信を無理矢理に下げることにしたのっ！」

　そうか。ヒルデガルドは──俺の威信カンストを防ぐために、「裏切らない」という自分の信念を、誓ちかいを曲げてまで──俺を救ったのか。俺を守るために？

「私たちは反対したわよ。ここで裏切りをやらかしたら、きっと『徐州』関連のイベントが次々と発生するルートに乗る。呂布が劉備から徐州を奪ったら、最終的には呂布は徐州で敗北して捕らえられ、斬り殺されてしまう。それが呂布奉先の運命だから！　せっかく董卓殺しイベントを回かい避ひできたのに、劉備を裏切ったら、結局運命の既き定てい路線に引き戻されてしまうって……でも……ご主君は……劉備玄徳のためなら悔いはない、たとえ死ぬことになっても構わない、後悔はない、って……自分が守っている『守るべきもの』を、劉備になら任せられるって……ちょっとは察しなさいよ、劉備玄徳っ！　あなたって、鈍いんじゃないのっ？　知力が足りないのは仕方ないけれど、ご主君の気持ちを……少しは……察してよ……！」

　那波と雪乃が、そっと俺の頭の後ろに指を添そえて、ステータスウィンドウを開いた。俺の視界に入る位置にウィンドウを移動させる。

「アニキ。ほんとだ。威信数値が大おお幅はばに下がっているよ。徐州牧でなくなり、呂布も、呂布率いる八健将たちも、於夫羅も、アニキの家臣じゃなくなっている。呂布が造反して独立したから──呂布は、ぎりぎりで間に合ったんだよ」

「代わりに、呂布が徐州牧に。独立君主に。ならば呂布の威信数値は大幅に上じよう昇しようしているはずです、兄さん。ここで兄さんが私たちを連れて全員で呂布に投降すれば、呂布の家臣となれば、呂布の威信カンストが近づくことに」

　いや、淮陰への行軍中に計算してみたが、ご主君の威信は70だ。投降を受けても１００には届かない、と半ば酔いが醒さめたらしい張遼が呟つぶやいた。

「70だって？　そんなにヒルデガルドの威信数値はアップしているのか？　放浪中に連戦連勝したためか？　ヒルデガルドは常に、自ら一いつ騎き打うちをやるから……他の総大将よりも勲くん功こうを多く稼かせいでしまう……だが、高いな……降こう伏ふくしていいものか、どうか……」

　俺を救ってくれたヒルデガルドを窮きゆう地ちに追い込むことになってしまう。それでは、兄として……しかし、糜竺は捕らわれたままだし、徐州の民たちも俺たちの帰き還かんを待っているだろうし、それに流軍となった劉備軍のみんなをこのまま飢うえさせるわけにはいかない。兵ひよう糧ろうもほとんどないし、もしもこの事態に気づいた袁術派が再び軍を派は遣けんしてきたら、俺たちはここで全滅してしまう。

「どーするよ、秀一？　俺は自由人だからよー、お前についていくぜー？」

「太一。那波を張飛に戻すために、琅ろう邪やには必ず行かなければならない。それに、ヒルデガルドの破は滅めつフラグはまだ立っていないと、信じたい……あるいは、俺にだけ都合のいい、ただの願望かもしれないが……」

「劉備玄徳。これは私個人の提案だが、今は三つ塞ふさがっている『妹枠わく』のひとつを空きにして、ご主君を正式に義妹に登録していただきたい。それで、おそらくご主君は正史英えい傑けつ・呂布奉先の破滅の運命とは違ちがうルートを生きることができるはず」

「ヒルデガルドが俺に徐州を返へん還かんするという選択肢はないのか、張遼？　呂布ルートを逸それるのならば、それがいちばんの選せん択たくだ。別に、俺は徐州牧という地位にこだわりはないが、正史で呂布がやらなかったことをヒルデガルドがやれば……あるいは……」

「ない。次に同じような状じよう況きように陥おちいった場合、ご主君が劉備玄徳の威信カンストを阻そ止しできるとは限らない。今回は運が良かったのだ。あの通り、ご主君は射程距離に敵が入ってくると、身体からだが勝手に反応して相手を倒たおしてしまう。しかも袁帝グループは今後もご主君を狙ってくる。ご主君が劉備玄徳に仕える限り、不ふ慮りよのカンストの危機は避さけられない。絶対にその提案は受けるなと、ご主君に厳命されている」

　守るべきものを増やしちまったな、俺のために。ヒルデガルド──お前がなにを袁帝グループから守っているかはわからないが、そうやってぜんぶ一人で抱かかえ込むのはダメだぞ。いずれ、無理が利かなくなる……破は裂れつしてしまう……。

「雪乃。那波。俺は、ヒルデガルドに降伏して下邳に戻ろうと思う。呂布の家臣として──危険な選択だが、淮陰で飢えて滅ほろびて行くよりは、まだ可能性がある。俺がここで自じ滅めつの道を選べば、ヒルデガルドもまた。しかし俺の『妹』枠にヒルデガルドを登録できれば、ヒルデガルドの運命も、俺の運命も、きっと善よき方向へ変えることができるはずだ」

　妹たちには言えないが、「北斗五丈」をヒルデガルドに適用することができれば、ヒルデガルドが呂布の破滅の運命に陥って「処しよ刑けい」されるイベントを成就させてしまっても、時間を巻き戻すことができる。そんな事態に陥るルートは絶対に避けねばならないのだが、最悪の中の最悪の事態を想定しなければ、真世界で妹たちを守り抜ぬくことは難しい。袁帝グループ分ぶん裂れつによって、事態は──容よう赦しやのない過か酷こくなデスゲームに突とつ入にゆうしているのだ。

　むろん、黄祖という「切り札」を突つきつけられている孫堅を妹枠から解除することもほんとうははばかられるのだが、いくら袁術軍を仕切っている社畜連中が非道でも、孫堅が反乱でも興さない限り、虎とらの子の孫堅を消すことはないはずだ。その瞬しゆん間かんに袁紹・曹操同盟の勝利がほぼ確定するからな。いくら奴やつらが無責任でも、自分たちの保身には敏びん感かんな連中だから、それくらいの常識はわきまえているだろう……まだしばらくの間は孫堅はだいじょうぶだ。うまく切り替かえながら枠を使い分けていくしかない。

「わかりました、兄さん。袁術軍で将軍を務めている孫堅の『妹』枠をどうやって空けるかという難問が残りますが……雪乃は、妹として兄さんのご意志に従います」

「……うん。あたしが張飛に戻もどれないと、アニキは八はつ方ぽう塞ふさがりだもんね。わかったよ、なんだかもやもやするけれど、我が慢まんする……さっきは取り乱しちゃって、その……ご、ごめんね、アニキ？」

「いや。いいんだ那波。すっかり英傑名呼びのマナーを忘れていたが、この劉備玄徳は、呂布に降伏しよう。だが俺の『妹』枠を空ける問題は、袁術との外交によって解決するしかない。妹枠と交こう換かんで袁術と同盟せよという条件が提示されるかもしれないぞ、張遼。最悪の場合、曹操・袁紹と袁術との激しい抗こう争そうに、ヒルデガルドも巻き込まれることになるが……両者を同時に敵に回している現状よりは、まだいいかもしれない」

　袁紹や曹操と戦うのは、辛つらい。曹操も──怜香もまた、俺の妹分なのだから。せめて妹枠を増やすことができれば。が、ないものを求めても意味はない。今の手札だけで勝たねば、妹たちを守りきらなければ。困難な道だが、必ずやる。俺はやり遂とげる。二度と──妹を、死なせたりはしない。

「……承った、劉備玄徳！　貴殿はやはり、英えい雄ゆうだな。ご主君が兄と慕したう理由も、ようやく理解した。貴殿ならばご主君の運命を変えてくれると、私は信じよう」




　　　　※




「劉備玄徳。兄者よ。今日から兄者は、この呂布奉先の、縄なわ……違った……ヒモとして下邳でのんびり暮らしてくれればいい。兄者に振ふる仕事はない。す、好きなように、遊び暮らしてくれれば、それで。か、関張飯店の支店を増やすのも、いいかもしれない」

　下邳に帰還した降将の俺は、ヒルデガルド直々に関張飯店・徐州店に招かれて、豪ごう勢せいな接待を受けた。突とつ然ぜんの呂布の謀む反ほんに怯おびえていた下邳の民たちも、「ほんものの徐州の主が帰ってきたー！」「ご無事でなにより！」と大だい歓かん声せいで俺たちを出で迎むかえてくれた。むしろ呂布に降伏する前よりも、劉備人気は絶大なものとなっているようだ。理由はよくわからんが、裏切りの魔ま王おう呂布とのギャップか、「俠きよう絶ぜつ大だい徳とく」の効果か？　でも、当分の間は「フハハハハ！」と中二病キャラを演じて高笑いできる気分ではないな。今の俺は、自分自身のカリスマ性を高めるよりも──もっと、人とコミュニケーションを取れる繊せん細さいな感受性と対人能力が欲しい。那波があれほど苦しんでいたことにさえ、俺はぜんぜん気づけなかったのだ……。

　酒しゆ宴えんにおける俺は、降将というより、完全に「賓ひん客かく」扱あつかいである。ヒルデガルドの隣となりの席で、席の高さも同じだし、料理その他の扱いも完全に同等。ヒルデガルドが徐州を俺から奪うばったのではなく、「徐州牧＝独立君主」のリスクと裏切り者の汚お名めいをすべて背負ってくれたのだと、この心づくしの接待からもわかった。ヒルデガルドは無愛想なので、鈍にぶい俺には彼女の胸の内を感じ取りきることはなかなか難しいのだが、俺を出迎えてからずっと申し訳なさそうに恐きよう縮しゆくしているので、さすがに今回はヒルデガルドの感情を読み取れる。

　だが、ひとつだけ困ったことがあった。

　ヒルデガルドが「兄者……」と俺の腕うでにしがみついて、離はなれてくれないのだ。

「あ、兄者、料理皿に爆ばく弾だんが仕し掛かけられているかもしれない」

「ふもっふかよ。この世界に爆弾はない。傭兵時代のことは忘れろ、ヒルデガルド」

「……いや……今回は危うく、私の傭兵時代の癖くせのために、兄者の威信をカンストさせるところだった……」

「その話は、酔っ払ぱらった張遼から聞いた。あのポマード野や郎ろうの張郃が高笑いしながら目の前に飛び出してきたんなら、仕方がない。誰だれだってそーする、俺だってそーする」

　ヒルデガルドに斬られておきながら、またしてもなぜか生き返ってぴんぴんしているそうだし、ただ徐州で内ない紛ふんを発生させてくれただけだったな、あの社畜野郎は。

「でも、お前の威信も妙みようにアップしているんじゃなかったか？　もしも危なくなったら隠かくさずに俺に相談してくれよ、ヒルデガルド」

「私は、父上の遺志を継ついで魔王となった呂布奉先だ。危険などない。袁紹派も袁術派もことごとく、わが武をもって打ち払うのみ。威い信しんカンストはもとより覚かく悟ごの上、恐おそれはしない──」

「孫堅の妹枠を袁術から譲ゆずり受ける交こう渉しようは、進んでいるのか？」

「ふ、不要だ。同盟したいならば、人質として張遼と陳宮をよこせ、と言われた。袁術派の新朝ちよう廷ていを仕切っている社畜たちは、そういう連中だ……無礼な使者は、方ほう天てん画が戟げきで殴なぐって追い出した」

「そ、そうか……袁術派は、ダメだな……呂布と徐州を同盟に引き込む千せん載ざい一いち遇ぐうの機会なのに。相手をまったく信しん頼らいできないのだな。自軍の将軍の孫堅すら信頼していないのだから当然か……この分じゃ、担ぎ上げられている魚魚子ちゃんも、どんな目に遭あっているか。さすがに虐いじめられたりはしていないだろうが、いいように利用されているとしか思えない」

　相変わらず全身を甲かつ冑ちゆうで覆おおい、完全武装した陳宮が、

「……劉備玄徳。こんなことになって、申し訳ないのだ」

　と俺にぺこりと頭を下げてくれたが、事情はもうわかっている、問題ない。それより、素顔を見せてほしいのだが……見たところ献けん策さくも出さないし軍師らしい仕事もしていないしで、この子がいったい何者なのか、妙に気になる。ヒルデガルドに養ってもらっている、今の俺と似たような立場？

「ご主人さま！　この糜夫人のために、敢あえて降伏の屈くつ辱じよくを……このご恩は永遠に忘れません！　徐州の蔵をぜんぶ、ご主人さまの商売の資金としてお使いくださいねっ！」

　糜竺はタフでいいなー。根っからの陽キャなのだな。まあ、人質とは名ばかり。ヒルデガルドがずいぶんと丁重にお世話してくれていたらしいので、それもあるか。

「妹枠の有無などは問題ない。われらは兄妹だ、兄者。封神英傑システムなど関係ない。お互たがいの心の中で絆きずなが成立していれば、それでいい。あ、兄者は徐州で寝ねていてくれていい」

　ちなみに同席した那波と雪乃は、この間、ずっと「ぐぬぬ」「むむむ」とうなり声を発していた。まずいな。一いつ触しよく即そく発はつだ。那波が暴れたら、即そく死しスキル発動だぞ。もうちょっとヒルデガルドと仲良くしてほしいのだが、ヒルデガルドに兄を独どく占せんされ、しかもふがいない兄が「今日から俺は呂布のヒモ」状態になってしまっているのを目の当たりにして、憤ふん慨がいしているらしい。ひ、ヒルデガルドも、もう少し遠えん慮りよというものをだな……。




　しかし、ヒルデガルドにそんな余よ裕ゆうはなかったのだ。

　その夜。「寝て食ってばかりじゃ身体がなまっちまう。明日からは畑でも耕すか。琅邪行きは……ヒルデガルドと徐州の民がもう少し落ち着いてからだな」とヒルデガルドから与あたえられた田園に出て土を掘ほっていた俺のもとを、もう子供は寝る時間なのにまだ妙なヤマアラシ鎧よろいを着込んでいる謎なぞの覆ふく面めん軍師・陳宮が訪れてきたのである。

「……その……呂布が……ご、ご主君が、魘うなされているのだ……このところ、毎晩……今夜は特に酷ひどいのだ。一いつ緒しよにいてあげてほしいのだ、劉備玄徳」

「ヒルデガルドが？　なぜ？」




　俺は、陳宮に案内されて、ヒルデガルドの寝しん室しつへと急行した。

　陳宮の言葉通りだった。ヒルデガルドは、悪夢を見ていた。寝しん台だいの上で汗あせみどろになって、なにかを呟つぶやいている。戦場では、こんなに苦しげな彼女の姿を見たことがなかった。夢の中では、ヒルデガルドには傭よう兵へいとしての戦せん闘とう力も呂布としての武力もないのだ。そして彼女の心は、呂布奉先ではない。

「……ヒルデガルド？　どうした？　だいじょうぶだ！　董卓が消えていく夢に魘されているのかっ？」

　俺は思わず、ヒルデガルドの手を握にぎりしめていた。幼い雪乃が心臓の病気で苦しんでいた時の光景が、フラッシュバックする。あの頃ころの、俺は──雪乃の手を握りしめてあいつを励はげます言葉を口にする勇気が、なかった──吐はき気に、襲おそわれていた。だが、俺はもう逃にげない。

「……あ、兄者……？」

　ヒルデガルドが、目を覚ましてくれた。

「陳宮に呼ばれて来た。ずいぶんお前を心配していたぞ。董卓を守れなかったことを、夢の中で悔くいているのか？」

「……父上の夢も、よく見る……戦場で敵兵を殺した光景も……死者たちに取り囲まれる悪夢も……繰くり返し、繰り返し……だ、だが、そんな夢は、傭兵になって以来、いつも見ている……じ、自業自得だ……よ、傭兵になったのは、私自身の選せん択たくだから……ただ」

「ただ？」

「……あ、兄者を裏切って徐州を奪って以来……悪夢の頻ひん度どが高まった……夢の世界が、どんどん、リアルになっていく……現実となにも変わらないレベルに……それに、わ、私自身が経験したことのない『記き憶おく』や『未来』の光景までが、夢に……」

「……経験したことのない、夢……夢とは本来、そういうものだが……」

「ち、違ちがう。空想や幻げん覚かくではない。おそらく──正史英えい傑けつ・呂布奉先の……記憶と未来を……わ、私は、毎晩見ている……父上を裏切って斬きり殺した『過去』。あ、兄者を再び裏切って徐州から追い出してしまう未来。戦いに敗れ、下邳で捕とらわれて首を落とされる未来。縄で縛しばり付けて捕らえた私を家臣にしようとした曹操に『二度も父親を殺した奴やつです』と私を処しよ刑けいするよう勧すすめる、兄者……わ、私自身の記憶と、正史英傑・呂布奉先の記憶と未来とが、夢の中では入り交じっていて……二度も私に裏切られて、二度も徐州を追われた兄者が……私を見捨てて、私を殺させるその時の表情が……わ、私に向けてくるあの視線が……憐あわれみに満ちた視線、私を妹として守ることはもう無理だ、と訴うつたえてくる視線が、た、耐たえられない……こ、殺されるよりも、ずっとずっと……辛い……！」

　ヒルデガルド……!?

「……そんな『未来』はありえない。俺がお前を見放すはずがないだろう？　それは、正史英傑・呂布の『未来』だ！　そ、そうか。お前……もしかして……正史英傑・呂布奉先の『運命』に、取り込まれはじめて……いつから、はじまった？　夢の中で、正史英傑の夢とお前の夢が混じるようになったのは、いつだ？」

「……はじめは……洛陽で、歴代の皇こう帝ていの墓を暴いた夜……あの墓暴き以来、父上も徐じよ々じよに自分自身を見失いはじめて、正史英傑・董卓に憑つかれていった。私もそうだ。しかし、決定的になったのはやはり、兄者を裏切って、徐州を奪ってから……う、ううう……怖こわい。夜が怖い。眠ねむるのが怖い……！　あ、兄者……わ、私は……大勢の戦士の命を奪った……死ぬのは、自業自得だ……でも……兄者に見放される結末だけは……た、耐えられない……」

　ヒルデガルド。お前──呂布奉先の「運命」ルートに……破は滅めつルートに、すでに乗ってしまっているのか……!?　ヒルデガルドと正史英傑・呂布奉先の「夢」が重なり合ったのは、二人の英傑の「運命」が重なり合ったからだ！　次に両者が重なり合う舞ぶ台たいは、「夢」じゃない。「現実」だ……！

「気をしっかりもて！　俺がお前を見放すはずがあるかああっ！　絶対に、お前を守る！　俺はお前の兄貴だぞ？　まだだ。まだ、呂布が破滅を迎むかえる最終イベントには到とう達たつしていない！　『運命』なんぞ、ともにねじ曲げてしまおう！　一人では無理でも、俺たちが手を携たずさえれば、できる。那波も雪乃も張遼も陳宮も、事情を打ち明ければみんな協力してくれる！」

「……兄者……私を疑ってはいない、のか……？　わ、私は、もう、りょ、呂布奉先になってしまっている……きっとまた、兄者を裏切る……なんらかの避さけられない理由が生じて、そして、正史通りに……わ、私を捕らえて殺す以外に、あ、兄者が滅ほろびを避ける道はない……せ、正史英傑の劉備玄徳も……呂布を殺したくは、な、なかった……いちどは義兄弟の盃さかずきを交わした間あいだ柄がらだったのだから……で、でも、二度も裏切られた……もう、呂布を殺さなければ、生き延びられなかった……だから……み、見放すしか、なかった……裏切る義兄弟など、義兄弟ではないのだから……」

「ヒルデガルド。俺は妹を殺すくらいならば、俺自身が妹に殺される道を選ぶ。ほんとうだ。本心から言っているんだ。この約束は、絶対に破らない。俺を、信じろ──信じてくれ、頼たのむ。あやふやな夢なんかじゃなく、目の前にいる、この俺を。俺は、ここにいる──」

　雪乃。お前があれほど苦しんでいた時に、俺は──那波。お前がどれほど傷ついていたかを察することもできずに、俺は──でも、もう、俺はどこにも逃げない。

「……消えてしまう……きっと……もうすぐ……私自身の魂たましいが、心が、呂布に吞のみ込まれて……」

「やらせない。たとえ吞み込まれたとしても、俺が必ずお前を連れ戻もどす。どんな手を使ってでも、お前をこの真世界の地上へと。だから──お前は、どこへも行かない。約束する、ヒルデガルド」




　　　　※




　水城秀一が、その精神を正史英傑・呂布に侵しん食しよくされつつあるヒルデガルドを抱だき留とめていた、その頃。

　徐州で呂布が守っている「あるもの」を奪だつ取しゆするために、南陽から寿春へと遷せん都としたばかりの袁術派「新朝廷」は、出兵に反対する現場将軍たち──孫堅や周瑜の意見を「多数決」で却きやつ下かし、呂布の謀む反ほん劇によって大混乱している徐州への再出兵を決議していた。

　皇帝にされてしまって以来、袁術は日本風の「御み簾す」の奥へと遠ざけられ、家臣に姿を見せることも直接発言することも許可されていない。完全に、傀かい儡らいにされている。

「皇帝陛下、万歳万歳万々歳！　この袁帝グループ第三派は閥ばつのリーダー・張勲が期間限定の大将軍として全権を握り、決して馴なれ合いの戦などやらせはしません！　孫堅と周瑜には、今回こそ全力を出させますよーっ！　陛下直々にご出兵いただいた上で、俺自らが戦場で監かん査さ役を務めます、これでバッチリ大勝利です！　このプレゼンをご覧ください、皆みな々みなさま！　プレゼン特技持ちの俺が疑似パワーポイントソフトを用いて、徹てつ夜やで作成した完かん璧ぺきなる資料を！　寿春から徐州への補給線はバッチリ！　半分は現地調達ですが、問題ありません！　そうですっ、現地の牧場で『牛』を徴ちよう収しゆうして、兵ひよう糧ろうにあてるのです！　真世界の農民は牛を食べませんから、食い放題です！　これぞまさしくジンギスカン戦術っ……！　俺はこたびの作戦全体を、『徐州大作戦』と名付けます！」

　大将軍に就任した派閥のトップ・張勲は、若さと勢いが売りのプレゼン英傑。実際の能力はさほど高くない。しかし、異世界さながらのプレゼンテーションに、説得力だけはある。

　それに、張勲は寄り合い所帯の袁術派新朝ちよう廷ていの社畜幹部面々をうまく懐かい柔じゆうし、過半数を味方につけていた。「大将軍」位は、彼ら社畜幹部同士で持ち回りなのである。権力を一点集中させない代わりに、誰だれも責任を取らなくていい。朝廷権力を彼らだけで独占しつつ、無責任を貫つらぬける。これぞ張勲流システム。そして、厳しい実戦は外様の孫堅があらかたやってくれる。敗戦の責任は孫ファミリーに負わせればいいのだ。

「なにが牛を調達、だ！　牛を取り上げられたら、農民たちは田畑を耕せなくなる！　農民を敵に回したらわれらの評判はガタ落ちするし、取り返しのつかない大飢き饉きんになる！」

「そうよ。すでに飢饉で兵糧が足りていないのに、こんな遠えん征せいは無茶だわ。りゅ、劉備にはお仕置きが必要だけれど、兵士たちは連戦で疲ひ弊へいしきっていて兵糧も乏とぼしいのよ。重い税を課せられた民も苦しんでいる。今はなによりも国力回復がたいせつでしょう？　せめて、年が明けるのを待ってから……」

　孫堅と周瑜はなおも出兵に反対したが、張勲は一笑に付した。さらに、会議で張勲が得意としている、怒ど濤とうのマシンガンセールストーク。

「うるさいですね敗北主義者ども！　諸君の意見は認められませーん！　袁紹陣じん営えいに先に『あれ』を奪うばわれたら終わりなんですよ！　すでに出兵と決まったのです、多数決で決議したのですーっ！　そうっ……！　袁術さまの新朝廷は、議会政治っ……！　これぞ二千年の未来から真世界に袁帝グループがもたらしてやった、最さい新しん鋭えいの政治システムっ……！　皇帝陛下は君臨すれども統治せず、すべては文官による議会によって決定されるのですっ！　袁帝グループの厳しい面接を突とつ破ぱした、選ばれし有能社畜たちによってね！　そもそも諸君ら非正規雇こ用ようの軍人には、朝廷の政治に口を挟はさむ権利はありませんっ！　会議に参加させてやったのは、わが徐州大作戦のプレゼンを見せてやるためですよーっ！　よろしいですね、陛下！」

　御簾の向こうでちょこんと玉座に座っている袁術らしき影かげが、なにごとかを呟いている。

「おお、よきにはからえとは、ありがたきお言葉！　そうです、呂布こそが真世界統一のための要、最後のピースなのです！　徐州を手に入れ、呂布が隠かくしている『あるもの』を奪い取れば、もはや真世界は皇帝陛下のお力で統一されたも同然！　さすれば袁紹社長と慶けい應おう早わ稲せ田だ閥ばつの連中も、皇帝陛下を次期袁帝グループ総そう帥すいと認め、和わ睦ぼくを申し出てきます！　孫堅よ！　その暁あかつきには、預かっている孫策と孫権も孫ファミリーに戻してあげましょう！　異世界へ帰き還かんすれば、孫ファミリーまるごと袁帝グループ子会社化への道も開けますよーっ！　就職活動だと思って頑がん張ばって働きなさい、はっはっは！」

　誰がこんなブラック企き業ぎようの子会社などになるか、と孫堅は虎とらのような視線で張勲を睨にらんだが、妹の孫策と孫権を奪われている以上、新朝廷には逆らえない。

　孫堅は「……最悪だ……だが、二人の妹を人質に取られ、私自身も黄祖に見張られている……行くしかない……しかも、本気で戦うしか……劉備くん……」と天を仰あおいだ。

　周瑜が「きっとなんとかしてみせるわ、舞子。今、別人に変装している黄祖を特定する作業を進めているところよ。それに、皇帝親しん征せいともなれば、皇帝のもとに侍はべらされている明石ちゃんと月見ちゃんを奪だつ回かいするチャンスもきっと訪れるわ。あと一戦だけ、頑張りましょう」とそんな孫堅を励ます。

　だが二人とも、「再び徐州を攻せめれば取り返しがつかないことになる」という胸むな騒さわぎが治まらない。袁術派新王朝などという怪あやしげな分派グループが崩ほう壊かいするだけで済めばまだいい。だが、二人には想像もつかないような「運命」が、徐州に待ち受けているような。そんな予感がして、ならなかった──。

「……劉備くん。いまだ、わが目を開くことはできないままだ。すまない……」

　そして、悩なやめる封神英傑・趙雲子龍は、自らの討ち死にを覚かく悟ごしていた。孫堅には妹たちがいる。親友の周瑜もいる。故に、呂布と一いつ騎き打うちをする相手は、自分しかいない。呂布に勝つことはかなわずとも、自らの命と引き換かえに断固、相そう殺さいする。それではじめて、孫堅と周瑜への恩義を、返せる。人の、役に立てる──。








第五回　徐じよ州しゆう大決戦









　この飢饉の中、矢や継つぎ早ばやの連戦だと!?　まだ那な波なみを張ちよう飛ひに戻す手がかりも摑つかめておらず、再び琅ろう邪やへ行く暇ひまもない！　それほどにヒルデガルドが隠している「あるもの」は袁えん帝ていグループにとって重要なものなのか？

　下か邳ひ政庁の高台に登って、城の外を確認する。敵、敵、敵。先せん鋒ぽうは孫そん堅けん軍、中軍には張ちよう勲くん大将軍たち社畜幹部どもの軍勢。後衛には──大おお仰ぎような皇こう帝てい専用車両・轀おん[image: りよう]りよう車に翻ひるがえる「袁帝」の旗。雲うん霞かの如ごとき大軍だ！　精強無比な孫堅軍がいなければ、なんということはないのだが……！

「状じよう況きようを報告してくれ。孫そん乾けん、簡かん雍よう姉さん」

「今回は新皇帝袁えん術じゆつを担ぎ出して、袁術軍総出での進軍ですう。兵の数が前回とは違ちがいますう。南側の防衛ライン・淮わい陰いんをあっけなく突破され、下邳への接近を許してしまいました～！　ど、ど、どうしましょう、秀しゆう一いちくん？」

「呂りよ布ふの徐州乗っ取り騒そう動どうで、一時的に徐州各城の機能がストップしちまっていた。その隙すきをすかさず突つかれたってことだな。あたいはヤケ酒でも飲ませてもらうぜ、うぃうぃ」

「だが、兵糧をどうやって調達している？　徐州も揚よう州の寿じゆ春しゆんも飢饉だぞ。あれほどの兵を喰くわせながら連戦できるはずがない！」

「徐州と寿春の国境近くに、『魯ろし粛ゆく』という姉あね御ご肌はだの在野封ほう神しん英えい傑けつが召しよう喚かんされていたんですぅ。真世界の魯家は代々、地元の大だい富ふ豪ごうにして俠きよう客かくの一族。魯粛は封神英傑ですが、魯家の一族たちから『この方こそ、われらが長に相応ふさわしい大だい俠きようの姐あねさん』と実力と俠きよう気きを認められて、魯家の全財産とシマを相続し、賊ぞくを討とう伐ばつしながら巨きよ大だいな蔵を二つ建てて救民のために食しよく糧りようをｆしていたと言いますぅ」

「『魯粛』？　三国志では、周しゆう瑜ゆの親友としておなじみの呉の英えい傑けつだが……異世界でも孫ファミリーの一員だったのか？」

「いえ、赤の他人だったそうですう。それどころか、孫ファミリーは神こう戸べの元ヤ●ザ、魯粛は仁義なき戦いでおなじみの広ひろ島しま随ずい一いちの任にん俠きよう一家の娘むすめさん。なので、ある意味、ご先祖同士は不ふ俱ぐ戴たい天てんの敵。決して合流することはないはずだったんですが……」

「行軍中に『どうか兵士たちのため、民のために兵糧を貸してくれませんか』と斬きられること覚悟で単身魯家を訪ねてきた周瑜を、『おどれは真世界を救える英傑の器じゃけぇ！』と魯粛は激賞。あと、孫そん権けんがカープファンだったことが大きいみてえだ。地元愛が深い魯粛は熱ねつ狂きよう的なカープ女子なんだってよ！　先々代は、樽たる募ぼ金きんを集めて小こ鶴づるをカープに招しよう聘へいする運動を仕切ったとか」

　小鶴って誰だよ。もともとの出自があやふやな劉りゆう備び玄げん徳とくや関かん羽う、張飛の親族は真世界には見当たらないが、出自が明確な英傑の場合、一族が真世界に現存しているケースもあるのだな……なぜか曹そう操そうの一族はいなかったが。大商人の糜び竺じくも、魯粛と同じケースかもしれない。召喚されて即そく、糜家を相続したのかも。

「とにかく、シスター見習いの周瑜と広島の姉あね御ご・魯粛という真逆の性格の二人はなぜか意気投合。魯粛は、魯家の全財産と備び蓄ちく食しよく糧りようを周瑜と孫ファミリーに貸し出したそうだ。現地調達で済ませようとしていた出で鱈たら目めな袁術軍の補給線は、これでばっちり確保されちまった。潤じゆん沢たくな兵糧を手に入れた周瑜は、孫そん策さくと孫権を取り戻もどすために、今回こそ徐州を陥かん落らくさせる覚悟らしい。どうする、秀ちゃん？　籠ろう城じようしたくとも、下邳には十分な兵糧はないぜ？　夜よ逃にげすっか？」

　なんだってえ？　孫権がカープ女子だったことが、そんなイベントの伏ふく線せんになったというのかっ？　し、しまった、孫策と一いつ緒しよに孫権を棄教させてタイガースファンに転向させておくべきだった！　それに、広島には中華街がないだろ。魯粛はどうやって真世界に来たんだ？　もしや甲子園遠えん征せい、またはハマスタ遠征の折に中華街に寄ったのか？

　こんどまた八百長まがいの撤てつ退たいをやらかしたら、孫策と孫権がどうなるか。黄こう祖そに加えて社畜幹部どもが直々に孫堅軍の動きを監かん視ししているのも、孫堅軍にガチで戦わせるためだ。ならば、孫堅と周瑜は今回は手心を加えられない。袁術軍の猟りよう犬けんと化し、呂布を倒たおして「あるもの」を奪うべく、１００％の本気を出してくる──！

　そうなったら、ヒルデガルドと舞まい子こが。妹同士が死し闘とうを繰くり広げることになる！

　兄として選せん択たくするべき道は、ただひとつ！　この戦いを、仲裁する！

「雪ゆき乃のは、糜竺や孫乾、太た一いちたちとともに城内に……政庁に留まって、那波を守っていてくれ。城内に突とつ入にゆうされれば、那波が斬られる。俺が的てき盧ろを駆かって城外へ出る。孫堅・周瑜と交こう渉しようしてみる。袁術と呂布の同盟を成立させる他はない」

「わかりました、兄さん！　ななちゃんは必ず死守しますっ！」

「ごめんね、アニキ。うう。張飛に戻れる謎なぞのムクムクの実とか、溺おぼれると張飛になっちゃう呪のろわれた泉とか、ないのかなあ……」

「すべては、徐州とお前を守りきってからだ、那波」

　敢あえて孫堅を背かせて、黄祖の位置を特定する、という禁じ手もあることはある。「北ほく斗と五ご丈じよう」を使って時間を巻き戻し、黄祖を捕とらえればいい。だが、それでは孫堅の命をまたしても犠ぎ牲せいにしてしまうし、雇やとわれ英傑の黄祖以上の問題は孫策と孫権だ。あの二人を奪回できない限り、孫堅は袁術を裏切れない──皇帝袁術が独裁している軍団ならまだ説得できる可能性はあったが、社畜幹部どもが実権を握にぎっているのでは、それも無理だ。だいいち、あいつらのやり方が許せねえ！　真世界を身勝手な理由で荒あらし回りやがって……真世界の民を無意味に苦しめやがって……妹愛の深い孫堅を、文字通り猟犬のように酷こく使ししやがって……誰が責任者なんだよ！　責任を負えよ……！　いいぜ。そっちが組織の論理で来るってんなら……俺が──俺が、てめえらに責任を──取らせてやる！　徐州の民たちから「どうか」「徐州を」「真世界を、お救いください」と懇こん願がんされている、この二代目劉備玄徳がな！　初代劉備玄徳には及およばずとも、真世界に生きる人たちをリスペクトしねえ奴やつらは捨ておかねえ！

「ブルルッ……寒いぜえ、えっぐしゅ、えっぐしゅ！　相棒。どうやら檀だん渓けいで風か邪ぜひいたらしい。おいら、脚あしがふらついてダメだ～。馬だって風邪ひくんだよ～」

「な、なんだって？　しょうがないなあ、的盧。それじゃ義勇兵から借りた『普ふ通つうの馬』に乗って行ってくる！　ま、戦わないから、問題ない！」

　的盧、アウト。いきなり前ぜん途とに暗雲が漂ただよってきたが、俺は今、怒おこっている。構うものか！

「城門、開けええええっ！　和睦の使者・劉備玄徳が、交渉に行くぜえええ！　総大将の張勲とかいう社畜野や郎ろう、出てこいっ！」

「あ、兄者。和わ睦ぼくは無理だ。私が隠しているものを手に入れない限り、袁術王朝の幹部たちは決して退かない──！」

　俺が城門を飛び出すと同時に、ヒルデガルドが赤せき兎と馬ばを駆って、追いかけてきた。

　ヒルデガルドの隣となりには、小さな驢ろ馬ばに乗ったヤマアラシスタイルの小こ柄がらな英傑・陳ちん宮きゆうが。

「ヒルデガルド。袁術と劉備の合戦を呂布が和睦させたイベントを知っているだろう？　呂布が遠えん距きよ離りから、地面に刺さした戟ほこに矢を当てるんだ。当たれば和睦、外せば合戦。袁術軍は、まさか当てられまい、とこの提案を受けてしまう。そして人中の英傑・呂布は見事に矢を当てる。あのイベントを発生させれば、きっと」

「はーっはっはっは！　どうですか諸君！　俺のプレゼン通りの展開になったようですねーっ！　和睦は断るううう！　呂布の矢によるご神しん託たくとか、われら袁帝グループには関係ありませんっ！　徐州を明け渡して、例のものをよこしなさい、呂布よ！　さすれば、小しよう沛はい一城を安あん堵どし、袁帝グループの子会社として存続を許可してやりましょうっ！　すぐさま曹操と戦うのです！　『忖そん度たく改かい竄ざん』！」

　煌きらびやかな甲かつ冑ちゆうで身を固めた張勲大将軍が、卍まんじのポーズを決めて高笑いしながら俺とヒルデガルドの前に馬を寄せてきた。袁帝グループの習慣でステータスウィンドウは閉じているが、放たれている「気」は弱い。なぜ大将軍になれたのかわからないレベルのパラメーターの持ち主だろう。レア度は二つ星か三つ星。こいつをここでヒルデガルドが射殺しても、続々と社畜幹部が入れ替かわり立ち替わり湧わいてきて大将軍位を継つぐだけだ。袁術軍が動どう揺ようすることもない。カリスマによって成立している組織は、カリスマを倒せば終わりだ。董とう卓たくがそうだった。しかし、こいつらは違う……！

「どうする呂布ゥ？　戦うというのならば、よろしい、一心不乱の大戦争をやろうではありませんかーっ！　こちらには孫堅、周瑜、そして趙ちよう雲うんが揃そろっているぅ！　張飛を欠いた諸君に勝ち目はありますかあ～？」

「あ、兄者。『真世界乗っ取り』の野心に憑つかれている彼らを相手に交渉は無む駄だだ」

「真世界乗っ取り？」

「そうですとも劉備玄徳。むろんわれらの最終目的は、異世界へ帰き還かんし、袁術皇帝陛下を旗頭に袁帝グループ主流派となることです。だが、そのためにはまず、真世界の覇は者しやにならねばなりませんっ！　われらに敵対する袁えん紹しよう派も曹操も呂布も邪じや魔まですが、ま、異世界人とは交渉が可能ですからねえ。家臣にすればよいのですから。絶対に消さねばならぬもの、なによりも邪魔なものは──真世界の──皇帝なんですよ！　董卓が殺し損ねた幼帝です！　皇帝は一人で十分です、一人でなければなりませーん！　袁術陛下ただお一人が、真世界の皇帝なのでーすっ！」

　なんだって？　皇帝を……天子ちゃんさまを……始末する……つもりなのかっ？　お前ら、そんなことをして許されると思っているのかっ？　天子殺しが、真世界で生きていけるとでも？　無責任システムはこれほどまでに、人間を……！

「むろん、袁術皇帝陛下といえども、われらを裏切り勝手な真似をなされるようならば、その時は──わかりますね、劉備玄徳？　皇帝陛下には実権はなーいのです！　無断で袁紹に降こう伏ふくだの帝てい位い譲じよう渡となどをされては困るのです！　要は、皇帝など誰だれでもいいのですよっ！　われらが真世界の覇者になれば、袁帝グループの派は閥ばつ抗こう争そうにおける勝利は確定するわけですからっ！」

　こいつら……！　デスゲームの恐きよう怖ふから、理性も道義心も失ったか！　そのための無責任システムなのか。システムが先か、道義心の放ほう棄きが先か？　いずれにしても──！

「兄者、和睦などできない。わ、わかったろう。これまでだ、張勲！　や、野戦で決着をつける……一いち撃げき必殺の、わが五ご原げん兵へいと匈きよう奴ど兵による騎き馬ば隊の突とつ進しん力で……！」

「ははははは！　呂布よ。騎馬隊ですかあ？　今さら、そんなものを自由に使わせると思っているのですか？　脳筋英傑はこれだから困りますねえ！　先程あなたは、威信数値を水増しするわが固有スキル『忖度改竄』を浴びています！　あなたは一騎打ちに勝つごとに威信が１上昇するのですよ！」

　張ちよう遼りよう。於お夫ふ羅ら。八はち健けん将しようと、五原兵、そして匈奴兵。

　呂布に呼応するかのように、呂布に忠誠を誓ちかう騎馬軍団が、一気に城門から突とつ撃げきしてきた。もう、止められない！　「最高責任者」すらいない組織を相手に、交渉など無理だ！

「……兄者。ち、陳宮を兄者に託たくす。真世界の未来は、陳宮にかかっている。どうか、守り抜ぬいてほしい」

　陳宮を？

「……頼たのむのだ、劉備玄徳。これまでこの陳宮を守り続けてくれた呂布を……し、死なせないでほしい、のだ……」

　もしかして？　この口調は……この語ご尾びは……この小柄な身体からだ……もしかして、袁術？　魚魚とと子こちゃん？　魚魚子ちゃんなのか？　そうか。ヒルデガルドは、あの洛らく陽ようで皇帝に即位してしまった袁術を匿かくまって、袁帝グループを敵に回し、戦い続けてきたのか!?

　呂布率いる騎馬隊と、孫ファミリーとがついに激げき突とつする、そのはずが。

　そうは、ならなかった……！

　水だった。

　突とつ然ぜんの、豪ごう雨う。

　孫堅の古こ錠てい刀とうが、雨を降らせている！

　そして──川の堤てい防ぼうが、決けつ壊かい──！　これは、水を縦横に操る周瑜の固有スキルだ！　下邳城の周辺は、四方ことごとく平地！　山がない！　そして、多少の距きよ離りはあるが、川に近接している──下邳は水に弱い！　「水みず攻ぜめ」だ！　下邳城を水すい没ぼつさせるつもりだ！

　張勲め！　社畜幹部どもめ……！　よくも、こんな真似を孫堅と周瑜にやらせやがったな……！　異世界人と真世界人が共存できる世界を、二人は夢に見ていたはずだ。だからこそ！　孫堅は自分の死亡イベントから逃にげることなく、洛陽を救ったんだ、古錠刀で！　周瑜だって、「記き憶おく」の中で、見果てぬ夢を語っていた。それなのに……それなのに！

「こ、これはっ……！　この濁だく流りゆうは！　ご主君！　馬の脚では、とても……！」

「……騎馬隊の脚を、機動力を、完全に封ふうじられた……野戦を継けい続ぞくすれば……俺たちは全員、弩どの的に……」

　袁術軍が放った矢と弩が、豪雨とともに降り注いできた。まずい。一方的にやられる！

「……あ、兄者。陳宮と張遼たちとともに、城内へ撤退を……せ、赤兎ならば、い、行ける。ど、どれほどの激流を前にしても、赤兎の脚は、止まらない……！　ちょ、張勲たち社畜幹部を、私が……全員、き、斬きり捨てる……！」

「無茶言うな、ヒルデガルドおおおおっ！　いくらお前が強くても！　不可能だっ！　赤兎の機動力も大おお幅はばに落ちている、この濁流の中じゃ天を飛ぶこともできない！」

「……こ、これでいい。これが呂布奉ほう先せんの運命。陳宮を託した。私が倒れたら、徐州牧ぼくは、兄者が……」

　ご主君、ご武運を！　と叫さけびながら、張遼が俺を担ぎ上げて、濁流の中を強引に下邳城へと舞まい戻った。陳宮が乗った驢ろ馬ばは、於夫羅が腕わん力りよく任せに引っ張っていく。さらには、水攻めを受けた周辺の農民たちが続々と下邳の城内へと逃げ込んできた。意外にも、五原兵たちが彼らを誘ゆう導どうしている。

　すべて、ヒルデガルドがあらかじめ「命令」していた通りの手順なのだろう。ヒルデガルドは、呂布の「運命」に自分が吞のみ込まれることを──「敗北」を予感していたのだろう。俺にはもはや、なすすべがない。ヒルデガルドを、戦場へと置き捨てて帰還してしまった……！　ヒルデガルドとはまだ、兄妹の絆きずなを結んでいない。北斗五丈は、使えない！　赤兎馬、頼む。ヒルデガルドを死なせないでくれ。少しでいい、時間を俺にくれ。俺は、どうにかしてヒルデガルドを救う策をひねり出す！　なにかあるはずだ、なにかが……！

「張遼！　俺をもういちど、政庁の高台に！　ヒルデガルドを救う手を考える！　那波と雪乃ならば、なにか知ち恵えを出してくれるかもしれない！」

「だがご主君を見よ、劉備玄徳。次々に一いつ騎き打うちで敵兵を薙なぎ倒たおしている。あるいは張勲を倒せるかも」

「ダメだ張遼！　張ちよう勲くんのスキル効果のために、ヒルデガルドの威い信しんが上がり続けている！　このペースで敵兵を倒し続けていけば、ヒルデガルドの威信は、まもなくカンストする！　そして！　大将軍の張勲をたとえ討っても、ヒドラのような多頭体制を持つ袁術軍は崩ほう壊かいしない！　水攻めを受けている下邳は、まもなく落城する！」

　高台に、舞い戻もどった。那波と雪乃が、ずぶ濡ぬれになった俺を抱だき起こす。

「アニキっ！　だ、だいじょうぶっ？　何本か、矢が刺さってるよっ!?」

「すぐに手当します！　赤兎がもう一頭いてくれれば、関羽として呂布と共きよう闘とうできますのに……あの濁流の中を進める馬は赤兎しかおりません……」

　痛みを感じている余よ裕ゆうはない。今の俺は、アドレナリン全開となっている。俺は「演義」の中で呂布が辿たどったルートと、ヒルデガルドが今陥おちいっているルートを頭の中で比ひ較かくしていた。





演義ルート：①呂布が徐州の劉備のもとに転がり込む→②劉備と袁術が戦っている隙すきに、徐州を奪うばう→③劉備が呂布に降伏する→④劉備が袁術に攻せめられるが、呂布が戟を矢で撃うち抜いて仲裁する→⑤呂布が再び劉備を裏切って攻こう撃げきし、劉備は曹操のもとへ逃げる→⑥曹操と劉備が水攻めで下邳を包囲し、呂布を捕とらえる→⑦曹操は呂布を登用しようとしたが、劉備の勧すすめで、曹操が呂布を斬る




ヒルデガルドの現在のルート：①ヒルデガルドが徐州の俺のもとに転がり込む→②俺と袁術軍が戦っている間に、俺の威信カンストを防ぐべくヒルデガルドが徐州を奪う→③俺が徐州牧となったヒルデガルドのもとに帰る→④袁術軍が再び徐州を攻撃。水攻めの策によって下邳に追い詰つめられる






　早まっている。「下邳の水攻め」は、二度呂布に裏切られた劉備と組んだ曹操が実行するはずだった。しかし、ヒルデガルドが再び俺を裏切る理由などなく、ヒルデガルドの破は滅めつイベントはそれだけ実現性が低いはずだった。

　だが現実には、「演義」とは異なる経けい緯いの果てに、今俺たちの目の前で袁術軍が「下邳の水攻め」を行っている！　ならば、次に発生するイベントは──ヒルデガルドの敗北、そして斬ざん首しゆだ！

　イベント発生のための「人」要素は揃っていない。曹操が戦場にいないのだから。だが、「天」要素と「地」要素が揃ったのだ。どうしてこうなった？

　……俺が……俺が舞子を……孫堅を生かして、孫堅の運命をねじ曲げたことが……巡めぐり巡って、袁術軍の想定外の大膨ぼう張ちように……袁術軍は本来、孫堅を荊けい州で失って、一時的に弱体化するはずだったのだ。周瑜を召しよう喚かんしたのも、俺だ……！　その周瑜が魯粛と出会ったことで、袁術軍最大の問題である兵ひよう糧ろう不足も、解決してしまった……！　なにもかも、ヒルデガルドの破滅へと向かっているかのような……！　俺が歴史を変えたために、ヒルデガルドが……！

（舞子とヒルデガルドを両方救うことはできないのか？　しかし、俺はすでに下邳城内に戻ってしまっている！　両軍は戦せん闘とう中だ。孫堅の妹枠わくをいったん解除する方法はない！）

　待てよ？　そうだ。このまま下邳が落城すれば、俺たちは全員捕らえられる。そうなったら、那波も殺されてしまう！　「道どう栄えい即そく斬ざん」スキルは、まだ有効なままだ……！

「那波！　下邳はもう保たない！　捕らえられれば、その瞬しゆん間かんにお前は斬られる！　たとえ捕とり手が孫堅でも周瑜でも、『道栄即斬』スキルの発動を止めることはできない！」

「……アニキ……ごめんね……なにか、方法は……あたしってバカだから、なにも思いつかなくて……ごめん……」

「考えるのは俺の仕事だ！　もう少しだけ保ってくれ、ヒルデガルド！」

　ところが。

　城門を破られた！　と兵士たちが叫んでいた。ヒルデガルドが戦っている方角とは真逆。裏側の城門から、袁術軍の兵士たちが突とつ入にゆうしてきたのだ。「船」に乗って。周瑜は三国志世界最強の水軍都と督とくだ。「水攻め」を計画すると同時に「船」を調達し、水軍を編制していたのだ。勝てない……！　これは、勝てない……！　「水」を用いることのできる戦場においては、周瑜と孫堅のコンビネーションは、強すぎる！　せめて川を利用できない立地だったら。だが、そもそも下邳が水に弱いことは「演義」でも証明済みなのだ。俺の手て抜ぬかりだった……！

「この関羽雲うん長ちようにお任せください、兄さん、ななちゃん！　決してななちゃんのもとに敵兵が辿り着かぬよう、食い止めます！」

「張遼もいる、劉備玄徳。憧あこがれの関羽雲長とともに死線で戦える、これほど熱く燃える機会は生しよう涯がいにない！　ご主君を救出する方法は劉備玄徳に託す、どうか頼む！」

　いやちょっと待て、と太一が口を開いていた。お前、関かん張ちよう飯はん店てんに逃げ込んでたんじゃなかったのか？　あ、そうか。水が城内にも侵しん入にゆうしてきたから、高台に？

「雪乃ちゃん？　俺の固有スキルは泥どろ棒ぼうスキルだぜ？　さくっと印いん綬じゆを盗ぬすんできてやるよ。宝物庫は半分水没してるが、十分もあればお茶の子だ。呂布の威信がカンストする前に、俺が徐州牧に返り咲ざき。それで呂布の死亡イベントは回かい避ひだ！　まあ、すぐさま印綬は秀一に渡わたすけどなっ！　袁帝グループから狙ねらわれ続ける徐州牧なんて冗じよう談だんじゃないねっ！」

「いいアイデアだが、太一。時間的に厳しいし、ヒルデガルドを裏切ることになる。兄が妹を裏切ることに。それにもしもカンストが先になればヒルデガルドは消滅する！　たとえ間に合ったとしても、ここで劉備が呂布に反旗を翻ひるがえせば、確実にヒルデガルドの『死亡』フラグ成立となる！　だから、もうこれ以上の先はないという土ど壇たん場ばまで、その策は採用できない」

「えー？　俺が勝手にやったことにすりゃーいいじゃねえかよー！　まったく、兄貴道ってのは厄やつ介かいな戒かい律りつだぜ！　んじゃ、どうやって呂布の威信を下げるんだ？」

　ステータスウィンドウを広げて、隠しコマンドを探した。見つけた！　ヒルデガルドに反旗を翻さずに威信を下げる方法はあった！

「兄さん！　兄さんとななちゃんと私が！　『下野』すればいいんですね！」

「あーっ！　こんなコマンドがあったんだね、ゆきのんっ！　張遼たちも下野して、下野っ！　家臣一人が下野すればマイナス１だからあ、八健将全員が『下野』すればマイナス８じゃん！　あたしたちと合わせて10以上ダウンだよ！　さらに孫乾、糜竺、簡雍姉さん、陳宮たちも下野っ！」

　不幸中の幸い。今、この政庁の高台に主要な徐州の家臣団はほぼ揃そろっている。激流を避さけるためだったが──。

「早く早く！　呂布がどんどん一騎打ちで敵を倒してる！　急がないとカンストしちゃうよっ！」

「了りよう解かいだ、劉備玄徳。まず俺が下野しよう。正史英えい傑けつの俺は威信数値カウントの対象外だが、一蓮托生だ。お前に従おう」

　於夫羅がまっ先に決断し、俺たちも八健将たちもいっせいに自分のステータスウィンドウを開いて「下野」コマンドを押した。ヒルデガルドの威信数値をここから確認する方法はないが、これで１００に到とう達たつするまでの時間を稼かせぐことはできた。

「劉備玄徳。八健将全員が、下野コマンドを押し終えた。ただ、ご主君が家臣団の大量離り脱だつを知れば、裏切られたと誤解される可能性が。私は最後まで呂布奉先の家臣として交こう渉しよう役を務めたかったが、これが最善手だ」

　於夫羅の決断にうながされて、張遼たちヒルデガルドの家臣は全員、下野して在野武将に。これで──。

「ご主人さま！　張遼から聞いた呂布の開戦前の威信数値と呂布が一騎打ちで倒した武将の数をもとに、糜竺ちゃんが計算してみました！　現在の呂布の威信数値は、推定98です！　やりましたね、ぎりぎり間に合いましたっ！」

　あ、危なかった！　張遼も糜竺同様、きちんとカウントしていたのだ。だが、今はヒルデガルドの猛もう威いを前に恐おそれをなした封神英傑たちが逃げ散っているから威信の上じよう昇しようは止まっているが、時間が経てば戦闘が再開され、再びカンストしてしまう！　それほどに今のヒルデガルドは、鬼き神しんの如ごとき強さを解き放っている。ただ一人で。赤兎馬とともに、張勲を目指して袁術軍の大軍の中を駆かけ続けている。もう、全身は傷だらけだった。戻って来てくれ、もう戦わなくていい、ヒルデガルド。俺は何度も叫んだ。だが、彼女は戻らない。討ち死にするまで戦い続けるつもりなんだ。たった一人で。

「……け、邢けい道どう栄えいを……き、斬らせはしない……わ、わが、妹を……兄者の、妹を……」

　そう叫さけびながら、方ほう天てん画が戟げきを薙ぎ払はらい、濁だく流りゆうの中を進み続ける。遠ざかっていく……！

「兄さん！　敵兵がいよいよ政庁になだれ込んできました！　行ってきます、戦います！　ななちゃんをお願いします！」

「この張遼も、ともに戦います！」

　張遼はどのような事態に陥っても冷静だな。とりわけ、水害に直面しても動どう揺ようしないどころか、矢や継つぎ早ばやに事態に対処している。やっぱり、防衛大学生？　とにかく、普ふ通つうの女子大生ではないことは間ま違ちがいない。

　だが、袁術軍には、そう──呂布と赤兎馬の進しん撃げきを止められる英傑が、いたのだ。

「私自身が戦って勝つしかない。伯はく符ふと仲ちゆう謀ぼうを取り戻すために、私が……」と呂布と一騎打ちしようとしていた孫堅を「きみには馬がない、不可能だ」と押しとどめた、三国志最強の一角に君臨するその封神英傑が──。

　両目を閉じて、自らの視覚を封ふうじている、あの英傑が──。

　高台から、俺は見た。その絶望的な光景を。

　ドロップしていたのは、涯がい角かく槍そうだけじゃなかったのか。

　そうだ。もうひとつの宝貝パオペエ、名馬「白はく龍りゆう駒く」を、すでに彼女はドロップして入手していたのだ。この濁流の中でも走ることのできる、究極の白馬を──！

「……この趙雲子し龍りゆう、呂布奉先との一騎打ちを所望する。私はきみに勝てないだろう、呂布。ここできみに討たれて、死ぬだろう。でもこれで、きみの威い信しんカンストは延長できそうだ。時間を稼ごう、劉備くんが対処策を施ほどこせるまでね──私は死ぬが、きみも大ダメージを追う。この戦、勝つのは袁術軍だ。孫策と孫権も、戻もどってくるだろう。孫堅と周瑜への恩を返せる。私は異世界では、誰だれの役にも立てなかった。とてもとても、哀かなしかったんだ。自分に絶望していたんだ。せめて最後に、人の役に立ちたかった。趙雲子龍のように、なりたかった。その願いは、この真世界で、叶かなった。死ぬには、いい日だよ」

　やめろ。やめろ。やめろ。今のヒルデガルドの前に、出るな……！

　殺される。殺される。死んでしまう……！

　お互たがいの必殺の宝貝で……涯角槍と方天画戟で打ち合うなんて、やめろおおおおおっ！

「ちょ……趙雲子龍うううううううううううううううううううっ！」

「──ごめんね、劉備くん。趙雲子龍は、主君を裏切れない。きみに、仕えたかったな」

　手負いのヒルデガルドは今、理性をほとんど捨てている。野性の猛もう獣じゆうと化している。おそらくは、傭よう兵へい時代の彼女に戻っている。それに！　たとえ呂布に封ほう神しんされたヒルデガルドといえども、宝貝を手にした趙雲子龍を前に、手加減などは不可能だ！　ヒルデガルドが趙雲を倒たおせば威信カンストリーチ！　いや、このままでは！　お互いに……二人とも、死んでしまう可能性が……大だ……！

「……じゃ……邪じや魔まを……するな……！　立ちはだかるというのならば、お、押し通るっ……！」

「──それじゃあ、行くよ。手加減はできそうにないね。封ふう印いんしてきた固有スキルを、解放させてもらう」

　やめろおおおおおおおおおおっ！　二人とも……やめてくれえええええっ！

　どうする？　どうする？

　どうすれば、二人の一いつ騎き打うちを、止められるっ!?

「太一！　最後の手段だ！　印綬を盗んでくれっ！　カンストリーチは阻そ止しするっ！」

「おーし！　やってみるが、もう短時間じゃあ無理だ！　なにせ、大量の敵兵が政庁に突入しちまってる！　雪乃ちゃんたちに敵兵を蹴け散ちらしてもらわねえと、宝物庫に辿たどり着けないぜ!?」

　な、なんだって？　しまった！　間に合わない。間に合わない。間に合わない。二人に戦わせ続ければどちらか一人、あるいは二人が、死ぬ……！　北斗五丈は使えない！　どうすればいい？　どうすれば？

　ヒルデガルドと趙雲のもとへ、俺自身が向かうしかない！　辿り着くしかない！　的盧が風か邪ぜをひいて動けないというのならば──！

「あ、アニキッ？　なにやって……待って、待ってってば！」

「兄さんっ？　ダメです、危険です！　水の勢いが退くまでは……流されてしまいます……！」

「いやっ、できる！　できるはずだ！　初代劉備玄徳から受け継ついだ『気』は伊だ達てじゃない！　俺自身が激流の中に飛び込んで、二人のもとまで泳ぎ切ってみせる！　二人を止める！　雪乃！　張遼！　那波と陳宮を頼たのむぞ！」

　俺は、高台からジャンプして、そのまま城外の濁流へと飛び降りていた。ヒルデガルドと趙雲は、互いの馬に乗りながら一騎打ちを開始していた。二頭の馬もまた半ば水に浸つかっているが、赤兎馬も白龍駒も「宝貝」だ。激流をものともせずに、背中に乗せた互いの主人を支え合っている。

　だ、だが、想定以上だった。たとえ封神英傑といえども、この濁流は……！

　うっ……す、凄すさまじい水圧だ……！

　しかし！　泳ぎ切るしかない！　趙雲はここで討ち死にするつもりだ！　ただ、孫堅と周瑜に恩義を返すためだけではない！　時間を稼いで俺にヒルデガルドのカンストを阻止させるためだけでもない！　死に場所を求めて、ヒルデガルドの前へ出てきたんだ！　彼女がなにに絶望しているのか、俺には知る猶ゆう予よはない。だが、理を尽つくして説得する……！

　頼む！　間に合ってくれ……保もってくれ、俺の身体からだ……！　初代劉備玄徳。俺を支えてくれ……！

「……ゆ……行くぞ……『闘気』は満ちた……！　方天画戟……！」

「これは、防ぎきれそうにないな──だが、まだだ。まだ時間を稼ぎきれていない。封印していた固有スキル──『子し龍りゆう一いつ身しん都すべて是これ膽たん也なり』を使わせてもらおう。これは強力なデバフスキルだ。きみが使用している封神英傑のスキル効果を、すべてキャンセルする……！」

　趙雲が、目を開いた!?　光が。趙雲の両目から、あの白い光が。ヒルデガルドの身体を、方天画戟ごと貫つらぬいていた。

　しかし。しかし。しかし──なにも起こらない!?

「……わ、私の固有スキル『国士無双』は……スタートダッシュ専用のスキル……瞬しゆん時じに宝貝と自らの丹たん田でんを連結ペアリングさせるスキルだ……すでに、私はこの流る浪ろうの連戦の中で、戦せん闘とう経験値を積み上げて自らレベルマに到達した。『国士無双』の効果をキャンセルされても、宝貝との連結は解除されない……」

　ああ。あああああ。ダメだ、趙雲が死ぬ！

　くそっ……待ってくれ……！　ヒルデガルド！　趙雲！　あと少しだ！　なんとかして叫んで、俺の声を二人のもとに……うっぷ。この濁流が邪魔で……かっ、顔を浮ふ上じようさせなければ……！　ダメだ。で、できない？　うおおおおおおおっ！

「……ふふ。そうか。私ときみとは相性最悪だった、というわけか……趙雲子龍ともあろうものが、悔くやしいな……すまない、劉備くん。ならば、わが渾こん身しんの槍の一いち撃げきをもって──涯角槍で、呂布奉先。きみと刺さし違ちがえよう。水に脚あしを取られている赤兎馬は、宙を飛べない。わずかながらに、相討ちに持ち込むチャンスはある──！　むろん、両者の武力には差がある。わずか２だが、されど２。決定的な差だ。私は死ぬだろうが、きみは負傷するだけだ。それに張勲くんのスキル効果は封じたから、きみの威信は上昇しない……」

「チャンスなど、な、ない。ここで退けば、まもなく下邳は落城する。故に私は、ちょ、張勲を斬きるまでは、止まらぬ……私の威信など、もはや、どうでもよい。すでに、兄者にすべてを託たくした……！　ゆ、行け、赤兎。方天画戟……！」

　ダメだ……ダメだ、ダメだ。こんなにも、水の勢いというものが強いだなんて。顔を浮上させるどころか、押し流されてしまう！

　だが、この時だった。

「……もしかして、劉備くん!?」

　俺が激流の中に飛び込んでもがいている姿に気づいた孫堅が、慌あわてて雨を止めてくれた。あんな遠えん距きよ離りから、よくぞ気づいてくれた。

　水の勢いが、弱まった！

　九死に一生……！

　ぷはっ！　顔を、浮上させた！　俺は、あらん限りの力を籠こめて、叫んでいた。

「待てええええええっ！　ヒルデガルド、やめろおおおっ！　趙雲もだああああっ！　袁帝グループの派は閥ばつ争いのためにお前たちが命を奪うばい合う必要なんて、ない！　孫堅は黄祖に監かん視しされ、孫策と孫権を人質に取られている！　だから、張勲たちのために猟りよう犬けんとして戦わされているだけなんだ！　孫堅を縛しばっている『条件』を解放すれば──黄祖を発見して捕とらえ、孫策と孫権を救出すれば、それで済む話なんだ！　そのためにヒルデガルドと趙雲が手を携たずさえて共きよう闘とうしてくれれば、この事態を打開できるはずだ──！」

「……あ、兄者……？」

「劉備くん？　この激流の中を、きみは、泳いで……」

　二人の「闘気」が、瞬時に消えていくのが、わかった。

　止められた……！

　ヒルデガルドと趙雲の一騎打ちを、止められた……！

　だが。

　事態は、最悪の方向に──！

　そんな。

　どうしてだ。どうして、こんな展開になる!?

「呂布奉先が『闘気』を喪そう失しつしましたよおおお！　新朝ちよう廷てい幹部の皆みなさ～ん！　猛もう虎こを鎖くさりで縛り付ける絶好の機会ですよおおお！　これぞ人間の知ち恵えですよ知恵！　俺のプレゼン通りにやってくださーいっ！　そうそう趙雲、邪魔したら黄祖が背後から孫堅を撃うちますからねーっ！」

　張勲は、孫堅も趙雲も呂布を倒せないと踏ふんでいたのか。はじめから、一騎打ちで決着をつけるつもりなどなかったのだ。敵てき陣じん深くまで入り込んできたヒルデガルドが一いつ瞬しゆん「気」を涸からしたその瞬しゆん間かんを狙ねらって、大がかりな罠わなを仕し掛かけていたのだ──ヒルデガルドの身体に、四方八方から巨きよ大だいな鉄の鎖が投とう擲てきされ、絡からみつき、身体の自由を完全に奪っていた。

　赤兎馬さえ、飛ぶことができれば。だが、まだ水は完全には退いていない。赤兎馬は──飛べなかった。

「ヒルデガルドおおおおおおっ!?」

「あ、兄者……じゃ……邪魔を……するなあああああっ！　張勲……！」

「……最初から、計略で呂布を捕らえるつもり……だったのか……私は、張勲に利用されていただけだったのか……子供、だったな……呂布、劉備くん、すまない……」

　趙雲も、「黄祖」の名を出されては、抵てい抗こうできなかった。

「なんという卑ひ劣れつな真似を！　張勲大将軍！　私を撃つなら撃てばいい！」

　孫堅が必死に張勲へ向けて抗こう議ぎする。が、張勲は「まあちょっとせこい真似を積み重ねていますが、すべては多数決で決議したことなんですよ、俺一人の責任じゃあありません……！　ほ～ら、下邳城は落城しましたよ！　袁術新王朝軍の大勝利ですっ……！」とどこ吹ふく風。

　水みず攻ぜめを受けた下邳は落城し、そしてヒルデガルドは捕らわれてしまった！

　これ以上はないというほどに最悪の展開だ！　どうすればいい？　はっ？　そうだ、那波は？　那波は無事なのか？　「道栄即斬」スキルが発動してしまったら、那波は……！

「劉備玄徳！　きみも呂布の家来なのだったね？　者ども！　劉備を捕ほ縛ばくしてくださーい！」

　ちょ、張勲……！　ちくしょう……ちくしょおおおおおおっ！　一いつ騎き当とう千せんの封神英傑の力を与あたえられていても、企き業ぎようの、組織の力には敵わないというのか……！

　いや、諦あきらめるな！　ここで俺が折れたら、みんなが……切り抜ぬけろ！　宝貝はなにも使えないが、俺にはまだ命がある！　そして──舌が！　武器は、舌だ！

「待った、張勲！　俺は呂布の家臣じゃない！　張遼を除くすべての家臣が、下邳落城は決まったと悟さとって、呂布から離り反はん！　いっせいに下野したんだ！　下邳が落城したのも、そのためだ！　つまり今の俺たちは、袁術軍に心を寄せ、協力した在野の浪ろう人にん英えい傑けつ集団だ！　全員揃そろって袁術軍に降こう伏ふく投降するために、俺は在野英えい傑けつ代表として泳いで来たんだーっ！　下野して降伏した英傑たちを斬るのかっ、捕らえるのかっ？　そんな真似をすれば、今後、袁術新王朝に仕官する英傑はいなくなるぞっ!?」

　無理矢理な屁へ理り屈くつを、俺は大声で唱え続けた。無数の敵兵に包囲されながらも、張勲を睨にらみ続けて、喉のどが嗄かれてもなお叫さけび続けた。張勲は「はあ？　なにを言っているんですか、見苦しい命いのち乞ごいもあったものですねえ？」と眉まゆをひそめている。

　だ、ダメだ、効果がない!?

　おかしいぞ。封神英傑には無効だが、真世界の民すなわち一いつ般ぱん兵士たちに対しては俺の──劉備玄徳の固有スキル「俠きよう絶ぜつ大だい徳とく」が有効なはずではないか？　このスキルは常に自動的に有効化されているのだから、俺がひとたび大おお風ぶ呂ろ敷しきを広げた演説を開始すれば、初代劉備玄徳の如ごとく、真世界の民に慕したわれるはずだ！

　あっ、そうだ。たしか──許きよ劭しようから教えられていた。「フハハハハ！」と高笑いすれば、「俠絶大徳」のスキル効果は飛ひ躍やく的に高まるのだった！

　俺の中二病兄貴キャラは、那波のメンタルが崩ほう壊かいしたあの日以来、封印していたが──やはり、俺が中二病を演じるのは歴史の必然だったのだーっ！

　妹たちを！　仲間を！　そして真世界を救うために！

「まだわからんのかーっ！　者ども！　袁術軍の名もなき兵士たちよ！　この漢かんの左将軍にして劉りゆう皇こう叔しゆくこと劉備玄徳が、貴様らの怪あやしげな覇は業ぎように大義を与え、あまつさえ将軍として手を貸してやろうと言っているのだ！　真世界統一のためにな！　わが妹の、関羽も！　呂布も！　一騎当千の封神英傑たちがみな、こぞってお前たちの仲間になる、と言っているのだ！　おめでとう、諸君は勝ち確だ！　真世界は救われた！　歓かん喜きの涙なみだを流すがよいぞ、ファ～ッハハハハハハ～ッ！」

　張勲が「負け組が、なにを厚かましいことを」となおも俺さまの「降伏演説」に抵抗するが、もう遅おそい！　すでに袁術軍の兵士たちの心は摑つかんだ！

「「「なんとおおお！　あの劉皇叔が、俺たちのお味方に！　真世界の『正統』はわれらにあり！　これでもう、偽にせ皇こう帝ていに仕えていていいのかという不安は消え失せました！　ありがとうございます、ありがとうございます！」」」

　数千、いや、数万の兵士諸君が、「劉皇叔！　劉皇叔！」と熱ねつ狂きようしはじめた。みんな、こんなインチキ王朝に徴ちよう兵へいされて不安だったのだな。

　どうだ張勲、そして社畜幹部ども！　貴様らは真世界を簒さん奪だつしてやると息巻いているが、しょせん、数の上では少数派にすぎない！　これほどの軍勢の熱狂を、貴様らの弁舌ではどうにもできまい！　彼らに俺を捕らえろと命じれば、軍勢そのものが反乱軍と化すのだぞ！　真世界の民たちを甘く見たな、フハハハハハ！

　そうだとも。劉備玄徳の力は！　真世界に生きる幾いく多たの人民の力だ！

「う。うぐぐ。わ、わかりましたよ。りゅ、劉備玄徳くん。きみたちの仕官を、み、認めようではありませんか……か、下邳の関羽たちの仕官も……で、ですが、りょ、呂布についてだけは、下邳の政庁でどう処理するか協議の上で決定しますよ？　捜さがし物も見つかっていませんしね……呂布の身み柄がらよりも、彼女が隠かくしている捜し物が重要なのです。そ、それでいいですね？」

「よかろう、張勲！　ただし！　ヒルデガルドもわが妹だ、拷ごう問もんや斬ざん首しゆなどすれば俺たちは黙だまっていないぞ！　そこのところをよく考えてから協議するのだな、むろん俺も出席する！　袁術軍の兵士たちと、そして徐州の民を代表してな！　なにしろ俺さまは袁紹から袁帝グループ就職の内定をもらっている男だ、外様とは言わせんぞーっ！　フハハハハハ！」

　おおおおお、劉皇叔がわれらの意見を代弁してくださる！　と兵士たちはいよいよヒートアップ。実はバイトのお誘さそいを受けただけなのだが、張勲たちは知るまい。ここはとことんハッタリで行く！　噓うそはついていない！

　わが心と行動に一点の曇くもりなし……！　妹のためならば、すべてが「正義」だ！

「……ぐ、ぐぬぬ……このままでは、新王朝ナンバーツーの座をこやつに奪われてしまうのでは……で、ですが、われらは真世界ではよそ者。兵士たちに叛はん逆ぎやくされては……」

「おお……いまだ『気』が不安定で、目は開けないが……劉備くんの中二病キャラは見事なものだ。まるで、何年もイメージトレーニングを繰くり返してきたかのような」

　よしっ！　趙雲もだいぶ落ち着いてくれたし、那波もこれで「道栄即斬」発動を免まぬかれた！　さすがは初代劉備玄徳の力だ。演説するだけで、数万の敵を味方につけちまった。とんでもない人徳パワーだぜ……！　俺が長年にわたり中二病兄貴キャラを貫つらぬいてきたことも、幸いしたな。正気に戻もどったらメンタル崩壊しそうな黒歴史台詞ぜりふのオンパレードだったが、さすが俺さまだ、なんともないぜ！

　次は政庁での協議に口を挟はさんで、ヒルデガルドを解放させる！　むろん、ただそれだけでは終わらない。政庁の会議室はある意味、密室だ。仲間たちを動員して黄祖を捜しだし、同時に孫策と孫権を救出するチャンスだ！　それで、孫堅と孫ファミリーを張勲ども社畜幹部たちから解放できる！

　いいぞ。風向きが変わった……！　あと少しだ、ヒルデガルド。その鎖から解き放ってやるからな。俺たちがお前を裏切ったのではないことは、わかってくれただろう？　そうだ、あと少しだ……！

　だが、この時。戒いましめられていたヒルデガルドは、俺に向けてなぜか、哀かなしげな微び笑しようを。

　その微笑の意味が、この時の俺にはまだ、わからなかった──。

　まただ。また、俺は。同じ失敗を──。




　　　　※




　政庁の会議室。なにか重要なものを「隠している」ヒルデガルドはなお鎖くさりで戒められて囚とらわれの身だ。室内に「御み簾す」が下げられ、その御簾の奥に「皇こう帝てい」とその従者とおぼしき小こ柄がらな影かげがいくつか見える。そして、張勲たち社畜幹部一同が「協議を開き、捜し物の在り処を呂布に自白させる」とヒルデガルドの周囲を囲む。

　しかし、俺たち「徐州下野組」の封神英傑たちも、ずらりと並んで協議の席に同席している。孫ファミリーの三人──孫堅と周瑜と趙雲もだ。孫堅は、俺の義理の妹ということで強引に同席させた。これより一刻か、あるいは十分か。この時間で、すべてを片付ける！

「アニキ。よくハッタリだけで逆転したね。アニキが数万の敵に包囲された時、あたしたち、気が気でなかったよ～！　あとは呂布と孫堅を解放するだけだね！」

「……ななちゃんを守るために城内で戦い続けていましたが、乱戦状態だったために太一さんは印いん綬じゆを盗ぬすめませんでした。兄さん」

　那波は、斬きられてはいなかった。雪乃、張遼、於夫羅たちが那波をぎりぎりまで守り続けてくれたのだ。再会を喜び合う暇ひまもなく、張勲たちのヒルデガルドへの尋じん問もんがはじまった。「隠しているものを出せ、さもなくば」「断る」との押し問答。ヒルデガルドを斬首するなとは張勲に言いつけてあるが、連中はなにしろ無責任体制だ。あまり時間はない。事態は一刻を争う。

　俺はずぶ濡ぬれになってくしゃみしていた太一の隣となりに移動し、こっそりと囁ささやいた。

「……水はおおむね退いたし、戦せん闘とうも終わった。太一。今こそ、宝物庫から徐州牧の印綬を盗み取ってくれ。ヒルデガルドの威い信しんは推定98。捕とらわれている以上、もう戦闘はできないが、万が一に備えて独立君主から在野英傑へとヒルデガルドの身分を変へん更こうしておきたい──『捜し物』の在り処を自白しなければお前の威信を１００にする、そして印綬を奪うばい董卓のように消しよう滅めつさせる、と張勲がヒルデガルドを脅おどすだろうからな」

「オーケー。すぐに行ってくる。俺の固有スキル『泥どろ棒ぼう趣しゆ味み』は、泥棒する時だけブラッシュ並みの超ちよう高こう速そくで動けるという神スキルだぜ？　女の子のぱんつだって盗み放題だ、ほーらこの通り！　陶とう謙けんは曹操の父親を襲しゆう撃げきして宝物を泥棒した英傑だからなー。まあ、水や人混みといった障害物には弱いんだがよ。宝物庫までのルートがガラ空きの今なら、お茶の子だ！」

「あーっ!?　足下がすかすか……あたしのぱんつがあああっ？　太一なにすんのさっ!?」

「むむむ。私のぱんつも盗まれました！　最低です太一さん！　斬ってください兄さん！」

「今のは秀一に俺さまの神業スキルを披ひ露ろうするためのデモンストレーションさっ！　このお宝二枚は秀一にやるよ、わはははは！　というわけで、行ってくるっ！」

　こらっ、俺の手の中に那波と雪乃のぱんつを押しつけていくな！　とにかく、これでヒルデガルドが消滅する危機は回かい避ひできる！　次は孫堅だ！

　来た。来た来た来た。野毛のスナックで「人生に疲つかれた客たちからの聞き出しスキル」の奥義を極めた簡雍お姉さんが、俺のもとに到とう着ちやくした！

「いやあ、数万の敵に囲まれながらすげえ演説だったな。言葉の意味はよくわからないがとにかくすごい自信だった。袁術軍の兵士たちはみな、劉ちゃんの味方だぜ。簡単に口を割ってくれた。黄祖は今、似合わないロン毛のヅラを被かぶって女装して、ほら、あそこに潜ひそんでいる。張勲の背後だ。孫策と孫権の二人は、御簾の奥に『皇帝』の従者として留め置かれている。つまり三人とも、この会議室にいる。あとは劉ちゃん次第だ、頑がん張ばりな」

　よしっ！　黄祖、孫策、孫権の居場所はこれで確定だ！　会議室に一同を集めたのは、このためだった！　三人が分散していたら、対応は困難だったからな！　これで孫堅を──舞子を解放できるぞ！

　そして、黄祖の位置を特定したということは、孫堅の妹枠わくを一時的に移動させるべき時が来たということだ。

「……孫堅。さっきは雨を止めてくれてありがとうな。悪いが、俺と結んでいる義兄妹の絆きずなを一時的に貸し出してくれ。ヒルデガルドを俺の妹に登録する。万が一のための保険だ」

「妹枠を？　ふむ、なぜだ劉備くん？　と聞きたいところだが、なにも聞くまい。私は、きみの頼たのみならなんでも引き受けるぞ！　……わ、私は、きみの嫁よめ枠わくさえもらえればいい」

「ちょっと文ぶん台だい。りりり劉備玄徳と結けつ婚こんするだなんて、ふしだらだわ？　真世界はネトゲじゃないのよ、リアル結婚することになっちゃうのよ？」

「しーっ、しーっ！　結婚とか言いだすとまた関羽が荒あれるから！　しばらく妹枠さえ貸し出してくれればいいんだ、周瑜」

「あらそう。そういうことなら。返さなくていいわよ、文台の妹枠のひとつは私が埋うめるんだから。あと、あの時の話は絶対に文台には言わないでよ？　言ったら水みず攻ぜめにして溺でき死しさせるわよ？」

「わかったわかった。言わない言わない。二人だけの秘密な？」

「うん？　あの時の話とはなんだ、公こう瑾きん？　劉備くん、まさか男性不信ぎみの公瑾と逢あい引きを……！　英えい雄ゆう色を好むとは、まさにきみのことだな、はっはっは！　ぜひ、公瑾を更こう生せいしてくれないか？　二人揃そろってきみの嫁になってもいいぞ。大だい喬きよう小しよう喬きようとして！」

　違ちがう違う！　ヒルデガルドへの妹枠の移動は、むろん、万が一のための「北斗五丈」保険だ。太一のおかげで北斗五丈を使う危機は回避できそうだが、なにが起きるかわからんからな。

「えーい、さっさと吐はきなさい。吐いておしまいなさいーっ！　たとえ呂布奉先といえども、袁帝グループの技術の粋すいを尽つくして製造したこの鉄の鎖の戒めは解けませんよ！」

「……こ、断る……私には……真世界を守る義務がある……袁帝グループには、決して渡わたさぬ。たとえ首を刎はねられようとも」

　ヒルデガルドが頑がん強きように粘ねばるので、張勲たち社畜幹部どももヒートアップしてきた。

「まあまあ張勲よ。ここはこの劉備玄徳に任せてもらおう、フハハハハハ！　ヒルデガルドはわが妹！　俺が頼めば、必ず教えてくれる！」

「い、いいでしょう。ただし、鎖を解こうとしても無む駄だですよ、劉備くん。人間の腕わん力りよくでは決して外れませんからね、そいつは。雌し雄ゆう一対剣けんは抜ぬかないように。抜いたら謀む反ほんと見なしますからね？」

　よし！　ヒルデガルドのもとに接近成功！　このぎちぎちにヒルデガルドを縛しばり上げている鎖を外すのは無理だ。糜竺なら、縄なわ抜ぬけスキルで脱だつ出しゆつ可能なのだが……だが、俺の目的はヒルデガルドを俺の妹枠に登録することだ。鎖を外せずとも、問題ない。

「どれどれヒルデガルド。お前のステータスウィンドウを、この兄が確認しよう。所持アイテムの保管情報を調べてみるとしよう……ふむ。怪あやしいアイテムはなにも持っていないな。おい張勲。わが妹は、なにも隠していないぞ？」

「そんなはずはありませーんっ！　よく調べなさいっ！　きっとロックしているのです！」

　実はアイテム情報など見ていないのだがな。俺が見ているのは、義兄妹枠だけだ。よし。妹枠、登録終しゆう了りよう。これでヒルデガルドは正式に俺の義妹となった。「北斗五丈」の保険をかけた！　威信は１プラスで、ぎりぎり99のはず！

　これで、あとは太一が印綬を盗み出すのを待つばかりだ。そろそろゲットし終えている頃ころだな。印綬を太一が手にした瞬しゆん間かんに、ヒルデガルドの消滅危機は回避される。そこから俺さまの第二の大演説、大攻こう勢せいだ。俺に心を寄せる袁術軍の兵士たちと徐州の民の力を借りて、ヒルデガルドを解放させる──！　同時に、孫堅を自由に！　徐州から張勲たち社畜幹部を撤てつ退たいさせてやる！

　すべての流れがうまく行っている、この窮きゆう地ちを脱出するまではあと少しだ、と俺が確信を抱いだきかけたその時だった。

「……悪い秀一！　宝物庫にはもう、印綬はなかった……泥棒は空から振ぶりだ……！」

　高速で舞まい戻って来た太一が、想定外の「結果」を俺に報告してきた。

　なん……だと……？

　し、しまった！　張勲に見み透すかされていたのだ！　印綬は……印綬の在り処は……！

「はっはっは！　陶謙お得意の泥棒スキルは不発ですか？　きみが大人しく徐州を譲ゆずるはずがない、大方こんなことだろうと思っていましたよ、劉備玄徳！　しょせんは高校生のガキのやること、見え透すいた偽いつわりの降こう伏ふくでしたね！　すでに徐州牧の印綬は、袋ふくろごとこの俺の懐ふところに！　さあ、さあさあさあ！　捜さがし物の隠かくし場ば所しよを教えるのです、呂布奉先！　さもなくば社畜幹部英えい傑けつを続々とあなたの家臣として登録して、あなたの威信を強引にカンストさせますよーっ！　どうやって消滅させるかプレゼンして説明してあげましょうか？　消滅したくなくば、教えるのですっ！　なに、目的のものさえ手に入ればそれでいいのです。あなたの命までは取りませんよ？　むろん、これからはわれらのために孫堅ともども前線で戦っていただきますがね！」

「……こ、断る。徐州牧の印綬を奪うなら、奪え……」

「なんですとお？　そんなに消滅させられたいのですか、あなたはーっ！　社員全員の出世がかかっているのです、やると言ったら俺はやりますよっ？　手始めに紀き霊れい課長をあなたの家臣に人事異動させましょうか？　何人登用したら、カンストするのですかね？　ふふふふふ……！」

「まずい！　太一！　高速で泥棒できるのだろう？　まだ『気』が残っているなら、張勲の手から印綬が入った袋を奪ってくれ！」

「一か八かだが、この距きよ離りならばあと一発スキル発動できるぜ。やってみる──！」

　ドンッ！　太一が瞬しゆん時じに、張勲の正面へと移動。張勲が持っている印綬の袋に手をかけていた──だが、張勲も太一を待ち構えていた！　二人はもみ合い、そして、印綬が袋から滑すべり落ちて──！

「おおっと！　順番が前後しましたが、やむを得ません！　きみたちには渡せませんからねえ！　俺が印綬ゲット！」

　うっ……うぐっ……！　張勲が……印綬を、素手で握にぎりしめてしまった！　ヒルデガルドは在野英傑に戻もどることができたが、徐州をまるごと奪われた！　これで、この協議での駆かけ引きは圧あつ倒とう的に張勲有利に！

　だが、この「誤算」は、想定していなかった致ち命めい的てきな破局への序章にすぎなかった。

　この不ふ吉きつな音は……アラート警報!?

　待てよ、おい？　ヒルデガルドのステータスウィンドウに、見覚えがある表示が……!?　ヒルデガルドの身体からだが、淡あわく輝かがやきはじめている。消滅する！

「ヒルデガルドっ？　お、お前……い、威信が……すでにカンストしていたというのかあああっ？　威信１００になっていたのかっ？　なぜだ？　糜竺と張遼が二人揃って計算を間ま違ちがえるはずがない！　99で止まっていたはず！　なぜ？　いったい、どうして……!?」

「……兄者が私を妹枠わくに登とう録ろくしてくれた瞬間に……私の威信はカンストしていたのだ……これで……お別れだ……やはり呂布奉先は、徐州で消える運命だった……私を庇かばい続けてくれた兄者には、感謝している……妹になれて、嬉しかった」

　なんですってええええっ？　と、張勲が悲鳴をあげていた。

「ちょっと待ってくださいっ！　今消えてもらっては困りますううううっ！　在り処を！　居場所を！　呂布奉先、あなたが隠した『天子』と『玉ぎよく璽じ』の在り処を吐いてから消えてくださあああいっ！　ひとつの真世界に二人の天子は不要！　玉璽を持って身を隠した天子を捕らえて、玉璽を奪い取り、廃はい位いしなければ……さもなくば、玉璽を失った袁術皇こう帝てい陛下はいつまでも正統性のない偽にせ皇こう帝ていのまま！　りりり劉備玄徳、消しよう滅めつを止めなさいっ！」

　天子？　天子だって？　天子ちゃんさまが玉璽を持って身を隠した？　ヒルデガルドがヤマアラシ甲かつ冑ちゆうを着せて陳宮を名乗らせているちびっ子は、袁術ではなかったのか？

　この時、御み簾すの奥から、ずーっと「借りてきた猫ねこ」のように大人しくしていた「影かげ」が一人、飛び出してきた。

「……魚魚子は、姉上とは絶対に戦いたくなかったのだ。だから『皇帝は君臨すれども統治せず』と社員たちに言われるがままに無言を貫つらぬき、じっと耐たえておったが、こたびの不手際はもはや我が慢まんならぬのだ！　呂布の消滅を止めるのだっ！　さもなくば張勲、お前は首なのだっ！　解かい雇こなのだっ！　魚魚子は、袁帝グループの嫡ちやく子しとして人事権を行使するのだっ！」

「ひ、ひいいいいいっ？　魚魚子さま、それは、それだけはお許しをおおおおおっ!?　俺は徴ちよう兵へいに課税に連戦遠えん征せいとさんざん無茶をして、搾しぼり取るだけ搾り取られた真世界の民にヘイトを買っております。解雇されたら飢うえ死にですうううっ!?」

「自業自得なのだ！　魚魚子が袁帝グループ嫡子として毅き然ぜんと振ふる舞わなかったために、このようなことになったのだ！　うぬらの無責任ぶりには愛想が尽きたのだ！　これより先は、魚魚子自らが親政するのだっ！　破は滅めつしてもよい。全責任を、魚魚子が負うのだ！」

　え、え、袁術っ？　魚魚子っ？　お前……呂布に匿かくまわれていたんじゃなかったのかっ？　そうか。袁紹との骨肉の争いを避さけるために、敢あえてずっと御簾の奥に……!?

「劉備くん！　なんとかしてあげてっ！　きみは劉備玄徳なんだよねっ？　奇き跡せきを起こせるよねっ？」

「うう。劉備お兄ちゃん……とてもとても、悪い予感が……呂布を、救わないと……」

　袁術が御簾を開いて飛び出してくるとほぼ同時に、袁術に続いてその二人の従者──孫策と孫権も姿を現していた。だが。だが。しかし──！　俺にはもはや……！

「……もしかしたら……朕ちんのせいかも……しれない。朕は、封神英傑システムの詳しよう細さいを知らぬ。カウントミスの原因は、朕ではないだろうか？　そなたの力でどうにかできぬのか、劉皇叔？　いえ、劉備お兄ちゃん」

　陳宮が、鉄てつ兜かぶとを脱ぬいで素顔を晒さらしていた。天子ちゃんさまっ!?　陳宮の正体は、天子ちゃんさまだったのか！　放浪中にヒルデガルドの威い信しんが急きゆう上じよう昇しようしたのは、天子ちゃんさまを抱き上げたため！　ヤマアラシ甲冑は、封神英傑に触れさせず威信を上じよう昇しようさせないため！　袁術の口調を真似ていたのは、正体を隠す芝しば居いだった！　ヒルデガルド以外の誰だれもが、彼女の正体を知らなかった。孫乾も張遼も俺もだ！

「……天子ちゃんさま。おそれながら天子ちゃんさまは、異世界から召しよう喚かんされた封神英傑にあらず。そう、一天万乗の『天子』です！　故に、陳宮を名乗っていても、ヒルデガルドの威信を１上昇させる『家臣』としてはカウントされていなかった！　だから、俺たちがいっせいに下野したその時、天子ちゃんさまが下野した分の威信１は、マイナスされなかった！　その結果、ヒルデガルドの威信は、俺が彼女と義兄妹の絆を結んだ瞬しゆん間かんに１００に！」

「……そ、そうなのか。下げられぬのか？」

「……おそれながら……不可能です……！」

　張遼が「しまったあああああっ!?」と涙なみだ目めになって、頭を抱かかえて崩くずれ落ちる。

「なんたる不覚っ！　陳宮の正体は袁術だと思い込んでいた……劉備玄徳の努力と奔ほん走そうをすべて無駄に……ああ……私が！　私が気づいていれば、ご主君は……！　ご主君、申し訳ありませんっ……！　この失敗は万死に値します……！」

　いや、張遼。天子ちゃんさまの演技が完かん璧ぺきすぎたのだ。誰も見み抜ぬけなかった……！　責任があるとすれば、敵兵に城内突とつ入にゆうされる前に太一にさっさと印いん綬じゆを盗ぬすませなかった俺だ！　俺は、ヒルデガルドを傷つけまいと、気を遣つかいすぎた。非常の事態だったのに。情によって、行動がブレた！　それが……この、破局の……原因……！

　そう。破局。これは、破局のはじまりにすぎない。

「呂布の背後に、あの空間が……触しよく手しゆが……伸のびてきました！　董卓の時と同じです、兄さんっ？」

「呂布が連れ去られちゃうよ、アニキ!?　でもあの触手には誰も触ふれられないし、どうすれば!?」

「うおおおお、俺が印綬を盗み損ねたばかりに、なんてこったい!?　悪い、秀一！」

「劉備くん？　済まない！　私が張勲たちの言いなりになどならなければ……！」

「文台のせいじゃないわ！　でも、このままでは……！　誰か、防ぎ止められる力を持つ者は!?」

「……劉備くん。呂布から離はなれて。私が、目を開いて……光を浴びせよう。もしかしたら、キャンセルできるかもしれない。『子龍一身都是膽也』、発動──！」

[image: ]

　趙雲が、震ふるえながら両目を見開いていた。俺は素早くヒルデガルドの側から離り脱だつして、その光を避けた。ヒルデガルドが、そして彼女を包み込んでいく触手が、趙雲の白光を受けた。しかし、ダメだ……！　消滅システムは、封神英傑システムの一部ではあるが、封神英傑のスキルではない！　キャンセル対象ではないのだ！　閉じられないっ！　趙雲のチートスキルをもってしても、このどこへ繫つながっているのかわからない空間を！




「……み、みな、無事か。これでよかった。洛陽で義父上を守れなかった時点で、呂布奉先は、私は、『運命』を乗り越こえられなかったのだ──じょ、徐州で死ぬ『運命』は、もはや避けられなかった。誰のせいでもない。罪は、私自身にある。関羽……け、邢道栄？　……趙雲……孫堅……張遼……天子さま。そして、兄者……」




　待て。ヒルデガルド。待てえええええっ！　諦あきらめるなっ！




「……て、天子さまを……真世界の民を……この世界を……どうか、守って……私には、守れなかった……私は異世界で……人を、いっぱい憎にくんだ。人を、いっぱい殺した。私の犯した罪は……真世界でも、償つぐなえなかった……戦うことしか知らない私は、結局、真世界でも、戦士として生きるしかなかった。生まれ変われなかった……善よい人間には、最後まで、なれなかった……天子さまを守りきれなかった。でも……兄者ならば……きっと」




　やめろ。止まれ。ヒルデガルドを連れて行くなあああああっ！　やめろおおおおっ！

　ダメだ！　触手には、触れることすらできない！　待て。吞のみ込むな。ヒルデガルドを置いていけ！　俺の、妹を……！




「……あ、兄者。な、泣いてくれるのか。す、すまない。そして、あ、ありがとう……兄者がおごってくれた麻婆まーぼー豆どう腐ふは……美味おいしかった……神さま……主よ。私は……もう……これで……」




　消える！　消える！　消えてしまう！　妹が……！　ヒルデガルドが……！

　うわああああああああああああああっ！　「消滅」は「死」と同義ではない？　そんなはずがない！　「消滅」は、「死」だ！　誰がなんと言おうとも、存在が消えてしまえばそれは「死」だ！　そうだろう？　「死」の厳密な定義の問題など知るかっ！　「北斗五丈」の発動条件は、揃そろっているはずだ！　なのに、なぜ発動しないっ？　なぜヒルデガルドを救えないっ？

　発動しろっ！　「北斗五丈」っ！　発動しろおおおおっ！　俺のこの悲ひ嘆たんに、咆ほう吼こうに、応えろ孔こう明めいっ……！　妹を……ヒルデガルドを……「死」の運命から救いだす……！　頼たのむ。どうか俺に、あと十分の時間を……！

　頼む。動け。動け。動け。動け。動け。動け。動け。動け。動け。動け。動け。動け。動け。動け。動け。動け。動け。動け。動け。動け。動け。動けええええっ！

　無茶でもいい。ルール違い反はんでもいい。俺はもう、ぶっ壊こわれてもいい。だから。だから。

　だから──真世界の時間を巻き戻もどせっ、「北斗五丈」──！




　ドオオオオオーン！




　発動した！　「北斗五丈」が！

　世界が反転し、そして、時間が制止した──やがて、時間は巻き戻る。




　その、はずだった。




　だが、そうはならなかった。

　俺の強引な選せん択たくは、咆吼は、決定的な「破局」を招いてしまったのだ。




　時間は、制止したはずだった。巻き戻るはずだった。だが、おかしい。世界の「色」が、反転しない！　それに──それに、時間の流れが遅おそくなっていることはたしかだが、完全には静止していない！　「北斗五丈」が正常に発動したならば、俺以外の人間の時間は静止し、意識の活動も停止する。「意識を持つ者」、「動ける者」は、俺一人のはずだ。

　だが、この会議室に集まっているすべての人々が。みんなが。あたかも強い重力を受けたかのように身体の動きを鈍にぶらせながらも──意識を、保っていた！　「時間」の流れに異変が起きたことに、誰もが気づいた！　口々に、なにかを呟つぶやき、あるいは叫さけんでいる。

「う、腕うでに力が、入らな……印綬を、お、落としてしまいました!?　だ、だが……印綬が、ゆっくりと落下しています？　時間の流れが遅くなって……いったいなんですか、これはああああっ？　なにが起きているんですかああああっ!?　真世界ってのは、なんなんだああああああっ!?　これは夢だ、夢なんだあ！　もう、横よこ浜はまに帰らせてくれえええええっ！」

　よりにもよって。もっとも気づきそうにないはずの張勲が──「北斗五丈」の存在に気づいてしまった！　そして、この場にいる全員に、伝えてしまった──！

「アニキっ？　どうなっているの？　これ、どういうことっ？　アニキがなにかを叫んだ途と端たんに、時間が……」

「兄さんっ!?　もしかして……兄さんの力ですか!?　時間を逆行させる、力……？」

　失敗だ……！　「北斗五丈」の存在を俺以外の人間に知られたら──因果律が崩ほう壊かいする……！　かつて初代劉備玄徳と孔明が「北斗五丈」の機密を知られた時、真世界の因果律が壊れ、途と方ほうもない長い長い時間が過去へと逆流し、そして、大勢の正史英えい傑けつたちが次々と「消しよう滅めつ」していった！　封神英傑システムは、因果律崩壊によって消えた正史英傑を、封神英傑によって補ほ塡てんするためのシステムだったのだ。

　と、いうことは──少なくとも最初に、この場にいる英傑たちが──そして最終的には、真世界に生きるほぼすべての英傑たちが、消滅してしまう!?

　噓うそだ。噓だ。噓だ。どうして。どうして、こんなことに。俺のせいだ。ヒルデガルドの「消滅」を「死」だと言い張って強引に「北斗五丈」を発動させたために、「北斗五丈」は不完全な形で起動した。だから、こんな中ちゆう途と半はん端ぱな状態に──その結果──ああ。ああああああ……！　消える……！　消えてしまう……！　那波が……雪乃が……みんなの身体が、光に包まれて……分解されていく……！　噓だ……！　こんな。こんなことって。

　なぜだろう。董卓も「消滅」する際に、この真世界の謎なぞの一いつ端たんに気づいていたようだった。そう。俺がダブルスキルの持ち主だという秘密にあいつは気づいた。同じことが、今、那波たちにも起きていた。みんなが、自分自身の「運命」を、悟さとった。俺以外の英傑がこの場でただちに消滅することを。自分が、消滅することを。張勲たち社畜幹部は「嫌いやだああああ！」「俺たちを騙だまして召喚した左さ慈じのせいだ、こんなバカな！」と泣き叫んでいる。

　が、「運命」を受け入れて、ただ一人この世界に生き残る「俺」に向けて「遺言」を伝えようとしてくれる人々も、いた……。

「──アニキ。アニキは、あたしが子供の頃ころに酷ひどく傷ついていたことを気づいてあげられなかった、って自分を責めていたけれど。気づかなくて当然だよ。わかんなくて当然だよ。だって、あたしはアニキと出会えて、一いつ緒しよに兄妹として暮らせるようになったその日から。ずっと、アニキに救われていたんだから。アニキのおかげで、笑顔で生きられたんだから──真世界でも、ずっとずっとあたしを守ってきてくれたんだね。キスしてくれて、嬉うれしかった。ほんとうに、ありが……」

　那波。那波っ!?　消えるな！　待て！　待ってくれ……！　うわ……うわあああああああああ……！　那波が、那波が、消えてしまった……！　光の粒りゆう子しに……分解されて……！

「兄さん。最後まで自立できなくて、ごめんなさい。せっかく、女神の力を得られたのに、兄さんとななちゃんを守れなかった……でも……最後に、思いだしました。私はすでに虎こ牢ろう関かんでいちど、死んでいたんですね。兄さんに、命を救われたんですね。兄さんは、やっぱり私のヒーローでした。子供の頃の約束を、守ってくれたんですね。嬉しいです。もう、迷ったり恥はじたりしません。雪乃は、兄さんを、あ──」

　雪乃？　噓だろう？　雪乃……!?　お前まで……消えて……!?

　あ。ああああ。ああああああ……！

「……劉備くん……そうだったのか……洛陽で私は、黄祖に撃うち殺されていたのだな……きみは……自分の心を犠ぎ牲せいにして、私を救って……くれたのだな……ふふ。きみは、ほんとうに……よき殿との方がた、だ……乙女おとめ冥みよう利りに、尽つき……」

　孫堅っ!?

「劉備玄徳！　あなたのせいじゃない。自分を責めないで！　文台を救ってくれたこと、ほんとうに感謝しているわ。ほんとうに。ほんとうに、ありがとう……だから……夏のあの日の記き憶おくをあなたと共有したことを、私は……」

　周瑜!?

「……劉備くんと一緒に、甲子園に行きたかった、な……月つき見み。最後に、抱だっこさせ……」

「明石あかしお姉ちゃん。お姉ちゃん……！」

　やめろ。やめろ。やめてくれ。頼む。止まれ。止まれ。やめてくれええええっ！

「……姉上と最後に仲直り、したかったのだ……魚魚子がもっと早く、勇気を出していれば……劉備玄徳のせいでは、な……」

「……そうだ。ご主君を救おうとされた劉備玄徳どのの責では……貴公のこれまでの多大なる自己犠牲に、敬礼を……」

「……ああ。異民族である俺も、消えるのだな。今回の真世界では、漢人と同じ『英傑』扱あつかいか。悪くは、ないな。劉備玄徳……お前は、人中の英えい雄ゆうだ……男ならば……泣くな……最後まで、諦める、な……」

「そうだよ。泣くなよ、秀ちゃん。人間ってのはみんな、最後には死んじまうんだ。遅かれ早はやかれ。たまたまそれが、今だって、だけさ……じゃあ……な……」

「秀一くん……！　ずっと頑がん張ばってきたんですね、やっぱり秀一くんはすごいです！　短い間でも……真世界で再会できて、楽しかっ……」

「ご主人さまああああっ！　糜竺は信じています！　そうですとも！　ご主人さまが私を奴ど隷れいとして飼ってくださるその日までは、決して真世界は、終わらな……」

「いやあ。わりい、秀一。俺が印いん綬じゆを盗ぬすみ出せていれば、こんなことには。悔くやしいな。雪乃ちゃんと結けつ婚こんできるルートには、入れなかったな……せめて最後に、もういちど雪乃ちゃんのぱんつを盗んで……はは。ダメだ。もう、泥どろ棒ぼうスキル、使え、ね……」

　ああ。

　ああ。

　あああ、ああ、あああああああああああああああああああああああああああああっ!?

　消えた。みんな、消えた。消えてしまった……！　噓だ。噓だあああああっ！　こんなことがあるかああああっ!?　そうだ。天子ちゃんさま。天子さま。天子さまは、英傑じゃない。せめて、天子さまだけでもお守りして──！

「……劉皇叔。ううん。劉備お兄ちゃん。朕がもっと成長できていれば、漢王朝はこんな惨さん状じようには……異世界から召しよう喚かんされたみんなに、劉備お兄ちゃんに、真世界の天子として、真世界の民を代表して、心から感謝と、そしてお詫わびを……今まで……ありが……」

　天子さまああああああっ!?　消えて……消えてしまわれた……！

　そんなバカなああああああ！　英傑としてカウントされないはずの、天子さままでが？　前回の因果律崩壊では天子は消滅しなかったはずだ！　どうしてっ……!?　「北斗五丈」スキルの発動をその目で直接見てしまったからかっ？　異民族英傑の於夫羅と同じに……!?　因果律崩壊ですべての英傑が消し飛んだわけではない、残った正史英傑もいる、とかつて孔明は言っていた。なぜ残った者がいた？　ランダム要素なのか、運なのか、「北斗五丈」発動者との距きよ離りなのか？

　ともかく──俺の希望は、潰えた。

　この会議室に集まっていた英傑と天子さま。その全員が、消えた……！　小さな光の粒子の束となって……！

　うわあああああああああっ……！

　ああ。

　あああああ。

　あああああああああっ……!?

「誰だれか！　誰か！　戻って来てくれ！　頼たのむ！　孔明！　せめて戻してくれ！　時間を！　『北斗五丈』の秘密が漏ろう洩えいして因果律が崩壊したら、何十年もの時間が一気に巻き戻るんじゃなかったのかっ!?　なぜだ、なぜ戻らないんだっ……！　なぜ……なぜ、俺はここにいる……この……みんなが消滅してしまった、世界に……!?」

　いや──消滅していない者が、いた。俺以外にも。

　鎖くさりで戒いましめられたヒルデガルド、だった。

　彼女を「消滅」させるべく異界の裂さけ目から伸のびていた触しよく手しゆの動きも、スローになっている。

「……あ……兄者……私は……関羽と張飛を、殺して……いたのだな……なぜ……私なんかのために……兄者の妹を、殺した私などのために……どうして？」

　ヒルデガルド？　やはりお前も、消し飛ばした世界線の記憶を……取り戻して……複数の世界線の記憶を……持って……これが「因果律崩壊」ということなのか!?

「……も、もう、制せい御ぎよできない……あ、兄者……わ、私を、殺せ……！　真世界は、『北斗五丈』崩壊の特異点となった私個人の記憶で上書きされる！　『私の世界』に塗ぬり替かえられる……！　異界の裂け目から……触手ではなく……『私の記憶』が、溢あふれ出てくる！　兄者も、『私の世界』に取り込まれる……！　そして、兄者も死んでしまう！　なぜなら、『私の世界』では、私以外の乗客全員が死亡することになっているからだ……！　爆ばく発はつまでの残り時間は五分しかない！　五分後に、旅客機は爆発する……！　爆ばく弾だんは……テロリストのスーツケースに……！」

　ヒルデガルドの記憶？　ヒルデガルドの世界？　旅客機!?　テロリスト……!?

「……兄者。兄者の『北斗五丈』が不完全な形で起動したのは、私のせいだ。私の時間は──すでに、『この日この瞬しゆん間かん』で、止まっている。だから『北斗五丈』による時間操作を、『未来』への前進を、私の身体が、魂たましいが、全力で拒こばんでいる──兄者。『北斗五丈』を正しく発動させて、みんなを救うために……私を……殺し……て……お願い……」

　できるか、そんなこと……！　ヒルデガルド、俺は……！




　ドオオオオオオン！




　ヒルデガルドの背後に開いた裂け目から──漆しつ黒こくの「気」が、濁だく流りゆうとなって押し寄せて来た。会議室を一いつ瞬しゆんで満たし、壁かべを破は壊かいして下邳の政庁全体を染め上げていく。この「気」の濁流は、おそらくは、真世界のすべてを覆おおい尽くす……！

　ヒルデガルドの姿まで、消えてしまった!?

　これは。これは、なんだああああっ!?　古代中国の世界が、真世界が、まったく異なる世界に上書きされてしまった……!?　ここは──ここは、そうだ、現代の旅客機の内部だ！　客席だ……！　ヒルデガルドの世界だ！　幼いヒルデガルドが、両親と、そして弟とともに客席に座っている！　どこかに、怜れい香かの両親もいるはずだが、顔がわからない……！　そして。そして、爆弾テロを決行する犯人が、この客席のどこかに潜ひそんでいる！　誰だ、どこだっ？

　あと五分！　五分後にこの旅客機は爆発し、墜つい落らくし、幼いヒルデガルド以外の乗員乗客が全員死ぬ！　この俺も！　これは「夢の世界」じゃない。「北斗五丈」発動失敗による副産物。真世界は「ヒルデガルドの世界」に書き換かえられた！　ヒルデガルドの幼い頃の記憶が、悪夢が、「リアル世界」になってしまっている！　この世界で死ねば、ほんとうに死ぬ！

「ヒルデガルド！　犯人はどこだ？　知っていたら、指さして教えてくれ？」

「……お兄ちゃん、だあれ？　はんにん、って？」

　俺は、子供に戻もどったヒルデガルドに話しかけてみた。だが、ダメだった。俺を覚えていない。日本語は、どうにか通じるようだ。しかし、この事故の当日までの記憶しか、ヒルデガルドは保持していない！　ダメだ！　それに──犯人が誰なのか、この時点のヒルデガルドは知るよしもない！

　どうする。どうすればいい。この「ヒルデガルドの世界」で犯人を排はい除じよし、旅客機を墜落の運命から救うことができれば──きっと──ヒルデガルドの中で止まっている時間は、動きはじめる！　その時こそ「北斗五丈」が正しく作動し、もとの真世界を回復し、時間を十分巻き戻すことができる……そのはずだ！

　幼いヒルデガルドを殺し、この世界を強引に終わらせるという選せん択たく肢しもあるかもしれない。だが、それはやらない！　妹を救うために妹を殺す。その選択肢だけは、ありえない！　犯人を突つき止とめて爆ばく破はを阻そ止しする……！　時間が。時間がない……！




「──劉備くん。私が呂布に固有スキルを用いたために、『北斗五丈』は失敗したらしい。私は最後まで、趙雲子龍にはなれなかったよ。誰の役にも立てないどころか、みんなを破は滅めつさせてしまった……だからもう……この目は、二度と開かない……」




　えっ？　趙雲っ？　どうして？　そ、そうか！　趙雲の固有スキルは、すべての封神英傑のスキルを強制的に無効化するチートスキル！　「光」を当てなくても、固有スキルが彼女自身を「北斗五丈」の誤作動から守ったんだ！

「違ちがう、趙雲のせいじゃない！　ヒルデガルドの時間がこの旅客機事故の瞬間で止まっていることも一因だが、真の原因は俺だ！　『消しよう滅めつ』と『死』はやはり、同義ではなかったんだ！　俺が強引に『北斗五丈』を発動させたために、正しく起動できず、ほころびが出たんだ！　二人で犯人を見つけだして、爆弾を旅客機から排除しよう！　まだあと四分ある！　目を開いてくれ、趙雲！　目を閉ざしていては、犯人を見つけることはできない……！」

　だが、趙雲は、

「できない！　できないよ！　幼いヒルデガルドに光を当てても、この世界は修復できない！　『北斗五丈』の誤作動の結果ならば、ここは彼女のスキルが生みだした世界じゃない！　それに、間ま違ちがって光をきみに当ててしまったら、すべてが終わりだ！　きみは、劉備玄徳ではなくなる。韓かん玄げんになってしまう。『北斗五丈』のスキル再発動の機会を永遠に喪そう失しつしてしまう！　私は……自分の『気』を制御できないんだ……！」

　と目を閉ざしたままだ。消し飛ばした世界線の記き憶おくや、趙雲自身が知らないはずの『北斗五丈』絡がらみの俺の記憶まで、趙雲の心の中に流入している？　もう、なにもかもが不安定になっている！　やはり因果律は崩ほう壊かいしている！　ただでさえ不安定だった趙雲の心は、激しく混乱している。それに──俺は敢あえて「犯人、犯人」と大おお騒さわぎしてみたが、その犯人はいっこうに動どう揺ようしていない！　少しでも挙動不ふ審しんな態度を見せた者がいたら、そいつが犯人だ、と特定できたのだが……！　そうか。犯人は、日本語が通じない相手なのだ！　くそっ……！　乗客のうち、日本人は二人だけ。怜香のご両親らしき日本人夫婦だけが「あの人はなにを」「どうしたのかしら」と不安そうに俺を見ている。あの二人は、ヒルデガルドの記憶が再生している幻げん影えいのような存在だが……「本人」ではないが……それでも、怜香の……救いたい……！

「制御できる、趙雲！　お前の丹たん田でんは開いている！　宝貝さえ使いこなせるのだから、固有スキルを制御できないはずがない！　できない、と思い込んでいるだけだ！　目を開いても、『光』を乱射したりはしない！」

「……だって……私は……張飛を邢道栄にしてしまった……ここで目を開けたら……きみを、劉備玄徳を、韓玄にしてしまう……！　すべてが終わってしまう……！」

　趙雲は、召喚された時からずっと不安定だった。精神になにか傷を抱かかえていた。俺にはそれがなんなのか、わからない。だが、残り時間はあと三分！　ならば、使うしかない！　他に方法はない！　ヒルデガルド、趙雲、俺の妹たちと仲間たち、そして真世界に生きるすべての英えい傑けつたちと天子さまを救うために！　真世界のすべての人々を救うために！

「悪い、趙雲！　俺の邪じや気き眼がんスキルを使わせてもらう！　ヒルデガルドの世界を救うために、お前の『傷』を癒いやす──できるかどうかわからないが……『写しや心しん眼がん』で……お前の心の世界に、潜もぐり込む……！」

「……すでにここは呂布の記憶の世界だ。さらに人の記憶の階層へと潜るなんて。きみの精神は途と方ほうもないダメージを受ける。戻れなくなるかもしれないよ、正気を消失するかもしれないよ、劉備くん。ダメだ……！　きみ一人で、犯人を……！」

「それは無理だ！　ヒルデガルドの世界では、雌し雄ゆう一対剣けんは召喚できない。時間もない。俺一人では、たとえ犯人を制圧できてもスーツケース爆弾の処理までは不可能だ！　相手は訓練を受けたテロリストだぞ！　お前の協力が必要なんだ、趙雲！　仮に戻れなくなっても構わない！　躊躇ためらっているうちに機会を逸いつするくらいならば、俺は最後まで躊ちゆう躇ちよせずに全力を尽つくす……！」

　写心眼。こんどは正しく発動してくれよ！　俺はまだ、抗あらがえる……！　那波。雪乃。孫堅。周瑜。ヒルデガルド。趙雲。みんなを十分前の真世界へと連れ戻すためならば……！　精神世界の二重階層を潜ってでも、耐たえ抜ぬいてみせる……！

「ああ……劉備くん……因果律が崩壊した瞬間からずっと、きみの記憶が、流れ込み続けているよ……きみは……そうか……張飛を。関羽を。孫堅を。ずっと、守り続けてきたんだね……自分の魂を孔明に売り飛ばしてまで。何度も何度も、『北斗五丈』で時間を巻き戻したんだね。ほんとうに、強いんだね、きみは……私なんて、たった一人の友を喪失しただけで、心が折れてしまったのに……きみならば、もしかしたら……」

　趙雲が、受け入れてくれた。今ならば、入れる！

　俺は──ヒルデガルドの世界から、さらなる深い記憶の階層へと。趙雲子龍の記憶の中へと、ダイブしていた。




　　　　※




　女子校の教室──ここが、趙雲の世界。趙雲の過去の記憶──放課後の教室内には、制服を着た女子生徒がたった二人。一人は、趙雲だ。今よりも幼い。中学生くらい、だろうか？　もう一人の女の子は、知らない子だった。同人誌のような小冊子を開きながら、楽しそうにけらけらと笑っている。物静かな趙雲とは対照的な──。

「冬とう馬まさんも、趙雲推しの三国志夢女子だったんだー！　おお、心の友よ！　でも、あたしも趙雲さま推しなんだー！　これこれ、あたしが描かいたあたしのためのあたしと趙雲さまの新しん婚こん生活を描いた夢小説！　これって、立ち会いしかないよね？　対決だよね？　最後に立っていたほうが、趙雲さまを脳内で自由にできる権利をゲットするの！　あーははははは！」

「まさか、ゲラ子が夢女子、しかも趙雲推しとは。きみはリア充じゆうだとばかり思っていて、油断したよ。うっかりスマホの壁かべ紙がみにして眺ながめていた趙雲さまの自筆夢イラストを見られてしまうとはね……当然、ここは同担拒きよ否ひだ。放課後に、趙雲推しの夢女子が二人──勝負だ」

　って、なんで手て袋ぶくろを投げつけているんだ、趙雲っ？　指ぬき手袋を着用して女子校に通うな！　京きよう極ごく夏なつ彦ひこか！　当時から中二病だったんだな！　リアル中学生だけど！

「えっ、ちょっと待って、冬馬さん？　そのイラスト──自分で描いたのっ？　すっごーい！　プロのイラストレーターみたーい！　あたし、pixivで拾ってきた画像だと思い込んでたよっ！」

「きみのほうこそ、よくも趙雲×自分の妄もう想そう小説を書いて印刷できるな。私なら、一文字書いた時点で恥はずかしくて悶もん死しするよ。ふふふ」

「ねえねえ。コンビを結成してみない？　これはきっと運命の出会いなんだわ、一いつ緒しよに夢マンガ家になろうよーっ！　究極の趙雲さまをものにしよう？　あたしがストーリー担当で、冬馬さんが作画担当！　妄想なら任せてっ！　いくらでもこの脳内から湧わきいずるから、尽きることなく溢あふれ出てくるから！　一日二十五時間の夢妄想ッ！　あたしは今、人間を超こえたっ！　もちろんヒロインのモデルはあたしね！　ヒロインの設定はぁ、こう。リアル世界で社長の御おん曹ぞう司しに婚こん約やく破は棄きされた悪役令れい嬢じようがあ、三国志世界に転生して白馬の騎き士しさま──そう！　白龍駒に乗った趙雲さまと出会って恋こいに落ちて、ともに三国志世界統一のために夫婦で奔ほん走そうするの！　冬馬さんの画力と合体すればあ、きっとネットを震しん撼かんさせる伝説の名作になるよ！　あーはははは！」

「……あ、いや、ちょっと待ってくれたまえ。ヒロインのビジュアルイメージは私だ。そこは譲ゆずれないぞ？　ペンタブに魂たましいが籠こもらないじゃないか」

「だーめー！　あたしじゃなきゃ、だーめー！　冬馬さんはあ、かっこいい系女子だからあ、趙雲さまのモデルに採用！　ほら、付けひげをつけてみて！　ほらほら、ばっちり！」

「……わ、私はかっこいい系女子じゃないぞ。中二病をこじらせているだけで、しかも最近では夢女子を通り越こしてじわじわと腐くさってきているんだ。近ちか頃ごろ、油断するとうっかり、劉備×趙雲のカップリング妄想が浮うかぶことが……」

「それはダメっ！　そこは夢女子として踏ふみとどまろう、冬馬さん！　あたしがついているから！　一緒に書こうよっ！　ほら。付けひげ、付けひげ。えい、ぺたり」

「……どうしてこんな小道具を持ち歩いているんだ、きみは？」

「冬馬さんの指ぬき手袋と同じだよー！　理想の趙雲さまのモデルを見つけたら、つけてもらおうと夢見て準備を怠おこたらなかったってわけ！　そしてあたしは今、その運命の相手に出会った！　あーははははは！」

「失礼だなきみは。私は女の子だぞ！　そもそも私の趙雲にひげはないんだ！　お肌はだつるつるだぞ！　美少女とみまがうばかりの──」

「『破～ラウド～』って三国志マンガ知ってる～？　青年マンガなんだけど、趙雲だけがなぜか女体化されていてー、付けひげをつけて男のふりしてるの！　でも、呂布に押おし倒たおされちゃって、関かん平ぺいを孕はらまされちゃうんだ……油断したらあたしの夢趙雲さまも呂布に押し倒されちゃうから！　だから、付けひげは必ひつ須すアイテムなの！　あーははは！」

「……私も、それ、読んだよ……『破～ラウド～』の趙雲の扱あつかいは酷ひどいよね……三国志武将の女体化はいいんだ、女体化は……江え戸ど時代以来の日本人の伝統、紳しん士し向け三国志もののたしなみだし……でも！　どうして相手が呂布で、そして息子が関平なんだ！　なんだよその設定と展開。趙雲ファンとして納得いかないよっ！　私が夢女子の道に落ちたのも、あのマンガでの趙雲の扱いがトラウマになったからさ！　こんなに苦しいなら……こんなに辛つらいなら……一次創作など要らぬ～！　自分で描く、理想の夢趙雲を！　って思ったのさ！」

「あたしもそうなの！　あたしたちって──まるで双ふた子ごね！　あーはははは！」

　ま、まったく、二人の夢女子（だから夢女子ってなんだ？）の間に割って入れない。そのような余地はない──まるで初代○リキュアの如ごとき黄金の友情──尊い。女子の友情は尊い。たとえその絆きずなが、「趙雲×自分」の夢ドリームなのだとしてもだ。




　──

　──

　──

　怒ど濤とうの「記憶再生」。十倍の速度で進んでいく。「冬馬」こと趙雲と、ゲラ子の黄金のコンビは、時には取っ組み合いのケンカをしながら、時には二人で中国まで出かけて三国志の名所を巡めぐるデートをしながら、理想の趙雲夢マンガを制作していく。男の俺はぜんぜん知らない世界だったが、アップロードされるなり、ネットで爆ばく発はつ的にアクセスが──！　進む。連れん載さいが進んでいく。趙雲のもとに、雷らい撃げきブリブリ文庫の編集者──そう、桜さくら木ぎみらいからメールが舞まい込こむ。ドワーフ玉たま置おき先生の新作「三さん国ごく姉妹しまいコレクション」の挿さし絵えを依い頼らいしたい、というメールだった。だが、趙雲は──冬馬は、「私はゲラ子との夢マンガに全力投球中なんだ！　それに女体化趙雲よりも男の趙雲を描きたいんだよ」と「仕事場」でゲラ子に報告。オファーは断る、とゲラ子に告げる。ゲラ子はいつものように笑いながらも、「ダメだよー。男でも女でも同じだよ、趙雲さまを描けるんだよ！　請うけなよ！」と冬馬に──冬馬に──。

　……もしかしてここで、ゲラ子とケンカ別れしてしまったのか、趙雲!?




　だが、違ちがった──。

　時間がすっ飛び、俺の意識は──病院の集中治ち療りよう室に。

　すぐにわかった。俺も、見覚えがある。この、息が詰つまりそうな空気。いたたまれない思い。そして、趙雲は。冬馬は。ベッドの上に寝ねかされているゲラ子の手を、握にぎりしめていた。

　十代の子供が悪性腫瘍ガンを発病すると、進行が早い。

　変わり果てていた。瘦やせ衰おとろえていた。笑顔だけが──かろうじて、ゲラ子の面おも影かげを──ああ。逃にげたい。ダメだ。息が詰まる。心臓が苦しい。俺はずっと逃げてきた。病に苦しむ雪乃を見ていられなくて。だが、趙雲は──ずっと、彼女に寄り添そい続けていたのだ。雪乃の心臓の病は、奇き跡せき的に手術で完治した。でも……ゲラ子は……ダメだ……！　この瘦せ方は……末期ガンだ……！　発覚した時にはもう手て遅おくれだったんだ……！

「……あはは。夢妄想に浸ひたっている間って多幸感に包まれているから……気がつくのが遅おくれちゃったね……そろそろ……ダメみたい。ごめんね、連れん載さい途と中ちゆうで……冬馬」

「……ずっと一緒にいたのに、どうしてもっと早く気づけなかったのかな。私は……親友、だったのに。ごめん……ほんとうに、ごめん……」

「しょうがないよー。冬馬はお医者さんじゃないんだし。それに、二人揃そろって趙雲さまの夢にどっぷりだったから。楽しかったね……あははっ……」

「……ゲラ子。自分勝手な……ことを言って、すまない……置いて、いかないで……私は……もう……独りには戻もどれない……生きられない、よ……」

「……ごめんね。あたし、幼い頃ころからずっとずっと、異世界が大好きで。三国志の世界がいちばんだったけれど、戦国時代も、アーサー王の宮きゆう廷ていも、とりあえず中世ヨーロッパっぽいＲＰＧ風異世界も、ぜんぶ好きだった。もしかしたら、あんまり異世界に憧あこがれすぎちゃったんで、神さまが要らない気を利かせてあたしを異世界に転生することにしちゃったのかも……それとも……こうして、早々とこの世界を去ることを……予感、していたのかもね……最終回……完成、させたかった、な……」

「だいじょうぶさ。もうプロットは口述で聞いたから！　私が、最終回まで描きあげる！　だから……！　それまでは……どうか……生きて……」

「……ありがとう。でも、もう、無理だよ。冬馬。だいじょうぶ。あなたは、一人じゃないよ。最終回は、いつでも描けるから。三国志ラノベの仕事を、請けて……女体化趙雲が苦手なら……寂さびしいなら……女体化趙雲のモデルに、あたしを……使って……本人比３０００％くらい、思いっきり美化してね。それで、冬馬は……うん。生きて……いけ、るよ……ごめんね……がんば……」

　これが。

　冬馬とゲラ子の最後の会話で。

　意識を失ったゲラ子の心臓は──数時間後に──止まった。

　幼い頃の俺が、ずっとずっと恐おそれていた光景だった。この瞬しゆん間かんに絶対に立ち会いたくないから、そんな勇気がなかったから、俺は雪乃から逃げていたんだ。でも、冬馬は。趙雲は。最後の最後まで、ゲラ子のもとに留まって、意識を失っていた彼女に励はげましの言葉を、感謝の言葉を、友情の言葉を、かけ続けていた──。

　俺の心のほうが、折れた。折れそうだった。だが、今は折れている場合ではないのだ。泣いている場合ではないのだ。立ち上がって、そして、前へ進まねばならないのだ──！　でも、趙雲にいったい、どんな言葉をかければいい？　初代劉備玄徳なら、どうするんだろう？　俺にはわからない。だって、俺は雪乃から逃げた！　俺には……彼女を励ます資格なんてない……！

「……劉備くん。そんなこと、ないよ。きみだってクリスマスの夜に、関羽に誓ちかったじゃないか。恥はじも外聞も捨てて妹のために兄貴道を突つき進む中二病アニキとして生まれ変わったじゃないか。きみの記き憶おくも、私の心の中に断片的に流れ込んできているから、知っちゃったよ。きみは、妹を救ったんだよ？　異世界でも、真世界でも──私は、誰だれも救えなかった。ゲラ子が死ぬ瞬間も──こうして、私は目を閉じていた。現実を直視する勇気が、なかったんだ」

　いつの頃からか両目を閉じ続けていた趙雲に、そっと抱だきしめられてしまった。

「ちょ、趙雲。だが……だが、俺は……ええい！　俺がお前に励まされてどうするっ！　もう時間がないのに！　言語道断だっ！　そうだ、趙雲子龍！　冬馬！　俺は──お前を尊敬する……！　幼い頃の俺には、こんな悲ひ惨さんな現実の中に踏みとどまる勇気はなかった！　俺自身の心を守るために、雪乃から逃げていた……！　お前は、最後の最後まで、ゲラ子のために……まさしく、『子龍一身都是膽也』だ！　趙雲子龍に封ほう神しんされるに相応ふさわしい勇気と友情の持ち主だ！　それなのになぜ、真世界に来て以来、ずっと悩なやんでいる？　ゲラ子を失ったために、精神が不安定なままなのか？」

「……そうだよ、もちろんね。私の哀かなしみの根源は、ゲラ子の死だよ。きっと、生しよう涯がい消えることはない。もう、筆を折ろう、絶対に趙雲なんてもう一生描えがけない、と思ったよ。でも、ゲラ子の遺志を継ついで、勇気を振ふり絞しぼって三国志ラノベの仕事を請けたんだ。ゲラ子をモデルに、女の子趙雲を描こう、間接的にでもみんなに彼女という存在を知ってもらおう、そう思って……それなのに……作者失しつ踪そうにつき、出版は延期に……担当さんも消えてしまって……だから私は絶望して、せめて、仮想世界に。ゲーム世界に……ゲラ子がなる予定だった趙雲になりたいって。そう、思って──『SANGOKU 大戦争オンライン』のゲートを、潜くぐったんだ」

「お前はこうして趙雲に封神されたじゃないか！　お前にその資格があったからだ！　勇気が……！　友情が……！　なのに、なぜ嘆なげいている？　真世界が、統一しないと帰き還かんできないデスゲーム世界だったからか？」

「……それよりも……個人的なことだよ。『三国姉妹コレクション』が、なぜか異世界で出版されていて、しかも──イラストレーターが私ではなく、シスマゲドン先生に代わっていたからさ。つまり……私は、降ろされてしまったんだ。そうとも。私のペンネームは、ロリマンガ先生だ！　どうして私は『三国姉妹コレクション』の担当を降ろされたんだ!?」

「それは誤解だ！　まず、出版延期はお前の責任じゃない！　作者が、ドワーフ玉置が真世界に召しよう喚かんされてしまったためだ！　担当の桜木お姉さんも、ドワーフ玉置を追いかけて真世界に！　原げん稿こうを取るためだ！」

「だったら、私も連れて行くべきじゃないか！」

「いや、それはできないんだ！　詳しよう細さいは荀じゆん彧いくお姉さん、桜木みらいに聞いてくれ！　テキストデータならば異世界へ送信できる。でも、イラストのデータは巨きよ大だいすぎるから、送信は無理なんだ！　だからたまたま召喚されていたシスマゲドン先生に、真世界での担当を振ったんだ！　真世界でドワーフ玉置が三国志ラノベを先行出版することになったことにも、いろいろ事情があるが、要は真世界統一のための文化的武器ってやつなんだ！　予定外の事態だったんだ！」

「だからって、無断で絵師を交代していいのか？　私は、現実世界でも、夢世界でも、真世界でも失ってしまったんだぞ……ゲラ子との、絆を……！」

「落ち着け趙雲。俺がお前を召喚するまで、お前は真世界にいなかったじゃないか！　それに！　お前は根本的に誤解している！　異世界側では、ロリマンガ先生は降ろされていないんだ！　ドワーフ玉置が帰還すれば、即そく、企き画かくが動いてお前にイラストを発注する予定なんだ！　原稿は真世界で書かせているから、あとはロリマンガ先生のイラスト待ちという状じよう況きようなんだぞ！」

「……そうだったのか……いろいろ言ったが、真世界での衝しよう撃げきは些さ細さいなことさ。つまり、ゲラ子を失った私は、独りぼっちに戻ってしまったんだ！　もう、彼女のような親友とは二度と出会えない！　私は、こじらせ系夢女子だからな！　ゲラ子との絆を手放すまいと趙雲になるべくゲートを潜ったのに、その直後に最後の望みを失ったんだ！　私は……劉備くんのように強くない！　ゲラ子に、会いたい……会いたいんだ……！　う、ううっ……！」

　いや。いやいやいやいや。お前は俺なんかよりもずっと強いよ！　でも──こいつには、相棒が。親友が必要なのかもしれない。自分だけのためには全力を発揮できないのかもしれない。だが！　誰かが、親友として支えてあげられれば、彼女は全身勇気の固まりになれる。趙雲子龍に相応しい英えい雄ゆうになれる──！

　どれほど爆ばく死ししてもずっと趙雲を召喚できなかった理由が、わかった。彼女を待っていたんだ、真世界が──！

「よーし、わかったあああっ！　なにもかも、ドワーフ玉置が悪いいいいいいっ！　直接掛かけ合ってその怒いかりをぶつけろ、趙雲！　だが、この世界を修復しないと、あいつは戻ってこないぞっ！　俺にはもう、ゲラ子を呼び戻すことはできない。『北斗五丈』で巻き戻せる時間は、十分だけだ。だから──今日からは俺が！　お前のダチになる！　俺は、二代目劉備玄徳だぞっ！　趙雲子龍の相方は劉備玄徳だと、二千年の昔から定められているのだーっ！　この設定を拒きよ否ひないし改かい竄ざんすることは、三国志ファンとして絶対に許さあああああんっ！　これが俺とお前の『運命』だっ！　フハハハハハ！」

　勝手なことばかり言うな、劉備玄徳は趙雲の「主」じゃないか、そもそも男女間の壁かべは厚いんだぞ、と頰ほおを膨ふくらませた趙雲に──冬馬に抗こう議ぎされた。怒おこっている。怒っている。

「いいやっ！　真世界の英えい傑けつに、男も女もないっ！　俺とお前は今から、主従じゃなくて、ともに中二病を患わずらい邪じや気き眼がんスキルを手に入れた相棒っ！　親友だっ！　それでいいなっ！　二人でヒルデガルドの世界を救うぞ！　それで、真世界は十分間、巻き戻される！　みんなが、戻ってくる──！　俺とお前にしかできないんだ！　真の趙雲子龍になれ、なんとか冬馬！」

「……失敬だな。私の真しん名めいは、冬とう馬ま由ゆう莉りだ。女の子が冬馬なんて名前なわけがあるか。冬馬は名字だぞ。きみの真名は、ええと」

「水みず城き秀一だ！　俺さまの横暴に文句を言うのは、世界を救ってからにしろ！」

「そうだな、そうしよう。結局は『破～ラウド～』の趙雲ルートに落とされた気がするが、仕方ないな。邪気眼コンビを結成した二人はこれで『真の仲間』というわけだ、ふふふ」

「やめい！　その言葉は、縁えん起ぎが悪い！」

「忠告しておくが劉備くん。私の胸には触さわるなよ。揉もむのも摘つまむのもダメだ。『真の仲間』枠わくから追放するぞ」

「ゲッ？　ななな、なんで俺の邪心がバレた？」

「わからいでか。まだ、きみの感情や記憶が流入しているのさ。止めたければ、『北斗五丈』を発動させて真世界を正常化することだ。それまでは私にぜんぶ筒つつ抜ぬけだぞ、ふふふ」

「げええええええええっ!?　うわああああああ！　い、妹以外の異性との交流が乏とぼしかったばっかりに……！　いやまあ、俺は妹のおっぱいにも興奮するようなダメ兄貴だが！」

「ふふふ。今こそ目を開こう。きみが、支えてくれれば──力を、制せい御ぎよできる──呂布の世界の階層へ戻ろう、劉備くん」

　趙雲が──閉じていた両目を、開いた。「光」は、漏もれない。完全に制御できている！

　俺もスキル発動だ！　「偽にせ死体」！　ヒルデガルドの世界へと、上じよう昇しようする──！




　　　　※




　戻った！　ヒルデガルドの世界に！　旅客機の客席に！　「気」は激しく消しよう耗もうしているが、まだなんとか動ける！　階層が深い趙雲の世界では、時間の速度が異なっていたらしい。残り時間は──あと一分！　趙雲！　俺の感情がまだ流入しているなら、言葉は不要だな！　二人で一人！　呼吸を合わせて動けば、まだ間に合うっ！　そして──しばし失神していた間に、事態は動いていた！　犯人が、見つかった！　立ち上がって、頭上の荷物収納スペースから小型のスーツケースを取り出そうとしている！　こいつだ、この男だ！　パリ市内に旅客機を落とすために、今ここで爆ばく破はするつもりだ！　ま、まずい！　スーツケースを開いた！　起動スイッチを……押されたっ!?

　まっ……間に合わなかったっ……!?　これで……終わりなのかっ？

『劉備くん！　落ち着いて！　時限起動式だ！　60秒後に爆ばく発はつする！　窓を破は壊かいしてスーツケースを捨てれば、旅客機を守ることができる！』

　趙雲の心の声。趙雲もまた、「気」を大おお幅はばに消耗している。最後の力を振り絞しぼって窓を破壊すべく、すでに移動を開始していた。頼たよれる相棒だ！　そして！　犯人を倒たおすのは、俺の役目だ！　スーツケースを奪うばい取るっ！　たとえ──たとえ、この世界がヒルデガルドの夢であっても！　この犯人を倒して旅客機を救ったところで、ヒルデガルドの過去は変わらないとわかっていても！　こいつだけは！　絶対に、許せねええええっ！　ヒルデガルドから。怜香から。無関係な人々から家族を奪い去った、この男だけはっ！　全力でっ！　ぶん殴なぐるっ！　劉備玄徳の「武力」のすべてを籠こめて、こいつの顔面を、殴り抜ぬくっ……！

「てめーに、どんな過去があって、どんな理由があって、どんな大義や正義があろうとも！　関係ねえええっ！　人間にはなあ！　絶対にやっちゃいけないことが、あるんだよおおおっ！　それをやったてめーは、『悪』だああああっ！　これ以上、やらせるかあああああっ！　ヒルデガルドの世界から、退場しろおおおおっ！」

「……!?……」

　相手はプロのテロリスト。そして俺は「写心眼」を使った直後で大幅に弱体化している。しまった。無言でタックルするべきだった……！　俺のテレフォンパンチは、空を切っていた。そして、いきなりナイフを胸に突き立てられる。速い！　見えない！　ザクッ！　ザクッ！　ザクッ！　瞬しゆん時じに、身体からだのあちこちを切り刻まれた！　こいつ、スーツケースを抱かかえながら、片手で……！　密室での近接戦せん闘とうに、「殺し」に慣れている！　くそっ、腕うでの動脈をやられた！　大量の血が……！　こいつが拳けん銃じゆうを隠かくし持っていなかったことだけが救いか。だ、だが、このままでは……！　爆発まで、あと二十秒！　封神英傑の武力を持っていても、パンチが当たらなければどうにもならない……！

「──！」

　拳銃だとっ!?　隠し持っていたっ!?　そうか。ナイフの波状攻こう撃げきで俺を怯ひるませて距きよ離りを取って、そして射しや撃げき──!?

「劉備くん！　伏ふせてっ！」

　趙雲の声。肉声なのか、それとも趙雲の「感情」が流入しているのか。俺は前のめりに突つっ伏ぷした。同時に、趙雲がその双そう眸ぼうから白い「光」を放っていた。テロリストに向けて。相手は英傑ではない。スキルとしての効果はない。だが、一いつ瞬しゆん、「視界」を奪った。銃声。奴やつが放った弾だん丸がんは、逸それた……！　そして、取った！　俺は倒れながらテロリストの脚あしにしがみついて──転てん倒とうさせた！　最後の最後に、幸運が舞まい込こんできた。俺が床ゆかに流した血を踏ふんだために、テロリストの靴くつが滑すべったのだ。テロリストが転倒すると同時に、奴の手を離はなれたスーツケースが、客室の廊ろう下かを滑っていく。

「……！」

「取らせるかよおおおっ！　てめええええええっ！」

　ドオオオオンッ！

　仰あお向むけに倒れたテロリストの顔面に、俺は最後の「力」を籠めて拳こぶしを振り下ろしていた。次は大きなモーションを取らず、水すい鏡きよう師し匠しようから学んだ「寸すん勁けい」──ワンインチパンチのモーションで。劉備玄徳の武力のすべてを籠めて。はじめて、ワンインチパンチに成功した。こいつは「幻まぼろし」だ。そして、手加減すれば瞬時に反はん撃げきされる。だから躊ちゆう躇ちよはなかった。当たった。顔面が、陥かん没ぼつしていた。意識を奪った。だが──だが、スーツケースは……俺から遠くへと離れて……！　趙雲からもだ！　趙雲が窓を開けようと待機していた位置とは、真逆の方向へと滑っていく……！　俺の流血は、幸運などではなかったのか!?

　あと十秒！　九秒！　八秒……間に合わないっ!?

「すごいよ！　素手でテロリストを倒しちゃった！　お兄ちゃんとお姉ちゃんは──日本から来てくれたヒーローなの？」

　幼いヒルデガルドが、客席から飛び出してきて、目を輝かがやかせている。

　あと五秒！

「ヒルデガルドおおおおお！　ここはお前の世界だ！　三国志世界最強！　呂布の『弓矢』をイメージしろおおおおっ！　お前だけは、召喚できるっ！　矢を放って、スーツケースに当てろ！　窓際で拳を構えている趙雲のもとへ飛ばせえええええっ！　それで、旅客機に乗っている全員が救われる！　『運命』を超こえるんだ！」

　幼いヒルデガルドには、この先の「記き憶おく」はない。だが！　彼女は、旅客機が爆発して墜つい落らくしていく間、ヒーローが旅客機を救ってくれることを祈いのり続けていた！　伝わってくれ。頼たのむ。頼む。頼む……！

「呂布の？　わかった！　戟ほこを矢で射るイベントを、再現すればいいんだね！　お兄ちゃん！」

　ヒルデガルドは──「呂布の弓矢」を──召しよう喚かんした。

　矢を、放つ。

　小こ柄がらな身体からは想像もできない、強弓だった。

　スーツケースの持ち手の「隙すき間ま」に矢を命中させ、そのまま趙雲のもとへとスーツケースを飛ばす。

「……あと二秒！　親友を守るためならば、なにも恐おそれない！　もう、嘆なげかない。ゲラ子……！　私は──私が、趙雲子龍だ！」

　趙雲が、その武力98という規格外の力を籠めて正せい拳けん突づき。割れるはずのない窓を、一いち撃げきで叩たたき割っていた。そして、飛んできたスーツケースをもう一方の手でキャッチ──！

「「あと一秒！　行けえええっ！」」

　客室内の空気が機外に吸い出されると同時に、スーツケースもまた、旅客機の外へと。

　そして、空中で爆発。

　爆ばく風ふうを受けて、機体は大きく揺ゆらいだ。だが、墜落はしない。大きな損傷は免まぬかれた。これが、ほんものの過去の世界だったら……！　だが、ヒルデガルドの世界を救うことは、できた……！

「お兄ちゃん……！　やったよ！　お父さんもお母さんも弟も、みんな助かったよ！　ありがとう！」

　起き上がると同時に、ヒルデガルドに抱だきつかれていた。い、いいのか？　俺は血みどろだぞ？

「いや。最後にみんなを救ったヒーローはお前だ、ヒルデガルド。呂布の武具は方天画戟だけじゃない。呂布は神業がかった弓矢の達人でもある。もう、ゲームをやり尽つくして呂布を知っていたんだな──」

「ありがとう。ほんとうに、ありがとう……お兄ちゃん。私……ずっと……ずっと……夢見てきた……ほんとうに……こうだったら……こんな結末だったら……よかったのに、って……うう、ううう……！」

「……ヒルデガルド？　お前。記憶を……取り戻もどして……」

「戻るよ。『北斗五丈』が、発動するよ。私は、この瞬しゆん間かんの記憶を忘れちゃうけれど。また、会おうね。お兄ちゃん」

　消しよう滅めつしていく。

　ヒルデガルドの世界が。乗客のみんなが。幼いヒルデガルドが。倒れているテロリストの身体も。光の粒りゆう子しに──本来の「真世界」へと、世界は戻りはじめたのだ。

　消えはじめていた怜香の両親が、俺へと、言葉を。

「──そうだったのね、あなたは──」

「私たちは、夢だ。夢は今終わった。ここで退場するよ。怜香を──よろしく頼む。あの子は……誰だれよりも、寂さびしがり屋だ」

　俺は、答えていた。

「はい！」

　張遼式に、敬礼していた。俺も少しは、精神的に成長したのかもしれない。

「……劉備くん。もしかしたら──真世界もまた、孔明が見ている夢の世界なんじゃないだろうか？　因果律が最初に崩ほう壊かいした時に、孔明の夢が、真世界を吞のみ込んで書き換かえたのではないだろうか？　呂布の夢が、そうなったのと同じに？　私たちは全員、孔明の夢の世界に取り込まれているんじゃないかな？」

　なにを言っている、趙雲。

　そんな疑問は杞き憂ゆうだ。なぜならば。

「それでもいい！　真世界の『根源』がなんであろうが、関係ない！　だって、俺たちはこうして生きているじゃないか！　泣いたり、笑ったり、哀かなしんだり、おっぱい触りたくなったり！　リアルとアンリアルに、違ちがいなんてない！　そうだろう？　義理でも実でも、妹は等しく妹なのだーっ！　それと同じだ、フハハハハハハ！」

「……なにが同じなのかさっぱりわからないや。一瞬大人っぽく見えたけど、やはりきみの中二病はしばらく完治できなそうだね、ふふふ」

　真世界が、蘇よみがえっていた。

　旅客機から、下邳の政庁の会議室へと、俺たちは帰き還かんしていた。

　那波も。

　雪乃も。

　鎖くさりで縛いましめられたヒルデガルドも。

　みんなが、世界に、戻って来た──！

　そしてまもなく時間が、巻き戻る！

「時間は完全に制止している、劉備くん。でも私は固有スキルの力で動けている。邢道栄に私の光を照射して、スキルキャンセルの効果を再キャンセルしておこう。これで彼女は張飛に戻れるよ」

「再キャンセル？　そんな真似ができるのか、趙雲？」

「ああ。精神が安定したおかげで、自分の固有スキルの全ぜん貌ぼうを把は握あくできた。『子龍一身都是膽也』の説明文は、文字数制限があるから簡略化して書かれている。きみは誤読したんだ。正確には、英えい傑けつにかけられたスキル効果をはがすのではなく、私の固有スキル効果を英傑に貼はり付けることで、元のスキル効果を封ふう印いんして無効化キヤンセルしているんだ。だから、私が付ふ与よした固有スキル効果を解除すれば、無効化したスキル効果を再び復元できる──こんなふうに──」

　信じられない。那波が、張飛に戻った！　那波はまだ制止しているので、ちょっとばかり間ま抜ぬけな絵面だが……趙雲！　お前は最高の相棒だああああっ！　まさに無敵だ！　しかも、おっぱい大きいし！　完かん璧ぺきすぎる人権封神英傑だ！　女体化三国志、ばんざあああああい！

「ふふ。呂布の世界からは帰還したが、『北斗五丈』が発動し終えるまでまだ流入は続いているんだよ、劉備くん。『真の仲間』から追放するぞー」

「エッ？　それだけはやめてくれえええええ！　男の子なんだから、仕方ないんだあああ！　むしろ妹以外の異性にときめいているというのは、俺的には劇的な成長なのだぞおおおっ！」

「時間が巻き戻れば、きみの怪け我がも治るし、呂布をはじめみんなの記憶も消える。でも、私だけは例外だ。きみと共有した今日の経験を、きみから流入した記憶を、私は忘れない。『北斗五丈』の秘密もね──劉備くん。きみはもう、一人じゃない。私が、きみの盾たてになるよ──『運命』の相棒くん。これからも、どうかよろしく」

「ああ！　そうか。もう、消し飛ばした時間の秘密に一人で耐たえなくても、いいんだな……だ、だが、俺の様々な黒歴史記憶については、消去してほしいのだが……ととと特にその、おおおおお互たがいにだだだだ第二次性せい徴ちよう期を迎むかえて以後の那波関連で、ええと、いろいろと、その。いろいろと不ふ可か抗こう力りよく的にラッキースケベイベントがあってだなっ……！　せめて、真世界で那波とキスしたことは忘れてくれーっ！　もしも雪乃にバレたら……！」

「それは無理だね。そうだな、関張飯店での麻婆まーぼー豆どう腐ふ一年分の無料パスポートで手を打とう。激げき辛から麻婆豆腐は私の大好物なんだ。あれってほんと、愉ゆ悦えつの極みだよね。ふふふ」

　頰ほおに、ちゅっ、とキスされてしまった。頰は「真の仲間」的にセーフで、唇くちびるはアウトらしい。内心すごく嬉うれしいのだが、夢女子の独自ルールはよくわからんな。ただ、ひとつだけたしかなことがある。

　俺のガチャ中毒は、治った。

　かくして──「時間」は、巻き戻る──！　いや、待て。趙雲の頭の中から、俺の黒歴史の記憶を消去する方法はないのかっ？　冗じよう談だんじゃない！　これからずっと尻しりに敷しかれるぞっ？




　　　　※




　政庁の会議室。天子を「隠かくしている」ヒルデガルドはなお鎖くさりで縛められて囚とらわれの身だ。

　室内には「御み簾す」が下げられ、その御簾の奥には袁術とその従者・孫策と孫権の姉妹が押し込められている。張勲たち社畜幹部一同とともに、俺たち「徐州下野組」の封神英傑たち、そして孫ファミリーの孫堅・周瑜・趙雲の三人が会議室に集結し、ヒルデガルドの処置についての協議に入っていた──。
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「隠しているものを出せ、さもなくば」「断る」と、社畜軍団とヒルデガルドとの間で押し問答がはじまった。張勲たち社畜どもが聞き出そうとしている情報は、もう知っている。玉ぎよく璽じを持っている「天子」の在り処である。天子は、すぐそこにいる。そう、ヤマアラシ甲かつ冑ちゆうで素顔を隠している陳宮だ。

「アニキ。よくハッタリだけで逆転したね。アニキが数万の敵に包囲された時、あたしたち、気が気でなかったよ～！　あとは呂布と孫堅を解放するだけだね！」

「ななちゃんを守るために城内で戦い続けていましたが、乱戦状態だったために太一さんは印いん綬じゆを盗ぬすめませんでした……申し訳ありません、兄さん……って、ちょっと待ってください？　なっ、ななちゃん？　いつの間に、邢道栄から張飛に戻ったのっ？」

「ええええっ？　あたし、記き憶おくにないよう？　ほんとっ？　戻ってるのっ？　やったーあ！　これでもう、アニキとゆきのんに心配かけなくてすむねっ！」

　消し飛ばした記憶を共有してくれる「真の仲間」が、今の俺にはいる。もう、孤こ独どくではない──趙雲が、俺へ向けてぱちりと片目をつぶってみせながら、孫堅と周瑜になにかをこっそり教えていた。言うまでもなく、孫策と孫権の居場所だ。御簾の奥にいる、と伝えたのだ。

　俺もただちに、「取り戻した十分間」になすべき行動に移った。まずは太一のもとへそっと駆かけ寄り、「指令」を下した。張勲たちは頑がん固こなヒルデガルドの尋じん問もんに夢中で、俺の動きには気づいていない。今が好機だ！

「おっ？　俺さまの泥どろ棒ぼうスキルの発動チャンスか？　いいぜ、秀一。いつでも来いだ！」

「太一。徐州牧の印綬はもう、宝物庫にはない。張勲の懐ふところに袋ふくろごと入っている。俺が合図をすると同時に、『泥どろ棒ぼう趣しゆ味み』を発動して張勲の背後へ回り、印綬を奪うばってくれ！　袋からは絶対に出すな。そのまま、ヒルデガルドのもとへ」

「なんだ、陶謙の固有スキルに詳くわしいな、秀一。雪乃ちゃんと那波ちゃんのぱんつを盗んで腕うで前まえを証明してやろうと思ってたのによ。オーケー！　マジで宝物庫にはないんだな？」

「ああ。俺には『第六感』とでも言うべき超ちよう感覚が備わっている。初代劉備玄徳譲ゆずりの、生き残るための嗅きゆう覚かくってやつだ。ピンチになると発動する。これは秘密だぞ太一？」

「そりゃスパイダーセンスみたいなものか？　連戦連敗だったのに最後まで戦場で討ち死にしなかったからな、劉備は。それによ、お前、なんか目つきが変わったぞ。ちょっと大人になったっつーか。よっしゃよっしゃ、信じるぜ！」

　そして定刻通りに、戻って来た。簡雍お姉さんが。

「お待たせしたな、秀ちゃん。いやあ、数万の敵に囲まれながらすげえ演説だったな。言葉の意味はよくわからないがとにかくすごい自信──」

「あのロン毛のヅラを被かぶった女装男が、黄祖なんだろう、簡雍姉さん。すでに俺自身が他の兵士から聞き出した」

「はあ？　あんだよ。知ってんのかよ。あたいは骨折りかよ？　つまんねーの、ケッ」

「いや。ただちに糜竺孫乾とともに黄祖のもとへ向かってくれ。話を切りだすのは、トークスキルに長けた簡雍姉さんだ。黄祖は女好きのおっさんだから姉さんにかかればお茶の子だ。糜竺と周瑜は『大金持ち』。周瑜は魯粛から財産をもらったんだ。そして黄祖は、もともと異世界でもこそ泥どろ。守しゆ銭せん奴どだ──！」

「……ああ。そういうことか。了りよう解かい。冴さえてんな、秀ちゃん。男らしくなったじゃねえか」

　簡雍姉さんが、行動を開始した！　次は、孫堅の妹枠わくをヒルデガルドへ移い譲じようするべきか否かだ。ヒルデガルドは威い信しんカンストリーチ。「北斗五丈」という保険のためには必ひつ須す。だが、「消しよう滅めつ」と「死」が同義ではないことを、俺はすでに知ってしまった。もしもヒルデガルドが「消滅」に至った場合、「北斗五丈」がまたしても誤作動する、あるいは発動しないという可能性が高い──！　どうすれば……！

「こらこら。『消し飛ばした時間軸じく』ではきみが室内をうろうろするから、すれ違いになって教え損ねたではないか。無理矢理『北斗五丈』を起動するとは、きみは大おお馬ば鹿か者だな。あんな真似は二度とやるな。私のありがたーい策を聞け、愚ぐ物ぶつ・二代目劉備玄徳」

　って、あれっ？　俺の足下に、彭ほう侯こう孔明がすがりついているっ？　ちっちゃいから、簡単にすり抜ぬけて潜せん入にゆうできたんだな。さっきは俺が孫堅のもとへ走ったりヒルデガルドのもとへ向かったりとうろうろしていたので、行き違っていたのか！

「『天下三嫁の計』を忘れたか？　カンストの危機に陥おちいった英傑を救済する方法、消滅させない方法は、ある。システムの盲もう点てんを突ついた、一種の裏技だがな」

「……あるのかっ!?」

「ある。それを教えるためにここまで来た。『嫁よめ枠わく』だ。知っての通り、封神英傑システムにおいては、重じゆう婚こんが可能だ。きみは、真世界では三人の妻を娶めとることができる。夫婦の権力関係は、身分にかかわらず完全に対等で互ご角かくだ。故に、嫁枠に登録した封神英傑の威信と、『旦だん那な』の威信のうち、『生存に有利な側』が自動的に採用され、不利な側の威信数値は固定される。本来の『天下三嫁の計』は、きみが魏の曹操、呉の孫堅、蜀しよくの私を娶って真世界統一、そして封神英傑は誰だれも消滅しない、というきみにとって薔ば薇ら色いろの未来だったのだぞ。きみが愚物だから、ここでカンストリーチした呂布を娶らざるを得なくなって、計画は大おお幅はばに狂くるってしまったがな──まったく……もう時間がない。こんなところで時間を費やしている場合ではないのだぞ？」

　いやちょっと待て孔明。「天下三嫁の計」って、そんなハーレム計画だったのかっ？　あと、「蜀の私」ってなんだ？　潜せん在ざい意識だからってダダ漏もれすぎるだろ！　まあいい！　ツッコみたいのはやまやまだが、時間がない！　それに、彭侯の身体から孔明の潜在意識が抜けてしまった！　狐きつね耳が消えた。ただの野良彭侯に戻もどっている。

「でち？　でち？」

　よしよし。よくやったぞ彭侯。あとで辛からくない麻婆豆腐を褒ほう美びとしてくれてやろう。

「えーい、さっさと吐はきなさい。吐いておしまいなさいーっ！　たとえ呂布奉先といえども、袁帝グループの技術の粋すいを尽つくして製造したこの鉄の鎖の縛めは解けませんよ！」

「……こ、断る……私には……真世界を守る義務がある……袁帝グループには、決して渡わたさぬ。たとえ首を刎はねられようとも」

　張勲たち社畜幹部どもは、ヒートアップしている。

「まあまあ張勲よ。ここはこの劉備玄徳に任せてもらおう、フハハハハハ！　ヒルデガルドはわが妹！　俺が頼たのめば、必ず教えてくれる！」

「い、いいでしょう。ただし、鎖を解こうとしても無む駄だですよ、劉備くん。人間の腕わん力りよくでは決して外れませんからね、そいつは。雌し雄ゆう一対剣けんは抜かないように。抜いたら謀む反ほんと見なしますからね？」

　よし！　鎖で縛められて地に伏ふせさせられているヒルデガルドのもとに接近成功！

「ヒルデガルド。お前が威信カンストリーチしていることはわかっている。印綬は守り抜くが、万が一ということもある。裏技を用いる──『保険』をかけておく。いいな？」

「……な、なぜ、カンストリーチしたことを？　保険とは……なんだ、兄者？」

「俺の『嫁枠』にお前を登録する。夫婦になれば、より低い俺の威信のほうが採用される。妹分と結けつ婚こんとは、兄貴道にもとる行こう為いだが、やむを得ん！」

「……け……結婚っ……!?　あ、あ、あ、兄者、そ、それは……で、でも……お、おかしい。ずっと昔……幼い頃ころ……兄者に、出会っていた、ような……？　ずっと、こうなることを……夢見ていた、ような……？　どうして……？」

　泣くな、ヒルデガルド！　記憶が混乱しているのだ。「ヒルデガルドの世界」での記憶がうっすらと残っているのだ。きっと、感情だけが……！　登録だ！　ヒルデガルドの好感度は、問題なし！　条件クリア！　俺は在野で、ヒルデガルドは独立君主だが、「夫婦同権」とも言うべきルールによって俺の威信が有効化されて、ヒルデガルド消滅の危機を回かい避ひ！　これでヒルデガルドの威信は99のまま固定された！

「待ちなさい！　いったいなにをやっているのです、劉備玄徳くんっ？　囚われの呂布と結婚してどうするのです、まさしく火事場の花はな嫁よめ泥どろ棒ぼう……！」

「って、えええええっ？　なにをやってんのさ、アニキーッ!?」

「むむむ。いったいどういうおつもりですか、兄さん！　兄貴道はどうなったのです！　兄さんがハーレムをお望みならば、甘んじて耐えましょう！　ですが兄さんと最初に結婚する相手は、実妹であるこの私のはずです！」

「りゅ、劉備くん？　私の求きゆう婚こん話はどうなったのだっ？　私よりも、呂布を選んだのか？　や……やっぱり……金きん髪ぱつ碧へき眼がん娘むすめが……きみのストライクゾーンだったのかっ……!?」

「許せないわ文台！　文台が純潔を守れたのは嬉しいけれど、劉備を斬きりましょう！」

　し、しまった！　だが、この期せずして訪れた混乱こそ乾けん坤こん一いつ擲てきのチャンスっ！

「今だ、太一～っ！　行けっ！」

「秀一はどさくさ紛まぎれにたいせつなものを盗んできました、呂布の心です！　やっぱ、すげーよ秀一は……すげーよ秀一は……天下の大泥棒陶謙三世として、負けてらんねーな！　合点承知！」

　太一が超ちよう高こう速そくで張勲の背後へと瞬しゆん間かん移動！　張勲の懐に手を伸のばして、そして──！

「『徐州牧の印綬』、盗み出したりいいいいいいいっ！　そしてそのまま呂布に、パース！　ヒャッハーッ！　秀一も身を固めたことだしさあ！　雪乃ちゃん、結婚して！」

「お断りします」

「ゲッ？　い、いつの間にいいいいっ？　貴様ああああああっ!?　孫堅よ、ただちに印綬を奪い返しなさあああいっ！　やらねば、妹さんたちお二人に過か酷こくな拷ごう問もんを！　それでも拒きよ否ひするなら、黄祖にあなたを撃うたせますよおおおっ！」

　そうはいくかっ！　てめーはもうチェックメイトだ、社しや畜ちく大将軍張勲！

「黄祖は任せろ！　孫堅の妹たちを救いだせ、趙雲っ！」

「ふふふ。お任せあれ、劉備くん。『真の仲間』趙雲子龍に──えいっ！」

　趙雲が一刀のもとに御簾を切り落とす。袁術。孫策。孫権。三人が出現した！

「魚魚子も、無責任極まる社畜幹部どもが腹に据すえかねて、全権を奪おうとしておったのだ！　よくやったのだ、趙雲！」

「公瑾お姉ちゃん！」

「うう……！　よかったよう……！」

　すでに趙雲から姉妹の居場所を知らされていた周瑜が、走り寄ってくる孫策と孫権を抱だきしめて、「もうだいじょうぶよ」と慈じ母ぼのようなあの微笑ほほえみを──。

「こここ黄祖おおおおお！　孫堅を、撃ってしまいなさああああいっ！　新王朝システム下では、責任は誰にも発生しませえええん！　あなたは無罪でええええす！」

　もう遅おそい、張勲！　フハハハハハハ！　なぜならば！

「おーっと。黄祖ならば、たった今、下野して劉備陣じん営えいに寝ね返がえったぜえ？　この簡雍姉さんの交こう渉しよう術によってよぉ。うらぶれて人生に疲つかれた中年男をたらし込むなんて、あたいにとっちゃお茶の子さ。ヒック」

「はいっ！　この糜竺が、周瑜の資産を盛って三倍プッシュで現金払ばらい！　黄祖を雇やとい返しましたっ！」

「女装仲間同士、僕とも意気投合しましたよぉ♪」

「なっ……なんですとおおおおおっ？　そんなっ？　なぜその妖よう艶えんな美女が黄祖だとわかったのですかああっ？　しかも速そつ攻こうで寝返るとは？　どういうことです、黄祖おおおおおっ？」

「いや～ん。アタシのようなマタハリばりの美女が実は黄祖だってバレちゃった時点で、もうアタシは逆らえないのね～ん♪　その上、目も眩くらむような大金を摑つかまされちゃったらぁ、もう寝返るしかないでしょ～ん？　そもそも、ハナっから孫堅を撃ちたくなかったもの、アタシってば。そんなことしたら死亡フラグ成立。孫ファミリーに地の果てまで追いかけられてタマ取られちゃうも～ん♪　もう、メンタル的にはタマ取っちゃったようなものだけどぉ♪」

　よほど孫ファミリーに見つかるのが怖こわかったのだろう。黄祖は、完かん璧ぺきな「お姉さん」に変身していた。こりゃ、見た目だけじゃわからんはずだ。そして生き延びることに必死な黄祖にとっても、この寝返り話は「渡りに船」だったらしい。成り行きで俺の子分にしてしまったが……も、元に戻ってくれるんだろうな？

「見たか、社畜幹部どもよおおおお！　フア～ハハハハハハ～！　俺さまの兵士たちへの演説が、彼らの心を動かし、黄祖の正体を突き止めるきっかけを作ったのだあああああ！　これで孫堅は自由だーっ！　張勲どもを煮にるなり焼くなりお前の好きにするがよい、舞子！　案ずるな──『大義名分』ならば、ここにおられる！」

　うむ、と大きくうなずいた陳宮がその仮面を外した。

　そう。玉ぎよく璽じを所有する、天子ちゃんさまだ。

「呂布は、袁帝グループの両派は閥ばつから朕ちんと玉璽を守り抜いてくれた。この真世界を無秩ちつ序じよ状態に陥おちいらせぬために。朕のために。民のために。漢王朝のために。真世界のために──誠の忠義の士である。朕はもう、隠かくれぬ。そなたも朕に仕え、漢王朝復興に手を貸してくれぬか。孫堅文台よ」

　張勲たちが「そこにいたのかあああああっ？」「しまったあああああ！」と地じ団だん駄だを踏ふむが、もう手て遅おくれだ！

「ありがとう、劉備くんっ、天子さま！　真世界の民を搾さく取しゆした罪、妹たちを人質に取った罪は許しがたい！　全員ぶった斬ってやりたいが、私はあいにくもうカタギなのでな！　主君袁術からの許しを得て、今この場で袁術軍から離り脱だつし、天子さまに仕える独立君主になろう！　孫ファミリーは独立するのだ！　これでもう、張勲たちは勝手な真似ができまい！　もっとも、貴様らに担ぎ上げられていた主君袁術には罪はない。故に同盟関係は維い持じしよう！　断るというのならば──袁術社畜軍と、真の天子を奉ほうじる孫ファミリーとの間で決戦となるが、いかがか、張勲？　それとも、一人では決められぬか？」

「エエエエ？　わ、われらを、う、裏切るのですかああああっ？　孫堅は短気にすぎます、説得してください周瑜！」

「いいえ。敵対的独立ではありません。われらは対等な同盟関係になるのです、大将軍どの。孫ファミリーが離り反はんすることで、文台と袁術陛下の威い信しんを同時に下げ、カンストを予防します。統一事業を進めれば、否応なしに威信は上がります。志半ばで陛下が消しよう滅めつしたら、責任を誰が取るんです？　陛下には、姉の袁紹と戦う意思はないのですよ？　大将軍位は持ち回りだから、誰にも責任はない？　総そう帥すいのお孫さんを死なせておいて、そんな理り屈くつが通りますか？　あなた方全員の連帯責任ですよ？　いずれ異世界の横浜に帰き還かんした時、皆みなさんとそのご家族は生きていられますか？」

「う……ぐ……ぐうううっ……」

　張勲たち社畜幹部どもの顔色がみるみる青ざめていく。袁術のお祖父じいさん、つまりグループ総帥がどれほど恐おそろしい人物なのか、これだけでわかった。さすがは日本を代表するブラック企き業ぎようだ。

「うむ、よきにはからえなのだ、孫堅！」

　と、袁術。お許しが出た！　さらに、趙雲がダメ押し。袁術の身体に、「光」を当てた。

「サービスしておくよ。『袁えん天てん公こう路ろ』のスキル効果を、私がキャンセルした──『子龍一身都是膽也』が英えい傑けつ自身のスキルを封ふう印いんする効果は本来、一時的なものだが、『袁天公路』の場合はスキル発動条件である『玉璽』を袁術が再度手に入れない限り再発動はないはずだ。これできみは皇こう帝ていからただの独立君主に戻もどった。偽にせ皇帝として四方八方からフルボッコにされる危機は去ったし、袁紹陣営との再合流も可能になったよ？　ふふふ」

「お、おおおおおっ？　これで姉上と再び一いつ緒しよに暮らせるのだー！　でかしたのだ！　趙雲には、恩賞としてはちみつをあげるのだ！」

　ど、どうして虎とらの子の帝てい位いが失われた……？　もうダメだああ～、と張勲たち社畜幹部どもはがっくりと肩かたを落としている。これで、袁帝グループ大分ぶん裂れつを解決する道筋が開けたぞ！　やるな趙雲！　まさにチート英傑だ！

　そして、孫堅が自らのステータスウィンドウを開き、「独立」コマンドを押した。主君に離反したのだから威信は下がるはずだ。でも、玉璽を所有してしまい、さんざん袁術の猟りよう犬けんとして連戦させられてきた孫堅の威信はもう、１００を超こえちまっているんじゃ？

「はっはっは！　問題ない。わかったぞ。劉備くんと結婚すれば、威信カンストしてもチャラなのだろう？　きみに最初に求婚したのは私だ、今日こそ結婚してもらおうか！」

「劉備玄徳、ぬか喜びしないでよね！　この周瑜公瑾は、合戦における勲くん功こう配分をかっちり計算して戦ってきたのよ！　オジキ連中が順番に勲功一等になるように割り振ふってきたのっ！　文台の威信はまだ安全よっ！　結婚は認めませんっ！　婚こん姻いん同盟を結ぶというのならば、こ、こ、この私を嫁よめにしなさい劉備玄徳！　だってもうしょうがないわ、私はあなたに純潔を穢けがされたのだから！　責任取ってよ！　タダとは言わないわよ。引き出物として趙雲をどうぞ！　あなたたち、とっても馬が合うみたいだもの。あなたに向けた趙雲の笑顔──彼女の微笑む顔をはじめて見たわ、私！」

「ふむ。公瑾が殿との方がたに求婚とは、これは意外な展開だな！　よかろう！　われら姉妹分、二人ともまとめて嫁にするがいい、劉備くん！　英えい雄ゆう、色を好むと言うからな！」

　孫堅さま、どうか同盟させてくださあああああい、と張勲はもう青あお息いき吐と息いきだ。立っていられなくなり、へたり込んでいる。

　だがこの場には、もう一人、青息吐息で這はいつくばっている男が。

　そう、俺だ。

「ちょ。周瑜を穢したってどういうことさ!?　いつ、どこで、どうやってっ？　兄貴道の暗黒面に堕おちてハーレムの王を目指しやがってえええ！　なにやってんのさアニキイイイ！　いーかげん、止まれっつーの！　オラオラオラオラ！」

「むむむ……兄貴道不覚悟です、兄さん！　絶望しました！　共依い存ぞんだろうがなんだろうが、もはや構いません！　雪乃とともに、死んでいただきます！」

「ううううう。アニキ！　あの夜のあたしとのキスは、なんだったのさああああっ！　あんなに情熱的だったのに……あれは演技だったの？　信じらんないっ！　蛇じや矛ぼう、召しよう喚かんっ！」

「ちょ、ちょっと、ななちゃんっ？　キスってなんですか、キスって？　そそそそれは聞き捨てなりませんねっ！　兄さん！　さては兄貴道の暗黒面に堕ちましたね！　シスの誘ゆう惑わくに負けたんですね……！　やっぱり、ここでともに死にましょう！　あれほど、愛していたのに……兄さんを……二人は、選ばれし兄妹だったのに！　兄さんが……憎にくい……！　青せい龍りゆう偃えん月げつ刀とう、召喚っ！」

「雪乃ちゃんが壊こわれちまったああ～！　俺が印いん綬じゆ一個盗ぬすんでいるうちに、嫁を一人、求きゆう婚こん者を二人ゲットして、雪乃ちゃんと那波ちゃんの心まで盗んでいくとはさ……やっぱ、すげーよ秀一は……いいぞ、もっとやれ！　止まるんじゃねえぞ……！」

　ああ。ああああ……無茶苦茶になってしまった。

　そして。

　あのお方が、覚かく醒せいしてしまった。

　そう。英傑名を呼ぶこともはばかられる、三国志世界最強のあのお方が──怒いかりを「闘気」に換かえながら──！

「──あ、兄者と孫堅周瑜との結けつ婚こんなど、断じて認めぬ──フオオオオオオオオオッ！」

　バチイイイイイインッ！

　ヒルデガルドが──絶対に打ち砕くだくことができないはずの鉄てつ鎖さの縛いましめを、「闘気」だけで破は壊かいしてしまった！　噓うそだろおおおおおっ？　一周目では、最後まで鎖くさりを外せなかったはずなのに？　怒おこれば怒るほどパワーが増し続けるのか！　底なしの強さか……！　ま、ま、まさに、一いつ騎き当とう千せん、万夫不当の三国無む双そう……！

　あっ。張勲たち社畜幹部どもが、「あ～れ～」と悲鳴をあげている袁術を担いで、いっせいに脱だつ兎との如ごとく会議室から逃にげだした！　全軍に撤てつ退たい命令を唱えながら！　おいこら待てーっ！　貴様ら、責任を取れーっ！　俺にぜんぶ押しつけやがって！　どこまでも無責任な連中だ！

　い、いかん！　袁術軍が下邳からいっせいに退たい却きやくしていく！　逃げ足だけは一流だな、あいつら！　このままでは残された孫堅軍と呂布軍との間で、城内での内戦がはじまってしまう！　一方的にヒルデガルドが怒っているだけだが！　張遼、於夫羅、止めてくれっ！
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「ご主君のためならばこの命、捧ささげます！　八健将よ、五原兵を率いて孫ファミリーを撃げき退たいせよ！」

「ああ。もはや、話し合いでは収まるまい。砂さ漠ばくの世界、草原の世界では、『力』こそが正義なのだ。匈奴兵、集結せよ……！」

　えーい、この脳筋どもめーっ！

「姐あねさんにケンカ売るたあ、ええ度胸しとるやないかーっ！　孫ファミリー大集合じゃ～っ！　呂布軍を下邳から撃退し、われらの婿むこどのをお迎むかえするんじゃ～っ！　これぞ、姐さんが真の自由を勝ち取るための第一の試練じゃ～っ！」

　黄こう蓋がいのオジキたち孫ファミリーの武ぶ闘とう派はが、続々と集結してくるううううっ！　もうダメだああああ！　両者を仲裁すべき俺はといえば！

「兄さんっ！　どうして逃げるのですかっ！　ともにダークサイドに参りましょうっ！」

「ちょっと待ちなよ、ゆきのんっ！　今は兄妹で痴ち話わゲンカしてる場合じゃ……！」

　妹二人に追われている身だ！

　ともかく、「劉備お兄ちゃんは少しばかり女人に八方美人すぎるのではないか？」と首を傾かしげている天子ちゃんさまを担ぎ上げて、どこか安全な場所へと避ひ難なん誘ゆう導どうだっ！　ヒルデガルドが天子ちゃんさまの存在を忘れて荒あらぶるとは、よっぽど孫堅と周瑜のＷ結婚申し込みに怒っているらしい。俺とヒルデガルドは、兄と妹の関係じゃなかったっけ？　なんで？　どうして？　「保険」として嫁登録したから？　でも、それだけで関係は激変しないだろう？　やっぱり、「ヒルデガルドの世界」での感情が残っているのか？

　糜竺、孫乾、簡雍姉さんたちはどこだ？　まあ、太一は泥どろ棒ぼうスキルを使って逃げられるだろうが。

　かくして、下邳城内が大混乱に陥る中──。

　さらなる激変が、下邳を襲おそった。

　帝位を失い、孫ファミリーに独立されてしまった袁術軍が、ほうほうのていで逃げだした直後に。

　曹操と戦っているはずの──青せい州黄こう巾きん賊ぞく百万の大軍が、徐州へと侵しん攻こう。

　下邳へと進軍してきたのだった！

　この報告を知った俺たちは、ただちに休戦。城門を開き、彼方の大軍勢を目視して震ふるえあがった。

「……あ、兄者……い、いや、旦だん那なさま……？　あ、あれは、青州黄巾賊だ……文字通り、百万の大軍だ。野戦で容易に蹴け散ちらせる相手ではない……そ、曹操と戦っていると聞いていたが……なぜ、徐州に？」

「ふむ。一時停戦して共きよう闘とうしようではないか、呂布くん。黄巾賊の兵士たちは真世界の民たち、つまりカタギ衆だ。無用な殺傷は控ひかえたいが、無抵てい抗こうでいれば蹂じゆう躙りんされるのみだな。とりあえず下邳城の守りを固めよう」

　マジかよ！　孫ファミリーと呂布軍の激げき突とつはぎりぎりで回かい避ひされたが！　だって戦っている場合じゃない！　とんでもない軍勢だ……！　中ちゆう原げんは、大陸は、広大だ。しかし、ガチのマジで百万の軍勢ってのは……俺の想像力の範はん疇ちゆうを超えている！　ありえねええええええ！　ヒルデガルドや孫堅がどれほど強くとも、どうしようもないぞ、こんなの！　戦いは、数なのだ！　しかも、諸しよ懐かいが率いていた頃ころの黄巾賊と違ちがう！　統制が取れている！　総大将は、大軍を指揮できるほんものの武人だ！　催さい眠みん術で民を操っているのとは違う！　関羽の女神スキルで蹴散らせる相手じゃない！　誰だれだ、誰が総大将なんだ？　あの、骸がい骨こつを描えがいた旗印は……この世界の英傑が使うものじゃない！

　於お夫ふ羅らが、気づいた！　諸懐たちが恐れていた、人類絶ぜつ滅めつをはかる残ざん虐ぎやくな亜あ人じんの種族！　「絶滅派亜人」の旗だと！　諸懐が黄巾賊から手を引いたのを見て、自ら万ばん里りの長ちよう城じようを越こえて青州黄巾賊を乗っ取ったのだ！　術を用いず人民を強兵に。総大将はとてつもない武力と統率力の持ち主だ！　天子ちゃんさまが危ない！

「噓だろおおおおっ？　今日は厄やく日びかああああああっ!?　那波！　雪乃！　追いかけっこしている場合ではないぞーっ！　真世界の秩ちつ序じよの中心たる天子ちゃんさまをお守りせねば！　それに、下邳の現有戦力だけじゃ応戦は無理だ！　水みず攻ぜめで下邳城の防ぼう御ぎよ力も落ちている！　援えん軍ぐんが必要だーっ！」

「わわわわかったよう、アニキ！　どうすればいいのっ？　演義や正史と展開が違いすぎて、あたしにはもう、なにがなんだかわかんないよう！」

「兄さん。下邳と徐州を放ほう棄きしますか？　りょ、呂布は、兄さんの奥さんになりましたから……徐州牧の玉璽を失ってもだいじょうぶなのですよね？　ゆゆゆ許せませんが、ししし仕方ありませんよね！」

　いや。放棄はまずい。いろいろな意味で。黄巾賊が青州と徐州を制してしまえば、もう、漢王朝の再統一は絶望的になる。それに、琅邪に孔明を引っ張り出しに行けなくなってしまう！　琅邪はもう黄巾賊に奪うばわれてしまっているだろう。真世界の民と戦うことになるのは不本意だが、徐州の支配権だけは、英えい傑けつ勢力が確保せねばならない！　しかも！　絶滅派亜人が南下してきたということは、泰たい山ざんを奪われれば異世界へも亜人軍団が転送され、侵しん略りやくを開始する！　袁帝グループの対立抗こう争そうで時間を浪ろう費ひしている間に、俺たちの生まれ故郷の世界までが危機に！　孔明が言っていた最悪のルートとはこれだったんだ！

「劉備玄徳？　下邳は文台と呂布に任せなさい。この周瑜公瑾が軍師として立ち回り、一日でも長く粘ねばるわ！　ただちに、兗えん州しゆうの曹操のもとに援えん軍ぐん要よう請せいに！　同時に、天子さまを曹操のもとに退たい避ひさせて！　青州黄巾賊に勝てる英傑は、正史でも奇き跡せき的に勝利を達成した曹操だけよ！」

「……兄者……い、いや、旦那さま？　周瑜の言う通りに。だが的盧だけでは足りない。赤兎馬を貸そう。関羽なら、赤兎馬と連結ペアリング可能なはず。関羽と張飛は、二人の護衛を」

「お借りします、呂布！　兄さんとななちゃんは、的盧に乗ってください！　雪乃が天子さまをおんぶして、赤兎馬で駆かけます！　それで、最速で曹操師し匠しようのもとに行けます！」

「そうだ。きみには『真の仲間』がいる、頑がん張ばろう劉備くん。曹操軍は、真世界最後の砦とりでとも言える泰山を守っているはずだよ。泰山へ行くんだ。徐州の劉備軍団は、私が指揮するよ──私は自前の馬宝貝持ちだけれど、お留守番でいいよ。護衛役は関羽と張飛に譲ゆずろう。なに、気分を害してはいないさ、『真の仲間』だからね──うん。『真の仲間』だから」

　趙雲は、「北斗五丈」の秘密を知っている。あのスキルの特性上、俺たち三兄妹は常に行動をともにしろ、徐州は自分に任せろ、俺の相棒として務めを果たすと言ってくれているのだ。でも、ちょ～っとだけ、いじけてない？　だ、だいじょうぶかな？

「ブルルルルッ！　まだ風か邪ぜひいて本調子じゃねーけどよう、ブホンブホン。しゃーない、おいらにお任せあれ！　あ。糜竺たちは無事だぜえ？　関張飯店に避ひ難なん済みだ、相棒」

　よし。もう迷っている時間はない！　下邳を包囲されて脱だつ出しゆつ不可能になってしまう前に、行こうっ！　大軍師の周瑜と冷静沈ちん着ちやくな趙雲の助言に従えば、間ま違ちがいはない！　曹操なら。怜香なら、「青州黄巾賊戦勝利イベント」を起こせるはずだ！　他に勝ち筋はない！

「みんな、死ぬなよ！　すぐに援軍を率いて戻もどってくるっ！　行くぞ那波！　雪乃！　天子ちゃんさま！」

「おーっ！　なにが絶滅派亜人だー！　まだ世界絶滅時計の砂は落ちきってないはずじゃん！　絶対に打ち払はらうんだからっ！」

「参ります、天子さま！　ヤマアラシ甲かつ冑ちゆうを脱ぬいで、しっかりお摑つかまりください！　私は兄さんの忠実な妹です、独立はいたしませんので威い信しん上じよう昇しようはお気になさらず！」

「うむ。大たい儀ぎである……だが……亜人とは、いったい……彼らはどこから来て、どうして中原に……」

　出発ッ！　青州黄巾賊百万がいっせいに下邳めがけて進軍してくる中、俺たち四人は的盧と赤兎馬に乗って裏門から出発した！　目指すは兗州泰山の曹操陣じん営えい！




　躊ちゆう躇ちよなく出発したことによって、間かん一いつ髪ぱつ、俺たちは青州黄巾賊と鉢はち合あわせすることなく、泰山へと一直線に向かうことに成功した。ただ、その泰山へと踏ふみ込む直前で──。

　大陸は広大である。奇き妙みような場所を通らねばならなくなった。

「アニキ？　こんなところに、いっぱい泉が……！　しかも妙みような水の色！　明らかに毒系の泉だよ！　ここは、注意して進まないと泉に落ちちゃうよ？」

「こりゃ完全に魔ま境きようだな。迂う回かいすりゃよかった！　だが、時間がない。一直線に進むしかないな！」

「兄さん。私と天子さまは万全です、赤兎馬ならばぴょんと跳とび越えられます！　的盧、兄さんとななちゃんをお願いします」

「ブルルッ！　おいらに任せな！　あ、だめ、咳せきが出る……ブホン、ブホオオンッ！」

「ぎゃー！　なにやってんのさ的盧ーっ！」

「ぐわーっ！　こ、この駄だ馬ばがあああああ！」

　的盧が跳びはねながらくしゃみをしたおかげで、振ふり落とされた俺と那波は、見るからに毒々しい色の泉に落ちてしまったのだった。

　もっとも──。

「だいじょうぶですか、兄さん、ななちゃんっ？」

「げほげほげほ。うう、ちょっと水飲んじゃったけど、へーきへーき！」

「毒ではなかったらしい。紛まぎらわしい……」

　すぐに雪乃に引き上げてもらって、事なきを得たのだが。




　泉を直進して時間ロスを最少に防ぐことができたため、俺たちは予定よりも早く兗州入りし、泰山へ到とう着ちやく。休む間もなく、曹操の陣じんを訪れた。

　荀彧お姉さんとシスマゲドン先生コンビが「来ましたね。想定より早い到着です、劉備三さぶ郎ろう」「でも今、曹操は酷ひどい頭痛で寝ね込んでんだよなー」「持病なんですぅ、あと数日は寝しん室しつに入っては駄だ目めですう」と出で迎むかえてくれたが、えーい今は頭痛で寝ている場合ではないのだーっ！　那波と雪乃、そして天子ちゃんさまを連れて押し通る！　強行突とつ入にゆうだ、曹操の寝室テントに！

「おーい曹操っ！　入るぞーっ！　青州黄巾賊が矛ほこ先さきを変えて徐州に攻せめてきたではないか、きりきり働けーっ！」

「ロキソミン切れちゃったの？　入るよーっ！」

「二巻の執しつ筆ぴつは先延ばしでいいです！　なんならこの関羽が代筆します！　援軍をお願いします、師し匠しよう！」

　四人がかりで、突とつ撃げき！　曹操発見！　起きろ～！

　寝しん台だいの上で「うぐぐぐぐ」と頭痛に耐たえてごろごろ転がっていた曹操こと怜香が、「うっさいわねー！　休んでるのも戦略のうちなのよ！　あんたが来た理由はわかってるから、ちょっとだけ待ちなさいよー！　頭痛が慢まん性せい化したらどーすんのよ！」と吼ほえながらぴょこんと飛び起きて、そして。

　ぶぎゅる。

「ふぎゃあああっ!?」

　容よう赦しやなく、顔面を踏みつけていた──。

　怜香は、頭痛の発作が出ると、凶きよう暴ぼう化するからな。

　ただし……ただし……怜香が踏んでいるものは、俺の顔面ではなく……俺では……あ、あれっ？　違う！　怜香は、たしかに俺の顔面を踏みつけている！

　しかし、俺はこうして、怜香に踏まれている俺自身を隣となりで見ているっ？

　これはいったい、どういうことだ─────っ!?

「いった～いっ!?　どうしてあたしがああ～？　邢道栄にされてから文字通り踏んだり蹴けったりだよお～！　ふえええん、アニキ～！」

「なにを言っているのよ、劉備！　あんた秀一でしょ！　いつからそんななよなよした喋しやべり方になったわけえ？　あーもう。怒おこったら頭痛が治まったから、いいけどお！」

「ちょっと待て、怜香あああああ！　秀一は俺だ、俺えええええっ！」

「は？　どうしたの張飛？　頭でも打った？　その胸にぶらさげている二つの肉まんはなに？　そんなもの、秀一がつけてるわけないじゃん？」

　え？　あれ？　あれれれれ？　むにゅうう……なんじゃこりゃああああ！　俺の胸が……どうして……!?　うっ、思わず強く摑みすぎた。痛い痛い痛い！　痛ってえええ～？

「に、兄さん……！　ななちゃんっ？」

「ち、朕ちんの考えを述べてもよいだろうか。も、もしかしたら、さっき泉に落ちた時に……あ、あれは、真世界の泰山麓ろくにあるという伝説の呪のろいの泉では……移動を急ぎすぎて、誰も異変に気づいていなかったのでは……」

「あああああっ!?　そーだよ！　こ、これって……」

「俺と!?」

「アニキがっ!?」

「「「「入れ替かわっているうううううっ!?」」」」

　おお！　真世界大陸の神秘！　あの泉は、落ちた者同士の魂たましいを入れ替える呪いの泉だったのだ！　まさに悲劇！

　こんな時はどうすればいいんだ、孔明～っ!?








あとがき






　この巻は「真しん・三さん国ごく志し妹まいのヒルデさん」こと呂りよ布ふが物語を動かす中心キャラなのですが、あとがきでは正史英えい傑けつ・呂布の「逸いつ話わ」と「運命」について補足します。

　正史英傑・呂布は幷へい州五ご原げんの出身で、騎き馬ば民族・匈きよう奴どの血を引いていたという説があります。馬術・弓術に巧たくみだったのも、儒じゆ教きよう道徳という価値観を持たず「力こそ正義」を貫つらぬいたのも、故郷五原の騎馬民族の影えい響きようが大きかったのではないかと言われています。

　正史では、呂布は董とう卓たくを暗殺した後、袁えん術じゆつ・袁えん紹しようのもとを転々とＦＡしたり、兗えん州しゆうを狙ねらって曹そう操そうと戦ったりしますが、最後は徐じよ州の劉りゆう備びのもとに転がり込み、劉備を「弟」と呼びます。もちろん速そつ攻こうで劉備を裏切って徐州を乗っ取るのですが、劉備の妻子は保護したり、劉備を小しよう沛はいの城に迎むかえたり、「轅えん門もん射しや戟げき」という離はなれ業わざをやってのけて劉備と袁術の戦争を停戦させて劉備を救ったりと、呂布と劉備の関係は微び妙みようというか「？？？」なものでした。これが、呂布をもってしても殺す気が起きない劉備の人徳パワーでしょうか。

　そんな呂布ですが、二度目に劉備を裏切った際には、劉備と合流した曹操軍に水みず攻ぜめを喰くらい、敗れて捕ほ縛ばくされます。敗れても呂布は相変わらず呂布で、「俺が騎き兵へいを、曹操どのが歩兵を率いれば天下を盗とれる」と豪ごう語ごします。人材マニアの曹操は呂布を登用しようかと躊躇ためらいますが、劉備が「主君を二度殺した男ですよ」と諫いさめたので、結局呂布は処しよ刑けいされます。呂布は劉備に「お前がいちばん信用できない！」と言い残しました。なんとなく憎にくみきれない悪役と言いますか、最後まで劉備に妙みような友情を感じていたのでしょう。

　しかし、統一失敗という結末を知っているこちらとしては、曹操と呂布の最強タッグを見てみたかった気がします。劉備が調整役を務めればなんとかなったのでは？　とも。

　そんなわけで、秀しゆう一いちがヒルデガルドの「運命」をいかに変えるか、がこの巻のキーポイントとなります。那な波なみは邢けい道どう栄えいになってしまいますが（劉備軍戦力外通告のお知らせ）、ついに召しよう喚かんされたＳＳＲ趙ちよう雲うんがきっと秀一を補ほ佐さしてくれるでしょう！

　なお、最後の秀一と那波の叫びはノリと勢い重視です。




　最後になりましたが、イラストレーターのをん先生、担当さん、そして読者の皆みなさん、本当にありがとうございます。次巻も楽しみにお待ちください。
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真しん・三さん国ごく志し妹まいⅢ
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